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　僕は、一人ひとり怪物と戦っていた。

　地の底から現れ、怪物と呼ばれるに相応ふさわしい醜しゆう悪あくな顔をした人類の敵だ。奴やつらが現れて以来、もう人類は十年以上も死し闘とうを続けている。

「くそっ、なんて強さだ[image: ][image: ]！」

　僕は三人の仲間と共に、ある古い屋や敷しきに潜ひそんでいる数匹の地底人どもを狩り立てに来ていた。狩りは途中まで上う手まくいっていた。少なくとも三匹を仲間たちが殺し、残る敵は一匹となっていた。

　しかし、その最後の一匹の強さが異常だった。地底人の身体能力は鍛きたえ上げられた人間のそれとほとんど変わらないはずなのに、まるで魔ま法ほうでも使っているのではないかと思えるほどの速さで建物の陰かげから陰へと身を隠しながら移動し、こちらの隙すきを見つけてはショットガンの一いち撃げきを浴びせてくるのだ。

　至し近きん距きよ離りからショットガンを撃うち込まれれば、人など形も残らない。今や僕の周囲には、かつて仲間だった人間の残ざん骸がいが散らばっているのみだ。

　最後の一人となった僕は、あらゆる手段を使ってどうにか抵抗しようとした。しかし、狭い通路で待ち伏せしても、スナイパーライフルを使って長距離から攻撃しても、まったく通用しなかった。

「なんで[image: ][image: ]なんで当たらないんだ[image: ][image: ]！」

　僕の恐怖は最さい高こう潮ちように達していた。

　最後には半狂乱になってスナイパーライフルを振りかざし、接近戦を挑んだ。強烈な威力を持つスナイパーライフルの銃弾をどうにか命中させることができれば、この悪夢のような敵を倒すことができるのではないか。そう思ったのだ。

　しかし、そんな悪あがきが通用するような敵ではなかった。

　敵は僕の銃口の動きでも見切っているのか、目にも留まらぬ速さで飛来する銃弾をものともせず、僕に肉にく薄はくし、そして。

　ショットガンの銃口を、僕に向けるのだった。

「────」

　悲鳴を上げる間もない。

　間もなく僕も、他ほかの仲間たちと同じように肉片となるのだった。
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「おにいちゃーん。朝だってば、起きて起きてー」

　部へ屋やの外から聞こえる妹の能天気な声で、岸きし嶺みね健けん吾ごは目を覚ました。

「はっ!?」

　がばっと身を起こし、ここが戦場などではなく自分の部屋であることをまず認にん識しきする。もちろん自分の体は肉片になどなっていない。

「……夢に決まってるか」

　昨日きのうのことを思い出す。岸嶺は、ゲーム部こと現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの仮入部員として、生まれて初めてジャパン・ゲーム・バトル・チャンピオンシップ──通称ＪＧＢＣというゲーム大会に参加した。

　そして、ボロ負けした。圧倒的な技量を持つたった一人ひとりの参加者にいいように弄もてあそばれ、パーフェクトゲームに等しい負けを喫したのだ。憧あこがれの女の子の目の前で。

　一晩経たっても悔しさはまったく薄うすれていなかった。夢に見るのも当然というべきだろう。

「おにいちゃんってばー。寝てるのー？」

　ドアが開き、いささか年の離はなれた妹が顔を出した。

「ああうん、起きてるよ……」

　四月も終わりに近づき、暖かくなってきたものの、まだ朝はいささか寒い。ベッドにはまだまだ抜け出し難がたい温ぬくもりがあったが、このままベッドにいては妹に叩たたき起こされかねない。岸嶺はベッドから出ると、朝の支し度たくを始めるのだった。
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　ブルーマンデーという言葉の意味を、岸嶺は今更ながらに思い出していた。

　以前のようにただなんとなく学校に通っていたときにはまったく縁えんのない単語だったが、最近になってなぜそんな単語が存在するのかがなんとなく分かる。

「今日きようは学校行き辛づらいなあ……」

　私立伊い豆ず野の宮みや学がく園えんへの通学途中、岸嶺の口から出てくるのはそんな言葉ばかりだった。

　昨日のゲーム大会では、「キミには才能がある」などとおだてられて意い気き揚よう々ようと参加した挙句、一得キ点ルも得ることなく敗北し、恥も外聞もなく泣きじゃくってしまったのだ。その敗北を乗り越え、真剣にゲームに挑戦してみようと決意したのも昨日のことだったが、もともと人付き合いの苦手な岸嶺である。あんな醜しゆう態たいをさらした後で現代遊戯部の関係者にでも会えば、一体どんな顔をすればいいのか分からなかった。

　しかし、こんなとき。岸嶺が密ひそかに憧れている現代遊戯部の部長は、いつも予想の上を行く。

「待っていたぞ、岸嶺君」

　不意に、凜りんとした声が響ひびいた。

「えっ……」

　突然岸きし嶺みねの前に現れたのは、まさに今もっとも顔を合わせ辛づらいと思っていた相手だった。天てん道どうしのぶ。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部長にして、多くの生徒たちに慕われている生徒会長でもある。

　もちろん岸嶺は混乱した。私立伊い豆ず野の宮みや学がく園えんは旧お嬢じようさま学校として知られ、自家用車で通学する生徒がほとんどだ。それなのになぜ、彼女のようなお嬢さまの中のお嬢さまが、こんな庶民が使うような通学路にいるのか。しかも「待っていた」とはどういうことか。

「ど、どうして天道さんがここに……」

「ちょっとキミと話がしたかったんだ」

　いつも通りの態度で、天道は答えた。

　自分と話がしたい。彼女にそう言われると、素直に嬉うれしいと思ってしまう。しかし、今はやはり疑問の方が気になった。

「それにしたって……よく僕の通学路をご存知でしたね？」

「仁に井い谷たにから聞いていたんだ。キミは毎日ここを通っているとな」

「ああ、それで……」

　少し謎なぞが解ける。仁井谷とは天道を慕っている二年の女子で、現代遊戯部にも仮入部員として籍せきを置いている。伊豆野宮学園の女子には珍しくないが、男性が非常に苦手で、その悪あく癖へきを治すためという理由で、一度だけ岸嶺と一いつ緒しよに登校したことがあった。

「ここでいつまでも立ち話していては遅刻してしまう。キミさえよければ、一緒に登校したいんだが、構わないか？」

「え？　あっ、はい、それはもう……」

　信じられないことになっていた。

　心しん臓ぞうが高鳴り始める。自分が密ひそかに気になっている女の子と、並んで登校するというのだ。本の中ではよくあるシチュエーションだが、まさかそれを自分が体たい験けんすることになるとは思いもしなかった。

（いや、待てよ……）

　かつて仁井谷と一緒に登校したときのことを思い出す。あのときも二人ふたりきりでの登校ではあったが、なぜか距きよ離りを置いて一台の車がずっと後をつけてきていたのだ。中の運転手は、まるで仁井谷に少しでも手を出したら即座に轢ひき殺すといいたげな気迫を放っていた。

　ひょっとして今日きようも同じように、誰だれかいるのでは──と周囲を見回してみる。

　それらしい車は見当たらなかった。しかし、妙な視し線せんは感じる。もし彼女におかしなことをしたが最後、自分はこの世から消え去るのではないか。そんな気がしてならない。

「どうした、そんなにキョロキョロして？」

「え？　ああ、いえ、別に。そういえば、天道さんって徒歩通学なんですか？」

「いや、わたしは色々だな。車で送ってもらうときもあるが、バスのときもある」

「へえ、そうなんですか」

　当然のように車で送ってもらうという言葉が出てくる辺あたり、さすがお嬢じようさま学園の生徒会長だった。だがそうなると、今日きようはわざわざ自分と徒歩通学するためにここまで来てくれたということになる。

「それで、昨日きのうのことなんだがな」

　どこかいい辛づらそうに、天てん道どうは切り出した。昨日。すなわち、ゲーム大会でみっともない姿を見せた日である。

「わたしも……その、昨日は少しいい過ぎたのではないかと思っていてな。キミが怒っていないか心配になってたんだ」

　いつも堂々としている彼女には珍しく、おどおどしている。

　驚おどろいたのは岸きし嶺みねの方である。むしろ自分の方が彼女をがっかりさせたのではないかと思っていたのだ。彼女が気に病やむ理由などどこにもないのだ。

「お、怒るわけありませんよ。むしろ天道さんにはお礼をいいたいぐらいなんですから！」

「そ、そうなのか？　別に礼をいわれるようなことをした覚えはないんだが……」

「そんなことありませんよ。確たしかに僕は、天道さんのいった通り、なにをするにも中途半端だったんです。僕には覚悟が足りてないって天道さんの一言で、本当に目が覚めた思いなんですから」

「そ、そうか。ならいいが……」

　必死に言葉を紡いだ成果か、天道はどうにか納得してくれたようだった。

　実際、噓うそ偽いつわりはない。自分の方が礼をいうならともかく、天道に謝しや罪ざいされる覚えはまったくないのだ。

「ひょっとして、そんなことのためにわざわざ僕に会いに来てくれたんですか？」

「むぅ、そんなこととは心外だな。わたしは現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部長なんだからな、部員のことを気にするのは当然の義務だろう」

「はあ。そういうものですか」

　少しだけ残念だった。天道が自分のためにわざわざ来てくれたというのは嬉うれしいが、それが部長の義務だったからと宣言されてしまったためである。とはいえ、今の自分の立場を考えればそれだけでも充分満足すべきだったが。

「そうだ、それから今日はもう一つ提案があるんだ」

「はあ、なんでしょう？」

「今度からキミのことを、岸嶺と呼びたいんだが、構わないだろうか？」

「え……」

　また予想だにしない提案だった。つくづく、意表を突く人だった。

「それは構いませんけど。でもどうしたんですか、急に」

「わたしは親しい人のことはいつも呼び捨てにしているんだ。〝岸きし嶺みね君〟などと呼ぶのはどうもまどろこしい。もちろんキミが嫌いやなら諦あきらめるが……」

「い、いえ！　とんでもない。もちろん構いませんよ！」

　今度は純粋に嬉うれしかった。嬉しさを押し隠すのが大変なほどだった。

　つまり、少なくとも自分は天てん道どうにとって多少なりとも親しい人と認にん識しきされているということなのだ。

「そうか、それは良かった。では今後はわたしのことも、天道と呼びつけにしてくれて構わないからな」

「わ、分かりました。じゃあ、天道……さん」

　反射的にさんをつけていた。天道が苦笑する。

「おい、岸嶺。それではなにも変わってないぞ」

「す、すいません。やっぱりどうも慣なれなくて……」

　よく考えれば、異性の苗みよう字じを呼びつけにしたことなど、これまでの人生で一度もない。岸嶺にとってそれはいささかハードルが高すぎたのだった。

「あ、そうだ。じゃあ今後は部長って呼ぶのはどうでしょう？　僕も正式に現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部員になったんですから」

「部長、か……」

[image: ]

　天てん道どうは一転してどこかほわんとした顔になった。心なしか、どこか嬉うれしそうにも見える。

「……いいかもしれないな。思えば、せっかく部を作ったのにそんな風に呼ばれる機き会かいなんてなかったしな。分かった、では今後わたしのことは部長と呼ぶといい」

「はい、そうします」

　考えてみれば憧あこがれの異性を役やく職しよくで呼ぶのもどうかという気はする。それでも今はそれでいい気がした。今のところ、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの正式部員は自分と天道だけである。ということはつまり、彼女のことを部長という呼び方をするのは、世界で自分一人ひとりということになるのだ。

　と、そうこうしているうちに学園に近づいていた。

　自然、先日仁に井い谷たにと一いつ緒しよに登校してきたことが思い出される。

「あの、部長。そろそろ少し離はなれて登校した方がいいですかね？」

「うん？　なぜだ？　どうせ同じ場所へ向かってるんだ、わざわざ別々に行くことはないだろう」

「で、でも、ほら……男子と女子が一緒にいるところを見られるのって、伊い豆ず野の宮みや学がく園えんだと珍しいというか、変な目で見られるんじゃないかというか……」

「ああ、そういうことか」

　天道は少し不ふ機き嫌げんそうだった。

「キミが気を遣つかってくれているのは分かる。だが、わたしはそういう風ふう潮ちようこそが男子の居場所を奪っていると思っているんだ。別に不純異性交遊を奨しよう励れいするつもりもないが、同級生同士が登校時に話をすることぐらいはあって然しかるべきだろう。むしろ、生徒会長の立場にあるわたしが率先してキミと接すれば、この状況も多少は改善に向かうと思っているのだが……。いや、もちろんキミにとって迷惑ならここで別れても構わないが」

「いえ、とんでもない！　そういうことでしたら喜んで付き合いますよ！」

「そうか、助かる。では、堂々と行こう」

　天道は生徒会長として、男女が一緒にいることが悪いことではないと証明したいだけなのだ。だが、それでも岸きし嶺みねには嬉しかった。理由はどうあれ、彼女と一緒にいられる時間が少しでも延びるからだ。

　かくして、二人ふたりは並んで学園の正門へと向かった。

　いつも通り、学園名物の黒服警けい備び員いんたちにジロリと睨にらみつけられる。この元お嬢じようさま学園においては、男子はいつも犯罪者予備軍として警戒されるのだ。

　だが、今日きようの彼らの視し線せんはいつにもまして鋭するどかった。もちろん隣となりに女子が、それもこの学園名物の生徒会長がいるためだろう。

『てめえなにしてんだよ、誰だれに許可とって女の子と一緒に登校してんだよ！』

『この学園の美少女は見て愛めでるもんだ、それ以外のことは禁止なんだよ！』

　なんとなくそんな声が聞こえてくる気がする。警備員たちの目と顔が、冗じよう談だんではなくそう語っているのだ。とはいえ、今更引くに引けなかった。明日あしたの登校時がいささか怖いが、それでも部長と少しでも長くいられるならと、覚悟を決める。

　正門に近づくと、いよいよ周囲には自然と生徒の数も多くなってきていた。高等部のブレザーと中等部のセーラー服に身を包んだ色とりどりの少女たちが、礼れい儀ぎ正ただしく「おはようございます」「ごきげんよう」などと挨あい拶さつをかわしている様は、何度見ても慣なれない光景である。

　しかし、そんな礼儀正しい彼女たちも、生徒の中にチラホラと混じっている男子生徒が五歩以内の距きよ離りまで入ってくると、「ひっ……」と小さな悲鳴を上げ、怯おびえたように口をつぐんで逃げ出していくのである。

　もっとも、岸きし嶺みねに対してだけは今日きようはいささか違う反応を見せた。

「ひっ……えっ……」

　彼女たちは、五歩の距離まで近づくと、まずいつものように小さな悲鳴を上げ、そして次に驚おどろいたように天道の方を見るのだった。

「やあ、おはよう」

　天てん道どうが何気なく挨拶する。

「おっ……おはよう、ございます……」

　岸嶺にはともかく生徒会長に挨拶しないわけにはいかないのか、その女子生徒はどうにかそう口にすると、そそくさと距離を置くのだった。他ほかの女子生徒たちの反応も、皆似たようなものである。

「ふうむ」

　天道が唇を尖とがらせる。

「いつもだったら皆もっと積せつ極きよく的てきに挨拶ぐらいするのだがな……。隣となりに男子がいるというだけでこの様ざまか。情けない話だ」

「まあ慣れてないものはしょうがないですよ。僕たち男子もそれは分かってますし」

「そうはいっても、この学園が男子を受け入れてもう二年経たつんだぞ。もう少し普通に接することができてもいいと思うが……」

「か、会長。おはようございます」

　と、そのとき。やや引きつった声を出しつつも、積極的に近寄ってきた女子がいた。

　眼め鏡がねとショートカットが似合う真ま面じ目めそうな女子である。どこか厳きびしそうな雰囲気を醸かもし出してはいるが、いちいち可愛かわいいところはさすがこの学園の生徒というべきだった。しかしどういうわけか至し極ごく機き嫌げんが悪そうで、むっと岸嶺を睨にらみつけている。

「ああ、きみか。おはよう、琴こと野の。岸嶺、紹介しておこう、彼女は生徒会の副会長でな、わたしも普ふ段だんから色々助けてもらってる」

「へえ。つまり部長の右腕ってことですか」

「た、助けてるなんてそんな……。わたしの方こそいつも会長にはお世話になってますし」

　彼女は照れ臭そうにいったが、岸きし嶺みねの視し線せんに気づいたのかぱっと表情を引ひき締しめる。

「そ、そんなことはどうでもいいんです！　それよりなぜ会長が、よりにもよって男などと一いつ緒しよにいるのですか!?」

「なんだ、そんなことに説明が必要なのか？　彼は岸嶺といってな、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの新入部員なんだ。登校途中で同じ部の仲間と出会えば、会話ぐらいするだろう？」

「し、しかし……会長は多くの生徒の模も範はんでもあるのです。その会長が、そうも気軽に男の傍そばになどいては、他ほかの女子生徒によからぬ影えい響きようを与えると思います！」

「それはどうかな。我々は同じ学友だぞ。学友同士で話をすることに一体どんな悪影響があるというんだ？」

「ですが！　男の傍にいると、その、意図しない妊娠をすることもあると理事長も仰おつしやってたではありませんか。こ、子供は真に愛し合った男女の間にこそ生まれるべきです！」

（そんなバカな！）

　岸嶺は噴ふき出しそうになるのをどうにか堪こらえた。この学園の女子は一体どんな教育を受けているのか。

「あんな理事長のたわごとを信じてどうする。男女が傍にいるだけで妊娠するなら、共学の学校はどこも妊婦だらけだろう」

「それはそうでしょうが、しかしわたしは確かく率りつの問題をいっているのです！」

「む、そうか。そういわれると否定はできないが……」

　否定できないんですかそれ──と突っ込みたくなるが、色々問題がありそうなので黙だまっておく。大体、男女が二人ふたりっきりでいれば妊娠することもあるというのは、男にいわせると色んな意味で否定できない。

　それにしてもこの学園にいると、理事長という単語を時々耳にする。話を聞いていると、どうもこの学園で男子の居場所がないのは、その理事長のせいではないかという気がしてならない。

「しかし、わたしは生徒会長であって皆の規範でなければならないんだ。わずかな可能性を恐れ、男子だからという理由で距きよ離りを置くようなことができるわけがない。琴こと野の、キミには分かってもらいたいんだが」

　そんな言い方をされると、明らかに天てん道どうのことを尊敬しているらしい副会長はそれ以上強く出られないようだった。

「……分かりました、会長がそう仰おつしやるのなら仕方ありません」

　不満はありありと見受けられたが、諦あきらめたようにそう同意する。

　次に彼女は岸嶺の方に向き直った。

「岸嶺さん……と仰いましたね？」

「は、はあ、どうも」

　琴こと野のはなにか決意したように、岸きし嶺みねに顔を近づけてきた。

「くれぐれも会長をよろしくお願ねがいします。会長はわたしたちみんなが尊敬してる人ですから」

「あ、うん」

　一いつ瞬しゆん、どきっとなる岸嶺だったが、そんな浮うわついた気分は彼女の囁ささやき声ごえを聞いた瞬間、消え去ることとなる。




「気をつけて下さいね。もし会長に手を出すようなことがあったら──刺しますから」




「…………」

「それでは会長、また後のちほど」

　そして岸嶺が凍りついている間に、彼女は何事もなかったように去って行った。

「どうした、岸嶺？　彼女になにかいわれたのか？」

「え？　あ、いえ、別に、なんでも……」

「そうか、ならいい。しかし副会長ですらあのような考え方をしているとなると、まだまだ問題の根は深そうだな」

「ま、まあ時間をかけて直していけばいいんですよ。そ、それより今日きようから本格的に部活できるんですよね？　僕としてはそっちの方が楽しみですよ、色々と」

　強引に話を切り替えたのは、男子と女子の距きよ離りを無理に縮ちぢめることにうっすらと恐怖を覚えたからだった。この学園で下へ手たにそんなことをすれば、本当に彼女──琴野のような生徒に刺されかねない気がする。

　それに仲良くなりたいと思っている異性は今のところ天てん道どうだけだったし、彼女となら放ほう課か後ご部室へ行くだけで簡かん単たんに接点を持つことができるのだ。

　幸いなことに天道も、部活の話になると気苦労がなくなるようで、ぱっとその顔に笑えみが浮かんだ。

「そうか、そういってもらえると部長としては嬉うれしい。そうだな、今日きようからまた色んなゲームをやってキミを鍛きたえないといけないしな。本格的な練習にはどうにかもう一人ひとり部員が欲しいところだが」

「ああ、そういえば四人いるんでしたっけ」

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの目的は、ＪＧＢＣのチーム戦で勝ち残ることだ。しかし現在の正式な部員は、岸嶺と部長の天道のみだ。代わりに顧こ問もんである瀬せ名な先生が一いつ緒しよにチームを組んでくれるらしいが、それでも三人。仁に井い谷たにという仮入部員はいるが、彼女はあまりゲームはやらないらしく、そうなるとどうしても一人足りない。

「とはいえ、こればかりは今すぐどうこうできるわけじゃない。今しばらくはただゲームを楽しめばいい」

「はい、そうします」

　そう相あい槌づちを打ちつつも、岸きし嶺みねとしても他ひ人と事ごとのようには考えられなかった。個人的にも早くＪＧＢＣにリベンジしてみたいという思いがあったためである。




　　　　◆




「四人目のメンバーかあ」

　休み時間。岸嶺はずっとそのことを考えていた。

　なにせこの学園は超がつくお嬢じようさま学園である。世間では大流行しているゲームはもちろん、カラオケやボウリングなど、普通の高校生なら当たり前のようにやる遊びですら、この学園では遊んだことのない生徒の方が圧倒的に多いらしいのだ。おかげでゲーム部こと現代遊戯部にはまったく部員が集まらないらしい。

（……まあ僕も人のことはいえないんだけど）

　放ほう課か後ごといえば本を読むだけで、ゲームすら初めてプレイしたのがつい最近のことだった岸嶺である。他ほかの女子のことをどうこういう資格もなかった。

　部員が集まらない理由は、もう一つある。

　顧こ問もんの瀬せ名な先生が若い男だということだ。これは男嫌いのこの学園の女子生徒にはかなり敬遠される理由になるらしい。付け加えれば、つい最近岸嶺という男子が新たに入ったばかりである。こうなるといよいよ女子は怖がって入らないだろう。

　さらに、部員となるには一つ条件がある。求められているのが即戦力だということだ。なんせ共にチームを組んで戦うのだから、「スペランカーをクリアできる程度の腕は欲しい」とは天てん道どうの言葉だ。この学園には少数ながら男子もおり、彼らなら顧問が男だろうが関係ないだろうが、なかなか彼女のお眼め鏡がねに適かなう生徒というのはいないらしい。

　そもそも、部が設立されてすでに半年ほど経たっているらしいのだ。もし在校生徒に目ぼしい人材がいたのなら、天道か瀬名先生辺あたりがとっくに見つけているだろう。

　となると、標的は新一年生か、あるいは岸嶺のようにこの学園に転入してきた男子生徒──転入組に絞られる。

「よう、なにしけたツラしてんだよ」

　と、後ろの席から声をかけてきたのは、このクラスでの唯一の男のクラスメイト、日くさ下か部べだった。

「ああうん、ちょっと考え事してて……」

　と、そこで日下部も自分と同じ転入組であるという事実を思い出す。

「あ、そうだ。日下部って現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに興きよう味みあったりしない？」

「ああ、そういえばおまえ、あのヘンテコな部に入ったんだっけ？　っつーかなにする部なんだ、あそこって。ただゲームやるだけの部って話は聞いたけど」

「大体合ってるよ、本当にゲームしてるだけだし。でもまだ部員が二人ふたりしかいなくてまともに活動できないらしいんだ。日くさ下か部べってゲームやるんでしょ？　興きよう味みない？」

「そりゃゲームは嫌いじゃないんだけどな。でもよ、せっかくこのハーレムお嬢じようさま学園に入れたんだぜ？　あの美人生徒会長がいるってのは魅み力りよく的てきだけどなー、そんなに女の子の少ない部に入るのはちょっとな」

「そっか。じゃあ仕方ないね」

　岸きし嶺みねはあっさり日下部の勧誘を断念した。

　彼の言葉を聞いて、ある事実を思い出したためである。

　今、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部員は自分と天てん道どうの二人だけ。だから自然と天道と接する機き会かいもあるのだ。しかしここに別の男子部員が入ってきたら、天道を取られてしまうのではないか。そんな考えを抱いてしまったのだ。

（……あれ？　でもそうなると、男子は誰だれも勧誘できないってことになるのか）

　自分の考え方が貧相で情けなくも思ったが、やはりそこは譲ゆずれない気もする。

「そういやおまえ、放ほう課か後ごは図と書しよ館かんに籠こもって過ごすっていってた割にはあっさり心変わりして部活に入ったよな？　やっぱり、あの生徒会長目当てなのか？」

　日下部の指摘はかなり的まとを射ていた。

　顔が赤くなりそうなのを必死で堪こらえる。しかし、その試みが成功したかどうかは自分には分からなかった。

「べ、別にそういうわけじゃないけど。ただ、ゲームもやってみたら意外と面おも白しろかったから、もうちょっとやってみてもいいかなって」

「ふーん？　ま、せっかく受じゆ験けんとは縁えんのない高校に入れたんだ、色々やってみる方がいいに決まってる。生徒会長の電話番号が知りたくなったらいつでもいえよ、教えてやるからさ」

「い、いいよ、別に」

　気になっている女の子の電話番号といわれると、確たしかに興味はあった。しかし、仮に天道の電話番号を知ったとして、いきなり電話して世間話するとかデートに誘うといったようなことができるとも思えなかった。

　と、ふとある考えを思いつく。

「そうだ。日下部って女子のこと色々調しらべてるんだよね？」

「ああ。住所氏名と電話番号まではどうにかなったぜ。身長とスリーサイズも時間の問題さ。おっと、いくら俺おれでも体重まで調べるほど野や暮ぼじゃねえからな？」

「……いや、訊きく気もないけど。じゃあさ、ゲームが趣しゆ味みの一年生とかって知らないかな？」

「ゲームが趣味、ねえ？」

　日くさ下か部べは懐ふところから〝マル秘〟と書かれた手帳を取り出しぺらぺらとめくり出した。もしその手帳の存在がバレたら、日下部はきっと退学になるんだろうな、となんとなく思う。

　しかし該当するデータは見つからなかったのか、やがて匙さじを投げるかのようにパタンと閉じてしまった。

「あー、駄だ目めだ。悪わりぃな、まだ趣しゆ味み趣しゆ向こうまで分かってる女子の数はまだ少なくてさ。もうちょっと時間くれ」

「そう……」

　時間をかけたら趣味趣向まで分かるのかと別の疑問が湧わいたが、やはり触れる気にはなれなかった。
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　放ほう課か後ご。岸きし嶺みねはいつものように部室へと向かった。

「あれ？　仁に井い谷たにさん？」

　部室にいたのは、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに仮入部員として籍せきを置いている二年の仁井谷佐さ奈な恵えだった。初めて彼女と出会ったときのように、片手にはハタキを持っている。

「……あ」

　彼女は振り返って岸嶺の姿を見つけると、半分ぐらい怯おびえの籠こもった声を漏もらした。

「や、やあ」

「こ、こんにちは、先せん輩ぱい」

　どこかぎこちない笑え顔がおを向けてくる。

　これでも随分とマシな対応なのだ。彼女もこの学園の女子生徒らしく男が苦手で、初めて出会ったときなどは「……ひっ」と悲鳴を上げられたほどだった。しかし彼女は天てん道どうの信奉者らしく、少しでも異性と普通に接することができるようにと努力しているらしい。悲鳴を上げなくなったのはその努力の賜たまものなのだ。

「きょ、今日きようも掃除してくれてたの？」

　岸嶺は鞄かばんを置きながら、付け加えれば極力近づかないようにしながら、差し障りのなさそうな話題を振ってみた。

「は、はい。ほんの少しですけど」

「いつもありがとう。こんな物置みたいな部室が綺き麗れいなのは、きっと仁井谷さんのお陰なんだろうね」

　どうにか会話を続けようと焦ったせいか、少し臭過ぎることを口にしてしまう。

　だが幸いなことに仁井谷はあまり気にした様よう子すはなかった。

「あ、いえ、そんな。わたしはゲームではお手て伝つだいできませんし……」

　そんなことないと思うけど──という言葉は口には出せなかった。趣しゆ味みは人それぞれで、彼女にゲームを強制するようなことはできない。

「あ。そういえば聞きましたよ。昨日きのうのゲームの大会では先せん輩ぱいもご活かつ躍やくなされたとか」

「べ、別に活躍なんて全然できなかったよ。それどころかなにもできずにやられちゃったぐらいだし……」

「そ、そうなんですか？　でも会長に聞いたら、先輩のこれからが楽しみだって嬉うれしそうに仰おつしやってましたよ？」

「……そ、そうなの？」

　昨日のことを思い出しても、恥ずかしくなることこそあれ、とても人に褒ほめられるようなことをした覚えはない。あるいは天てん道どうが気を遣つかってくれただけなのかもしれないが。

　と、そのとき、岸きし嶺みねの背後でドアが開く音がした。

「お、みんな揃そろっているな」

　天道だった。

　途と端たんに仁に井い谷たにの顔に安あん堵どしたような笑えみが浮かぶ。やはり異性と二人ふたりきりという環かん境きようは、まだまだ彼女には厳きびしいものであるらしい。

「こんにちは、会長」

「ああ。今日きようも掃除してくれてたのか？　いつもすまないな」

「いえ、わたしにとっては日につ課かみたいなものですから」

「ついでだ、今日こそ現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの活動に付き合ってみる気はないか？　仁井谷でもできそうなゲームを用意しておいたんだが」

「あ……。すいません、今日は料理研究部でミーティングがあるんです。もう行かないと……」

　天道は心底残念そうだった。

「そうか、じゃあ仕方ないな。いや、気にしないでくれ、そっちが本ほん職しよくなのだしな」

「すいません、また次の機き会かいにお願ねがいします。それでは、岸嶺先輩も」

「ああ、うん」

　いつものように、最後まで折り目正しい態度を崩さないまま、仁井谷は部室を後にした。

「ふー、やはり上う手まくいかないか。正式に部員になれとはいわないが、ゲームの楽しさぐらいはどうにか知って欲しいんだがなあ」

　勧誘に失敗した天道は、残念そうにパイプ椅い子すに腰を下ろした。

　つくづく、天道がゲームが好きだということがよく分かる。そのゲームの面おも白しろさを一人ひとりでも多くの人に伝えたいのだろう。

「まあ仕方ないですよ。こればかりは結局のところ本人次第ですし」

「そうだな。差し当たって今はキミがいるだけでも充分としよう。さて、岸嶺。今日はなにかやりたいゲームはあるか？」

「え……そ、そうですね」

　やりたいゲームといわれれば、いくらでもあった。

　それこそこれまでにプレイしたアンチャーテッドやスペランカー、ギアーズオブウォーといったゲームの続きを、もっとやってみたい。

　しかし、自分ばかり楽しんだって仕方がない。恐らく、自分以上に天てん道どうの方がゲームが好きなのだ。できれば天道に楽しんでもらえるゲームがいいが、彼女がどんなゲームを好むのかはまだ知らなかった。

　と、そこで岸きし嶺みねはあることに気づいた。今、この狭い部室に天道と二人ふたりっきりになっているという当たり前の事実を。

「ん？　どうした？　急にそわそわして」

「え？　あ、いや、すいません。その、部活動ってまだどうにも慣なれてなくて……」

　我ながら適当な言い訳を口にする。

「そうか。まあ早く慣れることだな。ここを自分の部へ屋やと思って好きに過ごせばいい」

「じ、自分の部屋！」

　自分の部屋で天道と二人っきり。それは想像するだけで恥ずかしくなりそうなシチュエーションであり、岸嶺の緊きん張ちようは、ほぐされるどころか悪化する有様だった。

　そのままの状態が続けば、岸嶺の挙きよ動どう不ふ審しんぶりはさらに拍車がかかっていただろう。だがそのとき、ガラッと扉が開いた。

「すまない、遅くなってしまったな！」

　瀬せ名な先生だった。知性を感じさせる眼め鏡がねと、四六時中まとっている白衣が特徴の物理教師で、この現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの顧こ問もんでもある。付け加えれば、顧問という立場ながらチームを構成するメンバーの一人ひとりでもあった。

　この瞬しゆん間かん、天道と二人っきりの時間は終わったことになる。これで変に意い識しきする必要がなくなったと安心する反面、少し残念でもあった。

「ん？　どうしたのかね、岸嶺くん！」

「い、いえ、なんでも」

「そうか？　まあとにかくこれで全員揃そろったのだ、早速だが目もつ下かの問題に取りかかるとしよう！」

「ええ、ちょうど今日きようやるゲームをどうしようかと相そう談だんしてたところです。先生はなにか希望はありますか？」

　天道が問いかけると、瀬名先生は少し不満そうに中指で眼鏡をかけ直した。

「違うだろう天道くん！　我々が抱える目下の問題といえば、四人目のメンバーのことだろう！」

「それはもっともですが……今すぐどうにかできる話ではないのではありませんか？　それとも、先生にはなにか見当でも？」

「そうだ！　朗報だぞ諸君！　今日きようは一つみやげ話がある！　今日、一部のクラスで持ち物検査があったことは知っているかね？」

「そうなのですか？　わたしのクラスではありませんでしたが」

「僕のクラスもそんなのなかったですけど。というかこの学校、持ち物検査とかあるんですね……」

　一月前まで普通の公立学校に通っていた岸きし嶺みねには、まったく縁えん遠どおい言葉だった。

「なにっ、するとキミの通っていた学校では持ち物検査はなかったのか!?」

　天てん道どうにとっては驚おどろくべきことだったらしく、びっくりして訊たずねられる。

「はあ、まあ。ゲーム機き持ち込んでた生徒とか普通にいましたし」

「むう……。学生の本分は勉強とはいえ、ＤＳを堂々と持ち歩けるのはうらやましいな。まあいい、それで先生。その持ち物検査と部員探しになにか関係が？」

「うむ！　実は没収箱が職しよく員いん室しつにあったから中を覗のぞいて見たのだがな！　どういうわけかその中にＸｂｏｘ　３６０用のコントローラがあったのだよ！」

「え？　コントローラだけ……ですか？　携帯ゲーム機とかならまだ分かりますけど、コントローラだけってどういうことでしょう？」

　岸嶺の当然の疑問に答えたのは天道だった。

「いや、有り得る話なんだ。ＪＧＢＣでは使い慣なれた自分のコントローラを持ち込むことができる。ゲーマーならマイコントローラを持ち歩いててもおかしくはない」

「へえ、そうだったんですか」

「もっとも、持ち込めるコントローラはＪＧＢＣの公式品に限られるがな。この間の大会でもコントローラを持ち込んでたゲーマーは多かっただろう？」

「そ、そうでしたっけ？」

　覚えはなかった。というより、あのときは極度にテンパっていたため他ほかの参加者の動向を見ている余裕などなかった。

「これがなかなかよくできた制度でな！」

　瀬せ名な先生が眼め鏡がねを光らせた。それはなにか解説を始めるときの前フリだということを、岸嶺は学んでいた。

「今や様々なゲームハードが世に出ている。マルチ展開というのだがな、たとえば同じゲームでもＰＳ３版とＸｂｏｘ　３６０版があったりする！　しかし、よほど熱ねつ心しんなユーザーでも普通は両方は買わん！　一方でＪＧＢＣでＰＳ版、Ｘｂｏｘ版のどちらのゲームが競きよう技ぎ種目になるかは分からんだろう？　そこでハンデにならぬよう、たとえばＰＳ３用のコントローラに似たＸｂｏｘ　３６０用コントローラといったものが売られているのだよ！」

「左利き用のゲーマーに適したコントローラとか、子供用の小さくて軽いコントローラといったもの、女性向けにデコレーションができるものもあるんだぞ。熱ねつ心しんなゲームユーザーなら自分に適したコントローラを持っていても不ふ思し議ぎではない」

「はあ、色々あるんですね。じゃあ僕も自分用のコントローラとか持ってた方がいいんですか？」

　岸きし嶺みねの問いかけに、天てん道どうは首を横に振った。

「いや、別に不自由さえ感じなければそれでいい。あらゆる状況で戦えるようにしておくにこしたことはないからな。まあとにかく、コントローラを没収されるような生徒がいるなら望みがある。探してみる価値はありそうだ」

「ただ一つ問題があってな！　なにせチラリと没収箱の中を見ただけだから持ち主の名前もクラスも分からんのだよ！」

「それは困りましたね。ですが先生なら、どのクラスで抜き打ち検査が行われたかぐらい調しらべられるのでは？」

「うむ、それがどういうわけか私は生活指し導どうの先生に嫌われているらしくてな！　なにも教えてくれないのだよ！」

「自信満々にいうことじゃないと思いますけど……」

　この瀬せ名な先生という人は、生徒の前で「声せい優ゆうと結婚したくないかね？」などとわけの分からないことをいい出す人なのだ。生活指し導どうの先生と折り合いが悪いというのはなんとなく分かる。

「ただ、私に一つ考えがある！　天道くん、ちょっと耳を貸したまえ！」

「は……」

　瀬名先生は天道を呼び寄せると小声で何事か話し込んだ。

　しかし天道にとってはよくない提案だったのだろう、すぐに彼女の怒声が響ひびいた。

「先生、無む茶ちやを仰おつしやらないでください！　わたしは確たしかに生徒会長ですが、その権限を私的に利用することなどできるわけがありません！」

「きみの言い分はよく分かる！　しかし、きみは生徒会長であると同時にこの現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部長でもある！　つまりきみは両方の役やく職しよくに対して尽力する義務があるはずだ！　それとも二つの活動に優劣でもつけようというのかね!?」

「そ、それは屁へ理り屈くつというか、議ぎ論ろんのすり替えではありませんか」

「だとしても、私の提案は他ほかならぬ生徒のためになるものではないか！　なるほどきみは立場を悪用することになるかもしれん。しかしそれが私物を没収された生徒のためになり、さらに現代遊戯部のためになるのであれば万々歳ではないかね!?」

「むむむ……」

　瀬名先生がどんな提案をしたのかは分からないが、生徒のためといわれては、天道が逆らえるわけがないと、岸嶺にもなんとなく分かった。

「分かりました、こういうことに利用したくはないんですが──」

　岸きし嶺みねの予想は正しく、天てん道どうはため息混じりに頷うなずくのだった。

「確たしかにその生徒もコントローラを没収されて困ってることでしょうし、明日あした副会長に小言をいわれるぐらいは我慢しましょう。では先生、わたしは職しよく員いん室しつに行ってきますので」

「うむ！　期待しているぞ！」

　かくして、部室に男二人ふたりが取り残される。

「先生、一体なにをさせるつもりなんですか？　この学校って校則とか厳きびしそうですし、生徒会長だからってそんなに大したことができるとも思えないんですけど」

「まあ君は大船に乗った気持ちで待っていたまえ！　彼女に任せてさえいれば、たとえ相手が教師だろうと大抵のことは上う手まくいくからな！」

「はあ。そんなに凄すごいんですか、天道さんって」

「うむ！　君は知らないだろうが、なにせ彼女は二年生や三年生を差し置いて一年のときから生徒会長を務めているぐらいだからな！」

「へえ……！」

　一年が先せん輩ぱいを差し置いて生徒会長になる。確かにそれはよほど秀ひいでた人徳と実力がなければ不可能だろう。

　それにしても、自分は天道のことをまだまだ全然知らないということがよく分かる。知ってることといえば、ただ同級生で部長で生徒会長で、ゲームが好きで綺き麗れいな人というだけである。

　そして、瀬せ名な先生の言葉が正しかったことは、間もなく証明されることとなる。ピンポンパンポーンと、全校放送が流れだしたのだ。

『全校生徒に連絡します』

　誰だれあろう、天道の声だった。

『こちらは高等部生徒会です。本日、いくつかのクラスで抜き打ちの持ち物検査が行われました。学業に不要な物を持ってくることは許されないことですが、新学期が始まったばかりということもあり、今回だけは特別に大目に見てもらえることとなりました。今から没収された私物の返却を行うので、心当たりのある人は至急生徒会室まで来てください』

「……へえ。そうか、これで」

　瀬名先生の提案があってこそなのだろうが、それにしても天道の手て際ぎわに感心する。

　恐らく生徒指し導どうの先生にかけ合って交渉したのだろうが、没収した生徒の私物を取り返すなど、教師からもよほどの信頼を受けていないと不可能だろう。なるほど、一年生から生徒会長を務めている理由がなんとなく分かる。

「よし、これで準備は調ととのった！　岸嶺君、我らも生徒会室へ行くぞ！」

　不意に瀬名先生がそんな提案をした。

「え？　僕たちも？　なにするんですか？」

「決まってるだろう、部員の確かく保ほだよ！　ほら急ぐぞ！」

「え？　え？」

　流されるまま、部室から連れ出される。

　間もなく岸きし嶺みねは後悔することとなる。かつて自分自身がどうやって部員として〝確保〟されたかを、咄とつ嗟さに思い出せなかったために。
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　生徒会室には鍵かぎがかかっていたが、瀬せ名な先生の持っていた鍵であっさりと開いた。

「いいんですかね。鍵のかかってる教室に勝手に入って」

「問題ない、私は教師だぞ！　教師が校舎内を見回るのは自然なことだ！」

　いってることは一応真っ当だった。つくづく、この先生が生徒指し導どうの先生に嫌われているという理由がよく分かる。

「へえ、これが生徒会室ですか」

　そこは、お嬢じようさまばかりが通うこの学園の一室でありながも、質実剛健という言葉がぴったりの簡かん素そな部へ屋やだった。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部室と同じような広さの教室に、長机とファイルキャビネットが並べられただけの空間。ただ、綺き麗れいな小物が置いてあったり花瓶に花が活いけてあるあたりは、使っている人々の性格がよく表れている。

　と、瀬名先生が入り口のところに留とどまってキョロキョロしていることに気づく。

「先生？　どうかしたんですか？　なんか不ふ審しん者しやみたいですよ」

「いや、ここの副会長はどうにも苦手でな。できれば顔を合わせたくないのだ」

「あー、分かります」

　今け朝さ出会った琴こと野のという副会長のことを思い出す。とても冗じよう談だんとは思えない口く調ちようで、『刺します』というような女子なのだ。もし部員獲かく得とくのために天てん道どうを利用した、なんてことが露ろ見けんすればなにをされるか分かったものではない。

「まあ今日きようのところは生徒会もあまり活動してないらしいから大丈夫だろう。では岸嶺君。天道くんが来る前にとっとと隠れるとしよう！」

「え？　隠れる？」

「そうだな、差し当たりそこのカーテンの裏でよかろう！　私はこっち、君はそっちだ！」

「え？　え？　ちょっと、どういうことですか!?　なんで隠れなきゃならないんです!?」

「どうもこうもあるまい！　間もなくこの部屋に私物を没収された女子生徒が来る。しかし我々は生徒会関係者でもないし、この学園の生徒に男は厳げん禁きんだからな！　下へ手たに顔を出して驚おどろかすわけにはいくまい！」

「はあ、なるほど……って、いやいや！　僕が訊きいてるのはそういうことじゃなくて──」

「いいから早く隠れたまえ！　天てん道どうくんや他ほかの生徒が来てしまうだろう！」

　半ば強引にカーテンの裏に押し込まれる。

　なんとなくもう反はん論ろんするのも面めん倒どうくさくなってきて、岸きし嶺みねはそれ以上の抵抗を諦あきらめた。

　間もなく生徒会室の扉が開き、誰だれかが入ってきた。

　カーテンの裏からこっそり覗のぞくと、天道の姿が見える。抱えている箱が例の没収品を入れた箱だろう。

　天道が箱をテーブルの上に置くと、早速女子生徒がちらほらやってきた。

「失礼します。あの、三年Ｄ組の池いけ田だです。本を没収されてしまったんですけど……」

「ああ。本というと、これかな？　これぐらいなら先生方も見逃してくれてもいいとは思うが、校則は校則だ。今後は気をつけるように」

「はい、ありがとうございます」

　天道と女子生徒の、そんな会話が聞こえてくる。

　それから結構な数の女子生徒がやってきて似たようなやりとりが続いたが、ゲームのコントローラを返して欲しいという生徒がやってくる様よう子すはない。

「ふむ、コントローラだけ残ってしまったな。もう帰ってしまったのか……？」

　天道がそう呟つぶやくのが聞こえた。

　考えてみれば瀬せ名な先生の悪巧みを実行に移したのは、放ほう課か後ご少し経たってからのことである。天道の校内放送が聞こえる前に帰っていたとしても不ふ思し議ぎではない。

　と、岸嶺もそんな懸け念ねんを抱きかけたときのことだった。

「…………」

　生徒会室に誰かが入ってきた気け配はいがあった。

（え？　中学生？　それに、日本人じゃない？）

　カーテンの陰から様よう子すを窺うかがった岸嶺がそう思ったのには、理由があった。

　入ってきた少女は、中学生、それどころか小学生かと思えるほど小柄で、しかもセーラー服を着ていたからである。中等部の生徒かとも思ったが、だとすると高等部の生徒会室にやってくるのもおかしいし、それによく見るとこの学園の中等部の生徒が着用しているセーラー服とは微妙にデザインが違っていた。

　髪は綺き麗れいな金きん色いろだった。この学園で染髪が許されるとは思えない。ということは、間違いなく地毛なのだろう。肌の色も日に本ほん人じん離ばなれして白い。

（可愛かわいい子だな……。西洋の人形みたいだ）

　身長は一四〇センチあるかないかといったところで、手や脚あしも細い──というより小さい。一方で瞳ひとみは大きく、対照的に口は小さく、どことなく日本人っぽい感じもする。ただ、今その口はへの字に曲げられて妙に不ふ機き嫌げんそうであり、少女の可か憐れんさを台無しにしていた。

　さらに──岸嶺の目は、少女の体のある一点に自然と吸いつけられていた。

（お、大きい……）

　体が小さいわりに、胸の膨ふくらみだけはアンバランスなほど大きかったのだ。その一点だけは天てん道どうの比ではなく、見た目が子供っぽいだけに、なんというか色々と危険な感じがする。

（この学園って、本当に容姿で生徒を選んでるんじゃないだろな……）

　思えばこの学園に来て以来、可愛かわいいとか綺き麗れいという印象を抱かなかった生徒を見た覚えがなかった。

「没収品の返却希望かな？」

　まず天道が訊たずねると、

「ああ、うん。ここで返してくれるんでしょ？」

　子供っぽさを残す声で、どこかいい辛づらそうに少女は答えた。

「それでなにを没収されたんだ？」

「……ゲ、ゲーム用のコントローラなんだけど」

　と、少女が答えた次の瞬しゆん間かん。

「今だ岸きし嶺みね君！　確かく保ほぉぉおおお！」

　カーテンの裏から瀬せ名な先生が飛び出した。いつの間に用意したのか、その手には人が一人ひとりすっぽり入りそうな大きな袋が握られている。

「な、なに!?　なんなの──」

　少女は悲鳴を上げる暇もなかった。まるで獲え物ものに襲おそいかかる狼おおかみのごとき速さで頭から袋をかぶせられ、そして文字通り袋詰めにされる。

「せ、先生!?　一体なにをしておられるのですか!?」

　天道が当然の疑問を投げかける。

「見れば分かるだろう、新入部員の確保だ！　行くぞ岸嶺君、そっちを持ちたまえ！」

「え!?　ええ!?」

　半ば強引に、人間入り袋を担がされる。

「くれぐれも落とさないようにな！　では行くぞ！」

「え!?　えええええ!?」
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（ひょっとしなくても、僕って流されやすいタイプなのかな）

　岸嶺は見知らぬ女子生徒を担いだまま、ふと思った。

　文字通り誘ゆう拐かい犯はんの片棒を担がせられているのだ。こんなことになる前に、どこかの時点で瀬名先生を止めるべきではなかったかと思うのだが、勢いに押されるままこうなってしまった。

「ちょっと！　なんなのよ、出しなさいよ！」

　袋の中の少女は暴あばれまくったが、その力は強くなく、担ぐのに支障はなかった。

（それにしても、軽いなあ）

　人一人ひとり入ってるとは思えない重さである。それに、どういうわけか妙に柔らかい。

　よく考えたら袋越しとはいえ、女の子の体にこうも触れたことなどない。そう考えると妙に気恥ずかしいような、情けないような気がしてくる。

「ひゃうっ!?　こら、へ、変なトコ触るんじゃないわよ！」

「ご、ごめん！」

　なんとなく申し訳なくて咄とつ嗟さに謝あやまってしまう。そうこうしている内に、ようやく部室へ辿たどり着いた。他ほかの教師や生徒たちに見つからなかったのは奇跡というべきかもしれない。

「よし、降ろすぞ岸きし嶺みね君！」

「はあ」

　相手は女の子である。もしものことがあってはいけないと、できるだけ気をつけて袋を床に降ろす。

「ちょっと、なんなのよ!?　開けなさいよ！」

「落ち着きたまえ、今開けてやるから」

　瀬せ名な先生が袋を開けた次の瞬しゆん間かん、

「うごふっ」

　金髪の頭が飛び出し、瀬名先生の顎あごを直ちよく撃げきした。

「せ、先生!?　先生ー!?」

　一発ＫＯだった。瀬名先生は大の字になってばったりと倒れる。

「ちっ、油断したわ！　日本は治安のいい国って思ってたけど、こんな変態教師が潜ひそんでるなんて！」

　次に少女はキッと岸嶺の方をにらみつけた。小学生と見み紛まがうような小さな少女だというのに、その眼がん光こうは大人おとな顔負けの強さを持っていた。

「あんたも誘ゆう拐かい犯はんの一味ね!?」

「ち、違う！　いや、微妙に違わないんだけど微妙に違うんだ！」

「黙だまりなさい！　それにあんた……さっき触ったでしょ!?」

　少女は顔を赤くして、自分の体を──いや、正せい確かくにはその小柄な体に反して大きな胸の膨ふくらみを──庇かばうように腕を組んだ。

　それでさっき彼女のどこに触れていたのかを理解してしまう。

「い、いや、その……ご、ごめん！」

「やかましい！　謝るぐらいなら触るんじゃないわよ！」

　パーンと乾いた音がした。少女に頰ほおを引ひっ叩ぱたかれたのだ。

「…………」

　それなりに痛かった。だが一方で、妙にすっきりとした痛みだった。ま、仕方ないよね、それぐらいのことはしたんだから、と、そんな気になってくるのだ。

　考えてみれば、女の子に頰ほおを引ひっ叩ぱたかれるというのも人生初めての経けい験けんだった。この部活に入ってからというもの、日々が新しい発見に満ちているとつくづく思う。

「……あれ？　その情けなさそうなツラ、どこかで見たような……」

　不意に、彼女はそんなことを呟つぶやいた。

「そ、そりゃ同じ学校の生徒なんだし、どこかですれ違うことぐらいあったと思うけど」

「違うわ、この学校じゃなくて昨日きのう──」

　と、彼女がいいかけたとき、

「やっぱりこうなっていたか」

　部室の入り口に姿を現したのは天てん道どうだった。

「あれ？　あんたさっきの……。そう、あんたも関係者なのね!?」

　問い詰められた天道は、床で伸びている瀬せ名な先生を見ると、ため息を吐つきながら頷うなずいた。

「ああ、残念ながらな。ここはわたしが部長を務めている現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部室だ。そこに伸びていらっしゃるのが顧こ問もんの瀬名先生で、そこの男子生徒は部員の岸きし嶺みね健けん吾ごという。わたしもその制服で思い出したよ。キミは確たしか去年転入してきた生徒だったな？」

「ええ、そうだけど」

「ああ、転入生なんだ。それにしても、なんでこんな小さな子が高校に転入──おうふ」

　岸嶺の口から奇妙な声が出た。少女の肘ひじ鉄てつをみぞおちに喰くらったためである。腹を殴られると自然にこんな悲鳴が漏もれるんだな、と他ひ人と事ごとのように思う。

「あんた、ものすっごい失礼な勘違いしてるでしょ!?　あたしは高等部三年生よ！　こんな形で名乗るのもシャクだけど、あたしの名前は高等部三年Ｄ組杉すぎ鹿しかまどか！　覚えときなさい！」

「ええええ？　僕たちと同じ歳とし!?　信じられない、だってとても高校生には見え──ぐふっ」

　もう一度みぞおちに重い一いち撃げきを喰らい、岸嶺は思わず床に膝ひざを突いていた。

「そ、そもそも制服が違うじゃないか。高等部の制服はブレザーのはずだし……」

「あたしはアメリカから転入してきたのよ！　これはアメリカで着てた制服よ！」

「あ、ああ、それで……」

　高等部なのにブレザーではなくセーラー服を、それも中等部の生徒たちとは少しデザインの違う制服を着ている理由をようやく理解する。してみると、名前こそ日本人で日本語も上う手まいが、白人の血でも引いてるのだろう。だからこそあんなに綺き麗れいな金きん色いろの髪と白い肌とを持っているのだ。

「それにしても、校則の厳きびしいこの学園でもそんなことできるんですね……？」

　岸嶺が訊たずねると、天道は答えた。

「詳しいことは知らないが、理事長の一言で許可が出たらしいぞ。まあアメリカから転入とあっては色々大変だろうしな」

「そんなことはどうでもいいのよ！」

　バンバンと、杉すぎ鹿しかまどかと名乗った少女は傍そばにあった机を叩たたいた。

「一体どういうこと!?　なんなの、この失礼な男どもは！　なんでこんなところに連れてこられなきゃならないの!?」

　すごく適切な疑問だった。それにしてもこんな状況でもまったく毅き然ぜんとした態度を崩さない辺あたり、彼女も相当な大物らしい。

「すまない、色々失礼があったことは詫わびる。とにかく、これを返しておこう」

　天てん道どうは率直に謝しや罪ざいすると、没収品箱から持ってきたのかゲームのコントローラを差し出した。

「これはキミの私物だな？　Ｘｂｏｘ　３６０用のコントローラか。駄だ目めだろう、学校にこんなものを持ってきては」

　杉鹿という少女は、初めて少し怯ひるんだようだった。

「ち、違うわ！　それはええと、そうだ、兄のなの！　兄が間違えてこれをあたしの鞄かばんに入れちゃって、たまたま先生に見つかっちゃっただけなのよ！」

「ふっふっふ、下へ手たな噓うそはつかない方がいいぞ、証拠はあがっているのだ！」

　そう叫んだのは、先ほど一発ＫＯされたはずの瀬せ名な先生だった。いつの間にか復活を果たしていたらしい。

「これはただのコントローラではない。手の小さな子供にも使いやすいよう調ちよう整せいされた、ＪＧＢＣ公式のカスタムコントローラではないか！　兄の、などというべきではなかったな！　弟のものとでもいっておけばよかったものを！」

「うっ……」

　なんだかよく分からないが、瀬名先生が杉鹿を追い詰めていた。

「さて、まあそんなことはいい、それより本題に入るとしよう！　杉鹿まどかといったな。実はきみに話があってここへ来てもらったのだ！」

「……よくあれで『来てもらった』とかいえるわね。まあいいわ、どういうことよ？」

「一つはっきりさせておこう！　こんなコントローラを持ち歩いてるということは、きみも相当なゲーマーなのだろう!?」

「…………」

　杉鹿は黙だまり込んだ。

「単刀直入にいおう！　我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは、ＪＧＢＣ、いや、ＷＧＢＣチーム戦の優ゆう勝しようを目指しているのだ！」

「そういえば、この学園にはゲームする部があるってウワサは聞いたことがあるわ。なるほど、ここがその部室ってわけ？」

　杉すぎ鹿しかは部室を見回した。大型プラズマディスプレイが四台に、ゲーム機き多数。誰だれがどうみてもゲームをするための部である。

「すでに知っているなら話は早い！　残念ながら我が部の部員は今のところ私を入れてもまだ三人、チーム戦に参加するにはまだ一人ひとり足りない！　そこできみを我が部に受け入れたいのだよ！」

「お断りするわ」

　至し極ごくあっさりと、彼女は答えた。

「理由を聞かせてもらえないか？」天てん道どうが訊たずねる。「この部に入部すれば、部活動に必要ということでコントローラを持ち込んでも没収されることはなくなるし、放ほう課か後ごはいつでもここでゲームすることができるようになるんだぞ」

「そんなのどうでもいいわ。隠すつもりもないわ、あたしはゲームが好きよ。ＪＧＢＣにだって出るつもり。でも、あたしは個人戦でいいの。弱い犬に足を引っ張られるようなチーム戦なんてゴメンだわ」

　すました顔で彼女は言い放った。見た目の雰囲気通りの辛しん辣らつさである。もっとも、弱い犬という自覚のある岸きし嶺みねとしては、腹も立たなかったが。

「なるほど、どうやらきみも相当腕に自信はあるようだな！」

　そう応じたのは瀬せ名な先生だった。

「しかし、我々の腕も見ずに弱い犬呼ばわりというのも酷ひどい話ではないかね!?　いっておくが、我々も伊だ達てや酔狂で部を立ち上げたわけではないのだ！」

「はっ、腕に覚えがあるっていいたいの？　そうね、こんな部にいるぐらいなら、あんたたちもそこそこの腕なのかもしれないわ。だとしても、所しよ詮せんこんな小さな島国ゲーマーの実力なんてたかが知れてるわ。世界に出たが最後、コテンパンにのされるのが関の山よ」

「ほう。まるで世界を知っているかのような口ぶりではないか！」

「当たり前でしょ。あたしは去年までＡＧＢＣに参加してたんだから」

「ＡＧＢＣ……」

　初めて耳にする単語だったが、岸嶺にはなんとなく意味は分かった。ＪＧＢＣが日本のゲーム大会のことなのだ、さしずめＡＧＢＣとはそれのアメリカ版だろう。

「ほう。話に聞くＡＧＢＣの経けい験けん者しやか。それはいよいよ興きよう味み深ぶかいな」

　天道が目を輝かがやかせる。

「ええ、だからこそ日本に来てから絶望したわ。この国のＦＰＳのレベルは低過ぎるのよ。絶対に世界じゃ勝てないわ」

　例によって岸嶺にはさっぱりな会話だった。

「あの……ＦＰＳってなんでしたけ？　どこかで聞いた覚えのある単語なんですけど」

　杉鹿はひどく失望したようだった。

「はあ!?　あんたバカなの？　ＦＰＳって言ったらファースト・パーソン・シューティングの略に決まってるでしょ！」

「ふぁ、ふぁーすと・ぱーそん……？」

「キミはギアーズオブウォーをプレイしただろう？」と、天てん道どう。「平たくいえば、ああいう銃じゆう撃げき戦せんゲームのことだ。もっとも、アンチャーテッドもギアーズオブウォーも正せい確かくにはＴＰＳ、すなわち三人称視点のサード・パーソン・銃撃戦シユーティング、という意味になるが」

「……分かったような分からないような。ようするにＦＰＳっていうのは一人称視点の銃撃戦って意味ですか？」

「そういうことだ」と、瀬せ名な先生。「アメリカではそれらＦＰＳやＴＰＳといった銃撃戦ゲームが実に盛んでな、その愛好者は一千万を超えるともいわれている！」

「はあ。さすがは銃社会アメリカですね……」

「そうだな、まさにアメリカだからこそ流は行やったジャンルといっていい」

　天道は少し渋い顔をしながら相あい槌づちを打った。

「反対に銃というものに縁えんがないせいか、日本では今ひとつこの手のジャンルは流行っていないんだ。しかし、一千万を超えるユーザーがいるジャンルとなると、ＷＧＢＣの競きよう技ぎ種目に選ばれることは必然といってもいい。ＷＧＢＣ制せい覇はを狙ねらうなら、当然ＦＰＳがうまいことが必ひつ須すということになるんだ」

「そういうことよ。分かった？」

　と、杉鹿はびしっと僕に指を突きつけた。

「ようするに、ＦＰＳが苦手な日本人じゃ世界制せい覇はなんて無理ってことよ！　ましてやＦＰＳも知らないような犬と組むなんて話にならないわ！」

「さて、それはどうかな？　どうやらきみこそチーム戦の真の意味を理解していないようだ！」

　挑発するようにいい放ったのは、瀬名先生だった。

「ＦＰＳは確たしかにＷＧＢＣの必須種目といっていいが、ＷＧＢＣで行われるゲームのすべてがＦＰＳになることはあり得ん！　ＦＰＳ以外のゲームでも世界と渡り合えなければ、勝ち抜くのは到底不可能だ！」

「だ、だとしても、ＦＰＳだって重要なゲームには違いないじゃない」

「さて、そこでだ！　個人戦ならば、一人ひとりですべてのジャンルに精通していなければならない。だが、チーム戦ならば話は違う。きみがＦＰＳが得意なように、私や天道くんにだって得意なゲームはある！　きみが犬呼ばわりした岸きし嶺みね君とて同様だ！　チーム戦は個々の長所さえ伸ばせれば充分に勝しよう機きがあるのが特徴だ。だからこそ我々はチーム戦を選んだのだ！　ＦＰＳはきみに任せよう。その代わり、他ほかのゲームは我々に任せてくれればよい！」

「…………」

　その説得は杉すぎ鹿しかにも多少効果があったらしく、少しだけ彼女は言葉に困ったようだった。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐさま腕組みしてビシリといい放つ。

「ふん、無理よ。あんたのいってることが成立するには、四人全員が最低限の腕を持ってることが条件よ。もしチームに一人ひとりでも足手まといがいたら、全員の足が引っ張られることになるのもチーム戦のお約束でしょ。あんたたちにそれだけの腕があるとは思えないわ！」

「た、確たしかに……」

　思わず岸きし嶺みねは頷うなずいてしまった。彼女の指摘は考こう慮りよされるべき事柄である。なによりこの四人の中で、一番足を引っ張る可能性があるとすれば、間違いなく自分だという自覚もあった。

「いいたいことはよく分かった。キミも典型的なゲーマーのようだな」

　天てん道どうはなぜか少し嬉うれしそうだった。彼女の性格だ、この学園にまだこんな熱ねつ心しんなゲーマーがいたことが嬉しいのかもしれない。

「ではこうしよう、ゲームで決着をつけるんだ。その結果、もしわたしたちの腕が取るに足らぬとキミが判断したのなら、わたしたちも勧誘は諦あきらめる。しかし、もしそうでなければ、そのときは我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶの一員となって欲しい」

「ふん。そんなことに付き合う筋合いなんてないんだけど」

　杉鹿の返答はすげない。

「しかし、キミはゲーマーだ。ならばゲームの勝負を挑まれ、断れるはずがない。違うか？」

　天道の問いかけに、初めて杉鹿は小さく笑って見せた。

　見た目の幼さによく似合った、小こ悪あく魔まのような不敵な笑えみだった。

「いいわ。そこまでいうんだったら本場の腕を見せてあげる。その方があんたたちも納得してくれそうだし」

「す、凄すごい自信だね……」

「当然でしょ、このあたしが日本のゲーマーごときに負けるわけないじゃない！　なんならハンデぐらいつけてあげてもいいわよ？　そうだ、いっそ三対一でやる？」

「別にそんな必要はない、勝負はフェアであるべきだからな。ただ……使用するゲームはこちらに選ばせてもらっていいだろうか？」

「ふん、好きにしなさい。ただし、ＦＰＳかＴＰＳにしてもらうわよ、あんたたちが世界で通用するのかを見るのが目的なんだから」

「よし、話は決まったな！　分かりやすくて結構だ！」

　瀬せ名な先生が話をまとめにかかった。

「では明日あしたの放ほう課か後ご、この部室に来るといい！　そこで雌雄を決しようではないか！」

　こうして。

　岸嶺にとっては二度目となる勝負の日取りが定度目となる勝負の日取りが定められたのである。
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　かくして、翌日の放ほう課か後ご。

　この日は朝から小こ雨さめ混じりで、四月の下げ旬じゆんにしてはかなり肌寒かった。

「あんまり勝負の日って感じの天気じゃないなあ」

　岸きし嶺みねとしては、そんな思いを抱かずにはいられない。やはり現実は小説のように上う手まくいかないらしい。

　部室の前までやってくると、すでに先客がいた。

　今日きようの対戦者こと杉すぎ鹿しかまどかだ。ぱっと見るとやはり小学生にしか見えない。しかも今は肌寒さのせいだろう、その小さな体を抱くように腕組みして佇たたずんでおり、いよいよ小さく見えてしまう。ただ、彼女がそのポーズを取った場合、胸の豊かさだけは自然と強きよう調ちようされる形となり、岸嶺にとっては目の毒でもあった。

「あ、やっと来たの!?　遅いわよ、なんで挑戦ふっかけた方が後から来るのよ!?」

　目が合った途と端たん、いきなり怒ど鳴なられる。つくづく気の強い少女だった。

「ごめんごめん、もう来てたんだ？　あんな成り行きで勝負することになっちゃったから、あんまり乗り気じゃないと思ってたんだけど……。あ、ひょっとして杉鹿さんも今日ゲームやるのが楽しみだったとか……？」

　口くち下べ手たな岸嶺なりに、どうにか場をもたせようと適当な疑問を口にする。

　するとなぜか杉鹿は怒ったように顔を逸そらした。

「べっ、別に楽しみなんかじゃないわよ！　勝負から逃げるのはあたしの性に合わないし、今日はたまたま早くホームルームが終わったってだけよ！」

「そ、そうなんだ、ごめん」

　なんで謝あやまってるんだろうと自分でも思ったが、とにかく杉鹿をこれ以上怒らせたくなかったので黙だまっておく。

「それより早く鍵かぎ開けてよ！　この廊下、なんか寒いし！」

「あ、鍵かかってたんだ？　でも、僕も鍵持ってないんだけど……。部長か瀬せ名な先生か仁に井い谷たにさんがいないと……」

「はー!?　なにそれ！　もう、使えないわね！」

　使えない。いささか理不尽ではあったが、女の子に正面切ってそういわれると少しへこむ岸嶺だった。

　ただ幸いなことに、天てん道どうと瀬名先生はすぐにやってきた。

「二人ふたりとももう来ていたのか。すまない、わたしも急いだつもりだったんだが」

　天道が率直に謝しや罪ざいの言葉を口にする。

「遅いわよ！　なんであたしが待たされなきゃなんないのよ!?」

「はっはっは、すまんな！」と、鷹おう揚ように笑ったのは瀬せ名な先生である。「そうだ、お詫わびに今度部室のスペアキーを作っておくとしよう！　岸きし嶺みね君と杉すぎ鹿しかくんの分をな！」

「え？　僕のはともかく、まだ杉鹿さんは正式に部員になったわけじゃ──」

　といいかけた岸嶺だったが、瀬名先生の言葉が挑発だということに気づく。

「いってくれるわね。あんたたちホントにあたしに勝てると思ってるの？」

「勝負とはやってみなければ分かるまい！　さあ入りたまえ、早速始めようではないか！」

　こうして、いつも以上に賑にぎやかにその日の部活は始まった。
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「それで、一体なんのゲームで対戦するんですか？」

　部室に入ると、鞄かばんを置きながら岸嶺は訊たずねた。

「うむ。瀬名先生とも相そう談だんした結果、今日きようはこれをプレイすることにした」

　天てん道どうはばばーんとゲームパッケージを掲げた。

　パッケージには銃を持った多くの兵と、軍事用と思おぼしきロボットたちがずらりと並んだイラストが描かれている。ＣＥＲＯレーティングＣ、十五歳以上対象。日本ゲーム大たい賞しよう二〇〇九年フューチャー部門受賞。

　岸嶺はそのタイトル部分を読み上げた。

「『ロスト　プラネット　２』……ですか？」

「通称ロスプラ２という！」と、解説を始めたのは瀬名先生である。「ジャンルはＴＰＳ、平たくいえば以前君がプレイしたギアーズオブウォーと同じようなゲームといっていい！」

「はあ、ＴＰＳ」

　こう何度もその単語が出てくれば、さすがに岸嶺も覚えていた。ＴＰＳ。サード・パーソン・シューティング。三人称視点の銃じゆう撃げき戦せんゲームだ。

「昨日きのう杉鹿くんがいった通り、ＴＰＳやＦフアースト・Ｐパーソン・Ｓシユーテイングは海外で盛んなジャンルだ！　しかしこのロスプラ２は、カプコンという日本の有名ゲームメーカーが製作した数少ない国産ＴＰＳなのだよ！　それもただ銃で撃うち合うだけではなく、巨大な怪物エイクリッドとの激げき戦せん、アンカーアクションなど、実に多彩なアクションが可能なゲームとなっている！」

「へえ……」

　巨大怪物との戦い。そんな単語を聞かせられると、自然と心が躍おどってくる。

「というかなに？」と、杉鹿に冷たい目で見られる。「あんた日本人のくせにロスプラも知らないわけ？」

「ご、ごめん。僕本当に最近ゲーム始めたばっかりだから」

「……それでこのあたしと戦うっていうんだから大した度胸よね。まあいいわ、とにかくＴＰＳならあたしは構わないわ。三人まとめて相手してやるわよ！」

「いや、対戦をするつもりはない」

　と、天てん道どうが意外なことをいい放った。

「このゲームでは四人ＣＯ─ＯＰコープができる。それで勝負しよう」

　ＣＯ─ＯＰ。それはギアーズオブウォーのときにも耳にしたことのある単語だった。ようするに協力プレイとかそういう意味である。

「どういうこと？　あたし対戦とソロプレイしかやったことないんだけど、協力プレイでどうやって白黒つけるの？」

「考えたんだ。キミを無理に入部させても仕方ない。それよりまずはわたしたちと一いつ緒しよにゲームをプレイしてもらうことが大事だ。後の判断はすべてキミに任せよう。わたしたちが信頼に足ると思えば入部を考えてくれればいいし、そうでなければこれ以上の無理強いはしない。そう考えると、対戦よりＣＯ─ＯＰの方が都合がいいと思ったんだ」

「ふうん。そういうこと」

　少しだけ杉すぎ鹿しかは見方をあらためたようだった。

「ま、いいでしょ。そうだわ、どうせやるなら難むずかしいステージがいいわね。一面からやっても仕方ないし、どこかボスの出るところにしてよ」

「うむ、もっともだ！」と瀬せ名な先生が応じた。「せっかくやるのならロスプラ名物巨大ボスが出る方がいいしな！　ではエピソード１のチャプター２から始めるとしよう！」

「あ、そうだ、リスポーンも禁止ね。そう簡かん単たんに死ぬような相手とチームなんて組めないし」

「もっともだ、いいだろう。それぐらいの方が緊きん張ちよう感かんも出るだろうしな」

　杉鹿がかなり無む茶ちやな条件をいい出しているというのはなんとなく岸きし嶺みねにも分かった。

「あ、あの。リスポーンってなんですか？　どこかで聞いた単語ですけど」

「復活のことだ。このゲームではたとえ死んでも何度か復活できるのだが、それを禁止にする。もっともそんな設定はないから、死んだらゲームの電源でも落とすしかないが」

「ええええ!?　だ、大丈夫ですかね僕？　なんかあっさり死んじゃうような気がするんですが」

「別にいいのよ、嫌いやならやめても」と、杉鹿。「いっとくけどこれぐらいのゲームもクリアできないようなヤツと、チーム組む気なんてないし」

「大丈夫だ、岸嶺」と、天道に肩を叩たたかれる。「キミにとっては多少緊張感があるぐらいの方がいいんだ。きっとうまくやれる」

「そ、そういわれると……わ、分かりました、やってみます」

　不安はあったが、岸嶺としてはそう答える他ほかなかった。

　かくして舞ぶ台たいは調ととのえられた。

　部室にある四台のプラズマディスプレイと、四台のＰＳ３に電源が灯ともされる。

　その光景を、天てん道どうは妙に嬉うれしそうに眺めていた。

「ようやくこの部室をフル稼か動どうさせられる日が来たんだな」

　岸きし嶺みねには彼女の気持ちがなんとなく分かった。この部にはこれまで二人ふたりしかゲーマーがおらず、せっかく四人でゲームできる環かん境きようがあっても、宝の持ち腐れだったのだろう。

（こうなったら、なんとしても杉すぎ鹿しかさんを部員にしないと……！）

　今日きようの勝負で彼女に認められれば、いよいよ四人揃そろってチーム戦に参加することもできるようになるのだ。初めてプレイするゲームということに多少の戸惑いはあったが、やれることをやるしかなかった。

「ああ、そうだ」と、瀬せ名な先生が声を上げた。「一応私と天道くんにはセーブデータがあるが、武器とアビリティセットは初期のものを使う。それでよかろう!?」

「別にスコア争いするわけじゃないからどうでもいいけど。ま、その方がフェアには違いないわね」

　どうやらゲームのセッティングについて話し合っているようだったが、岸嶺には相変わらずなんのことかさっぱりだった。いつものこととはいえ、こういうときは少し寂しい。

「よし、みんな好きな椅い子すに座るといい！　だが必ずモニターからは一メートル以上距きよ離りを置くように！　ゲーマーのお約束だ！」

　瀬名先生の指示でそれぞれ席に着き始める。

　決して広くない部室には、スペースを有効活用するために左右互い違いに二台ずつプラズマディスプレイとゲーム機きが置かれている。岸嶺はその性格のせいか自然、一番端に座ろうとした。

「おっと、そこは私の席だぞ岸嶺くん！」

　しかしなぜか瀬名先生に止められ、さらに耳元で次のように囁ささやかれたのである。

「君は二つ隣となりの椅子に座るといい、きっといい眺めだぞ」

「はあ……？」

　さっぱり分からないが、言われた通り二つ隣のパイプ椅子に座る。

（こ、この光景は……！）

　瀬名先生の言葉の意味をようやく理解する。左右互い違いに置かれたプラズマディスプレイから一メートル以上距離を開けて四人が座るとなると、いささか奇妙な光景ができあがるのだ。

　まず、岸嶺の正面には自分用のプラズマディスプレイがあった。そしてその左右には天道と杉鹿がそれぞれ座っており、岸嶺の左右後方にあるディスプレイに見入っているという配置である。

　斜め前に二人ふたりの女子高生が座っていることになるのだ。そして、彼女たちのスカートは短い。つまり岸嶺は、少し視し線せんを左右に逸そらすだけで、類たぐい稀まれな美少女二人ふたりの太ももが目に飛び込んでくる状況にあった。

「…………」

　天てん道どうしのぶの絹のように滑なめらかな脚あし。

　杉すぎ鹿しかまどかの白く背徳的に細い脚。

　しかも少しでも二人ふたりが身をよじっただけで、太ももの奥の空間まで露あらわになりそうになるのだ。
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「ちょっと、あんた？　なんか顔赤いわよ？」

「緊きん張ちようしてるのか？　大丈夫だ、いつも通りにやればいい」

「は!?　あ、いえ、大丈夫です」

　雑念を振り払うように頭を振る。

　自分の視し線せんがどこを向いていたのかを知られたら大変なことになる。なによりこれから行われるのは、部の将来を決めかねない大事なゲームなのだ。余計なことに気を取られてはいけない。

「よし、では始めようか諸君！」

　こうなることを知ってて席を替わったのだろう、ニヤニヤしながら瀬せ名な先生が号令をかけた。

　ついにゲームが始まり、あらためて岸きし嶺みねは意い識しきを眼前のディスプレイに集中させた。

　スタート地点は谷に囲まれた小さな小屋のようなところだった。

「あ、なるほど、確たしかにギアウォっぽいですね」

　画面に銃を構えた一人ひとりの兵士が映る。中央には銃の照準らしきアイコンが、画面の隅には『ＬＩＦＥ』と書かれたゲージ、武器やグレネードのアイコン、残弾数と思おぼしき数字が並んでいる。

「あ、訊きくの忘れてたんですけど、これどうやって操そう作さするんですか？　ギアーズオブウォーには似てるみたいですけど」

「大体一いつ緒しよだ」と、天てん道どう。「まずは色んなボタンを押して試してみろ。ＪＧＢＣではいきなり知らないゲームをやらされることもある、今のうちに自分で学ぶ癖くせをつけておくんだ」

「ＴＰＳなんて大体どれも一緒よ」と、杉すぎ鹿しかもいう。「適当にボタンを押せば銃が撃うててグレネードがなげられて武器が交換できてジャンプできるわ」

「はあ、なるほど」

　色々と試してみると、確たしかに操作系統はギアーズオブウォーと似ているところがあった。左スティックで移動、右スティックで視点移動。Ｒ１ボタンで射しや撃げき、×ボタンでジャンプ、○ボタンで近接攻撃。

「後あとこれは教えておかねば分かるまい！　左スティックを押し込んでみたまえ！」

「はあ」

　やってみると、キャラがその場でしゃがんだ。スティックを倒せばそのまま移動もできるようだった。

「しゃがんで移動すれば敵の弾に当たりにくくなる！　それからしゃがみ移動中にジャンプボタンを押せば、回かい避ひ行動ができるぞ！　回避行動の出始めは完全無敵だ、使いこなせるようにしておきたまえ！」

「はあ、なるほど」

　しゃがみ移動をしながら×ボタン。なるほど回避行動っぽくキャラが前回り受け身を取った。

「ええと、じゃあこれは？」

　次にＬ１ボタンを押し込んでみる。するとキャラがなにかオレンジ色に光る物体を投げた。

「なんだろ、これ？」

　と、思わず近づいたそのとき。

「あ、バカ！」

　杉鹿の小さな怒声が響ひびき──爆ばく発はつが起こった。

　岸きし嶺みねと、たまたま近くにいた杉鹿のキャラが大きく吹っ飛ぶ。ＬＩＦＥと書かれたメーターが一気になくなる。明らかにダメージを受けたようだった。

「うわっ！　わっ！　なんか死にそうなんですけど！」

「グレネードの爆風に巻き込まれたんだ」と、天道。「落ち着け、Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーを使えばハーモナイザーを起動してＬＩＦＥを回復できる」

「さ、さーまるえなじー？」

「簡かん単たんにいえばこの星特有のエネルギーだ。とにかくスタートボタンを押しっぱなしにしてみろ」

　いわれた通りにすると、シュゴォとなにかを吸うような効果音が鳴ってＬＩＦＥメーターがかなり回復した。その代わり、画面左上にあるＴ─ＥＮＧサーマルエナジーと書かれた数値が減少する。

「なるほど、Ｔ─ＥＮＧを使って回復ってこういうことですね」

「もう！　気をつけなさいよ！　フレンドリーファイアが無効だったからいいけど、そうじゃなきゃあたしもダメージ受けてたんだからね！」

「ふ、ふれんどりーふぁいあ？」

　杉すぎ鹿しかが口にした聞きき慣なれない単語をいつものように訊きき返すと、やはりいつものように瀬せ名な先生の解説が入った。

「簡単にいうと、味方を誤射した際にダメージが入るかどうかの設定のことだ！」

「あ、なるほど。文字通り『友人への射しや撃げき』ってことですか」

「今回は味方に攻撃されてもダメージは入らない設定にしてある！　が、グレネードの爆ばく発はつなどに巻き込まれれば先ほどのように吹っ飛んだりするから気をつけるように！」

「そうよ、気をつけなさい！　ダメージがないっていっても吹っ飛んだ先が谷底だったり敵のど真ん中ってこともあるんだから！」

「はあ。ご、ごめん」

「ほら、いつまでもそんなことしてる場合じゃない、敵が来てるぞ！」

「て、敵？」

　天てん道どうに注意喚起されて前方を見ると、すでに彼女は明らかに敵っぽい怪物と戦せん闘とうを開始していた。

　敵は二種類、それぞれ人の大きさぐらいある生物だった。空を舞まうエイのような怪物と、地上を闊かつ歩ぽするクモのような怪物が、オレンジ色のつぼみのような物体──恐らく巣だろう──から次々湧わき出している。

「な、なんですかあれ」

「エイクリッド、通称ＡＫといってな、ようするにこの星特有の化け物のことだ！　さあ岸きし嶺みね君、我々も戦闘開始だ！」

「は、はい！」

　狙ねらいをつけ、Ｒ１ボタンを押し込む。幸いエイもどきもクモもどきもそう強い敵ではないらしく、マシンガンの銃弾を叩たたき込むと簡単に倒すことができた。数こそ多かったものの、四人がかりではどうということはない。ついでにＡＫが生まれてくる巣にも銃弾を叩き込むと、オレンジ色の怪しげな液体を出しながら消滅していった。

「なんですか、あのオレンジ色の液体みたいなの」

　よく見れば、これまでに倒したＡＫの死体すべてからも似たような液体が零こぼれ落ちていた。

「本当になんにも知らないのね……。敵を倒してなにか落としたらとりあえず拾っておけばいいのよ！　ゲームの常じよう識しきでしょ！」

　杉すぎ鹿しかがその液体に接触した。すると吸い込まれるように杉鹿のキャラに回収される。

「あれがＴ─ＥＮＧサーマルエナジーだ」と天てん道どう。「触れるだけで取得できるから、見かけたらできるだけ回収しておくといい」

「へえ」

　いわれた通り自キャラを触れさせてみると、画面左上に書かれたＴ─ＥＮＧの数値が少し上昇した。

（なるほど、ちょっと分かってきたぞ）

　ようするにこの惑星にはＡＫという化け物がいて、その化け物を倒すとＴ─ＥＮＧが出てきて、それを使うことでＬＩＦＥを回復したり色んなことができるのだろう。

「トロトロやってないで先進むわよ！　まだ先は長いんだから！」

　杉鹿が張り切って先へ進む。慌てて岸きし嶺みねもそれに続いた。

　水門だろうか、谷の先に大きな人口構造物があった。その先には大きな川が流れている。

　と、このとき画面にシステムメッセージが表示された。

「えーと……データポストを起動しろ？　なんのことですか？」

「ああ、これのことだ！」

　瀬せ名な先生が走りだした。その先に、朱しゆ色いろをした円筒形の物体が置いてある。しかしその周囲にはＡＫがうじゃうじゃと湧わいていた。

「ＡＫはわたしと杉鹿で引き受ける、キミは先生とデータポストを起動してくれ」

「は、はい！」

　起動といわれてもよく分からなかったが、とにかく瀬名先生と一いつ緒しよにデータポストに取りつく。

「○ボタンを連打するんだ！　連打すればするほど、人数が多ければ多いほど早く起動できるぞ！」

　流されるまま、瀬名先生の指示に従う。すると○ボタンを連射する度たびにデータポストがガシャンガシャンと変形し始め、アンテナのようなものが伸び始めた。

　なおもボタン連打を続けると、ついに完成形に至ったらしい。データポストが最後の変形を終えると同時に走そう査さ線せんのような光を放つ。

「あ、マップが」

　今までなにも表示されていなかった画面右上の空くう欄らんに、様々な情報が表示された。地形、①～④までのアイコン、それにＡＫらしき赤い点である。どうやら①～④の数字は自分を含めた味方の位置を示しているらしい。

「大事なことだから覚えておきたまえ！　データポストを起動すると周辺のレーダーが表示され、Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーも回復できるぞ！　敵を倒し、武器やＴ─ＥＮＧを回収しつつデータポストを起動させて先へ進む！　それがこのゲームの流れだ！」

「はあ、なるほど。なんとなく分かってきました」

「こっちも雑ざ魚この掃除が終わったわ、先へ進むわよ！」

　先頭を切って杉すぎ鹿しかが進み出そうとする。だが、天てん道どうがそれを押おし留とどめた。

「待て、杉鹿。一つ提案があるんだ。少し戻って裏ルートから行かないか？」

「裏ルート？　ああ、そういえばあったわねそんなの。あっちの方が色々アイテムが拾えるんだっけ？」

「そうだ。せっかくだから岸きし嶺みねに色々見せてやりたいしな」

「ま、反対する理由はないけど」

「話は決まったな、ではみんな、こっちだ」

　天道の指示で、なぜか来た道を戻り始める。

「なにかあるんですか？」

「隠しルートがあるんだ。確たしかこの辺に……あ、あった」

　天道のキャラの先にあるのは崖がけの壁かべである。だがよく見ると、崖の中腹に黒い小さな洞どう窟くつがあった。

「ど、どうやってあんなとこ入るんですか？　ジャンプじゃ届きませんし、この傾斜じゃ登れないみたいですし」

「狙ねらいを定めて□しかくボタンを押したまえ！　それでアンカーが射出できる！」

「あ、あんかー？」

「こうやるのよ、見てなさい」

　杉鹿のキャラが、洞窟の入り口に向けてなにか紐ひものようなものを射出した。

「へえ、アンカーか」

　突き刺さったアンカーに引っ張られるようにして、杉鹿はいともあっさり洞窟の入り口に辿たどり着いた。

　じゃあ僕も、と同じようにやってみる。照準を入り口に向けて□ボタン。アンカーが射出され、突き刺さる。そしてアンカーが巻き取られ、岸嶺の操あやつるキャラもまた洞窟の入り口に辿り着くことができた。

「凄すごいですね、こんなこともできるんですか」

「ああ、この多彩な操そう作さ方法こそこのゲームのウリといっていい」

　そうゲームの楽しさを語る天道は、やはり普ふ段だんより活いき活いきして見える。

　四人揃そろって洞窟の中を進む。すると、少し進んだところでいきなりステージクリアの表示が出た。

「あれ？　もう終わりですか？」

「もちろん違う！　別のルートに入っただけだ、本番はここからだぞ！」

　瀬せ名な先生の言葉通り、すぐにまた別のステージが始まった。

　洞どう窟くつを抜けた先に待っていたのは、大きな谷だった。大きな橋がかかっており、その向こうに小さな小屋が見える。

　その小屋の周囲や橋の鉄骨の上に、人ひと影かげが見えた。自分たちと同じような格好をしている。ひょっとして味方かな──とも思ったが、それが誤った考えだということにはすぐ分かった。

　こちらを攻こう撃げきしてきたからだ。

「うわ、撃うってきた!?　敵ってＡＫだけじゃないんですか!?」

「この世界でも勢力争いは日常茶飯事なんだ！　さあ、突破するぞ！」

「こんなところで死んだら笑ってやるから！」

　天てん道どうと杉すぎ鹿しかの二人ふたりは構うことなく橋を突破しようとしていた。

「援えん護ごするぞ、岸きし嶺みね君！」

「は、はい！」

　突進する二人を援護するため、瀬名先生と並んで銃撃を浴びせる。

　橋の向こう側にいる遠えん距きよ離りの敵をマシンガンで撃つのはいささか難むずかしかったが、それでも二人がかりで撃ちまくったためか、敵は倒れないまでも大きく体勢を崩し、反撃を封じられたようだった。

　その間に天道と杉鹿が距離を詰めようとする。

「え!?　スナイパー!?」

　不意に、杉鹿が悲鳴を上げた。仲間のピンチを報しらせるためだろう、画面上部に激げき減げんした杉鹿の残りＬＩＦＥが表示された。

「どういうこと!?　なんか一発撃たれただけでやたらダメージ受けたんだけど!?」

「ああすまん！　いってなかったかな？　難なん易い度どノーマルでは歯ごたえがなかろうと、ハードにしておいたのだ！」

　笑いながら瀬名先生は答えた。

「ちょっと!?　そういうことは先にいいなさいよ！」

　それでも動揺せずプレイを続ける辺あたりは、さすが熟じゆく練れん者しやだった。杉鹿はアンカーを使って小屋の屋根に登ると、そこにいた敵スナイパーを一発殴りつけ、すかさずマシンガンを連射して黙だまらせた。

「ねえ、どうしてくれんのこのダメージ！」

「ははは、すまんな！　Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーを分けてやるから勘弁してくれ！　ほら、せっかくだから岸嶺君もやってみたまえ！　△ボタンとＬ１ボタンを一いつ緒しよに押すんだ。そうするとグレネードの代わりにＴ─ＥＮＧ射出装置が装備できる！　それで杉鹿くんを撃つんだ！」

「はあ。こうですか？」

　いわれた通りの操そう作さを行うと、オレンジ色の弾が射出され、杉すぎ鹿しかのキャラに吸収された。杉鹿はそのＴ─ＥＮＧサーマルエナジーを使ってハーモナイザーを起動したのか、すぐにＬＩＦＥが回復する。

「ま、面めん倒どうだしこれで貸し借りはなしにしてあげる。でも、これはあたしが使わせてもらうわよ！」

　杉鹿は屋根の上に落ちていた武器を拾った。やたら長大な銃である。

「スナイパーライフル？」と、天てん道どう。「キミはスナイパーだったのか？」

「あら、いってなかったっけ？　そうよ、あたしの得意武器はこれよ。いい機き会かいだからついでにいっとくわ、あたしはゲーマーじゃないから。シューターだから」

「シュ、シューター……」

　なんとなくかっこいい響ひびきだった。

　それにしても、スナイパーライフル使いとは意外だった。その使い辛づらい武器については、岸きし嶺みねも少し思い入れがある。先日のＪＧＢＣで行われたギアーズオブウォーの対戦で、岸嶺はスナイパーライフルを拾って一対一の決けつ闘とうを挑んだことがあった。遠えん距きよ離りから一方的に攻こう撃げきできるのはスナイパーライフル最大の利点だが、一方で機敏に動き回る敵をスコープを覗のぞき込んで狙そ撃げきするのは至し難なんの業わざであり、実際そのときもまったく勝てなかったのだ。

　その取り回しの難むずかしい武器を杉鹿は得意とするという。どんな風に戦うのか、少し楽しみだった。

　四人はさらに道を進んでいった。切り立った崖がけや岩に挟まれ、道はどんどん狭く険しくなっていく。

　敵も出現し始めていた。崖の中腹につぼみのような巣が生まれ、そこから次々にクモもどきのＡＫが湧わいてきたのである。

　雑ざ魚こと呼んで構わないような敵だが、なにせ数が多い上に、クモもどきは崖を伝って立体的に攻めてくるのが面めん倒どうだった。

「挨あい拶さつ代わりよ、あたしの腕を見せてやるわ！　ほらあんた、空中にグレネードを投げなさい！」

「え？　空中に？」

「いいからやんなさい、早く！」

「は、はい！」

　グレネードを空高く投げる。

　とはいえ、投とう擲てきしてから爆ばく発はつまで三秒ぐらいはかかるのだ。空中に投げても地面に落ちて爆発するのが関せきの山やまであり、そうなれば崖の中腹をウロウロしているＡＫにダメージを与えるどころか、自分たちが吹っ飛ぶのがオチだろう。

　しかし、信じられないことが起こった。

「……そこ！」

　一発の銃声が響ひびいた。杉すぎ鹿しかがスナイパーライフルを撃うったのだ。

　同時にグレネードが空中で爆ばく発はつ、周囲にいた多くのＡＫがまとめて吹っ飛ぶ。

「な、なにが起こったんですか今の」

「見事なものだ」と、天てん道どうは感心を隠さない。「彼女はキミが投げたグレネードをスナイパーライフルで狙そ撃げきしたんだ」

「やるではないか。普通はマシンガンの連射やショットガンで狙ねらうものなのだがな！　まさかスナイパーライフルで狙い撃つとは！」

　杉鹿がどんな離はなれ業わざをやってのけたのかをようやく理解する。

「すごいな……。スコープであんな小さな動く的まとを狙い撃ったんだ」

「ふ、ふん！　グレネードの当たり判定は微妙に大きいし、これぐらいの芸当で感心されたって嬉うれしくもなんともないわよ！　さ、とっとと残りを片づけなさい！」

　せっかく褒ほめられたというのに、杉鹿の態度はそっけない。ただ、怒っているというよりは、褒められたことに戸惑っているようにも見える。

（もしかして照れ屋……？）

　なんとなくそう思ったが、口には出せなかった。

　かくして岸きし嶺みねたちは進軍を再開したが、谷底に奇妙なものが倒れていることに気づく。

「なにか落ちてますよ？　ロボット……ですか、これ？」

「ああ。これはバイタルスーツ、通称ＶＳという搭乗兵器だ。まあこれは壊こわれていて乗れそうにないが」

　何気ない天道の言葉の意味は、かなり興きよう味み深ぶかいものだった。

「え？　じゃあ乗れるロボットもあるってことですか？」

「ああ、どこかにあっても不ふ思し議ぎではない」

「へえ……！」

　ロボットに乗れる。それは純粋に岸嶺の興味を引いた。

「お、このＶＳ用ロケットランチャーは使えるぞ！　持っていくとしよう！」

　瀬せ名な先生はそういって倒れていたロボットからガチャリと武器を外してみせた。ロボットが装備していただけあって、とんでもなく大きな銃──いや、砲である。

　このゲームではそんなこともできるのかと感心していると、杉鹿が声を上げた。

「レーダーを見なさい、大物が来るわよ！」

「え？　え？」

　慌てて画面右上に目をやると、確たしかに大きな赤点が表示されていた。それも二つ。

　何事かと前を見ると、ダンゴムシとアルマジロを足して二で割ったような大きなＡＫがごろごろと転がって来る。それも二匹だ。

「なななんですかあれ！」

「そんなこといってる場合か、早く逃げろ！」

「ええええ!?」

　天てん道どうの声に周囲を見れば、すでに他ほかの三人はアンカー移動で谷の上の方に避ひ難なんしている。

　岸きし嶺みねも続こうとしたが、狙ねらいを定めてアンカー移動するよりも、ＡＫが到達する方がどうみても早かった。

　咄とつ嗟さに岸嶺が取ったのは回かい避ひ行動だった。左スティック押し込み＋ジャンプボタン。試みは成功し、横っ飛びに転がってどうにか突進を回避する。

　しかし、突進を回避されたＡＫ二匹はその場で丸まりを解き、もぞもぞと岸嶺に迫った。

　完全に壁かべ際ぎわに追い詰められてしまった形である。

「この、この！」

　マシンガンを撃うちまくるが、見るからに堅そうな殻を持つ二匹には効いた様よう子すがない。

「岸嶺、そいつらの体は堅い！　尻尾しつぽの先を狙うんだ！」

　天道が助言してくれる。二匹のＡＫは、尾部だけがＴ─ＥＮＧサーマルエナジーと同じオレンジ色に光っていた。明らかに弱点のようだった。

「そ、そういわれても！」

　しかし、壁際に追い詰められている岸嶺に尻尾が狙えるわけがない。

　そうこうしているうちにＡＫの一匹が岸嶺に飛びついてきた。もはや回かい避ひの余地もなく、直ちよく撃げきを食らい、吹っ飛ばされて背後の壁にぶち当たる。

「ひい！」

　ＬＩＦＥが半分近く減っていた。そこへなおも追おい討うちをかけようというのか、二匹のＡＫがのしかかってくる。

「もう駄だ目めだわ、あれ。ハメられてるもの」

　杉すぎ鹿しかが無慈悲にいった。実際、もはや逃げる場所はなく、ＬＩＦＥも大きく減ったままだ。Ｔ─ＥＮＧにこそ余裕はあったが、回復している暇もない。

　どうみても絶体絶命だった。だが不意に瀬せ名な先生が、言った。

「任せたまえ、私が隙すきを作ろう！」

　どうやって──という疑問を口にする暇もなかった。

　次の瞬しゆん間かん、画面が爆ばく発はつで満たされたのだ。

「ぎゃあああ!?」

　岸嶺のキャラも吹っ飛んだ。しかし、吹っ飛んだだけでダメージを受けた様よう子すはない。

「よし、今のうちだ！」

「もう、世話が焼けるわね！」

　その隙に天道と杉鹿がそれぞれＡＫの尻尾を狙い打つ。

「な、なにしたんですか今の！」

「ただのＶＳロケットランチャーだ、ほれもう一発！」

「ぎゃあああ!?」

　再び画面が爆ばく発はつで満たされ、岸きし嶺みねも吹っ飛ぶ。

　だが味方からの攻こう撃げきのためか、ダメージはない。そして吹っ飛ばされている間は無敵らしく、ＡＫがなにをしようとダメージは受けなかった。

　その間に天てん道どうと杉すぎ鹿しかがそれぞれオレンジ色の尾部に攻撃を続けた。攻撃を受けるたび、血のようにＴ─ＥＮＧサーマルエナジーが撒まき散らされ、間もなくＡＫは凍りついたように動かなくなり、やがて粉みじんに砕け散った。

「岸嶺、そいつらのＴ─ＥＮＧを拾ってＬＩＦＥを回復させておきなさい」

「い、頂きます……」

　ひどい目に遭あったが、どうにか生きているのだ。文句はいえなかった。

　天道がある報告をしたのはそんなときだった。

「お、ここにもＶＳバイタルスーツがある。しかも、今度は故障してない、乗れるぞ！」

「私が乗ってもいいかね!?　これはヴェンザと呼ばれる小型のＶＳでな！　私が持ってるこのＶＳ用ロケットランチャーを取りつければ派は手でに戦えるはずだ！」

「あたしは構わないわ。ＶＳなんて乗ったらスナイプできないし」

「僕もいいです、使いこなせる気がしませんし」

「…………」

　このとき天道がかなり物欲しそうな顔をしていることに岸嶺は気づいたが、すでに瀬せ名な先生に権利を譲ゆずってしまった以上、今更彼女の味方をすることはできなかった。

　瀬名先生はＶＳに近寄ると持っていたＶＳロケットランチャーを取りつけ、乗り込んだ。

　グイーンと機き械かい音おんがしてロボットが起動する。

（す、凄すごいゲームだ……）

　美しいグラフィック、人間やＡＫとの激はげしい戦い。味方とＴ─ＥＮＧを融ゆう通ずうし合ったり、アンカー移動ができたり、さらにロボットにまで乗れる。それどころかその武装を外したり、逆に取りつけたりすることもできるという。岸嶺はこれまでも何本かゲームをしてきたが、これほど色々やれるゲームは記き憶おくになかった。

　やがて先へ進むと、道が別れていた。それも左と中央、右の三つだ。左は崖がけの中腹を行く道で、中央はこのまま谷底を行く道だ。ただし両方とも途中に大きな裂け目があり、細い橋がかかっている。右の道だけが途と切ぎれてもおらず、崖の中腹を進むことができるようだった。

「ど、どの道を行きます？　やっぱりどこかへ一点集中ですかね？」

「ダメよ、後ろや横に敵を残して進むと面めん倒どうだし。三つに分かれるべきだわ」

「では中央には私が行こう！　この機体で崖を登るのは面倒そうだしな！」

　杉鹿の提案に瀬名先生が乗る。

「あたしは右へ行くわ、視界が確かく保ほできるから」

　いうが早いか杉すぎ鹿しかはアンカーを発射して右側の崖がけを登り始める。

「では岸きし嶺みね、わたしと一いつ緒しよに左を攻めるぞ！」

「分かりました！」

　天てん道どうと一緒に進めるのは望むところだった。二人ふたり揃そろって左上の崖を登る。

　激げき戦せんが始まった。崖下では瀬せ名な先生の操あやつるＶＳバイタルスーツが敵と交戦を開始、岸嶺と天道も橋を突破するため、まず崖の向こう側の敵を撃うち減らした。

「見えるか、岸嶺。橋の向こうにＶＳがある。あれに乗ろう」

　確たしかに橋の向こう側には、さっき瀬名先生が乗ったものより一回り大きなＶＳがあった。

「分かりました、行きましょう！」

　天道と共に橋の突破を試みる。

「気をつけなさい、その辺の茂みは敵だらけよ！」

　杉鹿の指摘は正しかった。橋の向こう側には多くの茂みがあったのだが、その中にかなり多くの敵が潜ひそんでいたらしく、岸嶺と天道は四方八方から銃じゆう撃げきを受けたのである。

「うわわわ!?」

「くっ、まずいな」

　身を隠すような場所もなく、二人のＬＩＦＥは一気に減っていった。

「しまった、ここにも!?」

　なぜ今まで気づかなかったのか、すぐ目の前の茂みにも敵がいた。しかもそういうときに限ってマシンガンの銃弾が底をつき、リロードが必要になる。

　しかし、いよいよ危ないというそのとき、急に敵が吹っ飛んだ。

「なにトロトロやってんのよ！」

　杉鹿の声だ。なにが起こったのか悟る。後方からスナイパーライフルで援えん護ごしてくれているのだろう。

　そうこうしているうちにまた一人ひとり、眼前の敵が撃ち貫かれた。

「助かるよ、杉鹿さん！」

「べっ、別にあんたたちを助けたわけじゃないわ！　ただスコアが欲しかっただけだし！」

「今のうちだ岸嶺、ＬＩＦＥが尽きる前にＶＳに乗れ！」

「え!?　でも部長が乗った方が!?」

「キミの方がＬＩＦＥが少ないんだ、早く！」

「は、はい！」

　杉鹿の援護があっても、敵はまだいる。岸嶺のＬＩＦＥは減ったままで、とてもハーモナイザーで回復している暇もない。

　恐らく正しいのは天道の提案だった。いわれた通り、ＶＳに乗り込む。

『Initializing』

　機き械かいの音声がした。イニシャライジング、つまり初期化中ということだろう。

「起動は……これか！」

　×ボタンを押す。エンジンがかかり、ＶＳバイタルスーツが動き出した。

「おお、それはニータだ！　武器を二つつけられる中型サイズのＶＳだ、便利だぞ！」

　瀬せ名な先生の解説通り、そのＶＳには『ＶＳガトリングガン』という見るからに大おお仰ぎような装備が両腕につけられていた。

「やれ、岸きし嶺みね！　薙なぎ払え！」

「了解！　えい！」

　正せい確かくな操そう作さ方法など知らないが、多た分ぶんこうだろうと、Ｌ２とＲ２ボタンを同時に押し込む。

　両肩に取りつけられていたガトリングガンが火を噴ふいた。その威力は凄すさまじく、まだ辺あたりに残っている敵がなす術すべもなく倒れていく。防御力も高いようで、時折反はん撃げきを受けるのだが、損傷を受けた様よう子すはない。

「せっかくだ、わたしも乗せてもらうぞ」

　不意に天てん道どうが言った。

　ひょっとしてこれは二人ふたり乗りとかそういうこともできるのか──と思ったら、なんと天道はＶＳの右肩にぶら下がった。

「凄すごい！　こんなこともできるんですか！」

「実をいうと、あまり意味はないんだがな」

　それでも天道は楽しそうにぶら下がりながら射しや撃げきを続けていた。

　道を進むと、やがて三つの道が再び一つに合流していた。周囲の敵の掃そう討とうも終わり、ようやく杉すぎ鹿しかや瀬名先生とも合流する。

「あれ？　先生、ＶＳはどうしたんですか？」

　瀬名先生はなぜか徒歩になっていた。

「はっはっは、敵にＶＳがいてな。ロケットランチャーを撃うち合っていたらまんまとやられてしまったよ！　さあ、そんなことより先へ行くぞ！」

「はあ」

　と、進軍を再開すると、すぐにレーダーに新たな赤点が表示された。

「なんか色々出てきたー!?」

　骨でできた犬のようなＡＫが二匹、そしてさらに頭上には明らかに危険な香り漂う巨大な蜂はちが一匹飛び回っていた。

「気をつけたまえ、ウォドッグとレイビーだ！」

　瀬名先生の解説が飛ぶ。

　犬ドツグと蜂ビー。どっちがウォドッグかは瞭りよう然ぜんだった。

　レイビーの方は、空を飛んでいるとはいえ、その大きさゆえか動きは鈍にぶかった。まず突っ込んできたのは二匹の犬もどき──ウォドッグである。

　その全身は堅そうな殻に覆おおわれており、いかにも耐久力がありそうだった。それに弱点っぽい部分も見当たらない。

「大丈夫だ、火力を集中できればそれほど強い敵ではない！」

　瀬せ名な先生の助言は的てき確かくだった。二門のＶＳガトリングガン、さらに三人分の火力は敵を圧倒するに充分で、二匹のウォドッグはほとんどなにもできずに倒されていった。

　残るはレイビーである。空を飛ぶその巨大な蜂はちは、今のところ滞空しているだけで目立った攻こう撃げきをしてこない。

　しかし、不意にその尻しりの辺あたりに白い光が宿り始めた。

「気をつけたまえ、そいつは電撃を飛ばしてくるぞ！」

　そういうことは先にいってください──と抗こう議ぎする間もなかった。

　電気の球が飛んでくる。鈍どん重じゆうな中型ＶＳではかわせない。直撃した。

「うわっ!?」

　それでも中型ＶＳの耐久力は凄すさまじいらしく、あまり損傷した様よう子すはない。

「羽を狙ねらいなさい！　飛んでいられなくなるはずよ！」

「りょ、了解」

　杉すぎ鹿しかの号令で、岸きし嶺みねたちは一斉に銃じゆう撃げきを開始した。

　間もなく羽を失ったレイビーは地面に落ち、じたばたと暴あばれるだけとなった。

「よし、とどめを刺すぞ！」

　と、天てん道どうが距きよ離りを詰めたそのときである。

　レーダーに新たな赤い点が表示された。新手のＡＫである。

　しかし、その赤い点は、かつて見たことがないほど大きなものだったのだ。

「気をつけろ、でかいのが来るぞ！」

　瀬名先生が注意を促す。間もなく地面を割って這はい出てきたＡＫを見て、岸嶺は悲鳴を上げた。

「えええええ！　ちょ、これほんとにでか過ぎですよ！」

　ゲーム開始前に瀬名先生たちが話をしていたボスとはこれのことなのか。とにかく凄すさまじい大きさだった。

　一言でいえば、でかいカマキリだ。大きさは今乗っている中型ＶＳバイタルスーツの十倍以上あるだろう。たった一体のＡＫで、画面が完全に埋め尽くされている。

「怯ひるむな、勝てない敵じゃない！　ほら、撃うて撃て！」

　天道の声に、半ばヤケになってガトリングガンを発射する。

　幸いというべきなのか、その巨大ＡＫには弱点があった。尾部がオレンジ色に輝かがやいているのだ。しかし、正面から尾部を狙ねらうのは難むずかしく、なかなか効果的なダメージが与えられない。

「振りかぶったわ、来るわよ！」

　巨大カマキリもどきは明らかに攻こう撃げき態勢にあった。大きく振りかぶった腕を、そのまま一回転、辺あたり一帯を薙なぎ払ったのである。

　このとき一番先頭にいたのは、天てん道どうである。狭い谷底でのこともあり、回かい避ひできるスペースはなかった。

「くっ、やられた！」

　天道が大きく吹っ飛ばされ、ＬＩＦＥが大きく減少する。

「部長!?　大丈夫ですか!?」

「大丈夫……とはいってられないな、あまり」

　と、巨大ＡＫが第二撃の姿勢をとった。今度ダメージを受ければ、天道も到底もたないだろう。

　だが、そのときである。瀬せ名な先生が叫んだ。

「杉すぎ鹿しかくん、頼む！」

「もう、仕方ないわね！」

　まさに腕が振り下ろされるその寸前。

　瀬名先生がグレネードを投げつけ、杉鹿がそれを撃うち貫いたのだ。グレネードが爆ばく発はつ、巨大ＡＫが怯ひるんだ。

　無言の連携だった。熟じゆく練れんのゲーマーが二人ふたりいたからこそ、必要最低限の言葉の掛け合いで行われた連携である。

「今よ、弱点に集中攻撃しなさい！」

「は、はい！」

　すかさず二門のＶＳガトリングガンをフルオートで連射する。

　巨大ＡＫはそれでももう一度攻撃の素振りを見せたが、絶え間なく続けられる猛烈な射撃に再び大きく怯み、最後には断だん末まつ魔まの絶叫を上げてそのまま倒れたのである。

「ふう、助かったぞ。見事な連携だった」

　天道がハーモナイザーを起動してＬＩＦＥを回復させる。

「べっ、別にわざわざ助ける必要なんてなかったんだけど。この後のことを考えたら死なれると困るのよね」

　杉鹿がそっぽを向きながら言い訳する必要のないことを口にする。

「さて、では行こうか諸君！　このステージも後あとわずかだ！」

「ちょっと待ってください、先生。せっかくだから岸きし嶺みねのＶＳバイタルスーツを修理しておきましょう」

　瀬名先生が号令を出す一方で、天道がそんなことを言い出す。

「修理？　そんなことできるんですか？」

　多くの戦いで、岸きし嶺みねの操あやつるＶＳバイタルスーツはわずかではあるが損傷している。直せるものなら直したかった。

「できるとも。一度ＶＳから降りてくれるか？」

「あ、はい」

　よく考えるとＶＳからの降り方など分からなかったが、とりあえずそれらしいボタンを適当に押していくと、ＶＳが膝ひざを突いて降りられるようになった。

「よし、後はデータポストと同じだ」

　ＶＳに近づくと○ボタンで修理といった旨むねのメッセージが表示される。指示通りに操そう作さすると、Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーと引き換えにＶＳの耐久度が回復していった。

　つくづく自由度の高いゲームだった。こうやってＴ─ＥＮＧを使ってＶＳを修理するか、あるいは自分のＬＩＦＥ回復用に取っておくかといった選択も可能なのだろう。

「これでいい。さあ乗れ、岸嶺」

　分かりましたと応じようとした岸嶺だったが、ふと天てん道どうもこのＶＳに乗りたがっていたことを思い出す。

「僕はもういいですよ、次は部長が乗ってください」

「な、なに？」

　突然の申し出に、天道は戸惑ったようだった。しかし、まるで好物を見せられた犬のように、彼女がワクワクし始めていることを岸嶺は見逃さなかった。

「確たしかにＶＳは強いですけど、せっかくですから色んな戦い方をしてみたいんです。ここからは歩いていきますよ」

「そ、そうか？　じゃあせっかくだから乗せてもらおう」

　あくまで天道は控えめに応じたが、その顔は遠足前の子供のように活いき活いきとしている。

「よし、バイタルスーツ起動！」

　ノリノリでＶＳに乗り込み、起動させる。

「待たせたな、みんな。ではＶＳ前進！」

　なんとなく岸嶺は、さっき天道がしてたようにその肩にぶら下がってみた。

　なるほどただ肩に摑つかまるだけで意味はなさそうだった。しかし、なんとなく天道との一体感が感じられて面おも白しろい。

　やがて四人は、谷の奥にある洞どう窟くつへと入っていった。




　この頃ころには、岸嶺はすっかりこのゲームを気に入っていた。

　これまでにプレイした『アンチャーテッド』や『ギアーズ　オブ　ウォー』にも負けない美しいグラフィック。人間、巨大怪物など、バリエーションに富んだ敵との激はげしい戦せん闘とう、さらに味方との様々な形での共闘。

　最近のゲームというものはこれほどまでに自由度が高いものなのか。様々な工夫を凝こらして先へ進むその様さまは、まさに昔読んだことのある冒険小説そのものである。

　岸きし嶺みねの心は、大きく躍おどっていた。




　　　　◆




　次のステージが始まった。

　洞どう窟くつを抜けた先は、崖がけの上だった。崖下には大きな湖があり、その周囲を取り囲むように人工の建造物──ダムのようにも見える──がある。

「さあ、諸君。真の狩りの始まりだぞ！」

　瀬せ名な先生がそんな声を上げ、そして湖からそれは現れた。

「え……」

　なにかが現れるであろうことは、岸嶺にもなんとなく予感はあった。

　しかしそれは、思っていた以上に巨大だった。

「なななんですかあれぇえええ！」

　現れたのは、巨大な──いや、超巨大なＡＫだった。

　形は先ほど遭そう遇ぐうしたカマキリもどきのＡＫに似てなくもない。巨大な二本の腕に細い胴体。ただ、胴体から下は湖の中にあるためどれだけ大きいのかは分からない。

　顔もカマキリというよりはアリのようで、その額ひたいと腕の付け根、触手の部分辺あたりに弱点らしいオレンジ色の光が見て取れる。

　それにしても信じられない大きさだった。ついさっき、画面を埋め尽くすような巨大なＡＫと戦ったばかりだ。しかし今度のはさらに大きい。崖の上から見下ろしているというのに、画面に入り切らないほどだ。

「気をつけたまえ、クイーンだ！　カテゴリーＧといわれる大型ＡＫだ！」

　瀬名先生の解説が入る。Ｇがなんの略称かはよく分からなかったが、グレートかなにかだろうということだけは分かった。女王クイーンという名前らしいが、さしずめカマキリもどきの産みの親といったところか。

　と、そのとき、味方のものらしい一機きのヘリが上空に現れた。

「あ、あれは!?」

「見てるだけ無む駄だよ！」と、杉すぎ鹿しか。「いいこと教えてあげる。ＴＰＳとＦＰＳじゃね、ヘリが出ると──」

　クイーンが、大きく腕を振り上げた。

「大抵墜つい落らくするのよ！」

　ヘリがその巨木のごとき腕で殴られる。墜落した。

「ああ、あっさり！」

「見てないで行くぞ！　ボス退治だ！」

　すでに天てん道どうのＶＳバイタルスーツは崖がけを滑り降りていた。杉すぎ鹿しかと瀬せ名な先生も恐れることなくその後を追っていく。

「ぼ、僕も！」

　一人ひとりだけ高みの見物などしたくもない。岸きし嶺みねもマシンガンを携え、一気に崖を滑り降りていった。




　冒険小説の中では、強大な敵と戦う主人公の図は何度も目にする。しかし、その主人公を自分で操そう作さして立ち向かうというのはゲームでしかできない体たい験けんである。

　あんな巨大な敵と、どうやって戦うのか。そして勝てるのか。

　岸嶺の意い識しきは、いやが上にも高まっていた。

　そして岸嶺には、天道部長や瀬名先生に見込まれた特技がある。集中力が極限まで高まると、本やゲームの中に意識が取り込まれ、主人公と一体化してしまうのだ。

　それはこのときも、例外ではなかった。




　　　　◆





「で、でかい！」

　僕は戦せん慄りつさえ覚えていた。真正面に立つと、あらためてそのでかさがよく分かる。これまでに見たどんな怪物よりも馬ば鹿かでかい。

　しかし、巨大なＡＫにも弱点はある。Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーと同じオレンジ色の光を放つ部位だ。見たところクイーンの弱点は三つあった。胴体についている小さな触手、巨大な腕の付け根、それから額ひたいだ。特に額のＴ─ＥＮＧの色が一番濃こく、明らかに弱点のようだったが、巨大ＡＫの額を下から狙ねらい撃うつのは困こん難なんそうだった。

　瀬名先生と杉鹿さんの二人ふたりが、一斉にマシンガンを撃った。さらに恐れることなくクイーンの真正面に立った部長が、二門のＶＳガトリングガンを一斉発射する。

「はーっはっはっは！　たらふく喰くらうがいい、ファッ○ンＡＫめ！」

　強敵を前にしてアドレナリンでも噴ふん出しゆつしているのだろうか、部長は大いに高こう揚ようしているようだった。喜び勇んで嵐あらしのような銃弾を浴びせるその様さまは、ハッピートリガーという表現がよく似合う。

　僕も銃じゆう撃げきを加える。さしものクイーンも、三人と一機きがかりの銃弾を浴びせられれば防戦一方のようだった。

　やがて右腕の弱点部分が、段々と赤っぽく変色していった。恐らくダメージが蓄ちく積せきされているのだろう。自然、僕たちの射しや撃げきはそこへ集中する。

　間もなく、クイーンの右腕がへし折れた。

　痛みのためか悲鳴を上げ、暴あばれ回るクイーン。あの巨体で動き回られると弱点を狙そ撃げきするどころではない。

　だが、その巨大さゆえに暴れるのにも体力を使うらしい。やがて疲れたように頭がだらんと下がったのだ。

　額ひたいの弱点が露あらわになる。

「今だ！　一斉射撃！」

　瀬せ名な先生の号令と同時に、僕たちはここぞとばかりに銃弾の雨を降らせた。攻撃は確かく実じつに効いているようで、クイーンは額から血のようにＴ─ＥＮＧを撒まき散らしながら苦しそうに何度もその巨体を震ふるわせる。

（なんだ、大したことない[image: ][image: ]？）

　図ずう体たいが大きいだけか──とさえ思いかけた僕だったが、それが誤りだと思い知らされるのに大した時間はかからなかった。

　突如として、クイーンが身を震わせ始めた。なにをする気なのかと考えるよりも先に、失われたはずの右腕がにょきっと生はえたのである。

「え!?　再生した!?」

「相手はＴ─ＥＮＧサーマルエナジーの塊のようなものだ、Ｔ─ＥＮＧが尽きない限りいくらでも復活するぞ！」

「難むずかしく考える必要はないわ、Ｔ─ＥＮＧが尽きるまで撃うち続ければいいのよ！」

　瀬名先生と杉すぎ鹿しかさんは動じない。

　なるほどＴ─ＥＮＧは僕たちのＬＩＦＥも簡かん単たんに回復させる力がある。ＡＫにとっても同じことなのだろう。

「次はあの小さな触手を狙ねらうぞ！　火力を集中しろ！」

　部長もまた同様で、冷静に次のターゲットを指示する。

　こうなったらみんなについていくだけである。僕もまた、クイーンの胴体部分についている小さな触手目掛けて火力を集中させる。

　やはりＶＳバイタルスーツの凄すさまじい火力があるせいだろう、触手は次々ともげていき、その度たびにクイーンはもだえ苦しみ、そして半分ほどの触手を失ったところで再び痛みに耐えかねたように頭がだらんと下がる。

　すかさず僕たちはクイーンの額に火か線せんを集中させた。凄すさまじい勢いでＴ─ＥＮＧが飛び散っていく。

　それでもクイーンはしぶとかった。再びその身を震ふるわせ、失われたばかりの触手を復活させる。

　しかもこのときに至って、部長の乗るＶＳバイタルスーツに異変が生じていた。

「むぅ！　ガトリングが片方弾切れだ！」

　それは僕たちの火力が大きく減衰したことを意味していた。

「構うことはない、攻こう撃げきを続けるのだ！　今度は左腕を狙ねらえ！」

　瀬せ名な先生が叫ぶ。もう僕たちにはただ攻撃することしかできない。ただひたすらトリガーを引き続ける。

　だが、火力が減衰していたためか、クイーンの左腕は中々壊こわすことができなかった。

　そしてここに至り、今まで一方的にやられるがままだったクイーンが、その恨うらみを晴らすかのように攻勢に出たのだ。巨大な右腕を大きく振り上げ、叩たたきつけたのである。

　標的は──部長のＶＳだった。クイーンからすれば当然の判断だったのだろう。ＶＳの火力が僕たちの頼りだったのだから。

　鈍どん重じゆうな中型ＶＳにその一撃をかわす術すべなどなかった。凄すさまじい衝しよう撃げきが辺あたりに響ひびき渡り、部長のＶＳが大きなダメージを受ける。

「ぶ、部長！　修理を！」

「そんなことをしている余裕はない、ＶＳなど所しよ詮せん使い捨ての兵器だ！」

　クイーンが再び腕を振り上げた。もう部長は避ける素振りすら見せなかった。ただひたすらにガトリングガンを撃うち続ける。

　クイーンが痛みに身をよじる。触手が何本かもげた。

　しかし、今度はクイーンが我慢比べに勝ったようだった。今度は左腕を大きく振り上げ──ＶＳ目掛けて振り下ろしたのである。

　ＶＳが転倒する。パーツがスパークを起こし、機き体たいのいたるところから次々に光が漏れ始めた。

　それがなんの前兆かは僕にもすぐに分かった。

「ば、爆ばく発はつする!?」

「近づくな、巻き込まれるぞ！」

　部長が叫んだ直後。凄まじい炎を噴ふき出し、ＶＳは木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　幸い、部長は脱出できたようだった。しかし、そのタイミングを待っていたかのように、クイーンの第二撃が襲おそいかかったのである。

「危な──」

　部長はＶＳから脱出した直後で、その体勢は崩れたままだ。

　回かい避ひ行動を取る暇もなかった。

「しまった、これまでか[image: ][image: ]」

　諦あきらめたような部長の声を、僕は確たしかに聞いた。

　腕が振り下ろされる。大地が揺れる。

　クイーンが腕を再び上げたとき、残るのはピクリとも動かない倒れた部長の体だけだった。

「部長!?　部長ー!!」

　僕は急いで部長に走り寄ろうとした。Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーを渡せば、まだ大丈夫かと思ったのだ。

「なにしてんのあんた！　そいつは死んだのよ、でもクイーンはまだ生きてるの！　とっとと射しや撃げきを続けなさい！」

「杉すぎ鹿しかくんのいう通りだ、死体に構ってないで戦いたまえ！」

「くっ[image: ][image: ]」

　冷酷な二人ふたりの意見に、反はん論ろんはできなかった。正しいのは二人の方だった。

　部長は命を犠ぎ牲せいにしてクイーンにダメージを与えてくれた。そのおかげだろう、クイーンの左腕はオレンジ色から赤あか色いろに変化していた。

　そこに僕たち三人でなおも射撃を続けると、あっさりと左腕が吹き飛んだ。

　クイーンの頭が下がる。すかさず額ひたいに射撃を浴びせる。

　それでも──なおクイーンは立ち直ってみせた。左腕を復活させ、僕たちを見下ろす。

「こ、こいつ不死身ですか!?」

「撃うち続けるんだ、それしかない！　グレネードを投げるぞ！　撃ってくれ！」

　瀬せ名な先生の声が響ひびき、オレンジ色をしたグレネードが投じられる。

　もしただ投じられただけなら、湖に落ちて大した効果は上げられなかっただろう。しかし投じられたグレネードは、クイーンの触手にもっとも近づいたところで爆ばく発はつした。恐らく杉鹿さんがまた狙そ撃げきしたのだろう。

　さらに射撃を続ける。触手が失われ、クイーンが暴あばれ狂う。

　もういい加減にしろと叫びたかった。しかし、クイーンはまた触手を再生させて僕たちの前に立ちはだかったのだ。

　もっとも、敵の方も怒り心頭だったのだろう、ここでクイーンはとんでもない攻撃をしてきた。

　大きく息を吸い込むような素振りを見せた次の瞬しゆん間かん。

　周囲一帯に、氷のブレスを吹き散らしたのである。

「うわああ！　なんだこれ!?」

　僕はパニックに陥った。体が瞬時に氷漬けにされ、大きなダメージを受けると同時にまったく動けなくなったのだ。

「体を動かせ！　氷を割るんだ！」

　瀬名先生の助言を受け、僕は氷の中で必死に体を動かそうとした。

「次、来るわよ！　早く逃げなさい！」

　僕の全身が総毛立った。

　クイーンが、再び右腕を振り上げようとしていた。しかし、まだ僕は動けないままだ。

「く、くそ！」

　必死に体を動かす。

　クイーンの腕がついに振り下ろされるのと、僕がどうにか氷から脱出したのはほぼ同時だった。

　間かん一いつ髪ぱつとはこのことをいうのだろう、僕は回かい避ひ行動を取ることでかろうじてクイーンの魔ま手しゆから逃れられたのだ。

　その間にも杉すぎ鹿しかさんと瀬せ名な先生が射しや撃げきを続けていたためだろう、再びクイーンの右腕が失われた。

　苦しむクイーン。僕はそのすきにハーモナイザーを起動して体中の凍傷を治す。クイーンもまた右腕を再生させ、再び僕らの前に立たち塞ふさがる。

　クイーンが体を震ふるわせた。どうみても新たな攻撃の前兆だった。

　その背中から、なにかが飛び出した。

　氷の塊だ。中型ＶＳバイタルスーツよりも大きい氷塊を飛ばしてきたのだ。

「うわ!?」

　もう無む茶ちや苦く茶ちやだった。氷塊が周囲の地面に衝しよう突とつしてばらばらになる。僕は死にたくないという一心でどうにかその一撃をかわした。

「くそっ！　やられた！」

　しかし全員がかわせたわけではなく、瀬名先生が大きくダメージを受けていた。

　さらにクイーンの攻撃は続く。その巨大な腕を大きく振りかぶったのだ。ただし、上にではない、横にだ。

　そして無造作にその巨大な腕を、振り回したのである。

　もとより狭い空間だ。横に腕を振るわれれば、逃げるスペースはない。避ける方法はもはや一つ──タイミングよく地面を転がることだけである。

　僕が上う手まく回避できたのは、もはや運の領域だった。

「しまったあああ！」

「せ、瀬名先生!?」

　しかし瀬名先生は先ほどの氷塊のダメージを回復させるべく、ハーモナイザーを使用中だったらしい。そこへあの薙なぎ払いを喰くらっては、回避など不可能である。

　その体が人形のように地面に転がる。そのまま二度と動かなかった。

「くっ、さすがにまずいわね[image: ][image: ]！　こっちももうＴ─ＥＮＧサーマルエナジーが[image: ][image: ]！」

　見れば杉鹿さんも重傷だった。

「杉鹿さん、僕のＴ─ＥＮＧを！」

　僕はＴ─ＥＮＧサーマルエナジー射出装置を構えると、杉すぎ鹿しかさん目掛けて撃うち込んだ。

「ちょ、ちょっと!?　あたしはいいのよ、それより自分のことを心配しなさいよ！」

「僕より杉鹿さんが生き残った方がいいに決まってるだろ!?　大丈夫、避けるだけならなんとかなるから！」

「[image: ][image: ]分かったわ、議ぎ論ろんの余地はないわね」

　杉鹿さんはハーモナイザーを使用してＬＩＦＥを回復させた。

　そして再びクイーンとの激げき闘とうが始まる。

「それにしても、二人ふたりだけじゃキツいわね[image: ][image: ]！」

　四人で戦ってどうにか同等だったのだ。たった二人で戦うのはあまりに厳きびしい。

「くそっ、せめてもうちょっと火力があれば[image: ][image: ]」

　しかしそのとき、僕はある発見をしていた。

　杉鹿さんが使っている武器が、マシンガンだったのだ。当然だ、これだけ激はげしい攻こう撃げきをしてくるクイーン相手にスナイパーライフルで狙そ撃げきなどできるわけがない。

「杉鹿さん！　まだスナイパーライフルの弾って残ってるの!?」

「そりゃ残ってるけど、こいつ相手に使うのは無理よ！」

　あった。とっておきの火力が。

「一つだけ作戦があるよ！　僕がクイーンの攻撃をひきつける！　杉鹿さんは後ろに下がってスナイパーライフルで援えん護ごして！」

「無む茶ちやよ！　素人しろうとのあんたがあの攻撃をいつまでもかわせるとは思えないわ！　それに攻撃を引きつけるってことは、あんたもクイーンをそれなりに攻撃しないといけないのよ!?」

「それでも他ほかに方法はないんだ、やるしかない！」

　杉鹿さんが考えた時間は一いつ瞬しゆんだった。

「分かったわ、やってみなさい！　できなかったら笑ってやるだけよ！」

　杉鹿さんが後ろに下がる。周囲は完全に崖がけに囲まれているが、よくみれば崖の中腹に足場があったのだ。そこへアンカーを伸ばして昇っていく。確たしかにあそこならクイーンの腕も届かないだろう。

　僕は囮おとりとしての役割を果たすべく、巨大なクイーンを正面から見据えた。とにかく注意を引かなければならない。

　グレネードを投げる。杉鹿さんのようにうまくはいかないが、マシンガンで銃撃して爆ばく発はつさせる。

　狙ねらい通り、クイーンが僕の方を向いた。

「[image: ][image: ]来る！」

　振り下ろされる巨大な腕。すんでのところで地面を転がり回かい避ひする。

「くっ！」

　身を立て直し、即座にマシンガンの銃弾を浴びせる。反動で上を向く銃身を押さえつけ、ひたすらクイーンの弱点を狙ねらい続ける。しかし一人ひとりではなかなかダメージを蓄ちく積せきさせることができない。

　そのときである。

　クイーンの額ひたいの弱点部分から、Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーが飛び散った。

　杉すぎ鹿しかさんだ。

　クイーンの弱点は額だ。しかしそこを攻こう撃げきするには、まず腕か触手部分を攻撃して弱らせ、頭が垂れ下がったところを狙うしかない。

　しかし杉鹿さんは、直接クイーンの額を狙っているのだ。弱っていないクイーンは、活発に体全体を動かしている。あれだけ揺れ動くクイーンの額を狙うのは、マシンガンの連射でも難むずかしいだろう。それを杉鹿さんは、確かく実じつに一発一発射い貫ぬいているのだ。

　杉鹿さんを小ざかしく思ったのか、クイーンが彼女の方を向いた。大きく息を吸う。

　氷のブレスだ。腕は届かないだろうが、ブレスなら届く。

　しかしその攻撃は直ちよく線せん的てきで、しかも離はなれている分余裕があったのだろう、杉鹿さんは地面を転がり難なんなく回避した。

「おまえの相手は、僕だ！」

　こちらに注意を向けさせるべく、僕は再びグレネードを投げつけた。マシンガンを連射して爆ばく発はつさせる。

　クイーンが苛いら立だたしげに僕の方を向いた。

　その間に杉鹿さんが再びスナイパーライフルで攻撃する。

　再び額を射貫かれたクイーンが、大きく怯ひるんだ。

「うわああ！」

　すかさず僕もマシンガンの銃弾を叩たたき込む。負けじとクイーンも僕に腕を叩きつける。それをぎりぎりのところでかわす。

　もう僕のＴ─ＥＮＧサーマルエナジーは残ってない。もう一度攻撃を喰くらったら最後だ。

　だからこそ、僕はクイーンの動作に最大限の注意を払った。クイーンは巨大でその攻撃は強力だ。だが、その巨体ゆえに攻撃の前には必ず前兆がある。

　それを見切れば次にどんな攻撃が来るかは予想がつく。後は回かい避ひするだけだ。

　こうしてしばらくは僕たちにとってやや優ゆう勢せいな戦いが続いた。クイーンはスナイパーライフルで撃うち貫かれ、何度も何度も額からＴ─ＥＮＧを撒まき散らした。

　明らかに弱っている。しかし、ここで最悪の事態が起こる。

「まずい、弾が尽きたわ！」

　攻撃の要かなめ、杉鹿さんのスナイパーライフルが弾切れを起こしたのだ。

「まずいよ！　もう僕の弾もあんまり[image: ][image: ]！」

　さすがに武器がなければ戦いようがない。思わず絶望が頭をよぎる。

　だがそのとき、奇跡が起こった。

『わたしの武器を使うんだ！』

　天国から部長の声が聞こえたような気がしたのだ。

「そうよ、その手があったわ！」

　杉すぎ鹿しかさんが崖がけから飛び降りた。そして部長が亡くなった場所に駆かけ寄る。

　クイーンとの戦いに夢中だったせいで気づかなかったが、そこにマシンガンが落ちていた。ＶＳバイタルスーツで戦っていた部長である、弾は充分あるに違いない。

　しかし、そうはさせじとクイーンが大きく身をよじり始めた。

「危ない！　攻こう撃げきが来るよ！」

　僕は注意を喚起したが、杉鹿さんは武器を拾うのに夢中で回かい避ひできる余裕はなさそうだった。

「くっ！」

　彼女を救うには、クイーンを怯ひるませるしかない。だが僕の残弾はもはや十発もない。

　手は一つだった。

　僕はクイーンが腕を振り下ろすより先に、グレネードを投げた。ただし、クイーンにではない。僕と杉鹿さんの中間地点にだ。




　杉鹿さんが部長の形見の武器を拾った。




　クイーンが腕を振り降ろした。




　僕がグレネードを撃うった。




　爆ばく発はつ。

　近きん距きよ離りでのグレネードの爆発は、僕にとっても致命傷だった。だがその爆風が杉鹿さんをふっとばし、クイーンの攻撃から辛からくも脱することができたのだ。

「ちょっと、岸きし嶺みね!?」

「後は[image: ][image: ]頼んだよ[image: ][image: ]」

　グレネードの爆発を浴びた僕に、もう立ち上がる力は残っていなかった。

　ばったりと地面に転がる。だが、僕の命は最後の希望に繫つながったのだ。

「くっ！　こんのおおおおお！」

　杉鹿は拾ったマシンガンをクイーン目掛けて撃ちまくった。

　クイーンの右腕が、触手がもげた。頭が下がり、杉鹿さんは銃弾の雨を降り注がせる。

　額ひたいから猛烈な勢いでＴ─ＥＮＧサーマルエナジーが失われ──そしてついに、その口から断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびき渡った。

　と同時に。クイーンは、彫刻と化したかのようにあらゆる動きを止めた。

　なんとなく分かった。血液に等しいＴ─ＥＮＧを使い尽くしたのだ。もはやクイーンには失った体を再生することもできないし、生命の維持もできないのだろう。

「終わりよ」

　杉すぎ鹿しかはマシンガンのトリガーを、一いつ瞬しゆん引いた。

　一発の銃弾が放たれる。

　クイーンの山のように巨大な体は、粉々に砕け散った。

　それを見届けると同時に。

　僕の意い識しきは途と絶だえたのである。
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「ふう、ようやく終わったわね」

　クイーンをどうにか倒したところで、杉鹿まどかは息を吐ついた。

　彼女にとって、ロスプラ２など久しぶりだった。それも難なん易い度どハードだ。いささか無様なプレイをしてしまった気はしないでもない。

「ふむ。結局、生き残ったのは君一人ひとりか！」

　顧こ問もんの瀬せ名な先生がいちいち大きな声で言う。

「見事なプレイだったな！　さすが口だけのことはある！」

「うむ。まさかスナイパーライフルでクイーンの額ひたいを直接撃うつとはな」

　素直に褒ほめられると、杉鹿としてはいささか戸惑う。

「ふ、ふん！　別に大したことじゃないわ。そんなことより、そいつどうしちゃったの？」

　向かい側に座っている岸きし嶺みねを指差す。

　岸嶺はなぜか意識を失っているらしく、椅い子すの上でぐったりしていた。

「気にしなくていい、彼にとってはいつものことなのだからな！」

「はあ？　気絶するのがいつものこと？　発作かなにかなの？」

「岸嶺には特技があるんだ。ゲームをプレイしていて集中力が高まると、ゲーム内の主人公と一体化してしまうという特技がな」

「はあ？」

　杉鹿は思わず口をあんぐり開けた。

　ゲームの中の主人公と一体化する。そんなこと、あるわけがない──と鼻で笑い飛ばそうとするができない。

「……有り得るわね」

　アメリカでのゲーム大会──ＡＧＢＣのことを思い出す。そこで似たような状態になるゲーマーを見たことがあるのは事実だった。

「ようするにこういうこと？　ゲーム中で死んじゃったから、現実のこいつも気を失ったってわけ？」

「ま、そんなところだ」

「なかなか面おも白しろいプレイをしていただろう!?　目立った活かつ躍やくこそしていなかったが、クイーン戦のときも彼だけはほとんど攻こう撃げきを喰くらっていなかったのだぞ！」

　瀬せ名な先生の言葉に、はっとなる。

「……そういえばそうね」

　よく考えれば、岸きし嶺みねが死んだのはグレネードの自じ爆ばくが原因だった。杉すぎ鹿しかでさえ、何度か殴られ、挙句Ｔ─ＥＮＧサーマルエナジーを分け与えてもらったというのに。

　天てん道どうが岸嶺の肩を叩たたいた。

「さあ、起きるんだ岸嶺。ゲームは終わったぞ」
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　岸嶺が目を覚ますと、目の前に天道の綺き麗れいな顔があった。

「うわ？　あ、あれ!?　部長!?　クイーンはどうしたんですか!?」

「相変わらずの反応だな。クイーンなら杉すぎ鹿しかが倒したよ」

「へ……？」

　かすかに覚えていた。

「そうだ、確たしか杉鹿さんがクイーンに最後の一いち撃げきを……」

　と、杉鹿に胡う散さん臭くさそうに見られていることに気づく。ゲームプレイの最中に突然気絶したとあれば無理もない。

「ご、ごめん。変なとこ見せちゃって」

「別にどうでもいいわ。それよりあんた、本当にゲームの中のキャラと一体化してたわけ？」

「あ、聞いたの？　うん、信じてくれないとは思うけど……」

「……そうでもないわ」

　杉鹿の口から零こぼれたのは、否定ではなく肯定だった。

「ゲーマーならゲームに没頭するのは当たり前だし。そう、だから初めて難なん易い度どハードのクイーン戦に挑んでも生き延びられたってわけ……？」

　とりあえず彼女に理解されたことは岸きし嶺みねにとっても嬉うれしいことだった。だが、そこで別のある重大な事実を思い出す。今日きよう、杉鹿とゲームをやっていた大本の理由を。

「あ、そうだ。それより杉鹿さん、やっぱりダメ……なのかな？　僕たち三人とも死んじゃったけど……」

　訊たずねると、なぜか杉鹿はきょとんと小首を傾かしげた。

「なんのこと？」

「なんのことって……この部に入るかどうかってて話だよ」

「そうだ、忘れたのか？」と、天てん道どうが語を継いだ。「今日のゲーム次第で入部してもいいという話だったじゃないか。どうだろう、キミの実力はよくわかった。無む理り強じいはもちろんできないが、キミさえよければ是非入部して欲しいと思ってるんだが」

「…………」

　杉鹿は、少し考え込んだ後、ふんと首を振った。

「無理に決まってるでしょ、そんなの。だって、結局生き残ったのあたしだけじゃない？　最初にいったでしょ、このぐらいのゲームがクリアできる相手じゃないとチームなんて組まないし」

「いや、それはどうかな!?」

　ここぞとばかりに口を挟んだのは瀬せ名な先生である。

「きみとて最後には岸嶺君にＴ─ＥＮＧサーマルエナジーを分け与えられ、どうにか生き延びられた立場だろう！　そう大きなことはいえないと思うがな！」

　杉鹿は痛いところを突かれたのか、少し怯ひるんだようだった。

「べ、別に頼んだわけじゃないわ！　勝手にくれただけじゃない！」

「しかし、彼の助けがなければきみとて生き残るのは難むずかしかったのではないかね!?」

「それは……そうかもしれないけど」

「杉すぎ鹿しか」

　と、なおも天てん道どうが話しかけた。

「わたしとしては、ゲームはより多い人数でやる方が楽しいと思っている。率直に訊きくが、今日きようのゲームはどうだったか？　四人で協力して一つの敵に立ち向かうのも、なかなか面おも白しろくはなかったか？」

「否定はさせないぞ！　事実きみは、今日なんのためにゲームをやっていたかも忘れるほど熱ねつ中ちゆうしていたではないか！」

「そ、それは……」

　二人ふたりの指摘に、杉鹿は答えに詰まったようだった。

「ゲームは面白いのが一番だ。確たしかにわたしたちの腕はまだきみを満足させるほどではないかもしれない。だからすぐにチームを組めとは言わない。だが、ゲーマー同士、一いつ緒しよにゲームをやって少しでも楽しかったと感じられたのなら……せっかくの縁えんだ、もう少し付き合ってみる気はないか？」

「……ひ、卑ひ怯きようよ、議ぎ論ろんのすり替えじゃない、そんなの」

　杉鹿はかろうじてそう答えるだけだった。

　彼女の反論はもっともだ。確かに、ゲームの上う手まい下へ手たという話からゲームが面白いかどうかという話に切り替わっている。

　しかし、今回に限ってはそれが悪いことだとは岸きし嶺みねにも思えなかった。

「そうだよ。僕だって、ゲームを始める前はどうやって杉鹿さんに認めてもらうかで頭が一杯だったんだ。でもロボットに乗ったりとか、巨大モンスターが出てきてわあわあ遊んでる内に、そんなことどうでもよくなっちゃったんだ。ねえ、どうかな？　二人より三人、三人より四人でやるゲームの方が面白いと思うし、それに、杉鹿さんさえよかったら色々教えてもらいたいこともあるんだけど……」

「……あーもう、分かったわよ！　しょうがないわね！」

　杉鹿はふんと腕組みしながらそっぽを向いた。

「ま、いいわ。ここも一通りの設備は調ととのってるみたいだし。家でゲームするのも学校でやるのも大した差はないし、放ほう課か後ごを無む駄だにしないってだけでも価値はあるかもね」

　天道の顔がぱっと明るくなった。

　この瞬しゆん間かん、共にゲームが楽しめる仲間が増えたのだ。

「そうか、よく言ってくれた。我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶはキミの入部を歓迎しよう」

「よ、様よう子すを見るだけよ!?　あたしは別に馴なれ合うつもりなんてないんだからね！」

　天てん道どうの歓迎の言葉に、なぜか語気を荒くしながら杉すぎ鹿しかは応じた。

「はっはっは、なに、大した差はないさ！」

　と、瀬せ名な先生は杉鹿の手に強引にペンを握らせた。

「どのみちきみはこの部に入る運命だったのだよ！　ほら、早くここにサインしたまえ！」

「え──ちょ、なによこれ！　なんか婚こん姻いん届とどけって書いてあるんだけど!?」

「おっとまた間違えたか！　ほら、こっちが正解の入部届だ。さっさとサインしたまえ！」

「ま、まだ入るって決めたわけじゃないのよ!?　ちょっと、強引にサインなんてさせないでよ！　ちょ、あ、あー!?」

「はっはっはっは！　これでようやく四人揃そろうぞぉ！」

　瀬名先生の笑いが響ひびく中。

　入部届に〝すぎしかまどか〟とミミズがのたうち回ったような字が書かれ、岸きし嶺みねたちは四人目のメンバーを得たのだった。
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　二年前まで女子校だったという経けい緯いのある私立伊い豆ず野の宮みや学がく園えん高等部では、男子の数が非常に少ない。比率でいえば、一クラス三十人につき男子は二人ふたりという有様で、三学年では十人しかいない。そのため、体育の授業などは三学年の全男子合同で行わざるを得なかった。

　そしてその時間は、男子にとって貴重な集会の場でもあった。

「おう」

「うっす」

「そっちどう？」

「相変わらずダメダメだ。話もまともにできねー」

　その日も体育の授業が始まるなり、そんな会話を始めたのは、この春から転入してきた三年生たち──通称転入組である。彼らは未いまだにこの学園でハーレムを目指しているらしく、体育の時間はもっぱらそのための情報交換の場となっていた。

　もちろん転入組の中には岸きし嶺みねも入っていることになるのだが、その手の話には当然のようについていけないため、こういうときは自然口数が少なくならざるを得ない。

　逆に転入組の中で一番活発なのは、クラスメイトの日くさ下か部べであった。

「こらそこ！　しゃべってないでグラウンド走ってきなさい！」

　やたらと気合いだけは入っている中年の女性体育教師が声を張り上げ、今日きようも岸嶺たちはグラウンドをぐるぐる歩き回ることとなった。

「というか、なんで俺おれら毎回歩くか走るしかねえんだろな？　競きよう歩ほなんて高校生が体育でやることじゃねえだろ」

「そりゃ、このグラウンドなんにもねえもん」

　この学園は、設備が非常に調ととのっている。テニス、バレー、バスケ、およそあらゆるスポーツが可能な屋内施設がいくらでもあるのだ。ただし、問題なのはその施設を使用できるのが女子だけということである。男子用の更衣室などがまだないからという理由で。

　必然的に、男子の体育はもっぱらマラソンだの競歩だの筋トレだの、ようするに器具を使わないものばかりやらされることとなっていた。

「はあ。せめて女子もグラウンドで体育してくれりゃ、窓からブルマ姿が見えるのにな」

「まあ悪いことばかりじゃねーよ。女子高生はやっぱり白い肌こそ最高だ、女子が日焼けしないってのはいいことだぜ」

「ふざけんな、ダークエルフ派の俺涙目じゃねえか」

「なんだよダークエルフ派って。ところで匂においフェチの俺もいるんだが誰だれか理解してくれないか」

　転入組の男子たちはずっとそんな会話ばかりしている。楽しそうではあるが、だからといってその輪わに入っていけるとも思えなかった。

「あ、あの。岸きし嶺みねさん、ちょっといいでしょうか」

「え？」

　と、そのとき、岸嶺の傍そばに並んで話しかけてきた生徒がいた。

　この学園の三年の男子は二種類存在する。一つが日くさ下か部べたちのような転入組であり、もう一つが一年の頃ころからこの学園に籍せきを置いている通称生き残り組である。

　この学園が男子を受け入れ始めたのは二年前であり、その頃には十数人の男子がいたそうだが、お嬢じようさまばかりの学園になじめず、その多くが転校していったという。そして今や残っているのが、たった五人の彼ら生き残り組である。

　岸嶺に話しかけてきたのはその一人ひとりだった。彼ら生き残り組は、全員に共通して性格が大人おとなしめで体も小さめで、およそ転入組のような肉食っぽさがなく、まるで小動物のようだった。この学園で彼らが生き残るには、女子にとって無害であることをアピールする他ほかなかったのだろうとはなんとなく想像がついた。

「えっと、僕になにか？」

「は、はい。あの、岸嶺さんが天てん道どう生徒会長がいる現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに入部されたっていうのは、本当なんでしょうか？」

「うん、まあそうだけど」

　その瞬しゆん間かん。

　彼の顔が輝かがやいた。

「す、すごいです！　快挙ですよ、男子が部に入るなんて！」

「こ、怖くないんですか？　現代遊戯部ってあの生徒会長と瀬せ名な先生がいるところじゃないですか！」

　他の生き残り組の男子たちも、まるで子犬のように群がってくる。

「こ、怖い？　まあ瀬名先生は変なところもあるけど、部長──天道さんなんて僕たち男子にも普通に話しかけてくれるいい人だと思うけど」

「そ、そんな！　女子全員の頂点に立つお人ですよ!?　もし彼女の機き嫌げんを損ねたら、二度と生きて戻れないってウワサもあるぐらいなんです！」

「そうですよ！　僕なんて未いまだに目も合わせられませんし……。よく分かりませんが、現代遊戯部の試し験けんを強引に受けさせられた翌月に転校しちゃった男子もいたんですよ!?」

　現代遊戯部に部員が来なかった理由があらためて分かる。一体瀬名先生や天道はどんな勧誘をやっていたのだろうか。

「おい、なんだよ!?　男子が入れる部があったのか!?」

　と、そのとき。話を聞きつけたのか転入組の男子がやってきた。

「え？　あ、うん。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶっていうんだけど……」

　相変わらず日くさ下か部べ以外の転入組と接するのが苦手な岸きし嶺みねだったが、戸惑いつつもどうにかそう答える。

「現代遊戯部？　ああ、スペランカークリアが入部条件とかいうあの変な部か！」

「くっ、新しん体たい操そう部ぶやテニス部や水泳部にこだわりすぎたのがいけなかったのか！　その部なら男子も入部ＯＫなんだな!?　女子と触れ合えるんだな!?」

「ど、どうだろう？　一応、男女一いつ緒しよで部活はやってるけど……」

　おかしな状況になっていた。人が自分のもとに、自分の話を聞きに集まっているのだ。

　それもまた岸嶺にとって人生初めての経けい験けんであり、とても平静ではいられなかった。

「そういや岸嶺。こないだ部員を探してるっていってたよな？　あれどうなったんだ？」

　日下部もがそんなことをいい出した。他ほかの転入組の目の色が変わる。

「なに!?　マジか!?　そういうことなら俺おれ喜んで入るぜ!?」

「お、俺も俺も！　　ゲームはそこそこ得意だし！」

「い、いやそれならもう揃そろったんだ。三年Ｄ組の杉すぎ鹿しかまどかって女子が入ってくれたから」

　彼らを留とどめようと岸嶺が口にした言葉は、予想外の反応を引き出した。

「なにい!?　杉鹿まどかだと!?」

　真っ先に食いついたのは日下部である。

「え？　そんなに驚おどろくことなの？」

「そりゃそうさ！　あの金髪ロリ巨乳のことを俺がチェックしてないわけがない！」

「き、金髪ロリ巨乳って……」

　ひどい表現である。だが確たしかに彼女を的てき確かくに表現してはいた。

「か、可愛かわいいですよね杉鹿さんて。体も僕たちより小さいですし、どこか人形っぽくて……」

　普ふ段だんはその手の話題に決してついてこない生き残り組の男子でさえ、顔を少し赤くしながらそんなことをいっている。

「すげえよな、あの小さな体つきに似合わない胸の大きさ！　なんつーか背徳的な魅み力りよくがあるんだよな！」

「分かる分かる！　くー、一度でいいからあの小さな体を抱き上げながら顔を埋うずめてみてえ！」

　どこに顔を埋めるのか、という疑問は純心な岸嶺には口には出せなかった。

「いいなあ現代遊戯部！　天てん道どうしのぶもいるし、やっぱり俺も今から入部させてもらおうかな!?」

「そうだよ、俺も入れてくれよ！　もうこの際、女子との接点が増えるならなんでもいい！」

「え？　ええ？」

　おかしな流れになりつつあった。

　すでに部員は揃そろっているのだ。部室は狭い上に機き材ざいは四人分しかなく、これ以上部員が増えても仕方ない。なにより、あの天てん道どうに他ほかの男子を近づけるのは、なんとなく嫌いやだった。

　だが、それを口に出すのは憚はばかられた。男子高校生ともなれば、誰だれだって女子と仲よくしたいものだろう。にもかかわらず、自分一人ひとりだけ女子と仲よくしていたら、彼らも機き嫌げんを損ねてしまうかもしれない。

「まあ待てよおまえら、そうがっつくなって」

　意外な助け舟を出してくれたのは、日くさ下か部べだった。

「考えてもみろよ。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは部員がほとんどいなかったんだ、だからこそ岸きし嶺みねも入れたんだろうよ。そこへ俺おれたちが群れを成して入ってみろ、まともな女子なら怖がって逃げちまうし、そうなりゃやっぱり男子は部活に要いらねえって話にもなりかねねえ」

　日下部のいわんとするところを察したのか、周囲の男子たちはトーンダウンした。

「それは確たしかに……ありえますね、この学校なら」

「そうだなあ。女子が二人ふたりしかいねえ部に男子が押し寄せても、色々まずいか」

「だからここは潔いさぎよく戦友を見送ってやろうぜ！」

　議ぎ論ろんをまとめるように、日下部はなおもいった。

「まず岸嶺が男女一いつ緒しよに部活する。しかも相手は女子の信頼を一身に受ける生徒会長だ。あの生徒会長ですら男子と仲よくやってる──なんて話が広まれば、男女の垣根がなくなるかもしれねえだろ？」

　男子たちははっとなった。

「なるほど、さすが日下部、策士っぽいぜ！」

「そうだな、まず最さい優ゆう先せんすべきは男女の垣根をなくすことだもんな！」

「分かった、岸嶺。おまえに俺たちの希望を託す！　どうにかこの学園でも男子がキャッキャウフフできることを示してくれ！」

「あ……うん。と、とりあえず頑張ってみるよ」

　状況的になにか答えないわけにはいかず、それらしいことをいっておく岸嶺だった。




　その後。グラウンドを何周もさせられ、さすがの転入組男子たちの口数も少なくなった頃ころ、岸嶺は日下部の隣となりに並んだ。

「さっきはありがと、日下部」

「ん？　なんのことだよ？」

「ほら、現代遊戯部に入りたいって男子を止めてくれたことだよ。うちの部って機き材ざいも限られてるから、どう断ればいいか困ってたんだ」

「気にすんなよ、そうした方が俺の得になるって思っただけだしな。とにかく、公認カップルの一組もできりゃ、多た分ぶん男女の垣根は今よりはなくなる。天道か杉すぎ鹿しかのどっちかはおまえに譲ゆずる、邪じや魔まも極力しないようにする。だからよ、どうにか一いつ線せん越えてくれ」

「カ、カ、カップルって……。僕は別にそういうのを目指してるわけじゃ……」

　顔を真まっ赤かにしながら言うと、日くさ下か部べにバンバン肩を叩たたかれる。

「なーに、カブトムシだってオスとメス一いつ緒しよに籠かごに入れてりゃギシギシ始めんだ。狭い部室で男女が一緒ならそのうちなにか起こることだってあるだろうよ！」

　例にしてもあんまりなたとえだった。しかしツッコミを入れるにしても恥ずかしい。

　こういうときはとにかく話を逸そらすに限った。

「そ、そういえば杉すぎ鹿しかさんってアメリカから転入してきたんだよね？　あの髪の色はアメリカ人っぽいけど、それにしては日本語もうまいし名前も日本人そのものだよね？　なんでだろ？」

　アメリカは移民の国なのだから、アメリカ人っぽいというのも我ながら変な表現だった。それに、あの肌の白さと綺き麗れいな髪の色はむしろ北ほく欧おう系けいではないかとも思う。

「ああ、戸こ籍せき上じようはアメリカと日本の二重国籍ってことになってるらしいぜ。詳しいことはよく分からんが、母親が日本人らしい」

「……へえ」

　何気なく口にした疑問だったが、杉鹿にも色々あることが分かって少し複雑だった。

「ま、電話番号が知りたきゃいつでも教えてやるからよ。そうだ、気まずくて誘えないってんならダブルデートって手もあるんだぜ？　俺とおまえと杉鹿と天道、この四人でどこか出かけるってのはわりといいんじゃね？」

「か、考えとくよ……」

　こればかりはそんな言葉でお茶を濁にごすことしかできなかった。




　　　　２




　放ほう課か後ごになった。

　今日きようからついに四人のチームが揃そろうのだ。それは現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶがいよいよ本格的に活動できるということを意味しており、岸きし嶺みねも普ふ段だんより足取り軽く部室へと向かった。

（しかも、今ってちょっとしたハーレムなんだよね……）

　それも足取りを軽くする要因の一つだった。

　天道と杉鹿。体育の授業のときあれだけ羨うらやましがられたように、彼女たちがそれぞれ異なった魅み力りよくを持つ美少女であるということは間違いない。その二人ふたりと今日から同じ時間を同じ場所っで過ごすこととなるのだ。瀬せ名な先生は教師なので除外するとすれば、間違いなくハーレム状態である。

（ま、恋愛小説じみたことなんて起きそうにないような気もするけど……）

　自分の性格を考えると、残念ながらその点については認めざるを得なかった。そもそもあの二人ふたりにとって、自分が異性として認にん識しきされているかすら怪しいところだったりする。

　とはいえ、そういった下世話な話は抜きにしても、いよいよ四人で本格的にゲームができるというだけでも、岸きし嶺みねにとっては楽しみだった。

　部室の前まで来ると、瀬せ名な先生にもらったばかりの真新しい鍵かぎを取り出す。それは昼休みのときに瀬名先生が届けてくれた現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部員の証あかしだった。

　だが、鍵を差し込もうとしたところでドアが少し開いていることに気づく。他ほかの部員が先に来ているのだろう。

　ドアを開けて中に入る。

「あ──」

　すでに来ていたのは、杉すぎ鹿しかまどかだった。

「何よ？　あたしがいたら悪いの？」

「い、いや、そんなことないけど」

　鞄かばんを置くフリをしつつ、チラチラと彼女を観かん察さつしてしまうのは、今日きようの体育の授業で男子たちから聞いた話の影えい響きようである。

　なるほど彼女が可愛かわいらしいというのは間違いない。綺き麗れいな金きん色いろの髪に大きな瞳ひとみと小さな体。そのいささかきつい目つきさえなければ、本当に西せい洋ようの人形のように見えるかもしれない。付け加えれば、その小学生と見間違うような小さな体とはアンバランスな胸の膨ふくらみも、間違いなく彼女の魅み力りよくなのだろう。

「ちょっと。なにチラチラ見てんのよ？」

「え？　あ、いや──」

　バレていたらしい。慌てて言い訳を考える。

「その、杉すぎ鹿しかさんが先に来てたからちょっと意外だったんだ。なんだか杉鹿さんって、あんまりこういう部活動って乗り気じゃなかったみたいだし」

　咄とつ嗟さに口にした言い訳だったが、意外なことに随分効果があったらしく、杉鹿は伏目がちに顔を背けた。

「それは……あんたにいいたいことがあったからよ」

「え？　僕に？」

　思いもしない返答だった。彼女がなにをいおうとしているのかさっぱり分からない。
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　その上、どういうわけかこのときの杉鹿にはいつものトゲトゲした雰囲気がなくなっていた。まるでもじもじした子供である。

　彼女がそういう慎つつましやかな態度を取ると、見た目通りの可愛さのみが強きよう調ちようされることとなり、思わずドキッとしてしまう。

「その……昨日きのうは悪かったわね、弱い犬なんていって」

「へ？」

　最初、彼女がなにをいっているのか分からなかった。なにせ初対面のときから容赦なく罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしてきた杉鹿である。そんな彼女が謝しや罪ざいの言葉を口にしているなど、咄とつ嗟さに信じられなかったのだ。

　と、返事の一つもできずにいたためだろう、杉鹿は我慢できなくなったように叫んだ。

「ああもう！　だから、あんたもそれなりにゲームの腕はあるって分かったから、犬呼ばわりはちょっといい過ぎたっていってんの！」

「あ、なんだ、そんなこと？　別に気にしてないよ、実際まだゲームについては素人しろうとなんだし」

「あ……あんたねえ、自分で自分のことを素人呼ばわりなんて情けないと思わないの？」

「え？　でも、事実だしなあ」

「あーもう！　分かったわよ、もう一生犬にでもなってなさい！　あ、それからもう一つ、あんたあたしのこと〝杉鹿さん〟って呼ぶでしょ？　あれまどろっこしいから止めてよ！　あたしたち同級生でしょ!?」

「え？　あ、そうだっけ？」

「なんでそこ疑問系なのよ!?　あんたまさか、し、身長で年ねん齢れい判断してないでしょうね!?」

　図星だった。やはり彼女にとってもその辺はコンプレックスであるらしい。

「と、とにかく分かったよ。でも……代わりになんて呼べばいいのかな？」

「別に、杉すぎ鹿しかでもまどかでも好きに呼べばいいじゃない」

（ま、まどか……？）

　心の中で呟つぶやいてみると、かなり恥ずかしかった。

　いきなりファーストネームで呼ぶなど、できそうにない。

「分かったよ。じゃあ……杉鹿」

「そう、それでいいのよ」

「…………」

　岸きし嶺みねはもう何度目になるか分からない感慨に囚とらわれていた。

　少し前に天てん道どうにも「他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方をするな」と似たような提案をされたばかりであるが、彼女の場合は部長と呼ぶことになった。となると、異性の苗みよう字じを呼びつけで呼ぶというのはこれが人生初めてのこととなる。

　ほんの数日前まで本を読むだけで終わると思っていた高校生活が、この変へん貌ぼうぶりである。つくづく信じられなかった。

「お、揃そろっているな、新入部員たち」

　どことなく楽しそうに入ってきたのは天道だった。

「杉鹿、キミもちゃんと来てくれたんだな。なんだかんだ言ってもゲームできることが楽しみだったのだろう？」

　杉鹿はなぜかばつが悪そうだった。

「か、勘違いしないでよ！　逃げられたって思われるのもシャクだから、とりあえず顔出してやっただけなんだから！　つまんないって思ったらいつでも退部するつもりなんだから、覚えときなさい！」

「ふふふ、それなら問題ない。今日きようからみんなでゲームができるんだ、つまらないわけがない」

　天道は相変わらずただゲームができることが嬉うれしいらしい。その邪気のない笑え顔がおを見せられると、杉鹿の方も毒気を抜かれるらしかった。

「ふん、まあいいわ。で、今日はなんのゲームをするわけ？」

「そうだな。やはりゲーム初心者の岸嶺もいるし、ここは誰だれでも手軽に楽しめるゲームから入ろう。スマブラかマリカーはどうだ？」

「えー？　何度も言ってるでしょ、今世界で流は行やってるマルチプレイはＦＰＳなのよ!?　ここはＨａｌｏかＣＯＤでしょ、常じよう識しき的てきに考えて」

「む」

　天道が唇を尖とがらせた。

「スマブラやマリカーが世界でどれだけ売れているのか知っているのか？　確たしかにＦＰＳは主流かもしれないが、だからといって一つのジャンルばかりやってればいいというものでもないだろう」

「別にＦＰＳだけやってりゃいいとはいわないわよ。でもまず王道を学ぶのが基本じゃない！」

「王道を学ぶというのなら、それこそまず任にん天てん堂どうのゲームから始めるべきだろう！」

　空気が不ふ穏おんなものになりつつあることを、岸きし嶺みねは感じ取っていた。

「あのー、もしもし？　二人ふたりとも？」

　どうにか穏便に事を進められないかと話しかけてみるものの、すでに二人は岸嶺の方に見向きもしなかった。

「まあまあ諸君、そうもめることもなかろう！」

　ドアをばーんと開けて瀬せ名な先生が入ってきた。

　ひょっとしてこの人は、最適なタイミングで入ってくるためにいつも部室の外で盗み聞きでもしてるのではないか。そんな考えさえ抱いてしまうほどのタイミングである。

「天てん道どうくんのいうことはもっともだ！　まずは岸嶺君に色んなゲームをプレイさせ、経けい験けんを積つませる必要はある！　とはいえ、一つのジャンルに習しゆう熟じゆくしないまま様々なゲームをプレイさせても戸惑うだけだろう！　ここはＴＰＳか、さもなくば似たような操そう作さ系統であるＦＰＳから間口を広げていくべきではないかね!?」

「あら、分かってるじゃない。そうよ、それにＦＰＳは３Ｄゲームの基本といってもいいジャンルよ。まずＦＰＳに慣なれとけば今後他ほかのゲームにも入りやすくなるはずだし、やり込んで損はないわ」

　と、瀬名先生はここで天道の耳元に口を寄せ、杉すぎ鹿しかには聞こえない小さな声で付け加えた。

「きみに不満があるのは分かる！　しかし杉鹿くんは恐らくおだてれば木に登るタイプだ。今日きようぐらいは彼女の機き嫌げんを取って部員として確かく保ほすべきだろう！」

「……分かりました。二人がそう仰おつしやるのなら、今日は譲ゆずりましょう」

　瀬名先生の説得にどれだけ効果があったのかは分からないが、天道は引き下がった。

「あの……例によって全然分からないんですけど、ＦＰＳってそんなに流は行やってるんですか？」

　岸嶺はふと抱いていた疑問を口にした。

「はあ？　なに言ってんの、あんた？」と、すぐに杉鹿に呆あきれられる。「今や世界で売れてるゲームを五つ挙げれば、必ずＦＰＳが何本も入るぐらい時代なのよ？」

「そうだな、それは間違いない」と、天道も頷うなずく。「まあ残りは任天堂のゲームで占められるんだが」

「と、とにかく！」

　瀬名先生がわざとらしく咳せき払ばらいする。

「今のゲーマーの間にはこんな格言があるほどなのだ！　いわく、『ＦＰＳを制する者が世界を制す』！　世界を目指すのなら、ＦＰＳに強くなっておくに越したことはない！　そこで──杉すぎ鹿しかくん、きみの出番だ！　どうか我々にＦＰＳのなんたるかを教えて欲しい！」

　このとき、瀬せ名な先生がちらちらと岸きし嶺みねに視し線せんを送った。その意味をどうにか察する。おだてれば木に登るタイプ──という瀬名先生の評を思い出したのだ。

「ぼ、僕からもお願ねがいするよ。僕もみんなの足を引っ張るようなことはしたくないし、少しでも上じよう手ずになりたいんだ。その、杉鹿みたいに」

「そこまでいうんなら仕方ないわね！　少しぐらい教えてあげてもいいけど」

　瀬名先生の推測は正しいようで、杉鹿は口く調ちようと態度こそ険しいままだが、少し照れ臭そうに了承したのである。

「じゃあとにかくゲームしましょ、まずは経けい験けんを積つむのが一番だし。この部にはなんのＦＰＳがあるの？　ディスプレイもゲームハードも四台つずつあるぐらいなんだから、ゲームもそれなりに揃そろってるんでしょ？」

「もちろんだ。そうだ、ではどのＦＰＳをするかぐらいはわたしに選ばせてくれないか？　ちょうど気になってるゲームがあるんだ」

　天てん道どうは部室のラックに積つまれている箱からごそごそとなにかを取り出した。四人分のゲームパッケージだ。

「『ホームフロント』？」と、杉鹿がタイトルを読み上げる。「ま、リアル系のＦＰＳだしいいけど。でもＰＳ版は有り得ないわよ。Ｘｂｏｘ版はないの？」

「なにを言っているのだねきみは!?」瀬名先生が喰くってかかった。「ＰＳ版があるというのにＸｂｏｘ版などあるわけがなかろう！」

「冗じよう談だんじゃないわ。いい？　ＦＰＳはアメリカで生まれ育ったジャンルよ。だからＦＰＳをやるならアメリカ生まれのＸｂｏｘ版に限るわ。これが世界の常じよう識しきってもんでしょ」

「それはアメリカでしか通用しない常識だろう！　もっと世界を見たまえ、今世界でもっとも売れているゲームハードといえば──」

「あーもうお願ねがいですから止やめてください！」

　危険な匂においを感じた岸嶺は、慌てて割って入った。

「別に僕からすればどっちでもいいんです。それより時間がもったいないですから早く始めましょうよ！」

　その行動は珍しく報われたようで、二人ふたりはすぐに言い争いを止めた。

「時間が惜しいというのはもっともだ。杉鹿くん！　どうせきみも自分用のコントーラを持っているんだろう？　それを使えばＰＳ版でも問題はあるまい！」

「ま、いいわ。じゃあ今日きようは遠えん慮りよなく使わせてもらうから」

　ぶつくさ言いながら、杉鹿は鞄かばんからコントローラを取り出した。岸嶺には見覚えがあった。一昨日おととい、没収されたという例のコントローラである。

　かくして岸きし嶺みねたちは、それぞれ席に着いた。

「…………」

　昨日きのうと同じように、岸嶺の左右前方には二人ふたりの女子高生がそれぞれ座っている。相変わらず目の保養──いや、目に毒な環かん境きようだった。特に杉すぎ鹿しかなどは、遠えん慮りよなく脚あしまで組んでいる。どうやら短いスカートで脚を組むという行為がいかに危険なものなのか理解していないらしい。

「ふー、はー」

　大きく深呼吸する。左右の誘惑から意い識しきを切きり離はなし、ゲームに集中するためだった。

「そう気負うな、岸嶺。今日きようこそただの練習なんだからな」

　天てん道どうが勘違いした励ましをしてくれる。

「は、はい、そうですよね」

　ここはあえて勘違いされたまま通さなければならなかった。

「それで杉鹿、まずなにから始めるんだ？　ひとまず四人でプライベートマッチでもするのか？」

「そうね。ちょっと特徴のあるゲームだし、少しは練習した方がいいかしら」

「そ、それは助かるよ」

　このところやったことのないゲームをいきなりやらされてばかりだった岸嶺にとっては、ありがたい提案だった。

「ちなみにどんなゲームなんですか、ホームフロントって？　銃じゆう撃げき戦せんをするゲームだっていうのはなんとなく分かりますけど」

「ふっ！　よろしい、喜んで解説しよう！」

　いつものように瀬せ名な先生が嬉うれしそうに解説役を買って出る。

「ホームフロントとはKaos Studiosという海外のメーカーが開発したソフトだ。日本での発売はスパイクが行っている。簡かん単たんにいえば現代を舞ぶ台たいにした戦争ゲームだ！　なんといっても特徴的なのはそのストーリーでな！　大だい朝ちよう鮮せん連れん邦ぽうという北の某国がアジア各国を併合し、アメリカへ攻め込んだというストーリーなのだ！」

「そ、それはまた……確たしかに特徴的なストーリーですね……」

「そう？　フィクションの中のアメリカじゃ珍しくもないわよ」

　アメリカ人らしい杉鹿の端的なツッコミに、天道は妙に感銘を受けたようだった。

「そうか、いわれてみるとそうだな。それこそアメリカなんて世界中の国とテロリストに攻められているわけだからな」

「人間どころか異星人や未来から来たロボットにもしょっちゅう攻められてるわよ。挙句にロボットの方は州知事にもなってるぐらいだし」

「ま、とにかくそんなゲームというわけだ！　マルチプレイでは大朝鮮連邦チームとアメリカチームに分かれて戦うこととなる！　もっとも、ゲームだから差はないがな！　とにかくやってみるとしよう、君がこれまでにプレイしてきたＴＰＳとわりと似た操そう作さ系統だからな、すぐ慣なれるだろう！」

「Ｌ１ボタンを押せば銃を構えて照準モードになる、Ｒ１を押せば銃が撃うてる。それだけ覚えていればとりあえずなんとかなるはずだ」

「はあ」

　瀬せ名な先生と天てん道どうからかなりざっくばらんな説明を受け、ゲームは始まった。

　まず装備を選ぶ画面になった。とはいえ、もちろんよく分からないのでとりあえず一番上の『ＡＳＳＡＵＬＴ』というのを選ぶ。次に『搭乗兵器を選ぶ』という選択になったが、やはりよく分からないので『歩兵』を選ぶ。

　二つの選択が終わるとカメラが切り替わった。どうやら舞ぶ台たいは市街地らしい。といっても、そこは戦場である。もちろん賑にぎやかさなどなく、廃はい墟きよのようだった。

「あれ？」

　画面には、銃の残弾ゲージやレーダーらしき表示があった。画面中央には照準らしきマークもある。ただ、自分の操そう作さするキャラが画面のどこにもいないのだ。

　が、それがすぐに誤解だと気づく。一応画面には映っていた。自分の手と銃だけが。

　視点が違うのだ。ロストプラネット２などでは、斜め後ろから見下ろすようなカメラ視点だったため、自分の操作するキャラが映っていた。しかしこのゲームでは自分が操作するキャラの目の位置にカメラがあるのだ。だから自分の姿は映らず、手と銃だけが画面に映っているのだ。

　Ｆフアースト・Ｐパーソン・Ｓシユーテイングという言葉の意味を、あらためて思い出す。

「なるほど、『一人称視点の銃じゆう撃げき戦せん』ってこういうことですか」

「そういうことだ！　まさに戦場の一兵士の視点を存分に味わえるのがＦＰＳの特徴なのだよ！」

「Ｌ１ボタンで銃を構えてみなさい、Ｔサード・Ｐパーソン・Ｓシユーテイングとだいぶ違うことが分かるから」

「え？　こう？」

　杉すぎ鹿しかの言葉に従い、とりあえずＬ１を押してみる。

「……へえ」

　すると画面に表示されていた照準マークがなくなり、右手に構えていた銃を画面の中央で構えるようになった。銃に本来ついている照準器を覗のぞき込む形になったのだ。これが照準モードということだろう。

「凄すごいですねこれ。本当に銃を構えてるみたいだ」

「当然だ、徹てつ底てい的てきにリアルを追求して作られているのだからな！　ちなみに今君が見ている照準器はホロサイトといって実に扱いやすい光学サイトなのだが、そうした特別な照準器がついておらず、銃についているアイアンサイトをそのまま使わねばならぬ状況もある！　アイアンサイトともなれば銃によって形も変わるし、中には使いにくいものもある！　ゆえに銃をカスタマイズしたりする必要も出てくるのだよ！」

「へえ。銃のカスタマイズですか」

　瀬せ名な先生の解説には専門用語が多いが、なんとなく分かった。

　今岸きし嶺みねの持つ銃についている照準器は、中央に光の点が表示されるものだ。これなら視界がほとんど邪じや魔まされない。そういうカスタマイズが最初からされている銃なのだろう。

「照サ準イ器トを変える他ほかにも色々できるのだぞ！　たとえばサプレッサーをつければ銃を撃うっても敵に見つかりにくくなるし、銃身の下にグレネードランチャーをつけるなんてこともできるのだ！」

「はいはい、もう説明はいいからとにかく開始するわよ。ルールはチームデスマッチでいいわね」

「え？　い、いきなり？」

「ごちゃごちゃ難むずかしく考える必要なんてないわ。一応二対二に分かれての殺し合いってことになるけど、とにかく自分以外に動く人間がいたら撃うてばいいのよ」

「ええええええええ、そんな大おお雑ざつ把ぱな！」

　岸嶺の抗こう議ぎはもちろん受け入れられず、かくしてゲームは始まった。どうやらチームはちょうど男女別で分かれたらしく、岸嶺と瀬名先生、杉すぎ鹿しかと天てん道どうという組み合わせだった。

　とりあえず初期装備であるホロサイトつきアサルトライフルを片手に走り出してみる。

　建物の脇わきをすり抜け、角を通り抜ける。戦場はかなり広い上に四人しかいないためか、なかなか他ほかの誰だれかと遭そう遇ぐうすることはなかった。

　だが、それも時間の問題だった。屋外から建物の中に入ったそのとき。

　二十メートルほど先だろうか、誰かがいた。

「わっ！　わっ！」

　慌てて銃を撃つ。しかしどれだけ連射してもあまり当たっている様よう子すがない。

　当然といえば当然だった。画面中央にはひし形の照準マークがあるのだが、距きよ離りがあることもあって敵キャラに比べて照準が大き過ぎるのだ。おまけに、銃を連射すればするほど反動で銃がぶれるらしい。

「岸嶺、その距離では狙ねらいをつけて撃たないと当たらないぞ。Ｌ１ボタンを押しながら撃つんだ」

　どうやら敵対していたのは天道だったらしい。彼女は隙すきだらけの岸嶺に攻こう撃げきしようとせず、その場で動かず的まとになってくれていた。

　その声に落ち着きを取り戻し、武器を構え直す。

「こ、こうですか？」

　Ｌ１を押して照準モードに入る。キャラが銃を構え、画面中央にホロサイトの光る点が表示される。

　天てん道どうを中心に捕らえ、Ｒ１ボタンを押す。

「あれ？　弾が出ませんよ？」

「さっき弾を撃うち過ぎたせいだ、弾倉マガジンが空になったんだろう。リロードすればいい」

「あ、そうか」

　しかし、リロードボタンがどれか分からなかった。とりあえず順にボタンを押していく。正解は□ボタンだったようで、どうにかキャラが弾倉を入れ替える動作を行ってくれた。

「えーと、それで……」

　Ｌ１で銃を構え、Ｒ１を撃つ。

　弾が発射された。そしてほとんど一いつ瞬しゆんといっていいほどの速さで天道は倒れ、なにか点数らしいものが入る。

「よし、それでいい」

「え、えらくあっさり死ぬんですね……。今、四発ぐらいで死にませんでした？　ギアーズオウブォーでもロストプラネット２でも、十発以上は撃たないと倒せなかったのに」

「普通よ、それぐらい」と杉すぎ鹿しか。「そういえば説明してなかったわね。こういう現実に忠実なＦＰＳはリアル系ＦＰＳっていわれてるのよ。現実の人間だって一発撃たれただけで死ぬでしょ？　だからリアル系ＦＰＳもその辺に忠実なのよ。ボディアーマーとかヘルメットがあるから多少は耐えられるけど、三、四発弾を喰くらったらまず死ぬようにできてるわ」

「へえ……」

　リアル系ＦＰＳ。いわれて見ると確たしかに現実リアルに近いゲームという印象はあった。街並みなんていかにもアメリカそのものっぽいし、キャラの動作も人間臭いところがある。

「そういえば、さっき部長を倒したときに点数みたいなのが入りましたけど、あれはなんですか？」

「まさに点数だとも！　もっとも、ホームフロントの場合は金のようなものと考えてもいい！　右下に数字があるだろう？　それが今の君のスコアだ。そのスコアがたまればたとえば爆ばく撃げきを要よう請せいできたり、乗り物に乗れたりするようになるのだ！」

「へえ。つまり、相手を倒せば倒すほどボーナスがあるってことですか」

「それがＦＰＳの対人戦における楽しみの一つといってもいいな」と、天道。「ホームフロントなら、攻撃ヘリや戦車に乗ることだってできるんだ」

「せ、戦車に!?」

　ロスプラ２でロボットに乗って以来、なにかに乗れるということに魅み力りよくを感じる岸きし嶺みねだった。

「言っとくけど、ヘリに乗るのはかなりポイントが必要よ？　ほら、そんなことよりとっととゲームに戻りなさい」

「そうだな、次に会ったときはわたしも手を抜かないぞ」

「は、はい」

　あらためてゲーム画面に集中する。

　しばらく廃はい墟きよの町をさ迷ってると、一〇メートルほど前方に再び敵を見つけた。

　Ｌ１で狙ねらいを定め、Ｒ１を押そうとする。

「あ」

　だが、岸きし嶺みねが撃うつよりも早く撃ち殺されていた。

「だめだめ、リアル系ＦＰＳは撃たれるとすぐ死ぬっていったでしょ！　そんな遅いエイミングじゃ生き残れないわよ！」

　どうやら撃ったのは杉すぎ鹿しかだったらしい。

「エ、エイミング……？」

「一言で言えば照準操そう作さのことだ！」答えたのは瀬せ名な先生である。「ＦＰＳはとにかく先に撃った者が勝つからな！　素す早ばやいエイミング技術が非常に重要になってくるのだ！」

「なるほど。あ、これ死んじゃったらどうすれば……？」

「すぐリスポーンすりゃいいのよ。で、何度でも死になさい」

　杉鹿がこちらの方を見向きもせずにいう。

　リスポーン。復活とか再さい出しゆつ撃げきとか、そういった意味の単語らしい。

　確たしかに□ボタンを押すと再復活できるとかいう表示があった。指示通りにしてみると、すぐにキャラが復活する。

「よし、もう一度」

　再び戦場に舞まい戻った岸嶺は、再び戦場を駆け巡った。

　道を進み建物に入り、階段を登る。

「うわ！」

　ばったり敵に出会った。ほんの数メートルの距きよ離りである。

　慌てて狙いを定めようとするが、近距離で敵が動くせいか、照準の動きが追いつかない。

　その隙すきにまた撃ち殺される。

「ま、またやられてしまった……」

「岸嶺。ああいう近距離戦の場合は、腰だめ撃ちをするといい」

　天てん道どうからそんな助言を受ける。

「こ、腰だめ撃ち？　普通の撃ち方とどう違うんですか？」

「そうか、説明してなかったな。Ｌ１を押すと銃を構えるだろう？　それが照準モードだ。対して腰だめ撃ちは、銃を構えずに撃つことをいうんだ」

「あ、なるほど」

　なんとなく分かった。試しにＬ１を押さずそのままＲ１で銃を撃つと、腰の辺あたりで撃ってるような感じになる。

「薄うす々うす気づいていると思うが──」と瀬せ名な先生。「Ｌ１を押して照準モードになると遠えん距きよ離りの敵が狙ねらいやすくなるが、素す早ばやい移動ができなくなってしまうのだ！　それに、遠距離の敵を狙い撃うつ分にはいいが、近距離を素早く動き回る敵だと照準が追いつかないこともある！　その点腰だめ撃ちは射しや撃げきしながら素早い移動が可能なため、攻撃と防御の両方が可能だ！　もっとも、遠くの敵を狙い撃つのは不可能といっていいがな！　ようは使い分けが重要なのだよ！」

「はあ、よく分かりました」

　天てん道どうと最初の撃ち合いをしたときのことを思い出す。あのときも距離があったにもかかわらず腰だめ撃ちをしてしまったため、ちっとも当たらなかったのだ。

「それから岸きし嶺みね、あんまり無む駄だ弾だまを撃つんじゃないの！　画面にレーダーがあるでしょ？　あんたが銃を撃ったりすると、あたしたちのレーダーにそれが映るの。相手に居場所を知られると不利になるわよ、こんな風にね！」

「え」

　また撃たれたらしく、画面が真まっ赤かになった。殺されなかったのは、おそらく杉すぎ鹿しかの情けだろう。

「分かる？　居場所を知られると待ち伏せや狙そ撃げきのいい餌え食じきだから、無駄な射撃は極力避けなさい」

「あ、うん……よく分かったよ。それにしても杉鹿、今どこから撃ったの？　全然見えないんだけど」

「レーダーを見なさい。あたしも今撃ったんだから赤い点が見えるでしょ、それがあたしよ」

　確たしかにレーダーの隅に赤い点が表示されている。その方角を頼りによく目をこらすと、はるか彼方かなたに敵らしい人ひと影かげが見えた。一〇〇メートルぐらい離はなれているせいだろう、ほとんど米粒である。

「うわ、あんなところから撃ったの!?　あ、ひょっとしてスナイパーライフル？」

「違うわ、ただのアサルトライフルよ。照準さえ合ってれば距離があっても当たるようにできてんの。あんたもやってみなさい」

「う、うん」

　岸嶺は銃を構えると慎重に照準を杉鹿に向けた。

　引き金を引く。最初の一、二発は命中したようだったが、反動で銃口が跳ねるせいかどうしてもそれ以上当たらない。その内弾倉が空になる。

「ダメダメ、この遠距離で連射したって当たらないわ。こうするのよ！」

　杉鹿から反撃が来た。

　ビシ、ビシとダメージを受け、今度こそ殺されてしまう。

「な、なんで？　僕があれだけ撃っても当たらなかったのに、あんなにあっさり……」

「ＦＰＳの射しや撃げき方法には大体三種類あるのよ。『腰だめ撃うち』、銃を構えての『照準モード』、それからもう一つが『指切り』よ」

「ゆ、指切り？」

「気づいてるでしょうけど、銃はフルオート射撃すると反動で銃口がどんどんブレていくのよ。だから遠えん距きよ離りの敵に撃ちまくったってせいぜい最初の一、二発しか当たらないわ。でもセンタリング性能っていってね、銃の照準って連射さえしなけれ自然と中央に戻るようになってるの。だからフルオートの銃でも、トトン、トトンって感じでトリガーから指を離はなしながら撃てば遠距離の敵にも当たるようになるわ」

「トトン、トトン……」

　再びリスポーンした岸きし嶺みねは、遠くの木に適当に銃口を定めた。

　まずフルオート射撃してみる。やはり撃てば撃つほど銃口がぶれるせいか、最初の一発以外うまく当たっている気がしない。

　次に、杉すぎ鹿しかのいう『指切り』を試してみる。二、三発撃ったところで意図的にＲ１トリガーから指を離す。

　すると反動でブレていた照準が、自然に中央に戻った。これがセンタリング性能ということだろう。そしてまたトリガーを引くと、また狙ねらい通りの場所を撃つことができた。

「なるほど、トトン、トトンって意味がよく分かったよ。でも、こんな射撃で敵を倒せるの？　普通だったら最初の一発が当たった時点で逃げられそうだけど」

「それはわたしも疑問だったんだ」と、天てん道どう。「指切りが必要になるような遠距離戦では、相手に照準を合わせるのも至し難なんの業わざだろう？　最初の一発が当たった時点で少しでも相手が動けば、それだけで逃げられてしまうような気がするんだが」

「いい質問ね。でもその辺はネット対戦ならあんまり気にしなくていいわ。ラグの問題があるから」

「ラ、ラグ……？」

「ま、気が向いたら解説するわ、相当長い話になるから。それより今はゲームの経けい験けんを積つむ方が先よ」




　かくして、それからしばらく岸嶺は殺され続けた。

　一方で、段々とリアル系ＦＰＳのコツも分かってくる。とにかく早く敵を捕ほ捉そくし、正せい確かくなエイミングで撃てばいいのだ。さらに言えば、近距離の敵と戦うときは『腰だめ撃ち』、中距離なら『照準モード』、超遠距離なら『指切り』というように、状況に応じた射撃テクニックも重要になってくる。

「岸嶺、もう操そう作さは大体分かったでしょ？」

「あ、うん。それなりには」

「じゃ、そろそろ野良チームデスマッチに行きましょ。四人しかいないんじゃなかなか戦せん闘とうにならないし」

「え？　野良チームデスマッチ？」

　なんとなくその単語の羅ら列れつの意味が分かった。

「ようするに……ネットで対人戦するってこと？」

「ま、そういうことよ」

「えええええ!?　早過ぎない？　始めてからまだ三十分も経たってないのに！」

「気にするな、岸きし嶺みね君！」と、瀬せ名な先生。「こういうゲームは死んだ数だけ強くなるのだよ！　なにをやったって死ぬときは死ぬのだ、ならばとっとと対人戦に入って慣なれた方がいい！」

「あまり難むずかしいことは考えなくていいんだ。とにかく色んな戦い方をして、強そうなプレイヤーがいたらその戦い方をマネする。そうやって段々強くなれるんだ」

「わ、分かりました。や、やってみます」

　三人がかりでそう諭さとされれば反はん論ろんはできなかった。

「じゃ、いくわよ。別に四人で組んで入る必要はないわよね？」

「そうだな。ときどきは身内で戦った方がお互いの悪い癖くせを指摘し合えるだろうし」

「じゃ、あたしが先に入るから適当に合流して。えーと、チームデスマッチでいいわね？　二四人もいるから、今よりはだいぶ戦う機き会かいも増えるはずよ」

「ににに二四人!?」

　今までに岸嶺が経けい験けんした対人戦の中でもっとも多いのは、ギアーズオブウォーでの八人対戦である。二四人ということは、その三倍だ。

「ＦＰＳでは珍しくはないぞ！　なかには二五六人で対戦できるゲームだってあるんだからな！」

「に、二○○人……。それじゃ本当に戦争ですね……」

　などと感慨に浸る間もなく、すぐにゲームが始まる。

「ほら、いくわよ！　基本的にはさっき身内でやってたのと変わらないから、ガンガン攻めなさい！」




　……かくして野良対戦に初参戦した岸嶺だったが、やはり初対人戦ということもあってか結果は散々だった。

　指切り、腰だめ撃うちなど、射しや撃げきのコツはある程度分かっていても、圧倒的に経験が足りないらしく、どうしても撃ち負けてしまうのだ。むしろ撃ち合いができるならまだマシな方で、大抵は横や後ろ、あるいははるか彼方かなたから狙そ撃げきされることも多く、反撃すらままならなかった。

　やがて十分ほどが経過した頃ころ、スコアがリミットに到達したとかでゲームが終了する。

　画面に、全員の戦せん績せき──キル数とデス数が表示された。

「二三キルに八デスか……。ちょっと油断したわね」

　杉すぎ鹿しかは不満そうだったが、それはぶっちぎりでトップの成績だった。

　二位は天てん道どうで十五キル十デス。三位は瀬せ名な先生で十三キル五デスである。

「い、一キルもできなかった……」

　他方、岸きし嶺みねの成績は、キル数ゼロの十デスだった。

「ま、初心者なんだから当然でしょ。いいからあんたは自分にできることをしなさい。ただし、一キルでも多く、一デスでも少なくするように努力するのよ」

「あ、うん……」

　やがて次のゲームが始まる。

　もちろん、まだまだ岸嶺には活かつ躍やくの場などなかった。

　それでも、繰くり返し殺され続けていると得られる教訓もある。

『待ち』が強いということだ。

　正面からの撃ち合いで撃ち負けるのは、初心者なので仕方ないとしても、柱の陰や丘などに敵が待ち伏せしていたときなどは、大抵反はん撃げきさえできずに一方的に殺されてしまう。

　考えてみれば当然だった。移動しながら敵を撃つのは難むずかしい。その点、待ち伏せなら照準を動かすことだけに集中できる。しかも障害物の陰に身を隠せるから、被弾面めん積せきも大きく下げることができる。

　試しに岸嶺もマネしてみた。壁かべの陰に隠れて敵がやってくるのを待ち構えたのだ。

　いつやってくるかも分からない敵を待ち続けるのは、思っていた以上に忍耐の必要な作業だったが、やがてまんまと目の前に敵が現れた。

　撃つ。敵も当然撃って来るが、やはり待ち伏せの方が有利なのだろう、撃ち負けることはなかった。

「やった！　ようやく一キルだ！」

「おお、やったじゃないか岸嶺。どうやって倒したんだ？」

　天道が褒ほめてくれる。

「はい！　待ち伏せする方が強いって分かったんで、敵が来るのをひたすら待ってました」

「そうか、待ちか……」

　なぜか天道の顔が曇くもった。

「え？　ダメなんですか、待ちって……」

「悪いとはいわないが、チームデスマッチではあまり褒められる戦術ではないな」

「そうね、知らないなら教えとくべきね」と、杉鹿。「ＦＰＳの基本は二つしかないわ。待ちと突とつ撃げきよ。でも同じところにずっと待ち伏せてるような奴やつは、キャンパーって呼ばれて蔑さげすまれるのよ。覚えておきなさい」

「きゃ、きゃんぱー？　キャンプする人……？　あ、そうか」

　いつまでも同じ場所に留とどまることを、キャンプと称しているのだろう。

「でもキャンパーって、そんなに卑ひ怯きようなことなの？」

「戦術の一つには違いないけど、嫌われやすいのは確たしかね。あんたも何度かプレイしたから、なんとなく分かるでしょ？　キャンパーって凄すごい有利な戦い方だから、やられる側からすればたまったものじゃないもの。最近のＦＰＳだとキャンパーに有利な待ち伏せポイントがどんどん減ってるぐらいよ」

「うん、なんとなく分かるよ」

　たとえば袋ふくろ小こう路じになった曲がり角なんかで待ち伏せしてたら、相手が来る方向をある程度特定できる。後はそちらの方向に銃口を向けておけばいいだけだ。

　逆に突っ込む側からすれば、まず曲がり角の向こうへ飛び込んで相手がどこにいるのかを察知し、さらに銃口を向けるという動作を行わなければならない。しかも、すべてを動きながら行わなければならないのだ。

「でも、嫌われるのは分かるけど、有効な戦い方には違いないんでしょ？」

「もう一つ原因があるのよ。なにが悪いかって、チームに貢こう献けんできないのがよくないのよ。突とつ撃げきと違って待ちは敵が来るのを待ってないといけないでしょ？　拠点防ぼう衛えいとかならいいけど、キル数を稼かせぐのが目的のチームデスマッチとかだと、どうしても受動的になるから嫌われがちなのよ」

「なるほど……」

　実際、岸きし嶺みねが突撃から待ちに戦術を変えたときも、敵と交戦する機き会かいは極端に減っていた。こんな戦い方をしていては、たとえば杉すぎ鹿しかのように、二〇キルもあげるのは無理だろう。

「ようは同じ場所に留とどまらなければいいのだよ！　待ちが有利なのは間違いないのだ、ゆえに、敵がやってきそうな場所に先回りして待ち伏せるとかな！」

「はあ。つまり、能動的な待ちをするってことですね？」

「でもそうなると結局突撃の技術も必要になってくるわ。だからあんたも、待ちより突撃の方法を学んどきなさい」

「で、でも……突撃しても大抵撃うち負けるんだけど」

「そりゃしょうがないわよ、まだまだＦＰＳ初心者なんだから。強くなりたかったら、とにかく実戦を積つんでエイミングの腕を上げなさい。最強のゲーマーは、例外なくエイミングがうまいわ。相手を視界に入れた瞬しゆん間かん、すっと銃口を向けるの。こればかりは訓練しかないわ」

「そ、そうなんだ……」

　しばらくは殺され続けるしかないようだった。

「あるいは、武器を変えてみるという手もあるぞ」

　と、天てん道どう。

「キミが装備してるのはアサルトライフルだろう？　アサルトライフルは中ちゆう距きよ離り戦せん用だからな、たとえばサブマシンガンに変えて屋内戦メインで戦ってみてはどうだ？」

「いい考えかもしれないわね。近きん距きよ離り戦せんなら腰だめ撃うちだけで細かい照準は要いらないから、初心者でも戦いやすいでしょう」

「へえ。じゃあちょっとやってみます。……ところで武器変えるってどうやればいいんでしょう？」




　……とりあえず一試合終わらせる。そして次の対戦が始まる前に、瀬せ名な先生に武器を設定してもらう。

「ほら、これでいい。少なくとも近距離戦ならだいぶ有利になるはずだ！」

「はあ、ありがとうございます」

　次のゲームが始まる。

　相変わらず岸きし嶺みねはぽんぽんと殺されていったが、天てん道どうの助言通りできるだけ建物の中で戦っていると、

「あ、また倒せた」

　時折ではあるが、正面からの撃ち合いでも何度か勝つことができるようになっていた。

「強いんですね、サブマシンガンって」

「強いっていっても、近距離だけよ？　中距離じゃアサルトにも勝てないし、至し近きん距離じゃショットガンには負けるし」

「……へえ。武器の種類ってそんなにあるの？」

「そうよ。大抵のＦＰＳは武器が五系統ぐらいあるわ。ショットガン、サブマシンガン、アサルトライフル、軽けい機き関かん銃じゆう、スナイパーライフルね。で、それぞれ特徴もあるのよ、大体分かるでしょ？」

「ショットガンが至近距離用で、スナイパーライフルが遠距離用ってことだね？」

「そう。ショットガンは出会い頭じゃ最強の武器だけど、逆に少しでも遠いところに敵が出てくると絶望するレベルよ。スナイパーライフルも距離があれば一方的に攻こう撃げきできるけど、近距離じゃ扱い辛づらいわ」

「ここで一つ豆まめ知ち識しきだ！　ショットガンは〝シャッガン〟と呼ぶと玄人くろうとっぽく聞こえるぞ！」

「はあ。シャッガン……」

　凄すさまじくどうでもいい豆知識だったが、実際に口にしてみると思わず納得してしまいそうだった。

「ほ、ほんとだ、ちょっとアメリカ人っぽい」

「そうだろう!?　ちなみに、一時期ＪＧＢＣではシャナと名乗るショットガン使いが猛威をふるったことがあるそうだ！」

「なるほど、シャッガンのシャナか。……ぷっ」

　なぜか天てん道どうが噴ふき出していた。

　不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせたのは岸きし嶺みねと杉すぎ鹿しかである。

「ねえ、岸嶺。今のどの辺が笑えるの？」

「いや、僕に訊きかれても。部長、シャッガンのシャナってなんですか？」

　訊たずねると、天道はなぜか顔を赤らめた。

「あ、いや、大したことではない。杉鹿、解説を続けてくれ」

「……まあいいけど。とにかく武器には系統ごとに特徴があるわ。たとえば大抵のＦＰＳなら、サブマシンガンは発射レートが高めだけど、距きよ離り減衰が高く設定されてるから、距離のある敵には対処し辛づらいってわけ。後あと、ゲームによってはサブマシンガンを装備してると移動速度が上がったりもするわ」

　また聞きき慣なれない単語が出てきていた。

　発射レートはなんとなく分かる。どれだけ早く弾が連射できるかとか、そういう意味だろう。だがもう一つの単語はさっぱりだった。

「きょ、きょりげんすいって？」

「距離に応じて威力が下がることだ！　現実の銃でも、空気抵抗のせいで飛距離が長くなるにつれ銃弾の威力は下がるだろう!?」

「つまり、二十メートル以内の敵なら三発で倒せても、二十メートル以上の敵なら四発必要になったりするってことよ」

「はあ、なるほど。確たしかにサブマシンガンで長距離射しや撃げきって想像がつきませんね。あ、でもアサルトライフルが中距離用っていうのは分かりますけど、軽けい機き関かん銃じゆうってどんな特徴があるんですか？」

「軽機関銃は総じて弾の装そう塡てん数すうが多く、距離減衰しにくいのだ！　つまり遠くから弾をばら撒まくのが得意ということだな！　付け加えると私の好きな武器でもある！」

「そういうこと。どんなＦＰＳでも遠距離で軽機関銃とサブマシンガンが撃うち合ったらまず軽機関銃が勝つわ。でも近距離ならサブマシンガンが有利になる。こういう武器の特性を理解して、自分の得意な戦場で戦えば、初心者でも案外簡かん単たんに上級者を倒せたりするのよ」

「うん、よく分かるよ」

　実際、岸嶺もサブマシンガンを装備して屋内のみでの戦せん闘とうを心がけ始めてから、少しずつキルが稼かせげるようになったのだ。

「まずは自分の特性を認にん識しきするといい」と、天道。「そうすれば、おのずと使用すべき武器も決まるからな。狙そ撃げきが得意なら軽機関銃かスナイパーライフル、近距離戦が好きならサブマシンガンかショットガンだ。ちなみにわたしはどの距離でもまんべんなく戦いたいからアサルトライフルが好きだな」

「あ、そうなの？　ってことは、瀬せ名な先生が軽機関銃であたしがスナイパーライフルでしょ？　じゃあ岸きし嶺みね、あんたやっぱりサブマシ持って突っ込み役やるのが一番かもしれないわね」

「そ、そうなの？　うん、そういうことならこのまま練習するけど」

　自分にしかできない役割があるというのなら、岸嶺としては喜ぶべきことだった。それに多少ながら『待ち』と『突とつ撃げき』をやったものの、待ちの方はやっぱり性に合ってないという気もするのだ。

「あ、でも一つの武器にこだわっちゃダメよ、相手の戦い方に応じて武器を変えるのも重要だから。たとえば、相手チームに強いサブマシ使いが多くて機き動どう戦せんを挑んでくるなら、アサルトか軽機関銃を装備して中ちゆう距きよ離り戦せんに持ち込めば絶対勝率は上がるわ。逆にスナイパーが多かったら、機動力の高いサブマシンガン持って相手の横に回り込んだ方が有利な場合もあるから」

「なるほど。色々分かったよ」

「何度もいうけど、まずは色んなことをやって自分に得意な戦法を見つけるのが上達の早道よ。で、キルレシオ一以上を目指しなさい」

　また聞いたこともない単語が出てきていた。

「キ、キルレシオ？」

「ようするに、キル数とデス数の比率のことだ！　たとえば十人の敵を倒し、敵に十回倒されればキルレシオは一となる！　五人の敵を倒して十回倒されれば〇・五ということになるわけだ！」

「なるほど。つまり、キルレシオが一以上だとチームに貢こう献けんできてるってわけですね？」

「そうだな！　ちなみにキルレシオはＦＰＳ以外のゲームでもよく使われる指標だ、覚えておきたまえ！」

　先ほどのゲーム結果を計算してみると、岸嶺のキルレシオは〇・一だった。自分がどれだけお荷物な存在なのかがよく分かる。




　　　　３




　それでもサブマシンガンが合っていたのか、あるいはゲームに慣なれてきたためか、時間とともに岸嶺のキル数は上がっていた。

　ただ、一方でなかなかキルレシオは上がらなかった。サブマシンガンを持って突撃すると攻撃の機会が増える分、死ぬ回数も増えるためだ。結果的にキルレシオは上がらなくなるのだ。

　だが、時刻が四時を過ぎた頃ころ。ゲームとはまったく関係ないところで、岸嶺たちにある異変が生じ始めていた。

「あの、僕だけですかね？　さっきからもの凄すごく暑くありません？　まだ四月だっていうのに……」

　うっすらと汗さえかきながら、岸嶺は言った。

「気のせいなんかじゃないわ。あたしもさっきから暑くて仕方ないんだけど」

「だ、だよね？　なんでこんなに暑いんだろ……？」

「仕方なかろう！　こんな狭い部へ屋やでプラズマテレビ四台も使ってるのだからな！」

「え？　テレビが原因なんですか？」

　岸きし嶺みねは試しにテレビに手を近づけてみた。なるほど、確たしかにむあっとした熱ねつ気きが伝わってくる。

「……そ、そうか」

　沈痛な面持ちで、天てん道どうはいった。

「よく考えたら、プラズマテレビとゲーム機きをそれぞれ四台同時に使ったのは昨日きのうが初めてだったな。昨日きのうは雨で涼しかったし、あまり長時間やらなかったから気にならなかったが……四台同時に使い続けるとこんなに暑くなるのか」

「ねえ、さすがに暑すぎるわ。ちょっと、冷房つけてよ」

「はっはっは！　ここは半年前に準備室を借りて造った急ごしらえの部室だぞ！　クーラーはもちろん扇風機もなにもない！」

「ええー!?　ちょっと、なんとかしてよ！　四月でこの暑さじゃ、夏になったら蒸むし風ぶ呂ろになるわよ！」

「ううむ、もっともな意見だがどうしようもない！　とりあえず少し休きゆう憩けいだ、空気でも入れ替えてみるとしよう！」

　瀬せ名な先生はコントローラーを置いて、ガラガラと窓を開けた。

「当面はこれで過ごすしかあるまい！　それまでになんとか対策を立てるとしよう！」




　しかし、もともと防音の効いた風通しのよくない視し聴ちよう覚かく準備室である。窓を開けただけでは今ひとつ効果はなく、耐たえ難がたい暑さは岸嶺たちを襲おそい続けたのである。




「ねえ、やっぱり全然変わってないわよ！　この暑さ！」

　杉すぎ鹿しかがセーラー服とアンダーシャツをまとめて摑つかんでばさばさとはためかせる。

「…………！」

　岸嶺の体感温度がさらに上がった。杉鹿の小さく可愛かわいらしいおヘソと、細い──というよりは小さなウエストが丸見えになったからである。

「そうはいっても、これ以上はどうしようもないぞ。この学園といえど、この季節にクーラーなんてすぐには手に入らないだろうし……」

　さすがの天道にも、いつもの快活さがない。

「信じらんないわ、今どきクーラーもない部屋なんて……。あーもうだめ、脱ごっと」

　衝しよう撃げきが走った。主に岸嶺の頭の中で。

　杉すぎ鹿しかはしゅるりと胸元のリボンを外すと、セーラー服の端を両手で摑つかみ、あっさりと脱いでしまったのである。

「…………!!」

　もちろん、下にはタートルネックの半はん袖そでシャツを着込んではいた。しかし、可愛かわいい女の子が目の前でセーラー服を脱ぐという行為そのものが、岸きし嶺みねには衝しよう撃げき的てきだった。

「杉鹿、いくらなんでもはしたないぞ」

　生徒会長らしく、天てん道どうがたしなめる。

「はしたないってなによ。暑けりゃ服ぐらい脱ぐのは当然でしょ」

「だが一応瀬せ名な先生や岸嶺だっているんだぞ。あまり異性の前でぽんぽん服を脱ぐべきではない」

「どうせ先生と岸嶺しかいないじゃない。裸になったわけじゃないし、別に大したことじゃないわ」

「そうだ、むしろそれは失礼だぞ天道くん！　そもそも私は声せい優ゆう以外の女性に興きよう味みなどない！　それに私はともかく、きみは岸嶺君が同じ部の仲間に邪よこしまな視し線せんを向けるとでも思っているのかね!?」

「む……」

　天道は少し申し訳なさそうに岸嶺を見た。

　もっとも、当の岸嶺もいささか邪な目で杉鹿を見ていたのは事実であり、かえって申し訳ない気持ちになってしまう。

「あの。なんでしたらちょっと外に出てましょうか？」

「いや、その必要はない。確たしかにキミは信頼すべき部の仲間だ。変に疑うようなことをいってすまなかった。よし、わたしも杉鹿に倣ならうとしよう」

　天道は、まるでそうすることが岸嶺への信頼の証あかしだとでもいいたげに、ブレザーを脱ぎ始めた。

「……！……」

　たったそれだけのことだ。肌の露ろ出しゆつが増えるわけではない。ただ上着を脱いでブラウス姿になっただけだ。

　だが、密ひそかに憧あこがれている女の子が、目の前で服を脱ぐという行為は、思春期の男には極めてよくない影えい響きようがあった。

「岸嶺、キミも上着ぐらい脱いだらどうだ？　顔が真まっ赤かだぞ」

「そうね。あんた、さっきから茹ゆでダコみたいよ？」

「ああ、うん、そ、そうだね」

　慌てて岸嶺も上着を脱ぐ。

　一方で、どうしてもブラウス姿になった天道に目がいってしまう。当たり前のことだが、ブレザーを着ていたときよりも体の線せんがいっそう露あらわになっているためだ。細い肩に細い腰。対照的にブレザーを着ているときより目立つようになった胸の膨ふくらみ。しかも汗をかいているためだろう、ところどころブラウスが体に張りつき、上気した肌が透けて見える。いつぞやの天てん道どうの下着姿を思い出さずにはいられなかった。

　これ以上見ているとまずいと視線を左にずらせば、今度は薄うすいシャツと短いスカートだけになった杉すぎ鹿しかの姿が目に入ってしまう。
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　小学生と見み紛まがうような小さな体。手や脚あしの細さや小ささは天道以上で、一方で胸の膨らみだけは豊かなのだ。特にそのシャツも、大きさこそ杉鹿の小さな体に合っているのだろうが、胸囲だけは適正ではないのだろう。ぴったりと胸に張りつき、ブラジャーの形が露になっていた。しかも彼女が少し身をよじるだけで、その膨らみが大きく揺れたりするのだ。

「…………」

　念仏でも唱えたい心境になってきた。薄着の二人ふたりの異性の存在は、岸きし嶺みねにとってあまりに誘ゆう惑わくが強過ぎたのだ。

「ねえ、ちょっと。大丈夫なの、あんた？　なんか具合悪そうよ？」

「ああ。いくらなんでも顔が赤すぎるぞ」

「だ、大丈夫です、健康そのものですから！　そ、そういえばなんで液晶じゃなくてプラズマテレビにしたんですか？　うちのテレビは確たしか液晶ですけど、こんなに暑くなりませんよ？」

　念仏を唱える代わりに、そんな話題をふってみる。

「それが、いくつか問題があってな！」

　解説が大好きな顧こ問もんは、すぐさま食いついたようだった。

「まず、テレビには応答速度という問題がつきまとうのだ！　これはようするにテレビがデータを受け取ってから実際に画面に映し出すまでの時間のことだと思えばいい！」

「はあ。そういえば地デジになってからテレビで時報がなくなったとか、ニュースで聞いたことがありますけど」

「それは地デジ電波を変換するのに時間がかかっているだけで、ゲームになるとまた違ってくるのだがな！　とにかく、世の中にはブラウン管、液晶、プラズマの三種類のテレビがあるわけだが、このうち応答速度が一番速いのがブラウン管で、遅いのが液晶なのだ！」

「はあ。で、その応答速度とゲームになにか関係があるんですか？」

「あんたなに言ってんの？　無む茶ちや苦く茶ちや影えい響きようあるに決まってるでしょ？　リアル系ＦＰＳじゃ一発の弾で勝負が決まるのよ。描写の遅いテレビを使うってことは、それだけ相手に遅れを取りやすいってことなのよ!?」

「あ、そうか」

　ゲーム内で銃を撃うてば一いつ瞬しゆんで相手に届くのだ。それゆえいかに相手より早く撃つかが重要になってくる。わずかな遅れが文字通り致命的な事態を引き起こすのだ。

「そういうわけで、ゲームには応答速度の速いテレビが必要なのだ！　すると一番適しているのはブラウン管ということになるが、あれはさすがに解像度が低過ぎて最近のＨハイＤデフ対応ゲームにはとても使えん！」

「そりゃそうね。ブラウン管なんかでＨＤゲームなんてやったら字も滲にじんで読めないし、スナイプもできないわ」

　ハイデフなる単語の意味をもちろん岸きし嶺みねは知らなかったが、とりあえず凄すごい画質のことなのだということは何となく分かったため、口は挟まなかった。

「となるとＨＤ対応で応答速度も速いプラズマこそゲームには向いているということになる！　もっとも、技術は日々進歩しているため、五〇インチを超えるような大型なテレビでもなければ、プラズマも液晶もあまり差はなくなっているのが現状なのだがな！　とはいえ、最新の液晶テレビに金を費やすぐらいならばゲームを買いそろえるべきだろう!?　となると自然プラズマを選ばざるを得なかったというわけだ！」

「そういうことだ。知っての通り、我が部にはかなりの数のゲームが揃そろっているんだが、その代だい償しようがこの暑さだと思って欲しい」

「確たしかに、テレビよりはゲームですよね。じゃあやっぱりこの暑さは我慢するしかないんですね……」

「ま、しょうがないわね。それに最新の液晶テレビならプラズマと大差ないっていうけど、画質が綺き麗れいって謳うたってる液晶テレビってやっぱりゲームには向いてないし」

「え？　そうなんだ？」

「そうよ。あれって画質を綺麗にするために、テレビの中でプログラム的な処理をしてから画面に映し出してるから、それがまた遅延に繫つながるのよ。まあ大抵『ゲームモード』みたいな画質を落とす代わりに応答速度を上げるモードが付いてるんだけど、それだと高画質テレビの意味ないしね」

「へえ。瀬せ名な先生はともかく、杉すぎ鹿しかもホントに詳しいんだね」

「べ、別にそんなことないわよ。こんなのゲームやってれば自然と身につく知ち識しきだし」

　と、そんなときである。

　チャイムが鳴った。下校時刻が迫っていることの証あかしである。

「むぅ。もう下校時刻か。新しいゲームをやっていると、つい時間を忘れてしまうな」

「ちょうどいいわ。すっかり熱ねつ気きがこもっちゃってるし、今日きようはもうこの辺でいいんじゃない？」

「そうだな。では今日の部活動はこれで終了としよう」

　四人揃そろっての初めての部活は、こうして終了することとなったのだった。







[image: ]










　　　　１




　岸きし嶺みねたちが四人目のメンバーを迎えてから数日後の放ほう課か後ご。

　伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの前に、一台の車が停車した。

　本来なら学園と関係のない車が無断駐車するようなことは、二四時間学園をガードしている警けい備び員いんたちが決して許さない。しかし、その車については警備員たちも声をかけるのを躊躇ためらっていた。

　なぜなら、その車が多くの生徒の家庭で利用されている車種──黒塗りのベンツだったからだ。あれはひょっとして生徒を迎えに来た父兄の車ではないか。警備員たちはそう考え、ひとまずは遠巻きに様よう子すをうかがうしかなかったのである。




　その車には、三人の乗員がいた。運転手と青年とメイドである。

　一人ひとり目め──運転手は、二十代半ばほどの若い女性である。

　背は高く髪は短め、女性ながらにフォーマルスーツを完全に着こなしているその様は、綺き麗れいというよりは格好いいという印象を受ける。

　彼女の仕事は『執事』というものだった。

「着きました、坊っちゃん」

　彼女は後部座席の主にそう声をかけた。

「……場所が場所だ。ここで坊っちゃんはよせ」

　不ふ機き嫌げんそうに応じたのは、二十歳ぐらいの青年であった。自信に満みち溢あふれた不敵な顔つきと、どことなく品のある服装が目を引く。名を平ひら泉いずみ政まさ孝たかといい、平泉グループの御おん曹ぞう司しという大層な肩書きを持っていた。

　大抵の相手ならばその肩書きを聞いただけで平伏していただろう。しかし、彼の側近たちには、その威はまったく通用しなかった。

「そうは参りません、親の脛すねをかじっておられる限り、坊っちゃんは坊っちゃんです。お嫌いやならば早く一人立ちなされませ」

　そう答えたのは、平泉の隣となりに座っている女性である。執事と同様、二十代ぐらいの若い女性だ。エプロンドレスを完かん璧ぺきに着こなした彼女は、見た目通り『メイド』という肩書きを持っていた。

「……もういい。おまえたちはここで待っていろ」

　平泉という青年は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で車から降りた。

「ここがまどかの通っている学校か」

　気を取り直してその小奇麗な学園を眺める。

　学園の周囲は高い塀に囲まれ、正門からしか中をうかがい知ることはできない。しかも学園の周囲にはいたるところに黒服の警けい備び員いんが立っており、水も漏もらさぬ警備態勢を確かく立りつしていた。

「なるほど、ウワサ通りだ」

　もう下校時刻ということもあってか、校門周辺にはチラホラと女子生徒の姿が見える。彼女たちを眺めながら、平ひら泉いずみは一人ひとりほくそ笑えんでいた。

　この学園には一つのウワサがある。いわく、理事長は『容姿を基準にして生徒を選んでる』というものだ。

　実際、辺あたりを行き交う女子生徒たちは例外なく可愛かわいい子ばかりだった。高等部の生徒はともかく、セーラー服に身を包んだ中等部の生徒たちなどは、軒並み平泉のお眼め鏡がねに適かなうほど水準が高い。

　と、中学一年生ぐらいだろうか、一人の小柄な女子生徒が通りがかり、そして平泉と目が合った。

　平泉はニコリと微ほほ笑えみかけた。金持ちという立場、そしてこの生まれ持った微笑でこれまでに何十人もの女を落としてきたのだ。世間知らずのお嬢じようさまぐらい、簡かん単たんに落とせるはずだった。

　しかし、女子生徒の反応は想像だにしないものだった。

「ひっ……」

　小さくはあったが、それは間違いなく悲鳴だった。

　微笑みかけただけで悲鳴を上げられたのは、生しよう涯がい初めてのことである。さすがに少しショックだった。

「な、なるほど。確たしかにウワサ通りだ……」

　どんなプレイボーイであっても、伊い豆ず野の宮みや学がく園えんのお嬢さまだけは落とせない。そんなウワサも耳にしたことはあった。付け加えれば、彼女たちを口く説どき落としたら落としたで、二度と娑婆しやばには戻ってこれないというウワサまであるのだ。

　もっとも、三つめのウワサについては、自分だけは例外だという思いが平泉にはあった。

　確かにその辺の女子生徒にナンパのごとく声をかけてもうまくはいかないらしい。それは認めざるを得ない。だが、平泉は別にナンパ紛まがいのことをせずとも、この学園の女子生徒をモノにすることができる立場にあるのだ。

　学園内に向かって足を進める。

「失礼、止まってください」

　と、そのときである。平泉の前に立たち塞ふさがったのは、黒服の警備員だった。

「この学園の生徒のご家族ですか？　生徒の送迎場所は正門前のみです、ご家族といえど学園に立ち入ることは許されておりません、お引き取りを」

　平泉からすれば冷や水を浴びせられたような気分だった。

「うるさいな。警けい備び員いん風情が俺おれに話しかけるな、せっかくの職しよくを失いたくはないだろう？」

　強引に門を通ろうとする。

　だが、肩に手をかけられ強引に止められる。さらに警備員たちはその数を増やして平ひら泉いずみを取り囲んだ。

「お引き取りください、この学園への男性の立ち入りは特に制限されております。これ以上進まれますと、不法侵入の現行犯として拘こう束そくすることとなります」

　その言動は平泉を苛いら立だたせた。たかが警備員風情に行動を制止させられ、さらに脅しをかけられて黙だまっていられるほど平泉は気が長くなかった。

「その薄うす汚ぎたない手をとっととのけろ！　俺の邪じや魔まをするんじゃない！」

　肩にかけられた手を払いのける。

　その直後だった。

「不法侵入者だ！　引っ捕らえろ！」

　視界がぐるりと回転した。

　気がついたとき、平泉は地面に押しつけられ、身動きとれない状態にあった。

「くっ！　なにをする、服が汚れるだろうが！　こんなことをしてただで済むと思うなよ、俺は平泉財閥の──」

「身分は関係ありません、我々は見知らぬ男は決して通さぬよう、女子生徒に近づけぬよう厳げん命めいされているのです。たとえ総理大臣が相手であってもです」

「くそっ、一体なんなんだ！　おい、おまえたち！　なんとかしろ！」

　平泉は車の中に残してきたメイドと執事たちに向かって大声で呼んだ。

　彼女たちはもちろんこの騒そう動どうに気づいているようだった。

　しかし執事の方は見向きもせず、メイドの方は車から降りようともせず、それどころか窓を開けて次のように答えたのである。

「坊っちゃん、先日お父上にお叱しかりを受けたばかりでしょう？　もういい歳としなのだから、自分のケツは自分で拭ぬぐえと。警備員の皆さま、どうぞ煮るなり焼くなりお好きになさってください」

「え、ちょ、おま、そんな！」

　我が意を得たりとばかり、警備員たちの顔に加虐的な笑えみが浮かんでいた。

「こちら正門前、不法侵入者を一人ひとり拘束した。これより連行する」

「な、なんだよそれ！　冗じよう談だんだろ!?　ええええ!?」

　冗談でもなんでもなかった。警備員たちは平泉をふんじばり、学園内にある詰所へと連行していったのである。
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　その頃ころ、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは部活動の最中にあった。

「よし、だいぶ分かってきたぞ」

　ＦＰＳで必要な動作は、基本的に移動と射しや撃げきの二つだけである。その単純さゆえか、あるいはこれまでにもＴＰＳをいくつかプレイした経けい験けんがあったためか、岸きし嶺みねもだいぶキルを上げられるようになっていた。

　特に、サブマシンガンを使った近きん距きよ離り戦せんに特化した戦い方がやはり性に合っていたらしい。出会い頭の撃うち合あいではかなり倒せるようになっていた。もっとも、敵が一人ひとりではなく二人ふたりの場合や、遠距離戦を強しいられるような広いマップの場合、敵が待ちをしていた場合などは相変わらず一方的にやられるだけだったが。

「岸嶺君！　そっちに敵が行くぞ！」

　瀬せ名な先生の軽けい機き関かん銃じゆうが敵を追い込んだのだろう、間もなく岸嶺の進路上に敵が現れた。

「はい！　……来た、あ、逃げられた!?」

「バカっ、待ち伏せしてて撃ちもらすってどんだけ下へ手たなのよ!?」

「安心しろ、わたしが倒しておいた。よし、今のでポイントたまった、ＵＡＶ出すぞ！」

　ＵＡＶ。敵を倒すことで手に入るポイントで購こう入にゆうすることのできる無人偵察機のことだ。これが出ていると、一定時間ごとにマップにすべての敵の現在位置が表示されるようになる。

「今だ岸嶺、突っ込んでみろ！」

「りょ、了解！」

　敵の現在位置が分かれば、先制攻撃を仕かけやすくなる。攻勢に出るには最良のタイミングだ。

「そこ、左に敵がいるぞ！　気をつけたまえ！」

「誰だれに対して左ですか!?　あ、僕だった。すいません、死にました……」

「バカっ、近くにどの味方がいるか把握しておきなさいっていっといたでしょ!?」

「そ、そんなこといわれても、難むずかしいよ……。それに今の敵ってＵＡＶに映ってなかったような……」

「ＵＡＶを無効化できるスキルもあるっていったでしょ！　あまり頼るんじゃないの！」

「そ、そうだっけ……？」

　リスポーンした岸嶺は、懲こりずに突貫した。

　間もなく敵と遭そう遇ぐう。右スティックで相手を照準に捕らえつつ腰だめ撃ち、さらに左スティックを倒して移動、物陰に隠れる。

　結果は痛み分けだった。放った銃弾は数発命中したものの、岸嶺もまた反撃を喰くらっていたのである。

　もう何度も経けい験けんした、難むずかしい判断を強しいられる瞬しゆん間かんである。

　岸きし嶺みねの取るべき手段はいくつもあった。手負いの敵にとどめを刺すべく追おい討うちをかけるべきか。あるいは受けたダメージを回復するため、このまま待たい機きするか。

　追い討ちをかけるにしても、突とつ撃げきすべきか、あるいはグレネードを投げるべきか。突撃するにしても、一度リロードしてからいくべきか、間かん髪ぱつ入れず突っ込むべきか。

　あるいは敵の出方を待つべきかもしれない。敵が突っ込んでくるなら、ここで待ち構えていた方が有利に戦える。しかしグレネードを投げられれば、自然こちらから撃うって出ざるを得なくなる。

（くっ！）

　迷った岸嶺は、こちらからグレネードを投げることを選択した。グレネードを投げて敵を隠れ場所から追い出し、狙そ撃げきしようと思ったのだ。

　だが、今回はそれが裏目に出た。まさにグレネードを投げようとしていたそのとき、敵が突っ込んできたのである。

　こうなると武器を持ち替えることもできず、反撃一つできないままやられてしまう。

「またやられた……」

　つくづく、ＦＰＳは経験が重要ということがよく分かる一瞬だった。グレネードを投げるにしてももっと早く行動できていれば、もう少し違った結果が出ていたかもしれないのだ。

「よし、ポイントがたまった！　攻撃ヘリに乗れるぞ！」

　嬉うれしそうに天てん道どうが叫んだ。

「岸嶺、せっかくだ。今リスポーンするなら副座に乗ってみろ！」

「え？　あ、はい！」

　味方が出している乗り物の副座を選んで出撃する。そんなことができるのもホームフロントの特徴の一つであるらしかった。

　バリバリバリとローター音が響ひびき渡り、戦場に一機きの戦せん闘とうヘリが飛来する。岸嶺の画面も、空中から見下ろす戦闘へリ専用の画面に切り替わった。

「行くぞ岸嶺！」

　目を凝こらせば、地面をうろつく小さな敵てき影えいが見える。そこへ向かって天道はロケットランチャーを撃ち込んでいった。

　爆ばく発はつが連続して起こり、敵はなすすべもなく倒されていった。

　岸嶺もヘリの機関銃で敵を撃つ。ほとんど一方的なその攻撃は、まさに七面鳥撃ちだった。

「はっはっは！　見るがいい、人がゴミのようだぞ！」

　戦闘ヘリを呼び出すには、三千ポイントほども必要になる。決して簡かん単たんに出せる兵器ではないのだ。それゆえか、天道の興こう奮ふんぶりはかなりのものだった。

「ねえ。ひょっとして、天てん道どうってゲームにのめりこむと性格変わるタイプ？」

「うん、そうみたいだね……」

　杉すぎ鹿しかと岸きし嶺みねがそんな会話を交わしていたが、天道には聞こえていないようだった。

　かくしてヘリ無双のおかげか、間もなく一ゲームが終わる。

「お、岸嶺君、またキルレシオが１を超えているではないか！」

　表示された試合結果を見て瀬せ名な先生が指摘する。

　岸嶺の成せい績せきは、一一キル一〇デスでキルレシオに直せば確たしかに１を超えていた。

「ええ、どうにか。でも一〇デスって、ちょっと死に過ぎじゃないですかね僕……」

「そうでもないわ。あんたサブマシ持って突っ込むアタッカーでしょ？　なら十デスぐらいしょうがないわ」

「杉鹿くんのいう通りだ！　キルレシオが高いに越したことはないが、キルレシオを気にして縮ちぢこまるのも始末が悪い！　特にＦＰＳの対人戦には殺し合いデスマツチだけではなく、陣取りや旗取りといった色々なルールがある！　そういう場合にはキルレシオ以上に動き回ることの方が重要になったりするからな！　そのままアタッカーとしての道を突き進んでも悪いことはない！」

「はい、分かりました」

　杉鹿と瀬名先生の言葉が純粋に嬉うれしかった。

　昨日きのうに比べれば、格段に文句をいわれることが少なくなっている。それだけ自分がチームに貢こう献けんできているということなのだ。

（次はサプレッサーをつけてみようか）

　腰だめ撃うちの多い近接戦なら、ホロサイトのような照準補助のアタッチメントは要いらない。むしろ銃じゆう撃げきしても敵に察知されなくなるサプレッサーの方がいいのではないか。

　そんな風に攻略法を考えることも、段々と楽しくなっていた。

「む。いかんな、もうこんな時間か」

　と、瀬名先生が壁かべ掛かけ時計どけいを見上げて呟つぶやいた。釣られて岸嶺も時計を見ると、下校時刻まで後あと十分ほどしかなかった。

「もう一戦行くには少し足りないか……。残念だが今日きようはここまでにしておこう」

　ヘリ無双した興こう奮ふんがさめていない天道は特に残念そうだったが、部長としての理性が勝ったのかそう宣言する。

「えー!?　もうちょっと……っていいたいとこだけど、仕方ないわね。というか、そろそろまた暑さが限界だし」

　杉鹿がまた恥じらいもなくシャツをぱたぱと上下させ、岸嶺は慌てて目を逸そらした。

　と、そんなときであった。

　校内放送が鳴なり響ひびいたのである。

『高等部三年の杉鹿まどかさん。まだ学園に残っているようでしたら至急第一応接室まできてください。繰くり返します、高等部三年の杉すぎ鹿しかまどかさん──』

「え？　あたし？」

　岸きし嶺みねたちの視し線せんは、自然杉鹿に向けられた。

「名指しで呼び出されるなんて珍しいね。なにかあったの？」

「あたしが知るわけないでしょ。ま、行ってみるしかないわね。あれ？　でも第一応接室なんてどこにあったっけ？」

「え？　い、いや、僕も知らないけど」

　よく考えれば、この学園に来てから一月しか経たっていないのだ。校舎のことはまだよく知らなかった。

「校長室の右みぎ隣どなりにある部へ屋やだ」と、天てん道どう。「岸嶺、校長室なら分かるだろう？　杉鹿を案内してやってくれ。どうせ後あとは片づけと戸と締じまりだけだしな」

「そうだな！　わざわざ四人でやるほどのことではなかろう。今日きようはもう終わりだし、杉鹿くんを案内してそのまま帰宅するといい！」

「はあ、分かりました」

　天道と瀬せ名な先生を二人ふたりっきりにするのは少しだけ抵抗があったが、天道に間違いがあるとも思えず、岸嶺は杉鹿と共に部室を出た。
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　杉鹿と共に、まず校長室へ向かう。天道のいった通り、その右隣に第一応接室はあった。

「あった、ここだね」

「ふーん、そ。じゃああんたはもう帰っていいわよ」

　相変わらずの杉鹿の態度だった。そこはお礼の一つぐらいいってもいいんじゃないの──そんな言葉が出かかるが、もちろん口にはできない。

「じゃあまた明日あしたね」

　彼女を背に歩き始める。

　と、そんなときだった。

「どうしてこの俺おれがこんな目に遭わねばならんのだ！　ええい、まどかはまだ来ないのか！」

　応接室の中から怒声が響ひびいたのである。誰だれかが暴あばれているのだろうか、静かにしろ、という警けい備び員いんの声も聞こえてくる。

　なんだろうと思わず振り返った岸嶺が目にしたのは、かつて見たことがないほど戸惑った様よう子すの杉鹿だった。

　およそ岸嶺の知っている杉鹿といえば、相手が誰であろうとまったく臆おくすることなく接し、そして隙すきさえあれば容赦なく皮肉を叩たたき込むという性格の持ち主だ。

　しかし今、杉すぎ鹿しかは明らかに戸惑っていた。あの気の強さがなくなり、ただ戸惑っているその様は、小さな女の子が困っているようにしか見えない。

「……失礼します」

　やがて彼女は意を決して中へと入って行った。

「…………」

　岸きし嶺みねの足が止まっていた。初めて目にした杉鹿の戸惑った表情が忘れられず、その場を去ることができなかったのだ。

（ちょっとだけ、ちょっとだけだから）

　自分になにかができるとは思えない。それでも、杉鹿を放ってはおけなかった。

　岸嶺は応接室のドアに近づき、耳をぴったりと押し当てるのだった。
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　一方、応接室に入った杉鹿は、予想通りの顔がそこにあったことにげんなりしていた。

　しかもどういうわけかその知人は、黒服の警けい備び員いんたちに囲まれて椅い子すに縛しばりつけられている。

「人が縄なわで縛られてるところなんて初めて見たわ……。なにしてんのよ、あんた？」
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「おお、まどか！　ようやく来たか！」

　地獄に仏といいたげに、男の顔に安あん堵どが見て取れる。

「あれ？　杉すぎ鹿しかまどかさん……ですよね？」

　男の周りにいた黒服の一人ひとりが不ふ思し議ぎそうに声をかけてくる。

「ええ、そうよ」

「おかしいな。確たしか彼女は高等部三年生と聞いてるんですが」

　彼がなにを不思議がっているのかを、杉鹿は即座に察した。彼女にとってはよくあることだったからだ。

「うるさいわね！　背が低かったら高校生って名乗っちゃいけないの!?」

「そうだぞ！　背の低さこそ彼女のチャームポイントの一つだというのに！」

「あ、あんたは黙だまってなさい、平ひら泉いずみ！」

「平泉とは他た人にん行ぎよう儀ぎだな！　政まさ孝たかと呼べといっているだろう？」

「あの、すいません、よろしいですか」

　と、再び黒服が割って入る。

「失礼しました、高等部三年の杉鹿まどかさん……なんですね？　この男とは知り合いということでいいんでしょうか？　この学園に不法に侵入しようとしたので拘こう束そくしたんですが」

「そうだ、キミからもなんとかいってくれ！　こいつら平泉グループの将来を背負って立つこの俺おれを不法侵入者扱いしたんだぞ！」

「……ま、知り合いには違いないわ。一応悪い人じゃないから放してやって」

「そうですか、分かりました。おい、彼女に感かん謝しやするんだな。もし彼女が身元を保証してくれなかったら、二度と日の光を浴びられないところだったぞ」

　警けい備び員いんたちが頑丈に縛しばりつけた縄を解ほどき始める。

　自由になった瞬しゆん間かん、平泉は彼らに向かって怒ど鳴なりつけた。

「くっ！　警備員風情がよくもやってくれたな！　平泉グループを敵に回してただで済むと思うな、明日あしたから職しよく探さがしの準備でもしておくといい！」

　三流悪役のような台詞せりふを臆おく面めんもなく言ってのける。彼のそういう性格を、杉鹿は嫌けん悪おしていた。

　しかし、警備員たちも一歩も引かなかった。

「この学園には多くのお嬢じようさま方が通っていらっしゃるのだ。平泉グループなどという三流企業の脅しなど通用すると思わない方がいいぞ」

「…………う」

　大柄の警備員たちに正面切ってそういわれると、平泉もなにもいえないようだった。

　平泉は彼らにそれ以上抗弁することを諦あきらめ、代わりに杉鹿に向かっていった。

「それにしてもまどか、キミも知り合い呼ばわりはないだろう？　せっかく許婚いいなずけが会いに来たというのに」
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「え……!?」

　ドアの外で盗み聞きしていた岸きし嶺みねは、思わずバランスを崩すところだった。

「い、許婚いいなずけ……？」

　色々と衝しよう撃げきだった。

　小説の中ならともかく、そんな制度が実在するというのも驚おどろきだったし、しかもその相手があの杉すぎ鹿しかだと聞けば、なおさらだった。

「…………」

　なんとなく、憤いきどおりを感じた。原因は自分でもよく分からない。

「……込み入った話があるようなので、我々はこれで失礼いたします」

　次にそんな声が聞こえたため、慌てて岸嶺はドアから離はなれ、通りがかりの男子生徒になり切る。

　間もなく部へ屋やから警けい備び員いんたちがぞろぞろ出てきた。彼らはいつものように岸嶺にねめつけるような視し線せんを送ってきたが、それ以上はなにもせず黙だまって廊下を進んで行った。

　彼らがいなくなったところで、再び岸嶺はドアに取りつこうとした。

　だがそのとき。

「どうやら面おも白しろいことになっているようだな」

「え？　うわっ──」

　思わず声を上げるところだった。なぜか真後ろに、イヤホンをつけた瀬せ名な先生がいたためだ。

「静かにしたまえ、バレたら厄やつ介かいなことになる！」

　いっていることは正しい。岸嶺はどうにか悲鳴を押さえ込んだ。

「ど、どうして先生がここに？」

「いや、なにやら面おも白しろい話になっているからだよ！　まさか杉鹿くんに許婚とはな！」

「ど、どうして先生がその話を？」

「はっはっはっ、この学園には、いたるところに盗とう聴ちよう器きを仕かけてあるのだ！　もちろんこの応接室にもな！」

「と、盗聴器……!?　一体なんでそんなものを……！」

「この学園で教師をやっていくのは色々と大変なのだよ！　おっと、無む駄だ話ばなしはこれまでだ、キミも話に集中したまえ！」

　イヤホンを抑えてそんなことをいう。

　確たしかに、瀬名先生の変人ぶりは今に始まったことではないのだし、割とどうでもいいことでもある。

　今重要なのは杉すぎ鹿しかの方なのだ。岸きし嶺みねは再びドアに耳を押し当てた。
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「な、なにが許婚いいなずけよ！　そんなの、あんたが勝手に言ってるだけじゃない！」

　警けい備び員いんたちがいなくなったところで、まず杉鹿はそう抗こう議ぎした。

「そう照れなくてもいいだろ。なによりキミの家にとってもいいことなんだからな」

　屈辱のあまり杉鹿は唇を嚙かみ切るところだった。別に照れてなどいない。本気で嫌いやなのだ。この男のそういう無神経なところが大嫌いだった。

「まあいい。とにかく、せっかくの許婚同士、たまには俺おれと食事でもと思ってやってきてやったのさ。外に車を待たせてる、着いて来い」

「冗じよう談だんじゃないわ。少なくともあたしが学生やってる間はかかわらないって約束だったでしょ。それに最近あたし忙しいの。部活に入ったから」

「部活を!?　キミがか!?　なんだ、てっきりそういうのはやらないものかと思っていたが」

「あたしがなにしようと勝手でしょ、やってみたら意外と面白かったのよ。それに他ほかの部員は素人しろうとばっかりだし、あたしが指し導どうしてやんなきゃいけないの。だから当分あんたに付き合う暇なんてないのよ」
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「嬉うれしいこといってくれるじゃないか、彼女も！」

　岸嶺の後ろで瀬名先生が言った。

　素直に岸嶺も同意する。杉鹿があの平ひら泉いずみという男のことをよく思っていないのは間違いないだろう。それゆえ、彼に付き合わないための言い訳として部活のことを持ち出しているのかもしれない。

　それでも、彼女の口から部活が面おも白しろいという言葉を聞くのは、結構嬉しかった。
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「そうか。そんなに忙しいというのなら仕方ないが……それにしてもまどか、きみは一体どんな部活に入ったんだ？」

　平ひら泉いずみの問いかけに、杉すぎ鹿しかは言葉に詰まった。

「な、なんだっていいでしょ、そんなの」

「ひょっとして……ゲームをする部活じゃないだろうね？」

「！　な、なんでそのことを……？」

　平ひら泉いずみは落胆したように大きく肩を落とした。

「やっぱりか。いや、きみがゲーム好きだということはよく知っているからね。そんなキミが突然部活を始めたというから、もしやと思ったんだ。まったく、最近はどこの学校にもあるというが、このお嬢じようさま学校にもあるんだな。ゲーム部なんてものが」

「な、なによ。あたしがどんな部活しようと勝手でしょ。文句でもあるっていうの？」

「そうだな、いささか残念だ。ゲームなんて所しよ詮せんは大衆文化だろ？　俺おれたちのような選ばれた人種がやるようなものじゃない」

「……！……」

　体中の血が瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうするのを、杉すぎ鹿しかは感じていた。

「まどか。そんなくだらない部活なんて止やめて俺と一いつ緒しよに来るんだ。そうすればきみのまだ体たい験けんしたことのないような素す晴ばらしい世界を見せてやれるんだぞ」
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　このとき、ドア越しの岸きし嶺みねに、杉鹿の表情はもちろん見えるはずもない。

（や、やばい！）

　それでも、杉鹿が今どんな表情をしているかは簡かん単たんに分かった。

　杉鹿も天てん道どうと同じようにゲームが好きなのだ。その彼女の前で、ゲームの悪口をいうなど火に油、いや、ガソリンを注ぐようなものだ。

　そもそも、岸嶺でさえ憤いきどおりを覚えていた。ゲームは確たしかに大衆文化かもしれない。しかし本や映画でさえそうだったように、多くの人に認められるだけの面白さがあるからこそ大衆文化と成り得たのだ。誰だれであろうとそれを非ひ難なんする権利などあるわけがない。

　とはいえ、岸嶺にできることはなにもなかった。そんなことをすれば盗み聞きしていたと自白するようなものだし、第一杉鹿のプライバシーに踏み込む権利もない。

「チャンスだぞ、岸嶺君！」

　だが、まるで岸嶺の臆おく病びような心を読んでいたかのように、瀬せ名な先生が耳元で言った。

「ど、どういうことですか？」

「君は我らのゲームを馬ば鹿かにされて黙だまっていられるのかね!?　杉鹿くんのためにも、今こそ男を上げるときだぞ！　さあ行ってくるがいい、話は聞かせてもらった──とな！」

　瀬名先生の行動は一いつ瞬しゆんだった。

　ガチャリとドアを開け、同時に岸嶺の体を蹴けり出したのである。

「うわっ!?」

　あまりに突然のことで抵抗もできない。自然、転がり込む形となる。

「ちょ、岸きし嶺みね!?　なんで──」

　突然の乱入者に、もちろん杉すぎ鹿しかは驚おどろきを隠せないようだった。

「な、なんだおまえは!?」

　平ひら泉いずみと思おぼしき男も戸惑ったように声を上げる。

「…………」

　岸嶺は言葉を失っていた。杉鹿の婚約者を自称するその若い男は、岸嶺よりもはるかに背が高く、体も一回り大きく、ようするに怖そうだったのだ。普ふ段だんなら絶対に声をかけたりできないだろう。

　とはいえ、こうなった以上なにもいわずに「失礼しました」と逃げ去ることはできなかった。どうにか体勢を立て直し、できるだけ胸を張る。

「は、話は聞かせてもらいました」

　自分でも声が引きつり気味なのがなんとなく分かった。こんな人前でタンカを切れるほど人生の場数は踏んでいない。そもそも、人とまともに話をするようになったのさえ最近のことなのだ。

「ひ、平泉さんといいましたね？　杉鹿は僕たちの大事な仲間なんです。勝手に連れて行かれるのを見過ごすわけにはいきません」

「……いきなり現れてなにをいい出すかと思えば」

　平泉ににらみつけられる。

「盗み聞きでもしていたのか？　この学園が男子を受け入れ始めたという話は聞いていたが、選別はもっとしっかりすべきだな。こんなネズミのような学生を受け入れていれば質が落ちるだけだというのに」

　これほどに露ろ骨こつに敵意を向けられた経けい験けんなど、図と書しよ館かんに籠こもってばかりの岸嶺にはなかった。純粋に恐怖を感じる。

　それでも岸嶺は虚勢を張り続けた。恐怖よりも、杉鹿の前で格好悪いところを見せたくないという思いが勝ったのだ。

「ふ、不法侵入して捕まった人にいわれたくありません」

「いってくれるじゃないか。一体なんなんだおまえは？　まどかの仲間を自称しているようだが」

「そうです。僕は杉鹿と同じ現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部員です」

「不快だな、まどかの苗みよう字じを呼び捨てにするなんて。現代遊戯部だと？　ただゲームするだけの部活だというのに、よくもそんな大おお仰ぎような名をつけられたものだ」

「ちょ、ちょっとあんた──」

　なにかいいかけた杉鹿を、岸嶺は手で制していた。

　自分でもびっくりした。あの杉鹿を自分が制止するなどと。

　それほどに、岸きし嶺みねも怒りを覚えていたのだ。

「一つ訊きかせてください。あなたは、ゲームをやったことがあるんですか？」

「そりゃあるさ。選ばれた者として、大衆がどんなものを好むかぐらいは知っておかないといけないからな」

「本当に？　僕もつい最近ゲームを始めたばかりですけど、ゲームは面おも白しろいです。一度やり始めたら止まらないぐらいに。あなたが本当にゲームの面白さを知ってるとは思えません」

「ふん。俺おれがゲームについてどう思おうとおまえに関係ないだろう？　俺はゲームより面白いことをいくらでも知ってるんだよ。おまえのような、いかにも庶民っぽい男には分からないだろうがな」

「あなたがそう感じたのであれば、僕にはなにも言えません。だけど、僕も杉鹿もゲームが好きなんです。それをあなたにどうこういわれたくはありません。僕たちは杉鹿と一いつ緒しよにゲーム大会に出て、世界一を目指すんです。彼女の邪じや魔まをしないでください」

「き、岸嶺……？」

　杉すぎ鹿しかが見たことがないような心配そうな表情を浮かべていた。

「ふん。悪いがそういうわけにはいかない。おまえと違って、俺とまどかは許婚いいなずけ同士なんでな。他人が口を挟むことじゃないんだよ」

　その論ろん法ぽうを用いられると、岸嶺としては辛つらいところだった。

　同じ部の仲間ではあるが、杉鹿とは他人には違いない。許婚などという関係には勝てないのだ。

　しかし、一つだけ気になることがあった。当の本人の感情だ。

「……杉鹿。杉鹿はどう思ってるの？　この人と一緒にいたいって思ってるの？　だったら、僕になにもいう権利はないけど」

「あ、あたし？　あたしは……」

　杉鹿は口を濁にごらせた。いつもの気の強い彼女からは想像できないほど弱々しい口く調ちようだった。

　明らかに彼女は迷っている。助けを欲している。それが分かったからこそ、岸嶺は多少なりとも勇気を出して、臭い台詞せりふをいうことができた。

「もしそうじゃないなら……僕は同じチームとして、きみの味方でいたいんだ」

　それが杉鹿にとって最後の一押しとなったようだった。

「！　あたしは……ただ、ゲームで強くなりたいだけ。だから、もうちょっとならあんたたちとゲームしたっていい。そう思ってるだけよ」

「……そうか、それがキミの意思か」

　平ひら泉いずみは静かにいった。

　その顔にたちまち怒気が満ち、苛いら立だたしげに杉鹿をにらみつける。

「俺よりそんなどうでもいい男を……ゲームなんて低俗なものを優ゆう先せんするというんだな!?　つまり、キミの母親の会社がどうなってもいいというんだな!?　俺おれが親おや父じにいえば、ただじゃ済まないと分かって言ってるんだろうな！」

　彼の台詞せりふで、岸きし嶺みねにもなんとなく事情は分かった。あの気の強い杉すぎ鹿しかが、この男にだけは強く出られない理由が。そして、この男が最低の屑くずだということが。

「ちょっと!?　母かあさんの会社は関係ないでしょ!?」

「そ、そうです。なんで会社の話が出てくるんですか？」

「うるさいな、わざわざこんな学園に足を運んでやった俺に逆らったんだぞ！　それぐらいの覚悟はあってのことだろう!?」

　明らかに理屈が通用する雰囲気ではなかった。

『母親の会社』という単語が出てから、杉鹿も完全にいつもの杉鹿ではなくなっていた。それにだけは手を触れないでと、まるですがるような目をしている。

　思わず岸嶺は成り行きで口を挟んだことを後悔し始めていた。これは自分なんかが口を出していいような単純な話ではなかったのではないか、と。

　だが、そのときである。




「話は聞かせてもらった！」




　ばーんと勢いよくドアが開いて誰だれかが入ってきたのだ。

「ま、またか!?　今度はなんだ!?」

「せ、瀬せ名な先生!?」

　白衣をたなびかせて入ってきたのは、眼め鏡がねを光らせた顧こ問もんであった。

「失礼、申し遅れた！　私の名は瀬名明あき雄お、この生徒たちが所属する現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの顧問をやらせてもらっている！」

「こ、顧問だと？　教師風情まで出てきてが一体なんの用だ!?」

「そう邪険にすることもなかろう！　私はただ諸君らの揉もめ事ごとを誰もが納得する形で解決したいだけなのだ！　悪い話ではないと思うぞ、君とて別に好きで杉鹿くんと喧けん嘩かしたいわけではあるまい!?」

　平ひら泉いずみは興きよう味みをひかれたようだった。

「……どうしろというんだ？」

「話は簡かん単たんだ！　杉鹿くんの趣しゆ味みはゲームであり、世界一のゲーマーを目指している！　しかし君は彼女にゲームなどさせておきたくはないのだろう!?　ならばやることは一つだ！　ゲームで勝負すればいい！」

「はあ!?　な、なんでそんなことになるんだ!?」

　平泉の疑問はもっともだと、岸嶺にも思えるほどだった。

「ようは君が杉すぎ鹿しかくんよりゲームで強いことを証明すればいいのだよ！　そうすれば杉鹿くんは君を超えられない限り世界一など目指せず、嫌いやでも君と付き合わざるを得なくなる！　そうでなくともゲーマーにとってゲームの勝負は神聖にして不可侵なもの！　もし君が彼女にゲームで勝てば、杉鹿くんも君のいうことの一つや二つは聞くようになるだろうとも！　もちろん杉鹿くんが勝てば、君も彼女の希望を一つぐらい聞かねばならんがな！」

　瀬せ名な先生の提案は一見すると無む茶ちや苦く茶ちやだったが、なぜか今の岸きし嶺みねには色々と説得力が感じられた。

　確たしかに、ゲーマーにしてみればゲームの勝負は絶対だろう。まして相手はゲームを大衆文化と馬ば鹿かにしている男なのだ。そんな男にゲームで負けるなど、ゲーマーなら引退を考えるレベルではないのか。まだゲームを始めて一月の岸嶺だが、なんとなくそう思う。

「……ほ、本当か、まどか？　ゲームで負けたら俺おれのいうことを聞くか？」

　平泉は半信半疑で尋たずねた。彼もまた妙な説得力を感じているらしい。

「そうね。もしあんたとゲームして負けるぐらいなら、あたしもゲームの止やめ時どきよ。部活もとっとと退部してあんたの許婚いいなずけにでもなんにでもなってやるわよ」

　杉鹿の返答は平泉を大いに喜ばせたようだった。

「いいだろう、そういうことなら話は早い！　しかし、ただ勝負を受けるわけにはいかんな。俺もゲームは多少嗜たしなんだことがあるとはいえ、最近はすっかり離はなれてしまっているからな」

「君の言わんとしていることは分かる！　杉鹿くんの得意な土俵で勝負するわけだからな、もちろんハンデがあってしかるべきだろう！」

　と、瀬名先生が再び口を挟んだ。

「ではこういうことではどうかね!?　四対四のチーム戦にするのだ！　君は三人まで好きに助すけっ人とを呼んでよい！　もちろんその代わり、我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは全員で杉鹿くんの味方をすることになるがな！」

「えっ……。な、なんてこといい出すのよ!?　あんたたちには関係ないでしょ!?」

「いやそんなことはない！　これはすでに我が部全体の問題だからな！　そうだろう、岸嶺君!?」

「え、え？」

　瀬名先生は岸嶺の体を杉鹿の前に押し出した。

「ほら、言ってやれ、岸嶺君！」

　戸惑いこそしたものの、瀬名先生がなにをいわせようとしているのかは分かった。

「せ、瀬名先生のいう通りだよ。成り行きはどうあれ、杉鹿は僕たちの仲間だ。杉鹿のためなら、僕だってなにか手て伝つだわせて欲しいんだよ！」

「…………！」

　杉鹿は少しだけ驚おどろいたような顔をしてからそっぽを向いた。

「ふ、ふん。なに青臭いこと言ってんのよ。素人しろうとのクセに！」

「じゃれ合いはそこまでにしておけ」

　余裕を取り戻したらしい平ひら泉いずみがぴしゃりといった。

「いいだろう、ではまどか、俺おれはキミにゲーム勝負を挑む。俺が勝ったら言うことを聞いてもらうぞ、分かったな？」

「受けて立ってやるわよ。その代わり、あたしが勝ったら母かあさんの会社には一切余計なことをしないで。それでいいわね？」

「いいだろう。それでチーム戦というのは分かったが、なんのゲームをやるんだ？　俺が適当に選んでいいのか？」

「もちろん、それぐらいのハンデは差し上げよう！」と、答えたのは瀬せ名な先生である。「その代わり、あまり妙なものを選ばれては勝負にならん、ここはさしあたりジャンルはＦＰＳに限定するということでどうかね!?」

　瀬名先生は岸きし嶺みねたちに目配せした。

　巧たくみな誘ゆう導どうだった。ＦＰＳならまさに杉すぎ鹿しかの得意種目であり、そして岸嶺にも多少経けい験けんのあるゲームなのだ。

「ＦＰＳ？　ああ、あの銃を撃うつだけのゲームか、まあいいだろう。日時は、そうだな……今度の日にち曜よう、午後二時に俺の屋や敷しきでいいな？」

「環かん境きようさえ調ととのえられるなら場所などどこでも構わん！　好きにするといい！」

「決まりだな。じゃあ今度の日曜日を楽しみにするとしよう。まどか、夕食は期待しておくんだな、とっておきのホテルに予約を入れておいてやる。俺ときみの二人ふたり分ぶんをな！」

「いいわ、もしあたしが負けたらなんでも付き合ってやるわよ」

　純情な岸嶺からするとドキッとするようなことを、二人は平然といってのけた。




　　　　４




　すっかり上じよう機き嫌げんになった平泉が去り、三人だけになると、静かに杉鹿が切り出した。

「……ねえ。いいの、こんなことになって？」

「いいもなにも、これで我が部に目標ができたではないか！　ＪＧＢＣの前ぜん哨しよう戦せんとしてはちょうどいい！」

　瀬名先生はいつも通り上機嫌だった。

「そうだよ、杉鹿。これで練習にまた身が入ると思うし。そんなことより今日きようはもう帰ろうよ、下校時間とっくに過ぎてるんだし」

「うむ、その通りだ！　部員を遅くまで残しておくと顧こ問もんが叱しかられるのでな！　君たちはとっとと帰りたまえ！」

「…………」

　杉すぎ鹿しかには、すっかりいつもの快活さがなくなっていた。




　　　　◆




　不ふ思し議ぎなことになっていた。

（まさか女の子と一いつ緒しよに下校する日が来るなんて……）

　もちろんただの成り行きである。同じ時刻に一緒に学園を出れば、一緒にならざるを得ない。

　それでも、自分のすぐ傍そばに女の子が、それもとびきり可愛かわいい女の子が一緒に歩いているというのは不思議な体たい験けんだった。

　しかも、時間に厳きびしいこの学園にあって、下校するのが遅くなったためだろう、周囲にはすでに他ほかの生徒の姿も見受けられない。

　つまり、完全に二人ふたりっきりだった。

（どこの青春小説だよ……！）

　思わず自分に突っ込みたくなる。とはいえ、当の杉鹿はずっと黙だまって歩いているだけで、いささか空気が重たかった。

「そ、そういえば杉鹿って車通学じゃないの？」

　岸きし嶺みねは空気を変えるためにも、ふと気づいた疑問を口にした。

「別に、今日きようはちょっと歩きたい気分なのよ。まだ夕方だし」

「そ、そうなんだ」

　やはり呼べば迎えは来るらしい。その辺あたりはさすがこの学園の生徒だった。

　再び会話は途と切ぎれた。二人無言のまま学園前の坂道を歩く。

「あんた、なにが狙ねらいなの？」

　ややあって、杉鹿は言った。

「え？　狙いって……？」

「どうしても分かんないのよね。平ひら泉いずみのことは、あたし個人の問題なのよ？　それなのになんであんたとかあの先生とか、いちいち口を突っ込んでくるわけ？　なに企たくらんでんのよ？」

「べ、別になにも企んでなんてないよ！」

　反射的に否定した岸嶺だったが、すぐに考えをあらためることとなる。

「……いや、でも瀬せ名な先生にはなにか考えがあるのかも。ここで恩を売って部員として確かく保ほしよう、みたいな。でも僕にはそんなのないし……あれ、いや、そうでもないのかな？」

「な、なんなのよそれ!?　やっぱりなにか下心があるわけ？」

「いや、違うんだ、聞いてよ。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶって、僕が初めて入った部活なんだ」

　杉鹿をなだめるため、必死に言葉を紡ぐ。

「はあ？　なんでいきなりあんたの身の上話になるのよ？」

「えーとね、こういうことなんだ。僕はこの間までゲームに触ったことなんてなかったし、みんなで力を合わせてなにかをするなんて一度も経けい験けんしたことなかったんだ。毎日毎日図と書しよ館かんに籠こもってただ本を読むだけだったんだけど……」

　恥をさらすつもりで、自分の過去を語る。

「……それで？」

「うん、それで強引に現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに入部させられて、ゲームもやらされたんだけど……やってみると意外と面おも白しろいなって思ったんだ。それに、現代遊戯部じゃあチーム戦での勝利を目指してるでしょ？　ロスプラ２もそうだったんだけど、皆で一つの目的を持ってなにかするってホントに楽しかったんだよ。だから……せっかく四人集まったんだし、杉すぎ鹿しかにもこのまま部員でいて欲しいんだ。な、なんていえばいいのかな……そうだ、あんな男に杉鹿を取られたくなかったんだよ」

「……ふん、あっそ」

　杉鹿はそう答えただけだった。ただ、怒っているようには見えない。それどころか、クスクスと笑い出したのだ。

「それにしても、毎日毎日図書館籠ごもり？　寂しい青春送ってたのね、あんたって」

　正面からそういわれると恥ずかしかった。

「う、うるさいな、僕はそれで楽しかったんだよ。そういう杉鹿こそどうなんだよ？　僕の青春を笑えるぐらいには充実してたんだろうね？」

　売り言葉に買い言葉でそう訊たずねた岸嶺だったが、杉鹿の見せた反応は思ってもみないものだった。足を止め、見たことがないような真剣な表情を向けてきたのである。

「本当に聞きたい？　わりと色々面めん倒どうよ？」

「…………」

　確たしかに、想像はついた。彼女はアメリカに住んでいたらしいが、日本語が堪たん能のうで名前も日本名そのものだ。なにか込み入った事情があるのは想像に難かたくない。

　だが、岸きし嶺みねは少なくともこのときは選択を誤らなかった。

「うん、聞きたいよ。同じ部の仲間として」

「……そう」

　杉鹿は再び歩き出した。

「あたしの母かあさん、日本人なの」

　ぽつりぽつりと、独り言を口にするように、杉鹿は話し始めた。

「アメリカ人の父とうさんと出会って結婚して、アメリカにいたときあたしが生まれたんだって。その後は日本とアメリカを行ったり来たりしてたんだけど、結局離り婚こんしちゃったから母さんについて日本に来たのよ」

「そうなんだ。だから日本語もそんなに上う手まいんだね」

「そうね。小さい頃ころはずっと日本暮らしだったし、アメリカでもボイスチャットでよく日本人とゲームしてたし。まあ結局離り婚こんして母かあさんの実家に戻ったんだけど……。母さんの実家って、昔から大きな山持ってて、林業とかやってるんだって」

「へえ」

　案外、杉すぎ鹿しかという苗みよう字じもそこからきているのかもしれないな、となんとなく思った。

「でも、日本で林業って大変じゃないの？」

「そうらしいわね。しかも、その林業を継いだのがあたしの母さんなの。女社長ってだけでも大変なのに、海外から安い材木は入ってくるし、杉林は花粉症の原因だって悪者扱いされるし。だから、いつも疲れた顔してる母さんを見てあたしは誓ったのよ。これ以上母さんの負担になることは絶対にしないって。車の送迎なんて要いらないし、この制服がアメリカで着てたヤツだって話はしたでしょ？　それだってあたしの意地なのよ。あたしのことで一円も無む駄だにお金を使って欲しくないから。ま、ブレザーの制服があんまり似合う気がしなかったってのもあるんだけど」

　最後の方はかなりの小声だった。

　少しだけ苦笑したくなった。伊い豆ず野の宮みや学がく園えん高等部の大人おとなっぽいデザインのブレザーは、確たしかに小学生と見間違えられかねない杉鹿には似合わないような気もする。

「そこに、あの平ひら泉いずみって男がやってきたんだね？」

「そうよ。あたしは半年ぐらい前に日本に越して来たんだけど、どこかの会社のパーティで平泉に会ったの。あいつ、なんかあたしのことを気に入ったらしくてさ、出会ってすぐに言われたのよ、俺おれと付き合えば悪いようにはしないって……」

「そ、そうなんだ」

「最初はね、あたしだってそう悪い気はしなかったわよ。どっかのでかい会社の御おん曹ぞう司しが、あたしに熱ねつ上げてんだから。でも色々噂うわさ話ばなしを聞いてすぐに気づいたの。あいつ……ただのロリコンなんだって」

「ロロロ、ロリコン!?」

　思ってもみない単語に、思わず岸きし嶺みねは耳を疑った。

「そうよ、あいつ中学生以下の女にしか興きよう味みないのよ！　別にあいつの性せい癖へきなんてどうでもいいけど、でもなんであたしがターゲットになるのよ？　あたしは十八歳なのよ！　大人おとなの一歩手前なのよ！　そりゃちょっと背は低い……かもしんないけど、ロリコンの対象に見られる覚えなんてないのよ！　あのクソ平泉ぃぃいい！」

「…………」

　杉鹿がそれほど感情を露あらわにしているところを見るのは初めてだった。

　言葉に詰まってしまう。

　なんとなく平ひら泉いずみを憎み切れなかった。大体、平泉の気持ちも分からないでもないのだ。杉すぎ鹿しかは確たしかに可愛かわいい。そして、多少の年ねん齢れい差さなど関係なく、可愛い女の子であれば付き合ってみたいと思うのは、男の性さがなのだから。

　とはいえ、杉鹿にとって実年齢より下に見られることは我慢ならないのだろう。それはそれで理解できなくもない。

「そ、そうなんだ……。だからあいつのこと、あんなに嫌ってたんだ。でも、会社のことがあるから、あんまり無む下げにもできなかったんだね？」

「そうよ。正直、瀬せ名な先生にはお礼でもいいたい気分よ。ゲーム勝負に絡めて話をごちゃごちゃにしてくれたんだから」

「そうだね。あんなゲームを見下してるようなヤツに、杉鹿が負けるとは思えないし」

「…………」

　当たり前でしょ、という力強い言葉でも返ってくるかと思いきや、杉鹿は黙だまり込んでしまった。

「ち、違うの？」

「……甘く見ない方がいいかもしれないわ。平泉ってあの性格でしょ？　金にあかせて強い助すけっ人ととか山ほど呼んでくるに違いないもの」

「……そ、そうなんだ」

　いかにもいけすかない金持ちのやりそうなことだった。

「で、でもほら、杉鹿はもちろんだけど、部長や瀬名先生もいるんだし、きっとなんとかなるよ！」

「そうね、そう悲ひ観かんすることもないかもね。あたしたちに弱点があるとしたら、あんたぐらいのものだもの」

　クスクス笑いながら、杉鹿は岸嶺の痛いところを突いた。

「う……。だ、大丈夫だよ。まだ時間はあるんだから、それまでにもっと強くなるから！」

「ホントに？　じゃ、期待してるわよ」

　いつの間にか、杉鹿にいつもの余裕と笑え顔がおが戻っていた。そのことが岸嶺にとってはなにより嬉うれしかった。

「あ、そうだ。でも平泉のことはともかく、杉鹿はもうちょっと男の視し線せん気にした方がいいと思うんだけど」

「なによ、藪やぶから棒に」

「いや、だって……昨日きのうの部活だって、いくら暑いっていっても僕や瀬名先生の前でいきなり上着脱いだりするのはどうかと思うんだけど……」

　杉鹿は頰ほおを膨ふくらませた。

「ふんっ、余計なお世話よ！　大体、あんたもあたしが脱いだって表情一つ変えなかったじゃない。どうせあんただってあたしのこと子供だと思ってんでしょ？」

「ち、違うよ！　僕だってドキっとしたに決まってる！　でもそれじゃなんか杉すぎ鹿しかを意い識しきしてるみたいで恥ずかしいから、必死に平静を装ってただけなんだよ！　杉鹿は……女の子として充分魅み力りよく的てきだって思うし」

「えっ──」

　瞬しゆん間かん的てきに杉鹿は顔を真まっ赤かにした。

　ついでに岸きし嶺みねも顔が熱あつくなるのを感じた。自分は今、結構かなり凄すごいことを口にしてしまったのではないかとようやく悟ったのだ。

「う、噓うそよ！　あたしみたいなんかのどこに魅力があるのよ!?」

　こうなるとも岸嶺も引けない。

「そ、そりゃ色々だよ！　髪は綺き麗れいな金きん色いろだし、肌も雪みたいに白いし……その、体だって充分女らしい丸みがあるっていうか……」

　自分でいっててオヤジ臭かった。

　杉鹿は自分の体を抱くように腕を交差させる。

「まさか、あんた、あたしの胸のこといってるの……？」

「え、いや、そ、そういうわけじゃ……」

　言い訳に失敗して言葉に詰まる。

「噓、やだっ、ヘンタイ！　見ないでよイヤらしい！」

　杉鹿は左腕で胸を隠すようにしながら、右手で鞄かばんを叩たたきつけてきた。

「痛い痛い！　ごめんって、そういうつもりじゃないんだ！　とにかく身長なんて関係ない、杉鹿は杉鹿なんだ。ぼ、僕だって初めて会ったときから、その、可愛かわいいって思ってたし！」

　鞄を振り回す手がさらに強まった。

「かっ……可愛いってなによ！　あたしは十八歳なのよ、可愛いなんて言われたって嬉うれしくなんかないわよ！」

「い、痛いってば！　いいじゃないか、可愛いのだって絶対に杉鹿の魅力の一つだよ！　それに可愛い女の子が困ってたら、なんでもいいから力になりたいって思うのが男なんだ！　だから僕は杉鹿の力になりたいって思ったんだし！」

「……」

　杉鹿の手が止まった。その顔は、未いまだ赤いままだ。

　いつも怒ってばかりの杉鹿ではない。初めて見る女の子らしい表情である。

「ふ、ふん！　そ、そこまでいうんだったらあたしの力になってみせなさいよ？」

「あ、ああ、うん。分かったよ、あんな男に杉鹿を渡したりなんてしないよ。絶対」

「……あんたって、ときどき凄いこというわよね」

　なぜか杉鹿の顔が真っ赤だった。

「え？　な、なんのこと？」

　まったく事情が分からず問い返すと、杉すぎ鹿しかは呆あきれたようにそっぽを向いた。

「な、なんでもないわ！　じゃあ約束よ!?　絶対だからね!?」




　恋愛小説は何冊も読んだことのある岸きし嶺みねである。

　しかし、実際の女の子はなにがきっかけで怒ったり喜んだりするのかよく分からない。

　つくづく、現実の難むずかしさを思い知らされる岸嶺だった。




　　　　４




　翌日のことである。

　その日、岸嶺は六時間目の授業が長引いてしまったせいで部室へ行くのが遅れてしまった。

「すいません、遅れました！」

　息せき切って部室へ駆け込むと、案の定すでに天てん道どうも杉鹿も、瀬せ名な先生までも揃そろっていた。何か話し合いでもしていたのか、三人で車くるま座ざになっている。

「岸嶺、話は聞かせてもらったぞ！」

　なぜか天道は嬉うれしそうだった。

「杉鹿の知り合いと四対四のゲーム勝負をすることになったそうだな？」

「すいません。なんかそういうことになってしまいまして……」

「べ、別にあんたが謝あやまることじゃないでしょ……」

　杉鹿がなぜかそっぽ向きながらいった。

「そうだぞ、わたしとしてはむしろ感かん謝しやしたいぐらいだ。練習するにも目的があるのは実にいいことだし、ＪＧＢＣのいい前ぜん哨しよう戦せんになる」

　瀬名先生と同じような反応である。あるいは瀬名先生がそれとなく彼女を説得しておいてくれたのかもしれない。

「さて諸君、そうなれば早速練習だ！」と、瀬名先生が眼め鏡がねをかけ直す。「話した通り、ジャンルはＦＰＳに限定されているがなんのゲームで勝負することになるかは分からん！　どのゲームで勝負を挑まれても対応できるよう、準備しておかねばな！　さしあたり、岸嶺君！　数日の練習でできることなんてたかが知れている。君は引き続きサブマシなどの機き動どう力りよくの高い武器を持って突っ込む練習をしっかりやっておくといい！」

「分かりました、そうします」

　元よりあまり多くのことをできる自信はない。瀬名先生の提案は妥当に思えた。

「そうね、あんたにはそれがいいわ。とにかくゲーム中は動きを止めないことを心がけなさい。ＦＰＳで一番強いのは、高速で突とつ撃げきしながら確かく実じつなエイミングができるアタッカーだって言われてるわ。それが一人ひとりでもチームにいれば、簡かん単たんに敵の戦せん線せんを崩してバラバラにしてくれるから。だから岸きし嶺みね、あんたそうなるように努力しなさい」

「え……。つ、突っ込むぐらいならともかく、確かく実じつなエイミングなんてまだまだだし、そんな大任は初心者の僕には無理な気がするんだけど……」

「あんたすでにサブマシ使いでアタッカーじゃない。その戦い方をそのまま成長させればいいのよ。それに、ガムシャラな戦い方をするのは初心者の方がいいのよ。状況に応じて動くのは、あたしたちでやるから」

「そうだな、わたしも賛さん成せいだ。岸嶺にはあの集中力があるからな、難むずかしいことを考えずただ突っ込むだけなら得意そうだ」

「ぶ、部長までそう仰おつしやるんでしたら……」

　戸惑いは隠せなかったが、引き受けざるを得なかった。

　とはいえ、そんなに嫌いやなことでもなかった。自分専用の役割を任されたということは、それなりに自分が必要とされているということでもあるのだから。

「ちなみに、突っ込むときはただ速く移動するよりも色んな動作を組み入れた方がいいぞ！　走るにしてもほんのわずかでもジグザグに走る、あるいはジャンプを組み入れるのも重要だ！」

「はあ。ジャンプですか」

「そうだ！　ジャンプすれば必然的に激はげしく上下運動することになるからな、回かい避ひ行動としては最適だ！　それに、純粋に弾にも当たりにくくなる！　人間はジャンプしたら自然に足を縮ちぢめるだろう!?　ＦＰＳは全身くまなく当たり判定が設定されているからな！」

「はあ、なんとなく分かりました」

「でも、ジャンプショットは使いどころも考えないとダメよ。ジャンプした後は慣性に従うしかないから、慣なれた敵からすればいい的まとだもの。それに銃にはどれも反動があるでしょ？　基本的に連射すればするほど銃口は上を向くから、たとえば敵の真正面でジャンプしたらかえって当たりやすくなったりするし」

「な、なるほど……」

「そうそう。後あと、平ひら泉いずみが選ぶのがホームフロントみたいなリアル系ＦＰＳだとは限らないわ。スポーツ系ＦＰＳって可能性もあるし、そっちもちょっとやっておきたいわね」

「ほう。リアル系はわかるが、スポーツ系というのもあるのか？」

　そう訊たずねたのは天てん道どうだった。

「え？　あんた知らないの？　こんなゲーム部の部長なのに」

「ああ、すまない。なんだかんだでこの部ができて半年だからな。そうあまり詳しくはないんだ」

「……じゃあ教えとくわ。リアル系のＦＰＳだと主人公が現実の人間準拠だから、走れば疲れるし撃うたれればあっさり死ぬわ。でもスポーツ系の場合、主人公は強化された特殊な人間だったり宇宙人だったりすることが多いの。ジャンプ力が大きかったり、バズーカをぽんぽん撃てたりするし。その戦い振りがスポーツみたいだから、スポーツ系ＦＰＳっていうの」

「まあ最近は様々なジャンルのＦＰＳが出てきてその括くくりも曖あい昧まいになってきているのだがな！　とはいえ、多くのＦＰＳがリアル系とスポーツ系に分けられるのは事実だ！」

「なるほど。ＦＰＳというジャンルの中にも、色々あるってことですね」

　岸きし嶺みねがいうと、瀬せ名な先生が立ち上がった。

「そういうことだとも！　さて、では座学はこれまでだ！　今日きようの知ち識しきを早速ゲームに生かしてみるといい！」




　こうして、岸嶺たちは着々と勝負の準備を進めるのだった。







　　間章　サラリーマンゲーマーの憂ゆう鬱うつ




　閑静な高級住宅街に、二人ふたりのサラリーマンがいた。

　一人ひとりはくたびれたスーツと少しばかり突き出た腹が特徴の、典型的な中年のサラリーマンである。

「まったく、前代未聞だぞ！　取引相手の自宅に名指しで呼ばれるなんてな！　一体なにをやらかしたんだ、権ごん田だ原わら！」

　彼が怒っていたのは、隣となりを歩いている若いサラリーマンに対してだった。

　社会人になってまだ一、二年しか経たっていないのだろう、若々しさに満みち溢あふれた青年である。もっとも、今その顔は困惑で満ち満ちていたが。

「いえ、ですがあの、もう本当に僕にはなんの心当たりもないんですが……」

「心当たりがない!?　天下の平ひら泉いずみグループの会長宅に一介の平社員が名指しで呼びつけられたんだぞ、理由がないわけないだろう！　まったく、どうしてこうなったんだ。報ホ告ウ連レ絡ン相ソ談ウは叩たたき込んでおいたはずなんだがな……」

「し、信じてくださいよ！　確たしかに営業で外回りやってましたけど、失敗した覚えなんてまったくないんです」

　声を震ふるわせて彼がいうと、中年のサラリーマンは声のトーンを落とした。

「分かった、もういい。とにかく、これから俺おれとおまえはただのロボットになるんだぞ。おまえにもいいたいことはあるだろうが、相手が相手だ。なにがあろうと平身低頭だ、必要なら靴だって舐なめろ。いいな、それがサラリーマンってもんだ」

「……分かりました」

　いささか陰いん鬱うつな顔をしながら、権ごん田だ原わらという若いサラリーマンは頷うなずいた。

　やがて二人ふたりは、住宅街の一角にある巨大な邸宅の前に辿たどり着いた。

　サッカーができそうなほどの広大な庭に、体たい育いく館かんぐらいの大きさがありそうな邸宅である。

「行くぞ。新人研修を思い出せ」

「はい、やってみます」

　そして二人は、呼び鈴を押した。




　　　　◆




　平ひら泉いずみ政まさ孝たかは、杉すぎ鹿しかまどかとのゲーム勝負に勝つため、ある手を打っていた。

　彼自身、ゲームについては多少経けい験けんがある。しかし杉鹿にいい放ったように、それほどやり込んだわけではない。

　それでも、運動、音楽、芸術──この世のことは大体金さえあればなんとかなるものだ。環かん境きようを調ととのえ、そして一流の講こう師しを招く。それだけでいい。

「坊っちゃん。例のお客が到着いたしました」

　と、彼のもとに女執事が来客を告げる。

　坊っちゃんはよせ──といつもの台詞せりふを口にしたくなるが、いうだけ無む駄だなので黙だまっておく。

「ああ。通せ」

　やがて彼の部へ屋やに、サラリーマンらしい二人の客人が通された。片方は中年、片方は若く二十代前半ぐらいだ。




「この度たびは、大変申し訳ございませんでしたぁあああああ！」




　二人のサラリーマンは、平泉が思ってもみない行動に出た。

　練習していたとしか思えないような見事なタイミングで、二人同時に土下座してみせたのだ。もしこの場に杉すぎ鹿しかがいたら、「これがジャパニーズ・ドゲザなのね」と感心していただろう。

「……な、なにをしているんだ？」

　さすがの平泉も声が引きつり気味だった。

「この度はウチの権田原がとんでもない不始末をしでかしたと聞きました！　よりにもよって平ひら泉いずみさまのご不ふ興きようを買うなど、謝あやまって済むような問題ではないと承知しておりますが、見ての通り権ごん田だ原わらはまだ若造です！　なにとぞ今回だけはご容赦頂けないでしょうか！」

「……なんの話だ？　頭を上げてくれ、俺おれはただ権田原という男に個人的な頼みがあっただけなんだが」

「へ……？」

　二人ふたりのサラリーマンは、顔を見合わせた。

「だ、だからいったじゃないですか！　僕はなにも失敗なんてしてませんって！」

　若い方が抗こう議ぎする。

「そ、そうか……。ならいいんだ。いや本当に申し訳ございません平泉さま。ウチの若いものを名指しで呼びつけたと聞いたものですから、てっきりなにかご不興を買ったとばかり……。しかし、うちの権田原に一体どんなご用件なのでしょうか？」

「ああ。調しらべはついてるんだ、そこの彼が、実は相当なゲーマーだということがね」

　権田原と呼ばれた若者の態度が変わったのを、平泉は見逃さなかった。

　おどおどとした新人会社員から、自信に満みち溢あふれた職しよく人にんのそれに。

「昔の話です。今の僕はただのしがないサラリーマンに過ぎません」

「謙けん遜そんしなくてもいい。初代ＪＧＢＣ個人戦チャンピオン……なかなかなれるものじゃないだろ？　その君を見込んで一つ頼みがある。しばらく俺のコーチを務めて欲しい」

　それで話は通じたようだった。

「よ、よく分かりませんがウチの権田原がご入いり用ようでしたらなになりとお使いください。権田原、いいな？　災い転じてなんとやらだ、平泉さまに失礼のないようお仕えしろ！」

「しかし、僕はコーチの類たぐいは引き受けないことにしてるんですが。それに会社には、まだ仕事が……」

「そんなのは俺がどうとでもする！　おまえの都合なんてどうでもいい、会社命令だと思ってやれ！」

「分かりました、やむを得ません」

　権田原は上司らしいサラリーマンとそんな会話を交わすと、平泉に向き直った。

「ではお力になりましょう、平泉さま。しかしながら、ＪＧＢＣチャンピオンにご用命とあれば一つだけお願ねがいがあります。彼を呼んでまいりますので、どこか部へ屋やをお貸し頂きたいのです」

「……なにをいってるんだかよく分からんが、必要だというのなら好きにするがいい。おい」

「は。どうぞこちらへ」

　執事に案内され、権田原は部屋の外に出て行った。

　途と端たんに中年のサラリーマンがへいこら頭を下げる。

「いやもう本当に失礼な部下で申し訳ございません！　まったく最近の若者はなにを考えているか私にも分からないという有様で──」

　中年サラリーマンの弁明をしばらく聞き流していると、やがて権ごん田だ原わらが戻ってきた。

「は？」

「え？」

　思わず平ひら泉いずみも、中年サラリーマンも言葉を失っていた。

　入ってきたのは全身黒一色になった青年であった。もう暖かな春だというのに真っ黒なコートを羽は織おり、同じく真っ黒なサングラスをしている。カツラであろうが、髪まで異様に長くなっていた。

「初めまして。初代ＪＧＢＣ個人戦チャンピオン、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》と申します」

　彼は中世の騎き士しのように優ゆう雅がに腰を折った。

「……おまえ、権田原だよな？」恐る恐る、彼の上司が尋たずねる。「カツラまで着けて、なんなんだその格好は？　というか、そんなコートとカツラをいつも持ち歩いてたのか？」

「失礼ながら、今の自分は権田原などではありません、《宵闇の魔術師》です。どうか誤解なきよう」

「ん、ああ、もういい。いや申し訳ございません平泉さま。こんなのでよろしければいくらでもこき使ってください。その代わり、どうか今後ともわが社とのお付き合いをよろしく……」

「あ。ああ、うん」

　呆あつ気けに取られつつも、どうにかそう答える平泉だった。




　やがて中年のサラリーマンの方が去ると、あらためて権田原こと《宵闇の魔術師》は訊たずねた。

「それで、僕は一体なにを教えて差し上げればよいのでしょうか」

「ああうむ。実はだな、今度俺おれはある知り合いと四対四のチーム戦でゲーム勝負をすることになったのだ。しかし俺はゲームなんてものにはあまり詳しくないし、調しらべたところによるとその対戦相手というのが意外と強いらしくてな。最近日本にやってきたばかりの少女なんだが、アメリカでもそこそこ名を上げていたらしい。そこで、初代チャンピオンのキミにコーチと助力を頼もうと思った次第なんだが」

「……最近日本にやってきたばかりの少女？　アメリカで名を上げていた？」

　なぜか《宵闇の魔術師》の顔色が変わっていた。

「失礼ながら、その少女の名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

「うん？　ああ、杉すぎ鹿しかまどかというんだが」

「……ほう」

《宵闇の魔術師》のその反応は、明らかに杉鹿のことを知っているかのようだった。

「知り合いなのか？」

「多少は。強いゲーマーというものは、自然とどこかでマッチングされるのがこの世界ですから。いや、このような形で彼女と戦えるとは実に僥ぎよう倖こう」

　なぜかは分からないが、俄が然ぜん《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》はやる気になっているようだった。

「話は分かりました、我がクライアントどの。そういうことでしたら、僕の知りうる限りの技術をお教えしましょう」

「あ、ああ。期待しているよ」

　金に物をいわせ、最善の環かん境きようを調ととのえ、一流の講こう師しを招き、教えを受ける。それが平泉のやり方だった。その一流の講師がこれでは一いち抹まつの不安はあったが。

「しかし、その『クライアントどの』という呼び方はまどろっこしいな。別に様づけにしろともいうつもりはないが、もうちょっと他ほかの呼び方にしてくれないか？」

「なるほど。しかしながら我々ゲーマーは、異なる世界に身を置くときは本名を封印するのが慣ならわしなのです。そうだ、ではクライアントどのもなにか二つ名を定められてはいかがでしょう。そうですね、たとえば……一時的ながらこの《宵闇の魔術師》の教え子となるのですから《陰影尖弓サイレント・シヤドウ》というのはいかがでしょう？」

「…………」

　なにを言っているのか分からなかった。

　しかし彼の顔を見ていると、とても冗じよう談だんをいっているようには見えない。

「い、いや、キミの提案はありがたいが、俺おれとしてはそれほど深くゲームをやるつもりはないのでな。そういうのは遠えん慮りよしておこう」

「…………」

《宵闇の魔術師》はこの世の終わりでも訪れたかのように残念そうだった。

　しかしそこは社会人なのか、やがて表情を切り替える。

「やむを得ません、ではせめて『マイ・マスター』ということでは？」

「……せめて日本語で頼めないか？」

「では『我が主』ということで」

「……じゃ、それで」

「分かりました、我が主」

　ようやく《宵闇の魔術師》は納得したようだった。

「ところで、肝心のゲームについては俺が選んでいいということになっている。ジャンルはＦＰＳに限定されたがな。なにかいいゲームを知らないか？」

「なるほど、やはりＦＰＳ限定ですか」

　なにか思うところがあるのか、《宵闇の魔術師》は楽しそうだった。

「分かりました、それならばいくらでも我が主向きのゲームを提案いたしましょう。ただ、話によれば四対四のチーム戦ということでしたが、残り二人ふたりはどうなさるおつもりなのでしょう？」

「別に誰だれでもいいだろう？　金なら出す、キミの知り合いでも連れてきてくれ」

「僕の、ですか？　確たしかに助力を頼めそうな相手もいますが、僕も宮仕えのために少しゲームの世界からは遠ざかっております。少し時間がかかるかもしれませんが……」

「む、それはまずいな。勝負の日は今度の日にち曜よう日びだぞ」

「そうでしたか。となると難むずかしいですね。我が主のご友人に都合のつく方はおられませんか？　とにかく頭数さえ揃そろえばいくらでもコーチはできるのですが」

「む……」

　ゲームをやるような友人などはなかなか思い浮かばなかった。

「失礼いたします。お茶をお持ちしました、坊っちゃん」

　と、そのときである。平ひら泉いずみおつきの若いメイドが、二人ふたりのもとにお茶を持ってくる。

「……坊っちゃんはよせと何度いえば分かるんだ」

「嫌いやなら一人ひとり立だちなされませ」と、口を挟んだのは傍そばに控えていた執事である。「それまでは坊っちゃんと呼ぶようにと、きつくいいつけられておりますので」

「む……」

　平泉としては渋い顔をする他ほかない。せめて来客中だけはやめてくれといいたいが、下へ手たに抗こう議ぎして父親にでも告げ口されれば、結局ワリを食うのは平泉自身である。結局、黙だまり込むしかできなかった。実のところ平泉がいささか年下の異性を好むようになったのは、周りに彼女たちのようなふてぶてしい年上の女性しかいなかったことが大きな要因だった。

《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》がとんでもないことを言い出したのはこのときである。

「我が主よ、そちらに二人いるではありませんか。これで四人揃いますよ」
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　かくして、勝負の日はやってきた。

　ひとまず学園に集合した岸きし嶺みねたちは、平ひら泉いずみの女性執事が運転する車で、決戦の地へとやってきていた。

「で、でかいなあ」

　なるほど平泉グループというのが他人の会社の運命をどうにかできるほどの金持ちというのは頷うなずけた。岸嶺の前にあるのは、それほどに巨大な邸宅だったのである。

　ところがさすがお嬢じようさま学園の生徒たちというべきか、衝しよう撃げきを受けているのは岸嶺だけのようで、天てん道どうや杉すぎ鹿しかにはまったく驚おどろいた様よう子すも見られなかった。

「なーに、家の大きさなど我々の勝負には関係ないではないか！　さあ行こう諸君！」

「それではご案内いたします。どうぞこちらへ」

　女性執事に先せん導どうされ、岸嶺たちは大きな門をくぐった。




「よく来たな、まどか」

　数日ぶりに再会した平泉は、表向き友好的に岸嶺たちを出迎えた。ただし、その余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度には、どこか人を見下しているような印象があり、岸嶺としてはやはり好意を持つことはできなかった。

「それにしても……なんで制服を着てるんだ？」

　平泉は当然といえば当然の疑問を投げかけた。

「失礼、我々は部活動の一いつ環かんとしてここへ来てるものですから」

　天道が淡々とした態度で答える。

「そ、そうなのか？　いや、俺おれとしては全然構わないが」

　そう答える平泉の目つきが、チラチラと杉鹿の白い脚あしに向けられていることに、岸嶺は気づいていた。

　杉鹿にそんな目を向けるなと憤いきどおりを覚える一方で、少し疑問も抱く。杉鹿も確たしかに美少女には違いないが、なぜ同じく美少女に違いないはずの天道にも目がいかないのかと。なるほどロリコンというのは本当なのかもしれない。

「そんなことより、約束忘れてないでしょうね？　今日きようあんたが負けたら、もうあたしや母かあさんには構わないでもらうわよ」

「いいだろう。その代わり、もし俺が勝ったら……分かってるだろうな？」

「いいわよ、女に二言はないわ。煮るなり焼くなり好きになさい」

　杉鹿は事も無げにいってのけたが、岸嶺からすれば気が気ではない。果たして彼女は、男に対して「好きにしなさい」ということがどれだけ危険か分かっているのだろうか。

「なあ、岸きし嶺みね」

　と、小声で訊たずねたのは天てん道どうだった。

「勝負というからにはなにか遺い恨こんがあるのだろうが……あの二人ふたりはなんのことをいってるんだ？　母親には構わないでだの、かなり不ふ穏おんな会話が聞こえてきたんだが」

　そういえば、天道にはゲームで勝負をする以上のことをまだ伝えていなかったことを思い出す。

「ああ、色々事情があるらしいんですよ。ようするにあの平ひら泉いずみって男が大会社の御おん曹ぞう司しらしいんですが、その地位を盾に杉すぎ鹿しかのお母かあさんの会社に妨害しようとしてるとかで」

　天道は驚おどろきを隠さなかった。

「そんな事情があったのか。それでは仲がよくなるわけもないか」

「ええ、でも瀬せ名な先生のおかげで今日きようのゲームで勝てば全部うやむやになるみたいですから」

「そうか、その辺あたりはさすが先生だな」

　二人の視し線せんは、自然自分たちの顧こ問もんへと向けられていた。

　当の瀬名先生は、平泉にある疑問を投げかけていた。

「ところで今日は四対四のチーム戦ということだったはずだが……残りのメンバーはどこかね!?」

　確たしかにこの場には平泉と、そして女性執事しかいない。まさかあの執事がゲームをやるとも思えないし、そうなるとどう考えても人数が足りていない状況だ。

　問われた平泉は、なぜか珍しく顔をしかめた。

「ああ、もう到着してはいるのだがな。着替えに時間が必要とかで、もう少しかかるらしい。まあすぐ来るだろう」

「き、着替え……？」

「まあ今のうちに勝負の会場にでもご案内しよう。こっちだ」

　なぜゲームの勝負をするのに着替えが必要になるのか。岸嶺は当然の疑問を抱いたが、平泉には答えるつもりはないようで、とっとと執事を連れて部へ屋やを出て行ってしまう。

　やむなく岸嶺たちも後に続く。

　案内されたのは、ゲーム大会の会場かと思うほど設備の調ととのった部屋だった。部屋の左右にはそれぞれ四台ずつ、計八台のＸｂｏｘ　３６０と大型ディスプレイがセットされている。よく見ればヘッドセットまで用意されていた。

「とりあえずアドバイザーに従って必要な機き材ざいは用意したつもりだ。他ほかになにか必要なものがあれば言ってくれ」

　平泉が事も無げにいう。今日の対戦のためだけにこれだけの機材を用意したのだろうが、金持ちにとっては大したことではないようだった。

「ま、これだけあれば文句はないわね。で、今日きようやるゲームってなんなの？」

「ああ、アドバイザーに勧められたゲームを用意しておいた。『Ｈａｌｏ：Ｒｅａｃｈ』だ。なにか問題あるかな？」

「……妥当なところね。ま、いいわ」

　杉すぎ鹿しかでさえ文句はつけられないようだった。

　Ｈａｌｏ：Ｒｅａｃｈ。幸いなことに、岸きし嶺みねはそのゲームをプレイ済みだった。この数日間、練習のために様々なＦＰＳをプレイしたが、その中にこのゲームも入っていたのだ。

　瀬せ名な先生や杉鹿とのやり取りを思い出す。




『Ｈａｌｏ：Ｒｅａｃｈとはアメリカ生まれの大ヒットＦＰＳ、Ｈａｌｏシリーズの第五作目にあたる！　開発はBungie、発売はＸｂｏｘと同じMicrosoft Studiosだ。もともとパソコンで盛んなＦＰＳというジャンルを家庭用ゲーム機きで流行させるきっかけとなった歴史的なシリーズとも言われている！』

『え？　ＦＰＳってパソコンで盛んだったんですか？』

『そうよ。ＷＡＳＤ移動って言ってね、キーボードで移動操そう作さしつつマウスで狙ねらいをつけて撃うつのよ。パッドに慣なれてるとキーボードの移動って想像し辛づらいかもしれないけど、狙そ撃げきならパッドよりマウスの方が便利そうでしょ？』

『言われてみると……マウスの方が細かい狙撃はできそうだけど』




　そのＦＰＳをコントローラーでプレイすることを前提に設計されたのが『Ｈａｌｏ』というゲームであるらしい。その設計思想は見事にユーザーに受け入れられ、シリーズ累計販売本数は一千万本を軽く超えるという。

「失礼いたします。お客さまをお連れしました」

　そのとき部へ屋やに入ってきたのは、どこか冷たい雰囲気こそまとっているものの、若くて綺き麗れいなメイドだった。エプロンドレスを着こなした完かん璧ぺきなメイドである。

（本当に執事とかメイドって実在するんだ……！）

　つくづく金持ちの世界は分からなかった。

　間もなく、メイドの言葉通りもう一人ひとりの男が入ってくる。

「…………」

　それは、岸嶺が思わず言葉に詰まるほど異様な雰囲気をまとった若い男だった。

　まず背はかなり高い。なにより目を引くのは、そろそろ暖かくなってきているというのに真っ黒なコートを着込んでいることだ。その上、男とは思えないほどに髪の毛も異様に長い。

「あ……」「えっ……」「あの男は……！」

　そしてこのとき、小さな驚おどろきの声が、天てん道どうと杉鹿と瀬名先生の三人から一斉に漏もれていた。

「紹介しよう。俺おれのアドバイザーにして、我がチームメンバーの一人ひとりだ」

「初めまして……というべきかな。《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》と申します。どうかお見知りおきを」

　男は芝居がかった動作で優ゆう雅がに腰を折った。
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　一人啞あ然ぜんとしていたのは岸きし嶺みねである。

「な、ないと・まじしゃん？」

　いい年こいた大人おとながそんな名前を臆おく面めんなく名乗れるところがまず凄すごかった。

　ただ、その名前には覚えがあった。初めて出場したＪＧＢＣで、何度かその名前を聞いた覚えがあったのだ。

「あ、思い出した！　確たしか、ＪＧＢＣのチャンピオンだっていう……！」

「そうだ」そう相あい槌づちを打つ瀬せ名な先生の声には、普ふ段だんはない緊きん迫ぱくした響ひびきがあった。「ＪＧＢＣ個人戦初代チャンピオン、《宵闇の魔術師》。心しておけ岸嶺君、こいつは厄やつ介かいな相手が現れたぞ」

　瀬名先生からは完全にいつもの余裕が消えている。よほどの強敵なのだろう。

「あ、あんた！　なんでこんなところにいるのよ!?」

　一方、杉すぎ鹿しかはなぜか彼に食ってかかっていた。

「彼は俺が雇った助すけっ人とだ。俺が誰だれをメンバーにしようと文句はあるまい？」

　平ひら泉いずみがふんぞり返る。

「そういうことだよ。我々ゲーマー風に言えば、運命扉シユタインズゲートのお導みちびき、と言ったところかな」

　その台詞せりふから察するに、どうも彼女とは知り合いのようだった。

「それにしても僕の方こそ驚おどろきだよ。まさかキミが誰だれかとチームを組むなんてね、《悪戯好きな小妖精ミステリアスピクシー》」

「その名前であたしを呼ぶなって言ってんでしょ！　あたしの方こそ驚きだわ、あんたが誰かに雇われることがあるなんて」

「ま、歳としを取ると色々しがらみがあってね。とにかく、せっかくキミと戦えるんだ、正々堂々渡り合おうじゃないか」

「……まあいいわ、誰が相手だろうとやることやるだけよ。それより、四対四のチーム戦ならあと二人ふたり足りないでしょ？　どこにいるのよ？」

「なにを言ってるんだ？　すでにこちらには四人揃そろってるじゃないか」

　平然と平泉はいってのけた。確たしかに、四人いることはいる。平泉と《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》、そして女性執事とメイドである。

　とはいえ、彼女たちがゲーム上じよう手ずだとはいささか考えづらかった。

「む、我々をなめているのか……？」

　天てん道どうがそう抗こう議ぎするのも無理はなかった。

　だが瀬せ名な先生が彼女をたしなめる。

「人を見た目で判断すべきではあるまい。ああやって我々を油断させておいて、実はあの執事とメイドが熟じゆく練れんのゲーマーだということも考えられるだろう」

「……確かに、そうですが」

「それに、あの《宵闇の魔術師》なら、たとえ素人しろうとであろうと活用する手段を知り尽くしているはずだ。彼に教えを受けたであろう平ひら泉いずみも甘くみるべきではない。ハンデなどと思わない方がいいだろう」

「分かりました、先生がそう仰おつしやるなら」

　こうして岸きし嶺みねたちは気を引ひき締しめ直してひとまず与えられた機き材ざいに向かった。それぞれＸｂｏｘ　３６０を起動し、まずゲームの準備をする。

「ねえ、瀬名先生。なんかやたらと《宵闇の魔術師》について詳しいみたいだけど、知り合いなの？」

　作業の最中、杉すぎ鹿しかがそんな疑問を口にした。

　すると瀬名先生はわざわざ眼め鏡がねを外し、芝居がかった動作で遠い目をした。

「ずいぶん昔の話になる。私も昔ＪＧＢＣの個人戦に出ていたことがあってな。そのとき彼ともやり合ったのだよ。まあ、向こうは私のことなど覚えていないだろうが」

「はあ。先生も色々やってたんですね……」

「杉鹿くん、そういうきみこそ《宵闇の魔術師》とは知り合いのようではないか。一体なんだね、《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》というのは？」

「あ、あいつが勝手につけた名前よ、あたしが名乗ったわけじゃないわ。あいつとはＦＰＳのマルチで暴あばれてるときに偶然知り合ったの、それだけよ」

　ムキになってそう返答する。

「とにかく、あいつ変人だけど強さは本物よ。こっちも本気でやらないとまずいわよ」

　ＦＰＳが誰だれよりも得意な杉鹿が、素直にその強さを認めているのだ。岸きし嶺みねとしては戦せん慄りつを覚えるしかない。

「そうだ、まだ細かい勝ち負けのルールを決めていなかったな」

《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》が声を上げた。

「とはいえ、奇をてらっても仕方ない、通常のチームスレイヤーモードを一戦、それでいいだろう？　二五ポイント先取したチームの勝利だ」

　チームスレイヤー。Ｈａｌｏでは標準的なモードで、ようするにチームデスマッチのことだ。ブルーチームとレッドチームの二チームに分かれ、チーム総合で先に二五ポイント、すなわち二五キルしたチームが勝ちとなる。

　岸嶺たちは互いの意思を確かく認にんするように顔を見合わせた。誰も異い論ろんは差し挟まない。それほどに妥当といえば妥当なルールだったのだ。

　岸嶺たちを代表するように、天てん道どうが頷うなずいた。

「こちらとしても異存はない。マップは？」

「一つ拾っておいた。ＡＴＯＭでどうかな？」

「……ふん、憎たらしいことするわね。でもまあいいわ、悪いマップじゃないし」

　杉鹿はどこか不満そうだったが、反対しようとはしなかった。

「よし、話は決まりだ」と、平ひら泉いずみ。「では五分後に開始としよう。今のうちに作戦会かい議ぎでもしておくんだな」

　岸嶺は早速小声で訊たずねた。

「あの。どんなマップでしたっけ？　ＡＴＯＭって」

「はー!?　あんた、あれだけやって覚えてないの!?」

　すぐさま杉鹿にきついツッコミを入れられる。

「まあそういうな、杉鹿」と、庇かばったのは天道だった。「実のところわたしも個別のマップ名までは覚えてない。やれば思い出すだろうが……」

「はあ、分かったわよ、説明したげる。そうね、簡かん単たんにいえば空中回廊と地面の二種類で構成されてるマップよ。そこそこの広さと空間があって、障害物も多いから近接戦と遠えん距きよ離り戦せん両方が適度に楽しめるようになってるわ」

「ちなみに──」と、瀬せ名な先生が眼め鏡がねを輝かがやかせる。「元はユーザーがカスタマイズして作ったマップなのだ。しかし出来がいいということで公式に採用されたという経けい緯いがある」

「へえ。話を聞いてるといいマップっぽいですけど……でも杉すぎ鹿しかは不満そうだね？　なにか問題あるの？」

「落ちてる武器が渋いのよ。スナイパーライフルがないステージなの」

「それはまずいね。せっかくの杉鹿の腕が発揮できないじゃないか」

「その代わり、ショットガンみたいな権ごん田だ原わらが好みそうな武器も落ちてないから。そういう意味じゃ公平よ」

「権田原？　誰だれのことだそれは？」

　天てん道どうが当然の疑問を口にする。

「いってなかったっけ？　《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》の本名よ」

「そうなんだ……。ご、権田原？　わりと普通の名前だね……」

「岸きし嶺みね、ゲーマーにとって本名など関係ないんだ。本人の望む名で呼んでやることこそ礼れい儀ぎというものだろう」

「あ、す、すいません」

　相変わらず天道はその辺あたりにこだわりがあるらしく、表情は真剣そのものだった。

「でもまあ実際、《宵闇の魔術師》って名前はあいつの戦い方にはピッタリなのよね。この勝負、思っていたより厄やつ介かいなことになりそうよ」

「が、頑張るよ。今後も杉鹿に部員でいてもらうためにも」

「そうだな。せっかく四人揃そろったんだ、こんな前ぜん哨しよう戦せん軽く終わらせてＪＧＢＣに出場しよう」

「…………」

　こういうとき、杉鹿は少し恥ずかしそうにそっぽを向くのだった。




　　　　◆




　一方、平ひら泉いずみたちも作戦立案に余念がなかった。

「さて、ようやくこのときが来たな。頼んだぞ、《宵闇の魔術師》。あんな奴やつら軽く蹴け散ちらしてくれ」

「お任せを。しかしながら簡かん単たんに勝たせてくれる相手ではありません。差し当たり、アーマーアビリティのジェットパックは使わない方がいいでしょう」

　アーマーアビリティ。Ｈａｌｏ：Ｒｅａｃｈ固有のシステムだ。プレイヤーはゲーム中、リスポーンの度たびにある特殊なアビリティを選択することができる。

　一時的に移動が速くなる『スプリント』、一時的に無敵になれる『アーマーロック』、自分の囮おとりを作り出せる『ホログラム』、そして短時間ではあるが空中を飛ぶことができる『ジェットパック』だ。

「なぜだ？　ＡＴＯＭというのは見通しのいいマップなのだろう？　ジェットパックは有効だと思うが」

「《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》……いえ、杉すぎ鹿しかまどかがスナイパーだというのは以前お話しした通りです。ゆらゆら空を飛んでいれば、彼女の格好の餌え食じきなんですよ」

「しかし、ＡＴＯＭにはスナイパーライフルは落ちてないのだろう？」

「それでもバトルライフルやニードルライフルなど、スコープのついた狙そ撃げき武器はかなり設置されてますし、初期装備の一つであるハンドガンにも倍率は低いですがズーム機き能のうとヘッドショット判定がありますから。シールドがなくなった状況でヘッドショットされれば一撃で殺されます。彼女の腕前なら遠えん距きよ離りからシールドを削り取った上でヘッドショットするぐらいわけないでしょう」

「そうか。分かった、覚えておこう」

「それで坊っちゃん。わたしたちはなにをすればいいんでしょう？」

　執事が、メイドと顔を並べてもっともな疑問を口にする。

「おまえたちはとにかく突っ込めばいい。やり方は教えただろう？」

「一応は。分かりました。ではそのようにやってみましょう」

　この口うるさい執事とメイドの二人ふたりにも一応《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》の訓練を受けさせてはいた。最低限のことはできるはずだった。
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　岸きし嶺みねはＸｂｏｘ　３６０のコントローラーを握り、Ｘｂｏｘ　３６０用ヘッドセットを着けた。

「そういえば、このヘッドセットってなにに使うんです？」

「ああ、部活ではまだ使ったことがなかったか」と、天てん道どう。「見ての通り、ゲーム中でボイスチャットをするための道具だ」

「はあ。でも敵味方共に同じ部へ屋やにいるんだから必要なくありません？」

「そうでもない。ゲームの音はわりと大きいし、敵に聞こえないよう味方に作戦を指示するにはやはりあった方がいい」

「はあ、なるほど」

　最後の準備が行われる。公平を期すためという理由で瀬せ名な先生がホストとして対戦用のルームを作り、そこに岸嶺や平ひら泉いずみら七人のプレイヤーが接続する形となる。

「諸君、準備はいいな!?　では開始だ！」

　ゲーム内の画面でカウントダウンが始まった。５、４、３……。

　画面が暗転し、ついに勝負が始まる。

「…………」

　心しん臓ぞうが高鳴る。このゲームの始まりだけは、何度経けい験けんしても慣なれるものではない。まして今日きようの試合には杉すぎ鹿しかと現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの未来がかかっている。ミスは許されない。

　画面が切り替わった。多少なりとも見慣れたそのゲーム画面を見ると、いささか気分が落ち着いてくる。

　まず最初に表示されるのは、アーマーアビリティの選択である。迷うことなく岸きし嶺みねは、一時的に高速移動ができるスプリントを選んだ。ホームフロントでサブマシンガンを使うようになって以来、岸嶺はすっかり切り込み役が定着していたためだ。

『KISHIMINE』と名づけられたキャラが戦場に舞まい降りる。

　スタート地点は、高さ十メートルほどの空中回廊の上からだった。

　なるほど事前の説明の通り、見通しはよさそうなマップだった。あちこちに建っている柱や手すりが障害物となるため狙そ撃げき戦せんには向かないかもしれないが、それも位置取り次第だろう。

　ざっと見回してみると、このマップは〝田〟の字に似た空中回廊と、地面の二種類から構成されていることが分かる。空中回廊は回廊だけあって狭いものの、地面に降りれば広い戦場で戦えるようだ。とはいえ、地面にも岩や空中回廊を支える柱といった障害物が多く見える。なるほど《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》が推すい薦せんし、杉鹿が承しよう諾だくしただけあって、かなりバランスがいいマップのようだった。

　ついでに、装備を確かく認にんしてみる。初期装備はアサルトライフル、サブ装備としてハンドガン、それからフラググレネードが二つだ。

「さあ行け、岸嶺！　フォーメーションＡだ！」

「分かりました！」

　天てん道どうの掛け声に、岸嶺は強く応じた。

　フォーメーションＡ。なんということはない、ようするに岸嶺が先陣を切って突っ込み、天道と瀬せ名な先生がそれに続き、杉鹿が後方から援えん護ごするというだけのことだ。

　岸嶺操あやつる青いスパルタンが走り出す。戦せん闘とうのためだけに作り出された強化人間。それがスパルタンだ。

　Ｈａｌｏシリーズはスポーツ系ＦＰＳである。リアル系ＦＰＳは、ようするに現実準拠であり、撃うたれればすぐ死ぬし、走れば疲れるし、銃を撃てば反動で照準がぶれる。一方、スポーツ系における主人公は、まるでＳＦに出てくるスーパーヒーローのような力に溢あふれていることが多いという。

　リアル系ＦＰＳでは、できるだけ敵に撃たれないような立ち回りというものが非常に重要になってくるが、その点スポーツ系ＦＰＳでは、有り余る体力にものを言わせ、飛んだり跳ねたりといったまさにスポーツのような戦い方ができるのだ。

　Ｈａｌｏにおけるスパルタンは、まさにそんな強化人間であり、どれだけ走っても息切れすることのない体力を持ち、並の人間をはるかに上回る跳ちよう躍やく力りよくを持っている。また、スパルタンの構える銃は走ろうが跳ぼうがほとんどぶれることがない。

　それゆえに、Ｈａｌｏでは『照準モード』が存在しない。スナイパーライフルなどのスコープつきの武器を使用する場合はズームできるが、基本的には腰だめ撃うちのみで撃ち合うことになる。まさにマウスではなく、コントローラでプレイすることを前提に設計されたゲームなのだ。

　アーマーアビリティ『スプリント』による高速移動のお陰だろうか、間もなく岸きし嶺みねは吞のん気きに回廊を前進してくるレッドチームの赤いスパルタンを発見した。しかも、まるで初心者のように動作が鈍にぶい。

　すかさず岸嶺は距きよ離りを詰めながらアサルトライフルを連射した。ホームフロントのようなリアル系ＦＰＳなら、数発銃弾を喰くらわせれば簡かん単たんに倒せる。しかし、Ｈａｌｏにおけるスパルタンは全身を強きよう靭じんなアーマーとシールドによって覆おおわれており、その防御力は桁けた外はずれだ。

　それでも、雨のように銃弾を浴びせ続ければ限界はある。間もなく敵のスパルタンは負荷が最大限に達したのか、シールドが消きえ失うせた。

　敵もこちらに反はん撃げきしてくるが、構わず距離を詰め、すかさず殴りつける。

　Ｈａｌｏ：Ｒｅａｃｈにおける近接攻撃は強力だ。どんな敵でも二発で、シールドの尽きた敵なら一発で倒すことができる。

　シールドをすでに失っていたその敵は、一撃で倒れた。

「やった、ファーストキルだ！」

　まだたった一キルといえばそれまでだが、先制できたことは実に気分がよかった。
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「あらら、やられてしまいました」

　メイドの吞気な声は、平ひら泉いずみを苛いら立だたせた。

「馬ば鹿か、無む闇やみに突っ込むな！　おまえたちは囮おとりになればそれでいいんだ！」

「はあ、申し訳ございません」

　言葉とは裏腹に、彼女に悪びれた様よう子すはない。

「まあまあ、まだ序じよ盤ばんですから」と権ごん田だ原わらがたしなめる。「とにかくお二人ふたりは教えた通り、銃撃よりも敵を引きつけてください。それで退屈でしたら、グレネードでも投げておいてください」

「は、承知しました。ところでグレネードというのはどうやって投げるのでしたっけ？」

　執事が尋たずねると、平泉は苛立たしげに答えた。

「ＬＴだ！　ほら、一番左上のボタンだ！」

「は、なるほど」

　と、試しにＬＴを押したらしく、執事の操あやつる赤いスパルタンがフラググレネードを投げた。投とう擲てきされたグレネードが、遠くで無意味に爆ばく発はつする。

「今投げたのはフラググレネードといって──」と、律りち儀ぎに《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》が説明する。「投擲後、数秒経たつと爆発するオーソドックスなグレネードです。他ほかにも、マップ上に時折青いボールみたいなのが落ちてるでしょう？　それもプラズマグレネードといって、同じように投擲できます。Ｂボタンで切り替えて使用できますから」

「あ、これですね。えーと、Ｂボタンで切り替えて……こうですか？」

　と、リスポーンしたばかりのメイド操るスパルタンが、プラズマグレネードを拾って投擲した。

　しかし投げた角度が適当だったのだろう。プラズマグレネードは壁かべに当たり、跳ね返り──そして投げた当人にくっついた。

「あれ、なんかくっついたんですけど」

「ば、馬ば鹿か！　近づくな──あ」

　爆発した。メイドが吹っ飛ぶ。近くにいた平泉もまた巻き込まれる。

　幸いというべきか、メイドは死んだものの、平ひら泉いずみはシールドにダメージを受けただけで済んだ。シールドの消耗だけならば時間経過で回復できる。

「……このように」

　必要以上に淡々と、《宵闇の魔術師》は告げた。

「プラズマグレネードは相手に吸着するという特徴があります。上う手まく使えば一いち撃げきで相手を倒せますが、くれぐれも巻き込まれないように気をつけてください」

「はあ、分かりました」

「…………」

　悪びれず答えるメイドを尻しり目めに、本当にこのチームで戦えるのだろうかと、少し不安を抱く平泉だった。
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　岸きし嶺みねに任された役割は、とにかく突撃である。敵に切り込んでフォーメーションを崩し、注意を引きつけ、そして少しでもダメージを与えるのだ。

　そして少なくともこの数日間、岸嶺はそのためだけの練習を積つんできた。

　とにかく走る。『スプリント』も交えて走りまくる。視界が広いステージのため、遠くに敵がチラチラと見えるが、さすがにアサルトライフルでは狙ねらえないため、無視する。しかし、中ちゆう距きよ離り以下に敵が見えれば即座に撃うつ。あるいはグレネードを投げる。

　撃ち合いになっても決して引かない。真正面からアサルトライフルの銃弾を撃ち合い、互いのシールドとライフを削り合う。

　勝つのは大抵先に射しや撃げきした方だ。そして走り回っていれば、多少なりとも機き先せんを制しやすくなるため優ゆう位いに立ちやすい。

　付け加えれば、必ずしも勝ち残る必要はない。とにかく少しでも多くのダメージを与えられればそれでよかった。

　そうすれば、たとえ自分が殺されても、銃撃戦の音を聞きつけやってきた味方が仇かたきを取ってくれるからだ。

　自分は何度死んだっていい。重要なのは、自分以外の味方が死なず、一方で確かく実じつに敵に出血を強しいることだ。リアル系ＦＰＳでは少しでも銃撃を喰くらえば即座に死んでしまうため、味方との連携を取るどころではないという状況が多いが、スポーツ系ＦＰＳでは、総じてライフが高めに設定されているため、味方の援えん護ごが重要になってくるのだ。

　それにＨａｌｏでは、一度死ねばどの位置から復活リスポーンするか分からない。敵を一人ひとりでも確実に倒し、マップのどこかに飛ばし続けることができれば、敵の連携を封じる効果も期待できるためだ。
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「くっ、やられた！」

　平ひら泉いずみはコントローラーを投げつけんばかりの勢いで毒づいた。

　彼を殺したのは、KISHIMINEというスパルタンだった。あの岸きし嶺みねとかいう男子高校生であろう。

「坊っちゃん、落ち着いてくださいませ。勝負事というのは熱あつくなった方が負けるものです」

　この状況で坊っちゃん呼ばわりする執事の存在は憎たらしくて仕方ないが、抗こう議ぎしたところでどうなるものでもない。代わりに平泉は権ごん田だ原わらに怒ど鳴なりつけた。

「おい、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》！　チャンピオンって割に全然活躍してないじゃないか、そろそろ本気を出せ！」

「了解しました、我が主よ」

　権田原は事も無げに答えた。サングラスの下でその目が少し細められる。

「では少しばかり、ウォーミングアップするとしましょう」

　たかがゲームである。しかし、権田原の目つきはまるで狩りに向かう肉食動物のようで、平泉もかすかに恐怖を抱くほどだった。
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　今のところ、ゲームは岸きし嶺みねたちが優ゆう勢せいだった。

　スコアは八：四。勝利には後あと十七キルも必要ではあるが、現時点でダブルスコアであることは間違いない。

　あの執事とメイドの二人ふたりが思っていた以上に初心者であることが幸いしていた。少なくとも正面から撃うち合えばまず負けることがない。

　しかし、ここで異変が生じようとしていた。

「あれ？　レーダーが……」

　岸嶺の画面に映っているレーダー──Ｈａｌｏシリーズではモーショントラッカーというらしい──がおかしな反応を見せていた。

　本来、そこには走ったり銃じゆう撃げきした敵──ようするに大きな音を出した敵──が赤点となって表示される。しかし今、レーダー上には十個以上の赤点が表示され、狂ったように動き回っていた。

　もしその表示が正しいならば、十人以上の敵に周囲を囲まれていることになる。しかし、もちろん周囲にそんな敵てき影えいは見えない。

「岸嶺！　アクティブカモフラージュだ！」

「あ、そうか！」

　天てん道どうの声で正体を思い出す。

　アクティブカモフラージュ。アーマーアビリティの一つだ。

　ようするにステルス機き能のうで、周囲の風景に溶け込むように自分の姿を隠すことができ、さらに使用中は周囲にいる敵のレーダーをかく乱する効果もある。

「気をつけなさい。あいつがいるわよ」

　杉すぎ鹿しかの口く調ちようはいつになく厳きびしい。

「あ、あいつって？」

「《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》よ。あいつは絶対にステルス系のスキルを使うから」

「そうなんだ……」

　今まで大きな動きを見せなかった元チャンピオンが、ついに動き出したのだ。わずかながら戦せん慄りつを覚える。

「慌てる必要はない。アクティブカモフラージュの欠点を思い出すのだ」

　瀬せ名な先生が言った。

　姿が消せる上に、周囲の敵のレーダーまでかく乱できるアクティブカモフラージュには、欠点も多い。まず、アクティブカモフラージュを使った本人のレーダーもかく乱されてしまうこと。それから使用中は一切周囲の音──銃撃の効果音もなにもかも聞こえなくなること。さらに、カモフラージュ中に走る、ジャンプするなどの動きを行えば、たちまちカモフラージュ効果が低下し、うっすらと姿が見えるようになってしまうのだ。

　そういった欠点を考えれば、対処法はおのずと見えてくる。岸きし嶺みねはまず画面をよく見回した。レーダーがかく乱されていることから、敵はかなり近くに潜ひそんでいることになる。しかし少なくとも今のところ画面内に敵の姿は見えない。つまり、物陰に隠れているか、あるいは完全に動きを止めているかのどちらかだろう。

　ＦＰＳは基本的に待ち伏せする方が強いのだ。今下へ手たに動いて《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》の視界に自ら飛び込めば、確かく実じつに機き先せんを制され撃うち負ける。

「岸嶺、少し距きよ離りを詰めよう」

　天てん道どうの提案の意図を即座に理解する。

「分かりました」

　突っ込むのを控えめにして、天道や瀬名先生ら味方との連携を密にする。

　このゲームでは、銃じゆう撃げき戦せんが行われている場所に素す早ばやく駆けつけることが重要だ。銃撃戦が行われているということは、そこに必ず敵と味方がいるということである。大抵は辿たどり着く前に勝負がついているのだが、それでも味方を救える可能性、あるいは味方の仇かたきを討うてる可能性は残るからだ。

　だが、アクティブカモフラージュ使用中はレーダーも耳も封じられるため、連携を取るのは難むずかしくなる。そこへ三人で押しかければ、たとえ一人ひとりが不意打ちでやられても、残る二人ふたりで容易に仇が取れるのだ。
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「まだまだ詰めが甘いな」

　権ごん田だ原わらは敵の動きを観かん察さつしながらサングラスをかけ直した。

　彼が使用しているアクティブカモフラージュは、確たしかに敵からは発見され辛づらくなるが、逆に使用者も敵を発見できなくなるという厄やつ介かいな装備だ。

　しかも使用中にちょっとでも走ればカモフラージュ効果は半減してしまう。だからといってノロノロ移動していたのでは敵を捕ほ捉そくできない。

　それでも使い方はある。確かに自分から移動はできない。ならば、敵に来てもらえばいい。すなわち、敵の進路を予測して待ち伏せればいいのだ。

　幸いこのステージは見通しがよく、遠くの敵であっても位置は分かる。その上、狭い空中回廊なら進路もかなり限定される。

　まして敵の動きは権田原から見ればまだまだ初心者だった。その動きは直ちよく線せん的てきで、進路を先読みすることは難しくない。後あとはその進路上に回り込み、アクティブカモフラージュを使用して待ち構えればいい。

　間もなく意図通り、彼らの前に三人の青いスパルタンが現れた。身動き一つせずにいれば、アクティブカモフラージュを見破ることはほぼ不可能だ。彼ら三人は権ごん田だ原わらの目の前を通り過ぎて行った。

　すかさず権田原は行動を開始、一番後ろのスパルタンに襲おそいかかった。
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「しまった、後ろから殴られた！」

「え!?」

　瀬せ名な先生の悲鳴に、岸きし嶺みねは慌てて振り返ろうとした。

　背後からの近接攻こう撃げきには強きよう靭じんなスパルタンを一撃で倒す強さがある。

　振り返ったときにはすでに瀬名先生が死体となっており、その傍そばにさっきまでいなかった赤いスパルタンがいた。

　岸嶺と天てん道どうはすかさず照準を合わせて迎撃しようとした。一人ひとりやられるのは計算のうちだった。二対一で仇かたきが撃うてればそれでいい。

　だが、二人が銃撃するのと同時に、そのスパルタンは青白いなにかを投じた。

　プラズマグレネードだ。投じられたそれは、狙ねらい違たがわず天道の体に吸着する。

「く、敵ながら見事……」

　天道ももはや感嘆することしかできないようだった。直後、プラズマグレネードが爆ばく発はつ、天道が吹っ飛ぶ。

「部長ー!?」

　仇あだ討うちといわんばかりに、岸嶺はアサルトライフルの銃弾を浴びせた。

　だが、シールドが尽きるよりも早く、敵は空中回廊を飛び出し、下の地面へと飛び降りていた。

「逃がすか！」

「待って、深追いはダメよ！」

　杉すぎ鹿しかの助言は遅く、すでに岸嶺はジャンプして空中回廊を飛び降りていた。

　しかし、地面に降りたときにはすでに敵の姿はない。

　しかもこのとき、再びアクティブカモフラージュが使用されたらしく、レーダーがかく乱される。

「ど、どこ!?　どこにいる!?」

　岸嶺はどうにか敵の動きを読もうとした。

　アクティブカモフラージュを使っても、瞬しゆん時じに姿が消えるわけではない。完全に景色けしきに溶け込むまでには、数秒間動きを止めていなければならない。

　しかし現時点では周囲に誰だれもいない。つまり、敵はどこかの障害物の陰に隠れてアクティブカモフラージュを使用したということになる。

　タイムリミットは後あと数秒だった。その間に敵を発見できなければ再び完全に姿を消され、また見失うことになる。

　とりあえず岸きし嶺みねは、近くにあった空中回廊を支える柱の後ろを探ろうとした。

「あ」

　予想は当たっていた。まさにそこに、半分姿が消えかけていた敵がいたのだ。

　慌てて攻こう撃げきしようとするも、敵の動きの方が早かった。急接近され、殴りつけられる。シールドが瞬しゆん時じに消失した。岸嶺もまた殴り返して敵のシールドを消滅させるものの、出遅れは致命的だった。

　岸嶺が次の攻撃を繰くり出すより早く二度目の殴りを受ける。ライフが一瞬にしてすべて消えた。死亡である。

「ほら、だから言ったでしょ！　あいつが逃げたら下へ手たに追うべきじゃないわ！」

　杉すぎ鹿しかに怒られる。

「ご、ごめん……」

「そんなこといってる場合じゃないぞ、二人ふたりとも！　早く態勢を立て直さねば！」

　瀬せ名な先生が顧こ問もんらしい注意を飛ばす。

　確たしかに今は三人がバラバラになってリスポーンしている。無む駄だ話ばなしをしてる時間があるなら、一刻も早く合流すべきだった。

「それにしても、三対一の状況からたった数秒で三人をキルするとは……。さすがは元チャンピオンだ」

「なーに、まだ一度裏をかかれただけだし、点差にいたっては同点になったに過ぎん！　勝負はこれからではないか諸君！」

　天てん道どうの論ろん評ぴようを、瀬名先生はどうにか笑い飛ばそうとした。




　　　　◆




「我が主よ、敵の態勢は崩れました。今こそ攻勢に出るときです」

「あ、ああ、うん、よくやった」

　先ほど権ごん田だ原わらを怒ど鳴なりつけたことも忘れ、平ひら泉いずみは頷うなずいた。

　ほんの十秒足らずでスコアがほぼ同点に戻ったのだ。文句などつけようがなかった。

　あらゆる対戦ゲームにおいて、キャラの強さは基本的に敵も味方も同じである。だからこそキルレシオを一以上にするのは決して容易ではないのだ。

　にもかかわらず、権田原はあっという間に三連続キルをやってのけたのだ。確かに、元チャンピオンという肩書きは伊だ達てではないようだった。

「それからもう一つ。見たところ敵の動きはそう洗練されておりません。例の作戦も、充分通用するかと」

「分かった。ではやってみるとしよう」




　　　　◆




　間もなく戦場に舞まい戻った岸きし嶺みねは、まず状況把握に努めた。

　リスポーンした直後は、他ほかの味方の位置はおろか、自分がマップのどこにいるかもすぐには分からない。この状況でもし二人ふたり以上の敵と接触すれば、またキルスコアを献上するだけになる。基本的にリスポーン位置は敵がすぐ近くにいない場所に設定されるものの、多少の誤差は生じる。難むずかしい立ち回りが求められる一いつ瞬しゆんだ。

　だが、リスポーンによって有利になる状況というのもある。たとえば、敵の後ろや横にリスポーンしたときだ。

　まさに今がそうだった。

（しめた！）

　赤いスパルタンが、岸嶺の前を走り抜けていこうとしていた。

　例の執事かメイドのどちらかだろう、視し線せんは前を向いたまま、ただ真まっ直すぐ進んでいるだけで、周囲を警けい戒かいしている様よう子すもない。あまりに無防備な前進だった。

　絶好の獲え物ものである。すかさずアサルトライフルの銃じゆう撃げきを加える。

「え？」

　しかし、なぜかダメージを受けている様子がなかった。

　普通、銃撃を受ければシールドが明滅するといった反応を見せるはずである。ところが、そのスパルタンはまるで映像が乱れるかのようにかき消えたのである。

「残像だよそれは！」

　平ひら泉いずみの笑い声が響ひびいた。

　気づいたときには、真横から攻撃を受けていた。

　慌てて応戦しようとするものの、ＦＰＳにおいて機き先せんを制されることは致命的である。大した抵抗もできずに殺される。

「くっ、そうか、ホログラムか……！」

　アーマーアビリティの一つ、『ホログラム』。自分とまったく同じ姿の囮おとりを出現させ、指定した場所に移動させることができる。なんら攻撃には使えないが、たとえば今のように囮として使うなど、使い方次第でいくらでも幅の広がるアーマーアビリティだ。

　とにかく、裏をかかれたからといって腐ってはいられない。再びリスポーンした岸嶺は、敵を捜して戦場を駆け巡った。

　基本的に見通しの広いマップのためか、すぐにまた赤いスパルタンを発見することに成功する。しかもその敵は、先ほど遭そう遇ぐうした敵と同じような動きをしていた。周囲警けい戒かいもロクにせず、ただ前だけを見て前進を続けている。

　明らかにホログラムの動きである。そのため岸きし嶺みねはあえて攻こう撃げきせず、様よう子すを窺うかがった。

　判断は正しかったようで、ホログラムの後を追ってすぐに赤いスパルタンが現れた。キョロキョロと周囲を警戒しながら動くその様さまは、明らかに人間である。

　すかさず銃撃する。岸嶺の判断は正しく、すぐに銃撃戦になった。もしホログラムの方を撃うっていたら、また敵に先制されていただろう。

「え!?」

　だがそのとき、思ってもみなかった方向から攻撃を受けた。横からだ。そちらに敵がいた覚えはない。いたのはホログラムだけである。

　二対一で攻撃されれば、もはや勝ち目はない。岸嶺は応戦を諦あきらめ、なにが起こったのかを知るべく、視し線せんを横に向けた。

　先ほど通り過ぎたホログラムがこちらを攻撃していた。

　いや、ホログラムが攻撃してくるわけがない。それは──敵だった。

「ホログラムかと思ったか！　それは俺おれの執事だよ！」

　平ひら泉いずみの笑い声で、ようやくカラクリに気づく。

　ホログラムかと思っていた敵は、ホログラムのごとき動作をまねた敵だったのだ。確たしかに、単純なホログラムの動きは初心者のそれと酷こく似じしている。

「くそっ！」

　もうこれで三回ぐらい殺されてばかりいる。これでは杉すぎ鹿しかの力になるどころではない。純粋に悔しかった。

「岸嶺、熱あつくなるな。一人ひとりで戦おうとするんじゃない、とにかくまず合流するんだ」

「そうよ。あんたはまだＨａｌｏ初心者なんだから、気がはやったら相手の思う壺つぼよ」

　そのとき聞こえた天てん道どうと杉鹿の声は、岸嶺に冷や水を浴びせる効果があった。

「……分かったよ。そうだったね」

「岸嶺君。空中回廊で戦うのは諦めて地上で戦うといい。広い分、味方と合流しやすいし援えん護ごも受けやすいはずだ」

「なるほど、分かりました、そうします」

　再びリスポーンした岸嶺は、瀬せ名な先生の助言に従って空中回廊から地上へと飛び降りた。

　ところどころに岩や柱といった障害物はあるが、その広さは回廊部分とは段違いである。ことチームとして戦うなら、地上の方がはるかに戦いやすそうだった。

　だが、敵は岸嶺の行動を予期していたようだった。

「甘いな！　そう来ると思っていたぞ！」

　平ひら泉いずみの笑い声が聞こえた。

　レーダーに反応が生じる。地上にはあちこちに敵のスパルタンがいたのだ。ざっと見えただけでもその数は三人。

「うわああ!?」

　たちまち四方八方から銃じゆう撃げきされる。

　岸きし嶺みねにできることといえば、スプリントを使って一番手近な柱の陰に隠れることだけだった。

「ま、まずい！」

　シールドは今の一いつ瞬しゆんで消失していた。さらに、レーダーを見れば三つの赤点が近づいてきていることが分かる。とどめを刺さそうとしてるのだ。

　複数対一では勝ち目などない。

「持ちこたえろ、すぐに応援に行く！」

　瀬せ名な先生の声が聞こえたが、とてもすぐには到着しそうにない。

　せめて時間を稼かせごうと、柱から半身を出して岸嶺も応戦しようとした。

「げっ！」

　敵の数が増えていた。

　恐らく一斉にホログラムでも使ったのだろう。三人だったはずの敵が五人ぐらいに増えている。ホログラム自体に攻撃能力はないが、こうなるともうどれを攻撃していいかも分からなくなり、柱の陰に隠れていることしかできない。

　だが、そうはさせじと敵は次々にグレネードを投げてきた。

　岸嶺のすぐ足元に丸い物体が転がる。もうここにいれば確かく実じつに死ぬだけだ。それならスプリントで駆け回る方がまだ生き残れる可能性がある。

　やむなく蜂はちの巣すになる覚悟で岸嶺は柱から飛び出した。

（こうなったらこっちもグレネードで道連れを狙ねらうしかない……！）

　と、グレネードを投げようとしたそのときであった。

　空中回廊から飛び降りてきたのだろう、青いスパルタンが空から舞まい降りたのだ。それも敵のど真ん中に。

　そして着地と同時に、持っていたハンマーを叩たたきつけたのだ。

　バウンという凄すさまじい音が響ひびき、敵がまとめて吹っ飛んだ。

「え!?　部長!?」

　天てん道どうだった。

　巨大な近接用武器・グラビティハンマーを構えた天道が敵を吹っ飛ばしたのだ。

「よく時間を稼いでくれたな！」

　間かん髪ぱつ入れずに天道はハンマーを構えて他ほかの敵に襲おそいかかった。グラビティハンマーは近接でしか使えない分、その威力は絶大で、まともに喰くらえばシールドがあろうと一撃死、そうでなくともその余波で吹き飛ばされる。

「まずい、散らばってください！」

「と、突然言われて対応できるか！」

《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》と平ひら泉いずみの混乱した声が聞こえてくる。

「はっはっは！　くらえくらえ、ファッキンレッドチームめ！　髄ずい液えきを撒まき散らして地べたに這いつくばるがいい！」

　一方天てん道どうは何度もハンマーを振り下ろし、ホログラムごと敵を吹き飛ばしていった。

（……以前から気づいてはいたけど）

　天道しのぶという女子は、ゲームにのめり込むとやはり性格が変わるらしい。もっとも、今は心強い限りだったが。

　一方、敵もただやられていたわけではない。

　まず天道にプラズマグレネードが投げつけられた。それは突っ込んでくる天道の動きを見切った見事な偏差射撃ならぬ偏差投とう擲てきで、真まっ直すぐ天道に吸いつくかと思われた。

「甘いっ！」

　しかし天道は動物的ともいえる反射神経でグラビティハンマーを振り下ろした。衝しよう撃げき波はが発生し、プラズマグレネードがあらぬ方向へ跳ね返される。

「なんだと!?」

　さすがの《宵闇の魔術師》からも悲鳴が上がった。

　すかさず天道はスプリントのアーマーアビリティを使用して一気に距きよ離りを詰め、再びハンマーを振ったのである。

　一いち撃げき目めは外れた。直前で《宵闇の魔術師》らしき敵がジャンプしてかわしたのだ。

　しかし発生した衝しよう撃げき波はがその体を吹き飛ばす。こうなると吹っ飛んでいる間、動きは取れない。

　そこへ再び距離を詰め、最後の一撃を喰くらわせたのである。

「はっはっはっは！　見たか！」

　豪快に笑う天道を、岸きし嶺みねは横目に見ながら感心する。

「す、すごいですね、部長って」

「彼女は特にハンマーの類たぐいを持たせると無敵になるのだよ。スマブラの影えい響きようだな」

　瀬せ名な先生がそう論ろん評ぴようしたが、岸嶺にはなんのことか分からなかった。

　ふと岸嶺はスコアを見た。今の天道のハンマーラッシュで、どれぐらい敵チームとの差が詰まったかと思ったのだ。しかし、

「え、一六対一四!?　僕たちの方が勝ってる!?」

　信じられなかった。ついさっきまでは敵の戦術にいいようにかく乱され、無意味にキル数を献上していたというのに、まだ自分たちの方がリードしていたのだ。

「別におかしなことじゃないわ」と、杉すぎ鹿しかが平然と答える。「あたしみたいな優ゆう秀しゆうなスナイパーがついてるんだもの。そう簡かん単たんに負けはしないわよ」

　個別の戦せん績せきを見るとその理由が分かった。杉鹿のキル数は八で《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》に並んでトップだった。恐らく自分たちが前ぜん線せんで敵と戦っている間に、遠えん距きよ離りから杉鹿が敵を倒してくれていたのだろう。

「分かるかね、岸きし嶺みね君」と、瀬せ名な先生。「個々の戦績は関係ない。敵に一人ひとり傑出した敵がいても構わない。チームとして勝っていればそれでいいのだ」

「……分かりました、これがチーム戦なんですね」

　ただ自分には見えていなかっただけで、彼女たちも一いつ緒しよに戦ってくれていたのだ。単純明快なその事実を、あらためて思い知らされる。

「くっ、ハンマーは打ち止めだ」

　と、さすがに敵の反はん撃げきをしのぎ切れなかったのか、天てん道どうがキルされていた。

「岸嶺、キミもチーム戦の戦い方は分かっただろう。必ずしもキミが敵を倒す必要はない。敵をひきつけてくれるだけでもいいんだからな」

「はい、よく分かりました」

　それからしばらく岸嶺は普通に戦った。

　切り込み役の寿命は長くなく、奮戦するも間もなく敵に倒される。

　だが次にリスポーンするとき、岸嶺はアーマーアビリティを変えた。高速移動が可能な『スプリント』から、一定時間無敵になれる『アーマーロック』へと。

　再び戦場に舞まい降りた岸嶺は、すかさず切り込んだ。

　まもなく敵と接触、銃撃戦が始まる。

　一人目はどうにか正面からのぶつかり合いで倒せた。

　だが、損傷したシールドが回復する前に次の敵と接触。それも二人ふたりがかりだった。

「よし、もらった！」

　敵チームから平ひら泉いずみの歓声が聞こえてくる。

　実際、この状況で岸嶺に勝ち目はない。シールドはあっという間に消失し、ライフが削られていく。

「今だ！」

　ここで岸嶺はアーマーロックを使用した。

　スパルタンが身を屈かがめる。同時に全身がバリアで包まれ、防御力が極限まで高められる。戦車の突進でさえ防ぐという最強の盾だ。ただし、一切身動きがとれなくなるという欠点もあるが。

「それでしのいだつもりかな!?」

《宵闇の魔術師》の声も聞こえてきた。

　二人ふたりのレッドスパルタンはそのまま左右から岸きし嶺みねを挟はさみ込んだ。アーマーロックが使える時間は最長で五秒ほど。その間に攻こう撃げきの準備を整え、アーマーロックが解けた瞬しゆん間かんに攻撃するのがセオリーなのだ。

「この数秒があれば充分なんですよ！」

　岸嶺が負けずに叫んだ直後。

　銃撃が《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》を襲おそった。

「よし、間に合ったぞ、岸嶺！」

「くそっ、横から!?」

　岸嶺たちはあれだけ派は手でに撃うち合ったのだ。瀬せ名な先生や天てん道どうが気づかないわけがない。アーマーロック使用によって得た数秒の猶ゆう予よが、援軍の到着に間に合わせてくれたのだ。

　こうなると《宵闇の魔術師》と平泉も岸嶺への攻撃を諦あきらめ応戦しなければならない。

しかも援軍は瀬名先生と天道だけではなかった。

「くそっ、スナイプされた!?」

「ふん、甘いのよ！」

　まず一人ひとり、平ひら泉いずみの悲鳴が上がった。

　杉すぎ鹿しかだ。あらためてその狙そ撃げきの冴さえを知る。彼女は、瀬名先生と天道の攻撃によってシールドが消失した瞬間を狙ねらって、平泉をヘッドショットしたのだ。

「さすが杉鹿だ……！」

　一方、いよいよ限界が近づき、岸嶺はアーマーロックを解いた。アーマーロックには完全防御以外にもう一つ利点がある。長時間使用してから解除すると、まるで溜ためられたエネルギーが一気に解放されるかのように、ＥＭＰバーストと呼ばれる小さな爆ばく発はつが起こるのだ。その爆発は至し近きん距きよ離りにいる敵を吹き飛ばし、シールドを消失させることができる。もっとも、周囲に誰だれもいないこの局面では意味はなかったが。

「やる！　だが、ただではやられん！」

　さすがに四対一という状況ではどうにもならないのだろう、撃ち合いの末《宵闇の魔術師》は倒された。

　しかし、言葉通りただでは倒れなかった。敵かなわぬと見るや、応戦を諦め代わりにアーマーロックが切れた直後の岸嶺に向かってフラググレネードを投げたのだ。

「げっ!?」

　まさに絶好のタイミングだった。ＥＭＰバーストが終わったその瞬間に投じられたそのグレネードは、もうかわしようがない。

　咄とつ嗟さに岸嶺はジャンプしていた。しかし、その程度で強烈な爆発から逃れられるわけがない。

　岸嶺もまた吹き飛ばされ、その体が人形のように転がる。

　敵味方双方のポイントが、それぞれ一つずつ増えた。

「あの局面から一キル取るなんて……！」

《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》の冷静沈着なプレイぶりには舌を巻く思いだった。

「今のは仕方ない。だが、それでいいんだ」

　と、天てん道どうの声がボイスチャットに響ひびく。

「はい、分かります」

　敵を倒すのが自分である必要はない。それがチーム戦なのだ。チームであることの意味を、あらためて岸嶺は悟っていた。
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「やるじゃないか。《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》だけかと思ったが、なかなかに粒ぞろいなチームだ」

　自分個人の成せい績せきを見て、《宵闇の魔術師》こと権ごん田だ原わらは呟つぶやいた。キル数一二、デス数六。デス数が片手で数え切れなくなるなど、最近なかなか覚えがない。

「余裕ぶってサングラスをかけなおしてるんじゃない！　負けてるじゃないか、なんとかしろ！」

　平ひら泉いずみが激げつ昂こうする。

　無理もないことだった。現在の得点は、一六対二一。後あとたった四キルで負けてしまう。

「では……こちらもフォーメーションを変えましょう、僕が一人ひとりで敵へ突貫します。三人は必ず一組になって行動してください。積せつ極きよく的てきに攻勢に出る必要はありません、守りを固めることに重点を置いてください」

「なんだと!?　俺おれに引っ込んでいろというのか!?」

「少し戦況を変えてくるだけですよ。そもそも戦いくさに総大将が出てくるのも無粋というもの。しばらくはこの傭よう兵へいめの戦いぶりでもごゆるりとご見学ください」

　そのように持ち上げてやると、平泉はすぐに機き嫌げんを直すことを権田原はなんとなく悟っていた。

「……ふん。そこまでいうなら任せてやる」

　実のところこの頃ころになると、権田原にとって平泉のことなどかなりどうでもよくなっていた。

　久しぶりに《悪戯好きな小妖精》をはじめ、手ごたえのある敵と戦えているのだ。そのことにまず心が躍おどる。

　権田原は次の戦法に出た。

　アクティブカモフラージュを使って待ち伏せる手段はしばらく封印する。一度うまくいった戦法を連発するのは、対ＣＰＵ戦ならともかく、対人戦では愚策なのだ。ましてや連携を固めつつあるチーム相手には、カモフラージュでは抵抗し辛づらい。

　柔軟に戦法を変え、相手の裏をかき、疑心を誘う。それこそが対人戦におけるセオリーなのだ。

　まずアーマーアビリティはスプリントに変える。高速で突とつ撃げきするための装備だ。ただし、正面から突撃はしない。多少時間がかかることを承知でマップの隅を通り、敵を捜すのだ。

　権ごん田だ原わらが《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》と名乗り、そしてその名が多くのゲーマーに知れ渡ったのには理由がある。一つは権田原が敵のレーダーに映らないようになるアビリティを好んで使うためだ。Ｈａｌｏならアクティブカモフラージュを多用するし、リアル系ＦＰＳなら必ず銃にサプレッサーをつけるし、対無人偵察機ＵＡＶ装備も欠かさない。

　そしてもう一つの権田原の特徴は、マップを最大限に利用することにある。ＦＰＳにおいては、まず敵に接触しなければ点が手に入らない以上、必然的にマップの中央が激戦区になりやすい。だが、権田原が積極的に中央へ向かうことはない。時間をかけてでもマップを大きく回り込み、中央へ向かおうとしている敵を人知れず撃うつのだ。

　そしてどのマップにも、陰になっていて敵に目視し辛づらい通路というのが存在する。権田原が移動する際には、必ずそういった抜け道を最大限に利用し、極力敵に発見されないことを心がけていた。敵に発見されなければ、先制攻撃を仕かけるチャンスが大きく増え、必然的にキルレシオは上がる。闇やみから現れ闇へと消える魔ま術じゆつ師し。それゆえの《宵闇の魔術師》なのだ。

　スプリントを利用して高速移動を続けていた権田原は、間もなく敵を発見した。

　空中回廊の一番高い場所に登ってスコープつきの武器を構えているそのブルーのスパルタンは、間違いなく《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》だろう。

　すかさず攻撃に移る。まず相手の回かい避ひ行動を見越してグレネードを投とう擲てき。続いてアサルトライフルで銃撃。

　もちろん敵の反撃が来る。

　もし彼女がスナイパーライフルを持っていれば一撃で倒される可能性があったが、幸いこのマップにそんな武器は存在しない。

　それゆえ、正面からの撃うち合あいは先制した権田原に分ぶがあった。

　間もなく敵のシールドを消失。不利を悟ったのか、後退していく。

　しかし、その後退先にはすでにグレネードが転がっている。

　爆ばく発はつが発生、敵が吹っ飛び、まず一キルを得る。発見から撃破までわずか数秒の出来事である。

　銃撃をすれば敵に勘づかれる。残る三人の敵はすぐさまここへ殺到するだろう。それゆえ権田原は、逃げた。三対一で敵と戦うような愚かなことはしない。

　敵が急いでここへ駆けつけてくるとすれば、できるだけ距きよ離りを短くしようと中央を通ってくるだろう。だからこそ権田原は空中回廊を飛び降りマップの外側へと移動した。そしてそのまま外周を大きく移動する。

　敵の動きを想像する。敵の三人は今いま頃ごろ味方がやられたポイントへ移動しているだろう。そこに敵がいないことに気づけば、すぐに捜そうとするだろう。

「我が主。なんでもいいから銃を撃うってください。少しでいいから敵の気を引いて欲しいんです」

「俺おれに命令するとはいい度胸だな！」

　文句をいいながらも、平ひら泉いずみと執事、メイドの三人は賑にぎやかに銃を撃った。

　敵の立場になって考える。間違いなく敵は銃声の方角へ駆けつけようとするだろう。

　敵の大体の位置と、敵が向かおうとする方角。それが分かれば敵の現在位置は簡かん単たんに推測できる。そして、敵の隊列も。

　間違いなく三人の先頭はアーマーロックを装備したあの岸きし嶺みねという男子高校生で、その後に残る二人ふたりが続いているに違いない。まずその二人ふたりから片づけるべきだった。

　権ごん田だ原わらはスプリントのアーマーアビリティを駆使して素す早ばやくマップを迂う回かい、敵がいると思われるポイントに後ろから迫った。

「ほうら、ドンピシャだ」

　三人のブルースパルタンが一列になって進んでいる。背後に敵が迫っているとは思いもしないようだった。

　まず権田原は三人の中央を狙ねらってグレネードを投げた。そして同時にマシンガンで最後尾にいる敵を銃じゆう撃げきする。

　もちろんすぐさま敵に気づかれる。だが一発も外さない見事なエイミングで、まず一人ひとりを撃うち倒す。

　反撃が来た。二対一、しかも権田原の弾倉はほぼ空である。普通に考えれば勝ち目はない。

　だがそのとき、先ほど投じておいたグレネードが、彼らの足元で爆ばく発はつ。敵二人は吹っ飛ばされ、死には至らぬもののシールドが消失した。

　その隙すきに権田原は武器を持ち替えた。初期装備の一つ、ハンドガンに。

　体勢を立て直した敵が再び反撃を開始、乱戦が始まる。

　対する権田原は、まず左右に複雑に移動しながら一人目の敵を撃った。乱戦の最中にあっても、権田原の照準は正せい確かく無比で、三発撃てば一発は確実に敵の頭を貫いた。それができたからこそ、権田原は初代チャンピオンという称号を持っているのだ。

　ハンドガンにはヘッドショット判定がある。シールドを失った敵は、それだけで簡かん単たんに死んだ。

　さらにここでジャンプ、残る一人への頭に銃口を向け、ハンドガンを全弾叩たたき込む。

　そのうちの一発が再び頭に当たったようで、残る一人もあっさりと倒れた。

　新たなキルを得た権田原は、すばやく建物の陰に隠れると、再び武器をアサルトライフルに持ち替えた。リロードを行いつつ移動、シールドの回復を待つ。《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》はもうリスポーンしているだろう。となればいつ狙そ撃げきされてもおかしくはないのだ。常に全方位に対して意い識しきを集中させる。それがＦＰＳ──ふっと気を抜くとパーンと撃うたれてすぐ死ぬゲーム──における攻略法なのだ。




　　　　◆




「な、なんですか今の……」

　岸きし嶺みねは身み震ぶるいしていた。

　あっという間に三人がやられたのだ。しかも、岸嶺たちは三人一組になって行動していたのだ。それが背後から敵に襲おそわれたかと思ったら、三秒も経たたずに全滅していたのだ。

　五ポイントのリードがあったはずのスコアも、一いつ瞬しゆんにして二一対二〇とすっかり差を詰められてしまっていた。

「なんですかもへったくれもないわ。あれが《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》の本気なのよ」

「それにしても尋常ではなかったぞ。まさかあの乱戦の中、ハンドガンでああもヘッドショットしてくるとは……」

　ゲーム中はいつも戦意旺おう盛せいな天てん道どうでさえ、戦せん慄りつを隠せないようだった。

「皆、ゲーム終了が近い、作戦を変えよう」

　瀬せ名な先生が眼め鏡がねを光らせる。

「チーム戦であえて強い敵と戦わなければならない道理はない。敵の弱いところを突くんだ。《宵闇の魔術師》との戦いは避け、できるだけ残る三人を攻こう撃げきするとしよう」

「しょうがないわね。ちょっと癪しやくだけど、勝ちには変えられないわ」

　杉すぎ鹿しかが同意し、岸嶺や天道も黙だまってその提案を受け入れた。
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　このとき権ごん田だ原わらは、岸嶺たちの動きを正せい確かくに洞察していた。

（あれだけ腕の差を見せつけたんだ。後あと五ポイントで終了というこの状況では、危険は冒せまい）

　となれば、敵チームは権田原以外の三人を狙ねらいに来ることは自明の理だった。

　狙いが分かれば阻止は難むずかしくない。今味方の三人は一箇所にまとまっている。このマップは見通しがいい分、三人が籠ろう城じようできる場所は限られており、その位置は敵も大体把握しているはずだ。

　となれば、事は簡かん単たんだった。その場所へ移動してくる敵を待ち伏せて攻撃すればいいだけである。




　　　　◆




　岸きし嶺みねたちは劣勢に立たされていた。

　どうやら《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》以外の敵は、空中回廊ではなく地上部分の柱に囲まれた小さな空間に籠ろう城じようしているらしい。そこは杉すぎ鹿しかでも射しや撃げきに困る場所だ。

　しかしそこへ向かおうとすると、必ず横や背後から《宵闇の魔術師》の攻撃が来るのだ。

　ただでさえ、正面から撃うち合っても勝てない強敵である。その強敵から不意打ちを喰くらえば、とても勝つことなどできなかった。

「くっ、またやられた！　なんて敵だ、突破すらできないとは！」

　天道のスパルタンが餌え食じきになり、また敵のスコアが一ポイント増える。今や逆転され、二一：二二となっていた。

「ダメだわ、こっちの動きを読まれてる。このままじゃ突破できないわよ」

「さすがは百ひやく戦せん錬れん磨まのチャンピオンということか。分かった、ではまた作戦を変えよう」

　瀬せ名な先生が静かにそんな提案を始めた。

「まず《宵闇の魔術師》をなんとかするしかあるまい。岸嶺君、奴やつを引きつけてくれ」

「えっ……」

「無む茶ちやよ、そんなの！」

　岸嶺より先に杉鹿が反対の声を上げる。

「あいつの強さは分かったでしょ!?　素人しろうとに毛が生はえた程度の岸嶺を向かわせるなんて、ポイントを献上するようなもんよ！」

「分かっている。しかし、それしかないのだ。岸嶺君が《宵闇の魔術師》を引きつけている間に残り三人の敵を倒し、そのまま一気に勝負を決めるのだ！」

　岸嶺は即答できなかった。

《宵闇の魔術師》の強さは本物だ。傑出したエイミングテクニックを持ち、なおその上にゲームのシステムを知り尽くしている。とても勝てる相手ではない。

　だがそのとき、

「わたしも賛さん成せいだ！」

　天てん道どうまでもが瀬名先生に同意した。

「臆おくするな、岸嶺。キミはわたしが見い出した人材だ。キミはゲームについて独特の才能を持っている。それが発揮できれば、《宵闇の魔術師》にだって負けはしないと信じている。なにより、キミは我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部員の一人ひとりなんだからな！」

「…………」

　天道が自分に期待してくれている。チームの一人として。

「分かりました。やってみます」

　彼女の期待に応こたえないわけにはいかなかった。そもそも、これは杉すぎ鹿しかの将来のかかった大事な試合である。ここで逃げるわけにはいかなかった。

「……いいわ」

　決意の堅さが伝わったのか、杉鹿ももう反対しなかった。

「あたしも援えん護ごはしたげる、キルは難むずかしいけど牽けん制せいにはなるはずよ。その間に、天てん道どうと瀬せ名な先生で三人をやって。あいつら一箇所に籠こもってるに違いないから、グレネードをぶち込んでやればどうにかなるはずだわ」

「分かった、必ずやりとげて見せよう」

　瀬名先生は静かに、だが力強く応じた。

「では行こう、みんな！　これが最後の決戦だ！」

　天道の号令が響ひびき渡り、岸きし嶺みねは画面に意い識しきを集中させた。

　まず目を閉じる。

　天道がいったように、自分に妙な特技があることは知っている。本やゲームに没頭すると、その中の主人公と一体化してしまうという、他人から見れば冗じよう談だんとしか思えない特技だ。

　だがその特技が発揮されている間は、多少なりともまともにゲームができているらしい。

（それなら！）

　生まれて初めて誰だれかに期待された試合。

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶが初めてチームとして挑んだ試合。

　そして、一人ひとりの部員、いや、一人の女の子の将来がかかった勝負でもあるのだ。

　負けることはできない。勝つためなら、どんな小さな望みでも欲しかった。

（僕に力があるなら！　発揮するのは今しかないだろ！）

　岸嶺は、ゆっくりと目を開けた。

　そして気づいたとき、岸嶺はブルーの装甲に身を包んだスパルタンに成り切っていた。
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　体が軽いのを、僕は感じていた。

　ぴょんとジャンプしてみれば数メートルを軽く跳び、どれだけ重い武器を構えて走っても疲れることはない。当たり前だ、僕は強化兵士スパルタンなのだから。

　僕に与えられた役割はアタッカーである。僕は迷うことなく戦場の中央を突っ切って進んだ。できるだけ目立つためにだ。

　当然のように敵──もちろん《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》だ──に発見され、すぐさま銃じゆう撃げきが来る。レーダーに反応。敵を示す赤点の位置は、僕の左。

　恐ろしい勢いでシールドが削られていく。僕も回かい避ひすべく左右に身を動かすが、まったく銃弾は逸それない。凄すさまじいまでのエイミングだった。

　僕はどうにかアサルトライフルで応戦した。だが、巧たくみな回避行動を取りながら的てき確かくな射しや撃げきをしてくる《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》相手ではほとんど効果があるように思えない。

　しかし、僕には味方がいるのだ。スナイパーの杉すぎ鹿しかである。はるか後方の彼女は、複雑な動きを繰くり返す《宵闇の魔術師》に見事な射撃を加えていった。

　さすがに二対一で攻撃されれば勝ち目は薄うすいと見たのか、《宵闇の魔術師》は後退していった。

　とはいえ、シールドが大きく削られた僕に深追いはできない。なにより、僕には杉鹿の他ほかにもまだ仲間がいる。《宵闇の魔術師》を無理に倒す必要はないのだ。

　それゆえ、僕もひとまず岩陰に身を隠した。そのままシールドが回復するのを待つ。

　一時的な膠こう着ちやく状態になった。僕としてはこのまま時間が稼かせげればそれでいいのだが、《宵闇の魔術師》が黙だまっているとは思えない。

「僕が敵の立場にあったとしたら[image: ][image: ]！」

　敵の立場になって考える。

「グレネードに気をつけて！」

　答えは杉鹿がくれた。障害物に隠れた相手を攻こう撃げきする最適な手段は、グレネードを投げつけることなのだ。

　杉鹿の指摘は正しく、足元にフラググレネードが転がってくる。

　僕は咄とつ嗟さにアーマーロックを使用していた。下へ手たに岩陰から飛び出して《宵闇の魔術師》に待ち伏せされることを恐れたのだ。

　間もなくグレネードが爆ばく発はつ。しかしアーマーロックのおかげで無傷だ。

「次だ、次はどう動く!?」

《宵闇の魔術師》の立場になって考える。

　彼にとって一番の安全策は、こちらのアーマーロックが切れる瞬しゆん間かん──最長で約五秒後だ──を狙ねらって再びグレネードを投とう擲てきしてくることだろう。

　突っ込んでくる可能性はあるが、岩陰で僕が待っていることが分かっている以上、そんな危険を冒すとも思えない。

　僕はひとまずアーマーロックを自発的に解いた。無意味にＥＭＰバーストが発動する。

　そしてその直後。プラズマグレネードが僕の足元に転がってくる。

　危ないところだった。アーマーロックをもっと早く解いていなければ、その爆発を回かい避ひできず吹っ飛ばされていただろう。

　だがすでに僕は自由の身だ。僕はグレネードの回避と、敵の意表を突くために、岩陰からジャンプして飛び出した。

　やはり《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》は待ち構えていた。しかし多少は意表が突けたのか、敵の迎げい撃げきはわずかに遅れた。

　すかさず攻撃する。といっても、銃は使わない。

　代わりに拾っておいたプラズマグレネードを二つ連続で投げつける。運よく相手に吸着すれば一撃で倒せるし、そうでなくとも爆風でダメージを与えられるかもしれない。相手のシールドさえ剝はがせば、杉鹿のヘッドショットで一撃で倒せる可能性があるのだ。

　試みはうまくいった。プラズマグレネードは《宵闇の魔術師》に吸着こそしなかったものの、その爆ばく発はつに巻き込まれてシールドを失ったのだ。

　しかし、巧たくみな回避行動を繰くり返して素す早ばやく物陰に隠れたのは、さすがチャンピオンというべきだった。

「く、外したわ[image: ][image: ]」

　ヘッドショットの好こう機きを逃したのだろう、悔しそうに杉すぎ鹿しかが呟つぶやくのが聞こえた。
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「やるじゃないか」

　権ごん田だ原わらはサングラスをかけ直した。

　敵には杉鹿の援えん護ごがあるとはいえ、こうもなかなかキルを得られないのは、珍しいことだった。

　とはいえ、そう希け有うということでもない。

　たとえば、先日戦ったＪＧＢＣだ。あのときも、権田原は最後の最後で妙な強さを持つ敵と一対一の激げき闘とうを繰くり広げることとなったのだ。

　今相手にしている敵からも、まさに同じような気迫を受ける。

（待てよ。ひょっとして……）

　ふと思い当たることがあった。

　ＪＧＢＣでの戦いの後、権田原はある光景を目撃していた。敗北に泣いている参加者の姿だ。

　ふと思い返せば、あのとき見かけた参加者と、今日きよう出会った岸きし嶺みねという少年はそっくりではないか。

「そうか」

　自分にこうもプレッシャーをかけられるゲーマーがそうたくさんいるとも思えない。

　あのときギアーズオブウォーで対戦したあの挑戦者こそ、岸嶺だったのだろう。

　だとすれば、その彼が再び自分に戦いを挑んでいるということになる。しかも、権田原がその腕を認める《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》とチームを組んで。

「面おも白しろい、なんと運命的なことか！」

　思わず笑いたくなった。最近忘れかけていたゲームの楽しさというものが、再び湧わき上がってくるようだった。

「おい、早く勝負を決めろ！　敵がこっちに近づいているんだぞ！」

　権ごん田だ原わらの気分を台なしにしたのは、雇い主平ひら泉いずみだった。

　彼の言葉に従うのは癪しやくではあったが、そう無む下げにもできなかった。これはチーム戦なのだ。権田原としても、自分だけを満足させるための戦いはできない。元チャンピオンが勝利への執念に欠けた戦いを見せるわけにはいかないのだ。

「お任せを、我が主よ」

　権田原はサングラスをかけ直した。

　勝つための戦い方ならいくらでもある。たとえば、戦い辛づらい相手と無理に戦う必要はない。キルは取れるところから取ればいいのだ。
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　僕は《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》が隠れた柱の裏を注視していた。

「攻こう撃げきしてこないわね」

　杉すぎ鹿しかから通信が入る。

「うん、どうしたんだろ」

《宵闇の魔術師》はまったく姿を見せなかった。いつもいつも機き先せんを制してきた敵の動きとは思えない。

「よし、敵の籠ろう城じようポイントに到達した！」

「グレネードを投げ込むぞ！」

　そのとき僕の耳に部長と瀬せ名な先生の声が相次いで飛び込んできた。

　ついに敵の本ほん丸まるを攻めようとしているのだ。現在のスコアは二一：二二。籠こもっているであろう敵三人をどうにか倒し、その後リスポーンしてバラバラになっている敵のどれか一人ひとりを倒せば勝負は決まる。

　やがてグレネードの爆ばく発はつ音おんに続き、激はげしい銃声が鳴なり響ひびいた。

　さすがは部長に瀬名先生というべきか、それなりに優ゆう勢せいに戦っているようでまず敵が一人死ぬ。

　だがそのときだった。

「まずいわ！　《宵闇の魔術師》がそっちに向かってる！」

　杉鹿がそんな悲鳴を上げたのだ。

「ええ!?　どうして!?」

　思わず悲鳴を上げた僕だったが、すぐにカラクリに気づく。

　物陰に隠れた《宵闇の魔術師》は、そのまま本丸の応援に向かったのだ。僕たち二人ふたりを無視して。

　僕たちが《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》を引きつけていたと思ったら、実は《宵闇の魔術師》に僕たちが引きつけられていたのだ。

「こっちは手一杯だ、なんとかしてくれ！」

　瀬せ名な先生の言い分はもっともだった。先生たちはすでに複数の敵相手に戦ってるのだ、後方に目をやる余裕はないだろう。

「くっ！」

　僕は慌てて移動した。すぐに天てん道どうたちに背後から襲おそいかからんとしていた赤いスパルタンの姿が目に入る。

　アサルトライフルを連射する。しかし、距きよ離りがあるせいかほとんど当たっている様よう子すがない。杉すぎ鹿しかも同じように狙そ撃げきしているようだったが、シールドのせいか倒すまでには至らないようだった。

　このとき、部長がもう一人ひとり敵を倒したようだった。だがついに《宵闇の魔術師》がその背後から襲おそいかかる。

　もともと籠ろう城じようしていた三人との戦いで多少なりとも消耗していたのだろう、部長と瀬せ名な先生の二人ふたりは、ロクに抵抗することもできないまま倒されてしまった。

　この時点でのスコアは二三：二四。敵のリーチである。

「せめて、《宵闇の魔術師》さえ！」

「待って、深追いはダメよ！　そこは射しや線せんが取れないの！」

　杉鹿の制止はもっともだったが、多少なりとも《宵闇の魔術師》のシールドは削れているはずなのだ。彼さえ倒せれば、残り一キルぐらいどうにでもなる。

　そう考えて僕はアサルトライフルを乱射しながら《宵闇の魔術師》に迫った。

　だが、そのときである。

「新手!?」

　赤いスパルタンが、もう一人現れたのだ。恐らくは籠城していた最後の一人が、《宵闇の魔術師》と合流したのだ。

　そして二人がかりで一斉射撃してくる。

「くそっ！」

　二対一で攻撃されれば数秒ともたない。事実、もの凄すごい勢いで僕のシールドが削られていく。

　僕は迷うことなくアーマーロックを使用した。というよりはそれしかなかった。大地に拳こぶしを突き、完全な防御体勢になる。

　間かん一いつ髪ぱつだった。シールドはもうほとんど残っていない。

「はっはっはっ、悪あがきだな！」

　どうやら生き残っていたのは平ひら泉いずみだったらしい。勝ち誇った笑い声が聞こえてくる。

「くっ[image: ][image: ]！」

「ちょっと待ちなさい、すぐに射しや線せんを確かく保ほするから[image: ][image: ]！」

　杉すぎ鹿しかの声が聞こえたが、もう対抗する手段はほとんどなかった。

　アーマーロックの効果時間はわずか五秒。たとえその間に杉鹿が射線を確保して狙そ撃げきができたとしても、シールドの残っている敵を二人ふたり同時には倒せない。

　そもそも、現時点でスコアは二三：二四。僕が倒されればその瞬しゆん間かんに敗北するのだ。

　残された可能性は、アーマーロックが切れるまでに他ほかの味方がやってきてくれることだが、数秒ではとても無理だろう。

　見せつけるように、僕の右前に平ひら泉いずみが、左前に《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》が立った。

「はっはっは、これで終わりだな！」

　平泉が勝ち誇ったように宣言する。

　そして、彼の右手に青白い光が灯ともった。

　プラズマグレネードを投じようとしているのだ。

　僕にとっては一秒が永遠のように感じられた。それほど絶望的な状況なのだ。

　これではアーマーロックが終わった瞬しゆん間かんにグレネードに吹き飛ばされるか、そうでなくとも二方向から攻こう撃げきを受けて死ぬ。

　だが、このときだった。《宵闇の魔術師》と杉鹿の、珍しく切せつ羽ぱ詰つまった叫び声が交こう錯さくしたのだ。

「我が主、グレネードは早過ぎます！」

「今よ、アーマーロックを解除しなさい！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　なぜ《宵闇の魔術師》が動揺したのか、なぜ杉鹿がそんな指示をしたのかは分からなかった。

　けれど、迷っている暇などない。杉鹿が──仲間がそうしろといったのだ。従うしかなかった。

　僕がアーマーロックを自発的に解除したのと、平泉の投げたプラズマグレネードが僕の足元に落ちたのはほぼ同時だった。

　そしてここから、思ってもいなかった奇跡は起こる。

　長時間アーマーロックを使用したことにより、ＥＭＰバーストが発生した。




「なに!?」

　戸惑いの声は平泉の口から上がった。

　発生したＥＭＰバーストは思いもよらない効果をもたらしたのだ。その衝しよう撃げき波はで、プラズマグレネードを吹き飛ばしたのである。

　そして、吹き飛んだプラズマグレネードは、そのまま平泉の体に吸着した。

「なんだとぉお!?」

「今よ！」

「う、うん！」

　平ひら泉いずみの悲鳴が響ひびき渡る中、杉すぎ鹿しかの短い命令に、僕は本能で応じていた。

　もはややることは一つだけ、狙ねらうは《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》だ。

　すべては一いつ瞬しゆん、二秒にも満たない時間でのことである。だが、僕にはすべてがスローモーションのように映った。




　まず平泉に吸着したプラズマグレネードが爆ばく発はつ。




　それを横目に、僕と《宵闇の魔術師》がアサルトライフルの銃口を向け合う。




　射しや撃げきを開始。互いのシールドが削られていく。




　シールドが先に尽きたのは、もともとダメージを受けていた僕の方だった。




　さらに正せい確かく無む比ひな射撃により、残るライフもみるみる削られていく。しかしアサルトライフルの銃弾は決して強くはなく、すぐには死なない。




　だが、いよいよ僕の生ラ命イ力フが尽きようというそのとき。《宵闇の魔術師》のシールドもまた消失。




　それと同時に。




「これで、最後よ!!」




　射撃位置に辿たどり着いた杉鹿が、狙ねらい済ましたバトルライフルの銃弾を放ったのだ。

　たった一発のその銃弾は、シールドを失った直後の《宵闇の魔術師》の頭を正確に貫いていた。
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　岸きし嶺みねは、画面に表示されたその文字の意味がとっさに分からなかった。

　ブルーチームの勝利。画面にはそう書かれている。

「勝った……。勝ったぞ、わたしたちの勝利だ！」

「へ……」

　天てん道どうの歓声が聞こえた直後。

　岸きし嶺みねは、とてつもなく柔らかい感触と、そしてとてもいい香りに包まれていた。

　野球やサッカーの選手がごく自然にやるように。満面の笑えみを浮かべて、天道が抱きついていたのだ。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐさま天道は岸嶺から離はなれ、今度は杉すぎ鹿しかに抱きついていた。

「ほら、わたしたちの勝利だぞ、もっと喜べ！」

「ちょ、ちょっと、離しなさいよ！　あたしがいるんだから勝って当たり前だし！」

　杉鹿は照れ臭そうだった。

「そうか。勝ったんだ、僕たち」

　ようやく岸嶺はその事実をかみ締しめ始めていた。一いつ瞬しゆんとはいえ、異性と抱き合ったことの衝しよう撃げきも大きかったが、それ以上になんか経けい験けんしたことのない興こう奮ふんのようなものが浮かび上がってくる。
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「やるじゃないか……」

　権ごん田だ原わらはサングラスを外した。

　完全な勝利は目前にあったはずなのだ。敵はたった一人ひとり。シールドは消失し、しかもアーマーロック状態で身動きができない。その上、二人ふたりがかりで挟きよう撃げきできる体勢にあった。

　にもかかわらず、たった一秒ですべてが覆くつがえされたのだ。そんなことが起こり得るのが、ゲームなのだ。久しぶりに体験する敗北は、いっそ心地ここちよいほどだった。

「さすが《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》が所属しているチームだ。よい勝負だった」

「なにがいい勝負だ！　勝てなければなんの意味もないじゃないか！」

　平ひら泉いずみの怒声で、権田原は現実に呼び戻された。

（わ、忘れていた……！）

　今日きようのゲームがどんな意味を持っていたかを思い出す。

　ようするに取引相手の機き嫌げんを損ねないための接待だったのだ。会社に通常業務をほっぽり出していいと言われるほどの。

　にもかかわらず、その接待で自分は負けてしまったのだ。

「……そ、それは、その」

　ひとまずサングラスをかけ直す。動揺を見破られないようにするためだ。

　しかし、なんと弁明すればいいのか分からなかった。冷や汗だけが出てくる。「接待に失敗して怒らせて帰ってきました」などと上司に報告することになれば、明日あしたから職しよく場ばに席がなくなるかもしれない。

「言い訳など聞きたくない！　おまえはあれだけ勝てるといっていただろう！　それなのになんだ、この様ざまは！　今日きようの勝負が俺おれにとってどれだけ重要だったか分かっているのか!?」

「待て、平ひら泉いずみ」

　そのとき冷ややかに語りかけたのは──杉すぎ鹿しかと同じチームの女子高生だった。確たしか天てん道どうとかいう名前だ。

「な、なんだ!?　おまえには関係ないことだろう、引っ込んでろ！」

　その堂々とした彼女の態度に圧倒されたのか、平泉の声はどこか怯ひるみがちだった。

「そうはいかない。チーム戦における勝利とは、皆で勝ち取るものなのだ。敗北したからといって、その責を一人ひとりに背負わせるなど、あまりに理不尽というもの。とても見過ごすことはできない」

「し、知るかそんなこと！」

　天道の言葉はゲーマーとしてはもっともだったが、それで反省するような平泉ではなかった。

　だが、平泉の反応を無視して天道はビシッと効果音が聞こえてきそうな勢いで指を突きつけた。

「一つ訊ききたい。今日、なぜおまえはわたしたちに負けたと思う？」

「し、知るか、そんなこと！」

「おまえは、チームを信頼していなかった。だからわたしたちに勝てなかったんだ。誰だれかのせいにするのは簡かん単たんだ。だがその前に、まず自分の行いを省みるべきだ。そうでなければ、杉鹿だって絶対におまえになどついては行くまい」

　彼女の態度にはどこか反抗しがたい雰囲気があるのか、平泉は押し黙だまった。

（チャ、チャンスだ！）

　よく分からなかったが、なんとなく事をうやむやにするには今しかないような気がした。

「彼女の言う通りです」

　と、できるだけ余裕ぶって権田原も言った。

「僕はあなたのお父上が取引されている会社の下っ端社員でしかありません。あなたの不ふ興きようを買えば、簡単に抹まつ殺さつされてしまう身だとはもちろんわきまえています。しかしあなたは、いつかお父上の跡を継いで我が社の取引相手になられるでしょう。そのときあなたにはもっとよい取引相手でいて欲しい。しかしながら、あなたにはいつも他人を見下されるところがありました。だからこそ、僕はあなたの依頼を引き受けたのです。ゲームを通してあなたに成長してもらいたいがために」

　それは、我ながら責任をうやむやにするいい締しめ方だと思えた。

　権田原は天道を指差した。

「彼女の指摘はもっともです。今日の戦いがチーム戦であり、皆で力を合わせなければ勝てないものだという意い識しきがあなたにあれば、決して負けなかったでしょう。しかしあなたにはその意識が欠けていた。どうかご理解ください。人は一人ひとりでは生きていけないのだと」

　最後の締しめは自分でも臭すぎると思った。

　しかし、他ほかに適当な言葉も浮かばなかったのも事実である。それに権ごん田だ原わらとしては、とにかく敗北の責任が平ひら泉いずみにもあるということにできれば後あとはなんでもよかった。

「ふ、ふざけるな！」

　権田原の邪よこしまな考え方がよくなかったのかもしれない。平泉は権田原が想定したような感銘を受けてくれなかったようだった。

「よくもこの俺おれにそんな口が利けたな！　俺は平泉グループの御おん曹ぞう司しだ、貴様ら平民など見下して当然なんだ！　ええい、もう勝負などどうでもいい！」

　そして、杉すぎ鹿しかの方に手を伸ばす。

「こっちへ来い、まどか！　さもないとおまえの母親の会社なんぞすぐにでも破産させるぞ！」

「そんな！　約束と違うじゃない！」

「うるさい、知ったことか！　そうだ、最初から勝負などせずこうしておけばよかったんだ。ほら、母親を苦しめたくなかったらさっさと来るんだ！　今夜は目一杯楽しませてやるから！」
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　杉鹿が泣きそうな顔をしているのに、もちろん岸きし嶺みねは気づいていた。

　それは初めて目にする表情だった。見た目が小さな彼女がそんな顔をすると、本当に子供が泣きそうになっているようにしか見えない。

　なにが原因かは分かる。敗北を受け入れられない平泉が、土ど壇たん場ばになって勝負をなかったことにしようとしているのだ。

「言ってやりたまええ、岸嶺君」

　と、そのとき。岸嶺は、なぜか瀬せ名な先生に背中を押されていた。

「え？　え？」

「君の大切な仲間の一人が奪われようとしているのだぞ。ここで行かねば、男がすたるというものだ」

「で、でも、なんて言えばいいんですか!?」

「《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》を見習いたまえ、ノリだよそんなもの！　そら、行ってこい！」

　以前、杉鹿と平泉の話を盗み聞きしていたときのように。

　岸嶺は押し出された。杉鹿と平泉の間に割って入るように。

「ま、またおまえか！　入ってくるな、邪じや魔まなんだよ！」

　平ひら泉いずみに怒ど鳴なりつけられ、押しのけられそうになる。

　図と書しよ館かんに籠こもってばかりの岸きし嶺みねである。思わず怯ひるみそうになる。

　だが、踏みとどまった。自分のすぐ後ろに、怯おびえている杉すぎ鹿しかがいるのだ。ここは引けなかった。

「も、申し訳ありませんが彼女は僕たちの仲間なんです。彼女が嫌いやがっている以上、あなたには渡せません」

「……岸嶺？」

　背中で杉鹿がぽつりと呟つぶやいたのが聞こえた。その彼女らしくない弱気な声を聞くと、いよいよここは動けなかった。

「なんだと？　この俺おれに命令するつもりか！」

「命令でもなんでもありません。僕はあなたと勝負をして勝ったんです。あなたが少しでも僕たちより格上だというのなら、せめて約束を守るぐらいの度量は見せてください」

「貴様っ！」

　胸倉を摑つかまれた。平泉が拳こぶしを作って振り上げる。

　殴られるのだと分かった。

　それもまた岸嶺にとっては初めての経けい験けんである。

　もちろん怖い。だが、今は『殴られるものなら殴ってみろ』という気になぜかなれた。

「お止やめくださいませ、坊っちゃん」

　だが、その拳が振り下ろされようというそのとき。

　平泉の腕を摑んだのは、あの女性執事だった。

「またおまえか！　止めるな、大おお沼ぬま！」

「そういうわけには参りません。というのも、そちらのお方がさっきから携帯を構えていらっしゃるものですから」

「なに？」

　執事が指差した方向では、瀬せ名な先生が不敵な笑えみを浮かべながら携帯のカメラを岸嶺たちに向けていた。

「いやあ、最近の携帯は動画も簡かん単たんに撮とれるのだから便利になったものだ！」

　しれっとそんなことをいってのける。

「坊っちゃん。さすがに暴ぼう行こうの証拠を残されては面めん倒どうです。ここはお控えください」

「そうですよ、坊っちゃん。それに、あまり見苦しいところを見せられては、わたしどもとしてもお父上に密告せねばならないのですよ？」

　メイドまでもがそう口添える。

　なぜか平泉も彼女たちには強く出られないようで、ようやく拳を下ろした。

「くそっ！　ええい、分かったよ！　だがこのままでは済まさんぞ！　貴様、名前は!?」

「え？　ぼ、僕？　岸きし嶺みね……健けん吾ご、ですけど」

「その名前、覚えたからな！　今日きようは引き下がってやる！　だが、覚えておけ！　いつかまどかを奪ってやるからな！」

「……そうはいきません。大事な仲間ですから」

「ふん！」

　不ふ機き嫌げんそうに、平ひら泉いずみは出て行った。

「よくいったぞ、岸嶺。それでこそ我が部員だ」

　天てん道どうがぽんと肩を叩たたいて褒ほめてくれる。

「まったく。あんたも平泉も、あたしのことをなんだと思ってるのよ。あたしはまだ誰だれのものでもないっていうのに」

　杉すぎ鹿しかがそっぽを向いて抗こう議ぎする。

「あ、うん。そうだよね。ごめん、あんなこといって」

「べ、別に謝あやまる必要なんてないわよ。あそこはああいうしかなかったんだろうし……」

　彼女の様よう子すがどこかおかしかった。いつもの覇は気きがない。

「皆さま、お騒さわがせいたしました」

　と、そのとき女性執事が岸嶺たちの前で頭を下げた。

「今日きようは坊っちゃんにお付き合い頂きありがとうございました。後のことは私どもでなんとかしますので、どうぞお気になさらず」

「いや。礼を言うのはこっちの方だ。あれだけ熱あつい勝負ができたのだからな」

　天道がゲーマーらしい言葉で返す。

　執事の顔に小さな笑えみが浮かんだ。

「確たしかに。やってみると面おも白しろいものでしたね、ゲームというのも。とにかく、車でお送りいたしましょう。どうぞこちらへ」

「それはありがたい！」と瀬せ名な先生が快かい哉さいを上げる。「幸いまだ昼だ。部室に戻ってもう少し部活動をしていくだけの時間はありそうだぞ！」

「先生にしてはいい提案です。Ｈａｌｏ一試合では物足りないと思っていたところですから。そうと決まれば、戻ろう、みんな。わたしたちの部室にな」

「はい！　喜んで！」

　と、天道と瀬名先生の後に続こうとした岸嶺だったが、すぐにその足は止まることとなる。誰だれかに腕を引っ張られていることに気づいたためだ。

「え……？」

　杉鹿だった。杉鹿が岸嶺の腕の袖そでを摑つかんでいたのだ。

「ど、どうしたの？」

「今回はあんたのおかげで色々助かったわ。だ、だから……一度しかいわないわよ？　一度だけだからね？」

「え……」

　岸きし嶺みねの声が上ずった。杉すぎ鹿しかの様よう子すがまたおかしかったからである。

　目を合わそうとしない。それに、頰ほおが赤い。なおその上に、子供のようにおどおどしている。

　そして、彼女は小さなか細い声で言った。

「きょ、今日きようは……ありがとね」

「…………」

　岸嶺は思わず言葉を失っていた。

　それどころか、なぜか顔が熱あつくなるのを感じていた。

　杉鹿に礼をいわれて照れ臭かったこともあるかもしれない。だがそれ以上に──健けな気げに小さく礼をいう彼女の姿が、すごく可愛かわいく見えたのだ。

（あ、あれ？　僕って……部長一筋だよね？）

　そんなことを思わずにいられない岸嶺だった。




　　　　◆




「ふう。どうにか誤ご魔ま化かせたようだぞ」

　と、そのとき。こっそり部へ屋やを抜け出した権ごん田だ原わらは、一人ひとり安あん堵どしていた。

　なんやかんやあったものの、どうにか接待の仕事を終えることができたのだ。首の皮一枚繫つながったのだ。後あとはあの女性執事とメイドがどうにかしてくれるだろう。

　それに、面おも白しろい事実も確かく認にんできた。あの《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》が、チームを組んでいたのだ。

　今年ことしのＪＧＢＣは面白くなるかもしれない。そんなことを思いつつ、権田原は携帯電話を取り出した。

「あ、課か長ちようですか？　例の接待の方、どうにか終わりましたので、明日あしたからまた会社の方に出勤します。……え？　今すぐ来い？　だって今日日にち曜ようですよ!?　え？　数日分の仕事がたまってる？　そ、それって課長がやってくれるって話じゃなかったんですか!?」
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　　　　１




　月げつ曜よう日び。

　ブルーマンデーという言葉の意味を、岸きし嶺みねはすでに忘れかけていた。

　それほどに、その日の岸嶺は機き嫌げんがよかったのである。

　初めて現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶはチームとして勝負に勝ったのだ。そして岸嶺自身も、その勝利に多少なりとも貢こう献けんできたのだ。これで機嫌が悪くなるはずもない。

「楽しそうだな、岸嶺。なんかいいことあったのか？　特に女子と」

　休み時間、クラスメイトの日くさ下か部べにそんな質問をされたときなど、「べ、別になんでもないよ」と誤ご魔ま化かすのが大変なほどだった。

　放ほう課か後ごになってもその気分が変わることはなく、岸嶺は足取り軽く部室へ向かった。

　今日きようからまた四人でゲームができるのだ。純粋にそのことが嬉うれしい。

「あれ？」

　と、ドアを開こうとしたところで鍵かぎがかかっていることに気づく。どうやら今日は一番乗りだったらしい。

　とはいえ、別に大したことではない。すでに現代遊戯部の部員の証あかしである鍵を持っているからだ。

　ポケットから取り出した鍵で解かい錠じようし、ドアを開ける。

「え」

「え」

　中に杉すぎ鹿しかがいた。




　しかも、どういうわけか──半裸だった。




　スカートは穿はいていなかった。下はブルマで上は体育着を首に通しただけという状態だったのだ。

　当然のように、肌の大部分が露あらわになっている。

　時が完全に止まっていた。実際には一秒にも満たない時間が、一分にも一時間にも感じられる。

　そしてそれだけの時間があれば、その光景を事細かく観かん察さつするのも簡かん単たんだった。

　さすが白人の血を引いてるだけあってか、本当に白く綺き麗れいな肌だった。その脚あしは細い──というよりは小さい。さらに少し視し線せんを上に上げると、飛び込んでくるのは脚の白さとは対称的な紺色のブルマである。

　それだけでも岸嶺には衝しよう撃げき的てきだったというのに、今の杉鹿は体育着を首に通してるだけという状態にある。

　つまり、首から下はなにも──白いブラジャーしか着けていなかった。

　細い、というよりはやはり小さいと表現すべき真っ白なウエストが飛び込んでくる。

　さらに、可愛かわいらしいおヘソから少し視し線せんを上げると、

「────」

　思わず言葉を失う。

　普ふ段だんの杉すぎ鹿しかのセーラー服姿を見て、分かってはいた。他ほかの男子たちもよく言っていた。いわく、ロリ巨乳と。

　ブラジャーに包まれた実物は、やっぱり大きかった。

　小学生のような小柄ゆえか、純粋なサイズでいえば天てん道どうより小さいかもしれない。しかしその小さな体に、その胸はやたら大きく見えた。実際、谷間の深さも天道以上だった。

　しかも、子供のような肌質の杉鹿である。その胸は見るからに張りがあってその上ふにふにと柔らかそうだった。

　埋うずめたい。主語を抜かした意味不明なことを呟つぶやいたクラスメイトの言葉が、なんとなく思い出される。

　と、このときである。

　ボッと沸ふつ騰とうした音が聞こえてきそうな勢いで、杉鹿の顔が真まっ赤かになった。
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「ちょ、あ、あ、あんた……！」

　体育着を降ろせばいいのに、そのまま杉すぎ鹿しかは完全に硬直していた。

　ここでようやく岸きし嶺みねも我に返る。煩ぼん悩のうに支配されかけていた脳が正常な活動を再開していた。

　まず浮かんだのは、疑問だった。なぜこんなことになっているのかと。

　以前、天てん道どうがここで着替えていたときとは状況が違う。なぜ杉鹿がここで着替えをする必要があるのか。それも、授業が終わった放ほう課か後ごに。

　しかし、それは考えても答えの出る疑問ではなかった。そして、今自分がすべきことは、自問自答などではないことにようやく気づく。

「ご、ごめん！」

　とりあえず謝あやまると、慌てて部へ屋やを出て後ろ手にドアを閉める。そして今目にしてしまったものをどうにか記き憶おくから削除しようとする。

　が、できない。以前天道の着替えを見てしまったときのように、杉鹿の真っ白な肌やブラジャーに包まれた大きな膨ふくらみが完全に脳裏にこびりついていた。

「……もう入っていいわよ」

　間もなく、部室の中から不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてきた。

　ここで逃げても仕方がない。覚悟を決めて、再び中に入る。

　体たい育いく着ぎ姿の杉鹿が、腕を組んで仁に王おう立だちで待っていた。

　否いやが応おうにも白く細い脚あしが目に飛び込んでくる。普ふ段だんの高校生なら間違いなくそちらに視し線せんが集中していただろうが、今の岸嶺にはもっと気になるものがあった。むすっとした杉鹿の怒りの表情である。

　普段からなにかと怒りっぽい杉鹿である。一体どれだけなじられるのかと、戦々恐々だった。

「あ、あんたねえ！　カギもかけといたのになんでノックもしないで入ってくるわけ!?」

　予想通り杉鹿の罵ば声せいが飛んでくる。

　岸嶺はパンと音が出るほどの勢いで両手を合わせると、拝おがむように頭を下げた。

「ご、ごめん！　カギがかかってたから中に誰だれもいないものとばっかり……。そ、それにこんなところで着替えてるなんて思わなくって……」

「あ、あんたがいったんじゃない！　その……あんまり人前で服脱ぐなって！　この部室暑いでしょ!?　だから涼しそうな体操服に着替えてたのよ！」

「え、そうなの……？」

　男の前で服を脱ぐことは、確たしかに色々な意味で危険な行為である。

　だが、男の前でブルマ姿でいることも、充分危険なことではないのか。嫌いやでも目に飛び込んでくる杉鹿の素足を見てると、そう思えてならない。

　だが、そのことを今説明してもややこしいことになるだけではないかと思い、結局岸嶺はひたすら謝り倒すことを選択するのだった。

「とにかくごめん！　今度から気をつけるから！」

「はあ……。もう、分かったわよ、あんたには昨日きのうの借りがあるし……」

　平身低頭が効いたのか、杉すぎ鹿しかは意外とあっさり怒りを解いてくれたようだった。

「……それに、恥ずかしいけどあんたになら別に──」

「え？　今なんか言った？」

　足を踏まれた。それも思い切りだった。

「べ、別になにもいってないわ！　やっぱり全部忘れなさい、今すぐにっ！　ほらっ！　このっ！　このっ！」

「ご、ごめん！　忘れるから！　もう忘れるから！　痛い、痛いって！」

　一度は許されたと思ったのに、なぜか容赦なく踏みつけられる。




「ふむ！　今日きようはなにやら賑にぎやかだな！」

　部室にやってきた瀬せ名な先生が、杉鹿に踏みつけられている岸きし嶺みねを見て呟つぶやいた。

　その隣となりでは、同じく部室にやってきたばかりの天てん道どうが困惑の表情を浮かべていた。

「先生。いつからあの二人ふたりはあんなに仲よくなったんでしょう？」

「さてな！　いずれにせよ、部員同士仲がよいのは結構なことではないか！」

「はあ、確たしかに」

　そしてこのとき、瀬名が眼め鏡がねをかけ直しながら小声で次のように呟いたことを知る者はいない。

「早速一人ひとり目めのフラグを立てたのか。なかなかやるではないか、岸嶺君」










　　　　※　※　※




「はぁ……」

　その少女は、一人ひとり図と書しよ館かんでため息を吐ついていた。

　本の読み過ぎのせいか、目が少ししょぼしょぼする。肩も少し凝こってるが、これは多た分ぶん読書のせいではなく、同年代の少女より幾分豊かな胸のせいだろう。

　少女は眼め鏡がねを外して目頭をマッサージした。

　目の運動がてら、図書館の中を見回してみる。こんなに広い図書館だというのに、利用者は自分一人しかいない。それが寂しい。

　次に少女は、視し線せんをある読書席へと向けた。そこはほんの少し前まで、一人の男子がよく座っていた席だった。

　よっぽど本が好きだったのだろう、名前も知らないその生徒は、一心不乱に本を読んでいた。彼女がちらちらと視線を送ってもまったく気づきもせず、読んでる本のシーンに影えい響きようされてか、ころころと表情を変えていた。あるときは楽しそうに、あるときは悲しそうに。それは見ているだけでもちょっと面おも白しろい光景だった。

　ところが、その彼も最近姿を現さなくなっていた。

　原因はなんとなく分かっている。あの現げん代だい遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶとかいう、変な部活の先生に連れ去られてからだ。

　あるいは彼も、読書より面白い時間の過ごし方を見つけたのかもしれない。それならそれで仕方ないとも思うが、やはりこの広い図書館をたった一人で使うのは、そして本好きの仲間が減ってしまったことには、寂しさを覚えずにはいられなかった。

　と、少女は思い出したように携帯を取り出し時間を確かく認にんした。

「あ、いけない。今日きようは打ち合わせの日だっけ……」

　用事を思い出した少女は、そそくさと帰かえり支じ度たくを始めるのだった。


つづく









　　あとがき




『僕と彼女のゲーム戦争』第２巻いかがだったでしょうか。

　いや申し訳ございません。とても一口でいい表わすのは不可能なほど様々な要因が絡み合ってしまい、今年ことしの夏ごろは作家人生最大のピンチを迎えておりまして、前巻より半年も空いてしまいました。実は前巻は結構売れたらしく、ツイッターなどでも「２巻まだですか？」などとメッセージをよく頂いただき、その度たびに恐きよう縮しゆくしておりましたが、どうかもうご安心ください。とりあえず第３巻は春頃にはお届けできるかと思います。

　ところで、本作の執筆にあたりましては、二人ふたりの方にご協力頂きました。

　まず一人ひとりは現役ゲームプログラマーでもあるＩ田氏です。

　ＦＰＳやＴＰＳといえばアメリカ辺あたりが本場であることは間違いありませんが、たとえば本書で登場したロスプラシリーズがそうであるように、日本も決して傍ぼう観かんしているわけではありません。そしてＩ田氏こそ日本では珍しいマルチプレイ対戦可能なＦＰＳを作っている職しよく人にんと呼ぶに相応ふさわしいプログラマーであり、本書の執筆にあたりましては幾つもの技術的なご助言を頂きました。この場をお借りして御礼申し上げます。

　でも話し合いの場をメイド喫茶にするのだけは勘弁してください。アレさすがに取材できる雰囲気じゃねえから！

　そしてもう一人ひとりは、電でん撃げき文庫ではご存じの方も多いと思います、『吸血鬼のおしごと』『ウチの姫さまにはがっかりです…。』等のシリーズでおなじみの鈴すず木き鈴すず先生です。

　話は変わりますが、筆者もこんな小説を書くぐらいですから、まあゲームには腕に覚えがあるわけです。ゲームで負けるのは屈くつ辱じよくですし悔しくて仕方ないわけです。

　ところがです。ことＦＰＳというジャンルになると、鈴木鈴という男にはどうしても勝てないんです。

　もちろん手も足も出ないとはいいません（筆者のプライド的に）。しかし、残念ですが彼と三戦やったら二戦……いや、五戦やったら三戦は確かく実じつに取られるでしょう。

　しかも彼はキャンパーの類ではなく、敵陣に突っ込んでは極めて迅速かつ正確なエイミングで次々敵を殺していくという超正当派戦せん闘とうスタイルの持ち主なのです。今や彼と一いつ緒しよにＦＰＳをやった同業者は、口を揃そろえてこう言います。鈴木鈴こそラノベ界最強のＦＰＳゲーマーであると。




「本当はゲームが好きなんじゃない、人殺しが好きなんだ」Ｂｙ鈴木鈴




　そうです。本書に登場するキャラたちの何割かは、鈴木鈴氏の影響を受けているのです。

　ちなみに、あるとき筆者は聞いたことがあります。「どうやったらそんなに上う手まくなれんの？」と。答えはこうでした。




「大学の四年間をＦＰＳに費やせば余裕だね」




　……彼のシューターとしての生き様を知らなければ、本書のゲーム描写はもっと大人おとなしくなっていたに違いありません。いつも戦場で僕たちのためにＵＡＶを呼んでくれることを含めまして、この場を借りて御礼申し上げます。

（なお、このあとがきについては鈴木鈴氏の完全なチェックを受けてますので念のため）




　さて、ところで第２巻の本ほん編ぺんはこれで終わりなわけですが、ご覧の通り本書にはまだページが残っております。

　実は先ほどのＩ田氏に話を聞いた際、ＦＰＳに関する非常に興きよう味み深ぶかい話を聞くことができまして。本筋とは関係のない話なんで載せるべきか迷ったんですが、しかし筆者もそうですが本読みにとっては知ち識しき欲よくこそ本分ですし、担当さまに読んで頂いただいたところ「意外と面おも白しろい話だった」という評価を頂きましたので、このあとがきの後におまけとして掲載させて頂くこととなりました。

　題して『理屈で強くなるＦＰＳ講こう座ざ』。もし興きよう味みがありましたら読んでみてください。




　さて、ページ数が限界に近づいてまいりました。本当はロスプラ２の思い出とか色々語ってみたかったんですが、ページ数ばかりはどうしようもありません。

　それでは、また３巻のあとがきでお会いできることを心から祈りつつ。





師走しわすトオル　　　　　　




http://december.sblo.jp/　




Twitter：@SiwasuToru　















　追伸１：




　そういえば一巻を出した後、『ギアーズ　オブ　ウォー』の略称は『ギアウォ』ではなく『ギアーズ』ではないかというご指摘を受けました。いわれてみるとギアウォという呼称は筆者の近辺でこそ普通に使われていたものの、確たしかに若じやつ干かんの語呂の悪さは感じておりました。

　そもそも筆者は小学生の頃ころ『ファイナルファンタジー』のことを『ファイファン』と呼んでおりまして、東京に引っ越したとき周りがみんな『エフエフ』派だったのでびっくりした記き憶おくがあります。

　ゲームの略称だけではなく、たとえば本書に登場した『指切り』についても、似たような単語で『指切りバースト』、『タップ撃うち』『二点タップ撃ち』という呼び方をされることもあるそうです。

　また、本書で登場いたしました『ロスト　プラネット　２』におきましても、『スナイパーライフル』という名称の武器は存在せず、杉すぎ鹿しかが使っていた武器の正式名称は『ライフル』となります。しかし、カプコンさまのご厚意により、意味は通じるということで本文中では『スナイパーライフル』と表記させて頂いただきました。

　まあようするになにがいいたいかと申しますと、本シリーズの中で登場いたします用語につきましては、「こまけぇこたぁいいんだよ！」と大目に見て頂ければ幸いです……。




　追伸２：




　おまけも含めまして本書内では多少なりともＦＰＳについて語ったつもりですが、そこはやはり専門書というわけでもありませんので限界があります。しかし、もし本書をご覧になった方で、もっとＦＰＳに強くなってみたい、あるいはこれからＦＰＳに挑戦したいけどいきなりプレイするのは怖い、という方がおりましたら、最近筆者が結構感銘を受けた４Ｇａｍｅｒ様の記事がありましたので、是非ご覧になってみてはいかがでしょうか。

『30歳からのマルチプレイＦＰＳ入門』

　http://www.4gamer.net/games/085/G008544/20110708052/

　さすがは老舗しにせゲームサイトというべきか、ＦＰＳをやってる身からすると本当に共感する事が細かく解説されます。表題に『30歳からの』とあるぐらいですから、もっと若い方が見ればなおさら参考になると思いますので……。










[image: ]







　その日、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶはいつものように部活を始めようとしていた。だがこの日に限っては、普ふ段だんとは違う活動になろうとしていた。

　事の始まりは、天てん道どうの次の発言である。

「そういえば杉すぎ鹿しか。ずっと疑問だったことがあるんだが、そろそろ教えてもらえないだろうか？」

「ん？　なによ？」

「この間岸きし嶺みねに初めてＦＰＳをさせたとき、『指切り』の話があっただろう？」

　指切り。ＦＰＳにおける射しや撃げきテクニックの一つだ。

　現実の銃がそうであるように、リアル系ＦＰＳにおいても銃をフルオート射撃すると、反動で照準がブレてしまう。近きん距きよ離りなら多少照準がブレても問題はないが、豆粒のような遠距離の敵を撃うつ際にはほんの小さなブレでもまったく敵に当たらなくなるのだ。

　そのため、遠距離の敵を射撃する際には、数発撃ってトリガーから指を離はなし、照準のブレを抑えるというテクニックが必要になる。それが通称『指切り』だ。

「そのときこんな話が出ただろう？　遠距離の敵を撃つには指切りが必ひつ須すだが、指切りをすれば必然的に発射レートが下がる。そのため、最初の一発が当たった時点で相手に逃げられれば、倒し切れないのではないか──とな」

「あ、それですか」

　岸嶺も天道のいわんとしていることを察する。

「僕も気になってたんだ。あのとき杉鹿はこういったよね？　その辺はネット対戦なら気にしなくていいって。なんだっけ？　ラグの問題があるからとかなんとか……」

「そう、その件だ。一体なぜ気にしなくていいんだ？　ずっと疑問だったんだ」

「ああ、そのこと？　話すのはいいけど……ちょっと長くなるわよ？　それを話すにはＰｉｎｇピンとかｆｐｓの話までしないといけないし」

「いや、そういうことなら私からもお願ねがいする、是非解説してやってくれたまえ！」と背中を押したのは瀬せ名な先生だった。「考えてみれば岸嶺君にその手の解説をしたことはなかったからな！　私もどこかのタイミングでやらねばとは思っていたのだ、ちょうどいい！」

「えー？　面めん倒どうね。でも、ま、確たしかに一度は話しておいた方がいいか」

　普段はトゲトゲした性格の杉鹿だが、頼みごとをされると意外と断れない性格らしい。

「そうね、とりあえずホワイトボードが欲しいわね。後あとペンも」

「分かった、用意しよう」

　天道は部へ屋やの隅にあったホワイトボードをガラガラと引っ張り出してきた。

　一方、瀬名先生は白衣のポケットからあるものを取り出し杉鹿に「使いたまえ！」と手渡していた。

「なにコレ？　眼め鏡がね？　あたし、目は悪くないんだけど」

「問題ない、伊だ達て眼め鏡がねだ！　細かいことは気にせず装着したまえ、解説係は眼鏡をかけるものと相場が決まっているからな！」

「…………」

　強引にその眼鏡を押しつけられた杉すぎ鹿しかは、渋い顔をしながら岸きし嶺みねに小声で言った。

「……いつも思うんだけど、あんたたちの顧こ問もんってどっかおかしくない？」

「他ひ人と事ごとみたいに言わないでよ。一応杉鹿の顧問でもあるんだから」

　他方、瀬せ名な先生は用意されたホワイトボードの上の方にでかでかと書き殴っていた。『杉鹿まどかのＦＰＳ講こう座ざ』と。

「さ、これで準備はできた！　始めたまえ！」

「……もういいわ、なんでも」

　杉鹿はヤケになったように伊達眼鏡をかけると、ホワイトボードの前に立った。

（い、意外と似合ってる……）

　もともと気の強そうな杉鹿である。その彼女が眼鏡をかけると、普ふ段だんの子供っぽさが多少消えて大人おとなびて見え、普段とは違った魅み力りよくが感じられるのだ。

「じゃ、講義を始めるわよ。まずＰｉｎｇピンからね」

　杉鹿はホワイトボードに『Ｐｉｎｇ』と書いた。どうやらｇは発音しないらしい。

「聞いたことはあるな」と天てん道どう。「通信状況を示す単語のことだろう？」

「大体合ってるわね。正せい確かくには『目的の端末にパケットを送って、応答のパケットが返ってくるまでの往復の時間』ってとこなんだけど。じゃあ次に……岸嶺、『サーバー』と『クライアント』って聞いたことある？」

「え？　ええと……ネット用語で聞いたことがあるような……。確たしか、サーバーにクライアントが接続してデータのやり取りをするとかなんとか……」

「そうね。サーバーっていうのは、受け皿とかそういう意味よ。たとえばあたしたちはいつもネットにゲーム機き繫つなげて対戦してるわけだけど、それもサーバープログラムがどこかで起動してて、そこに他ほかのプレイヤーがクライアントプログラムで接続してデータのやり取りをしてるってわけ」

　杉鹿がホワイトボードの中央に、でかでかと『サーバー』と書き、線せんでぐるりと囲った。

　その周囲に『クライアント①』から始まって『クライアント④』という項目を四つほど書く。そして赤ペンを取り出し、四つの『クライアント』から『サーバー』へとそれぞれ赤線で繫いだ。

「この赤い線がネットの回線だと思っていいわ。この回線を使って、サーバーとクライアント間でデータのやり取りをするわけ。ここまではいいわね？」

「な、なんとか。サーバーに四つのクライアントが接続してるってわけだね？」

「そう。ただ、この図だと似たような長さの赤い線で繫がってるだけだけど、クライアント①が日本からのアクセスでもクライアント②がアメリカからってこともあるし、実際にクライアントからサーバーに繫つながるには、モデムとかルーターとか色んな機き械かいを介してるわけだから、データのやり取りには結構時間がかかるの。で、そのサーバーとクライアントの通信状況を示すのがＰｉｎｇピンっていう単位なの。この単位が小さければ小さいほど、通信状況がいいって考えていいわ」

「分かりやすく例を出してやろう！」と、瀬せ名な先生が眼め鏡がねを光らせた。「このＰｉｎｇというのはもともと潜せん水すい艦かんが使うアクティブソナーの音波から名づけられたものなのだ！　映画などで潜水艦が周囲を調しらべるためにソナーを打つというシーンを見たことがないかね？　ようはそれのネット版だ！　クライアントとサーバーとの距きよ離りを計るためにＰｉｎｇを打って反応を調べる、そう解釈すればいい！」

「なるほど、なんとなく分かりました」

　潜水艦の出てくる小説を読んだことのある岸きし嶺みねに、そのたとえは分かりやすかった。暗い海中では視界が利かない。だから音波によって周囲の地形や敵潜水艦を察知する。ネットでも同様で、サーバーとの距離なんて目では分からない。その代わりにそのＰｉｎｇを打って距離を測定するということだろう。

「ま、Ｐｉｎｇは単位みたいなもんだからまだ理解できるでしょ。次行くわよ。Ｐｉｎｇはサーバーとクライアントの通信状況を示す数値だけど、ゲームについてもある速さを示す単語があるの。ｆｐｓっていうんだけど」

「えふぴーえす？」と、天てん道どうが小首を傾かしげる。「ファースト・パーソン・シューティングのことではないのか？」

「いや、今回は違うのだ！」と瀬名先生が割り込む。「杉すぎ鹿しかくんがいっているのは、フレーム・パー・セコンドのことだろう！」

「ふ、ふれーむす？　ぱー……せこんど？」

　あまりに聞き覚えのない単語の羅ら列れつに、岸嶺も首を傾げる。

「パー・セコンドというのは分かる」と天道。「PerSecond、ようするに〝毎秒〟のことだろう」

「そうね、訳すなら『一秒あたりのフレーム数』とかになるはずよ。で、これがなんのことかっていうと……。うーん、一度理解すれば簡かん単たんなんだけど、いざ説明するとなると面めん倒どうなのよね」

「いいだろう、ではここは私に任せたまえ！」

　キラッと眼鏡を輝かがやかせたのは、解説好きの瀬名先生である。

「いいかね！　ゲームというものがプログラムで動いているということは諸君も知っていよう！　コンピューターの進歩により、多大な計算を一いつ瞬しゆんでできるようになり、それによってゲームは生まれたのだ！　そしてゲームのプログラムとは、グラフィックの描写、コントローラ情報の入力検知、当たり判定の処理計算など、実に多た岐きにわたる！　こういった処理すべてをまとめてゲームループといい、秒間三〇回ないし六〇回のゲームループを行うことでスムーズなゲームの世界が構築されているのだ！」

「…………え。ええと……」

　先ほどの潜せん水すい艦かんのたとえは分かりやすかったが、今度の解説は専門的過ぎて岸きし嶺みねにもついていけなかった。

「分からないかね？　ではアニメにたとえよう！　アニメというものが何万枚ものセル画を連続撮さつ影えいして作られていることは知っていよう？　アニメでは一秒間に十五枚から二四枚のセル画が使われている！　ゲームも同じように、秒間数十回ものプログラム処理によってグラフィックが描画されているのだ！」

「とにかく、そのゲームループ一回分の処理のことを一フレームっていうのよ。このフレーム数が多ければ多いほど滑なめらかに動いてるように見えるわ。一いつ瞬しゆんで勝負が決まるような格ゲーやＳＴＧなら大抵六〇ｆｐｓで動いてるはずよ。コンピューターの思考時間が長くかかるＳＬＧとかなら、三〇ｆｐｓのゲームもあるけど」

「なるほど。つまりフレーム・パー・セコンドというのは、『一秒間に何回フレームが処理されているか』ということか」

　天てん道どうには理解できているらしく、そんな相あい槌づちを打つ。

「そういうことだ！　ちなみになぜ六〇回が基本かというとだな！　最近のテレビやパソコンモニターが一秒間に画面を更新できる回数というのが大体六〇回だからだ！」

「はあ、なるほど」

　モニターが描画できる回数が秒間六〇回だから、ゲームでも毎秒六〇回の描写がされている。そしてその一回の描写を一フレームというらしい。

「なんとなく分かりました、ｆｐｓがどういうものなのかは」

「本当に分かったの？」と、ジト目で杉すぎ鹿しかに睨にらまれる。「じゃあ問題。一フレームは大体何秒でしょう？」

「え？　え？　え？」

　一瞬混乱しかけた岸嶺だったが、冷静に考えれば難むずかしくはなかった。

「えーと、六〇分の一秒だから、１[image: ]60で……」

「〇・〇一六六六秒……大体〇・〇一七秒といったところか」

　さすがというべきか、天道は一瞬で計算してみせた。

「正解……といいたいところだけど違うのよ。これ実は引っかけ問題なの。ゲームによっては一秒三〇フレームで動くものもあれば六〇フレームで動くものもあるっていったでしょ？　だから『六〇ｆｐｓで動くゲームなら一フレームは大体〇・〇一七秒、三〇ｆｐｓで動くゲームなら〇・〇三三秒』ってのが正解」

「……ご、ごめん。ちょっとついていけなくなってきた」

「ギブアップが早過ぎるわよ！　しょうがないわね、まとめるとこういうことよ。ゲームじゃ一秒間に何十回って決まった回数の処理がされてるってこと」

「そ、そういうことならなんとか。でも、それがゲームに強くなることとどんな関係があるのかが分からないんだけど……」

「基き礎そ用語だからまずここを理解してもらわないと始まらないのよ。じゃあお望み通り本筋に入ってあげるわ。たとえば大勢のゲーマーと一いつ緒しよにゲームをする場合、画面分割とかを別にすれば、基本的に二つしか方法がないでしょ？　物理的に何台ものゲーム機きをケーブルで直接繫つなぐか、インターネットを介して対戦するかのどっちかよ」

「うん、それはそうだね」

「でも、ゲーム機を何台も同じ場所に用意するなんて簡かん単たんじゃないでしょ？　だから一番盛んな対戦方法ってネット対戦なの」

「ああ、この部でもそうだな」と天てん道どうが頷うなずく。「ゲーム機はすべてネットを経由して繫がっている」

「あ、そうなんですか？　同じ部へ屋やに四台もゲーム機があるから、てっきりネットじゃなくて直接繫げてるのかと思ってましたけど」

「ケーブルで繫ぐ方が意外と面めん倒どうだったりするんだ。対応してないゲームもあるしな。その点、ネットなら一度ルーターの設定を済ませてしまえば後あとは簡単だからな」

「ちなみにＪＧＢＣでも同様だぞ！　あの会場には何十台ものゲーム機があるわけだが、あれもすべてネットを介して繫がっているのだ！　その方が参加者の普ふ段だんの環かん境きようを再現できるという理由でな！」

「じゃ、じゃあ……同じ会場にあっても、わざわざどこか遠くのサーバーと通信しながら対戦してるってことですか？」

「そうよ。でもね、どんな環境でもネット対戦になるとある厄やつ介かいなモノがついて回るの。それがラグよ」

「ラグ……」

「遅れとか遅延って意味だと思っていいわ。たとえば……そうね、リアル系のＦＰＳやってるとき、相手より先に撃うったはずなのに、なぜか撃ち負けたりしたって経けい験けんなかった？」

　覚えはあった。

「うん、あったあった。ただ単に銃とか僕の腕が劣ってるせいかと思ったけど」

「ま、あんたの場合そうかもしれないけど、多た分ぶんラグが原因って状況もいくつかあったはずよ。いい？　基本的に一〇人とかでネット対戦をやるときって、一〇人の中の一人ひとりがサーバープログラムを立ち上げて、そこに一〇人全員がクライアントプログラムで繫がるって形になるの。つまりサーバーになった人はサーバープログラムとクライアントプログラムの両方を動かしてるってことになるんだけど」

　杉すぎ鹿しかはホワイトボードに新たな図を描き始めた。

　まず中央に『ＰＣ１クライアント』と書き、その直下に『サーバー』と書く。そして『ＰＣ１』と『サーバー』を赤い線せんで繫つなぐ。

　さらにその周囲に『ＰＣ２クライアント』『ＰＣ３クライアント』『ＰＣ４クライアント』と書き込み、同じく中央の『サーバー』と赤線で繫ぐ。

「これ、どういうことか分かるわね？」

「な、なんとか。つまりＰＣ１がサーバーを立ち上げてて、そこにすべてのプレイヤーがクライアントプログラムで繫がってるってことだよね？」

「そういうこと。このクライアントプログラムは、コントローラの入力情報や移動速度、視し線せんの角度なんかのデータを数フレーム間隔で数フレーム分まとめてサーバーに送り続けてるの。その情報がサーバーで処理されて、その結果がクライアントに返ってきてゲーム画面に反映してるわけ。ま、すべてのＦＰＳがこうってわけじゃないし、格ゲーとかになると毎フレームずっとコントローラの入力情報を送り続けたりするけど。ちょっと岸きし嶺みね？　ちゃんとついてきてる？」

「う、うん、どうにか……」

「ま、いいわ。後でまとめてあげるから」

「しかし、本当にそんなことができるのか？」

　岸嶺と違って話についていけているらしい天てん道どうが、顎あごに手を当てながら訊たずねた。

「数フレーム分まとめてコントローラ情報やキャラの情報を送り続けてるということだが……。それにしたって一〇フレームでも〇・一、二秒ぐらいだろう？　そんな速さでそれだけのデータを送り続けることなんてできるのか？」

「ボタン情報なんて大した情報量ではないぞ！」と瀬せ名な先生。「基本的に一つのボタンはＯＮとＯＦＦだけ管理できるからな、十字キーも含めて十六ビット、つまり二バイトもあれば十六個のボタンを管理できるというわけだ！　アナログスティックやキャラの視線角度が入ってくるともちろんもっと複雑な話になるが、圧あつ縮しゆく技術も発展しているためさらにこの数字は小さくなる！　そして電話線でネットに繫がっていた時代でさえ通信速度は二八八〇〇ｂｐｓ、ましてブロードバンドが発達した今では上がり一〇Ｍｂｐｓを謳うたっているところさえある！　〇・一秒で数バイトの通信など楽勝なのだよ！」

「なるほど、いわれてみれば」

　天道は納得したようだったが、ビットだのバイトだの岸嶺には相変わらずさっぱりだった。

「おっと、岸嶺君、今の話は理解できなくていいぞ！　ようするに世界は常に進歩しているのだということだよ！」

「はあ。そういうことなら分かります」

「でね、ここが一番の話のキモなんだけど。通信速度がどんどん速くなってるのは事実だけど、ネットでデータのやり取りすると物理的にどうしても遅延が生じるのよ。たとえば日本とアメリカなんて、片道大体一万キロ、往復で二万キロあるでしょ？　光の速度で通信したって、一いつ瞬しゆんじゃ済まないのよ」

「そうか。光速が秒速三〇万キロとしても、〇・〇六七秒はラグが発生する計算か」

　天てん道どうはまたも凄すさまじい計算を一瞬でやってのけてみせた。

「そう。六〇ｆｐｓのゲームだと一フレームが〇・〇一七秒だから単純計算で四フレーム分の遅延が出てくるわ。Ｐｉｎｇのときにも話したけど、実際にはモデムとかルーターとか、色んな機き械かいを通して処理されるからもっと遅くなるの。これが一〇フレームぐらいの遅延になってくると、撃うたれたら一瞬で死ぬようなリアル系ＦＰＳじゃ致命的になってくるでしょ？」

　その話には岸きし嶺みねもどうにかついていくことができた。

「うん、そうだね。スナイパーにヘッドショットされたら一発だし」

「だからネットゲームじゃこの物理的なラグに対処するために色んな処理が行われてるわけ。代表的なのが、『サーバープログラム内で未来の世界を構築する』って処理なの」

「み、未来の世界!?」

　いきなりとんでもない話になっていた。

「そう。ちょっとややこしいんだけど、ＦＰＳのサーバープログラムっていうのはクライアントとデータをやり取りして、あたしたちには見えないもう一つのゲーム世界を構築してるのよ。グラフィックの表示がないだけで、後あとはまったく一いつ緒しよ。その世界じゃプレイヤーが操そう作さするキャラがいて、普通にゲームしてるの。しかもその世界は、ほんの数フレームぐらいだけど未来の世界なのよ。時間が先行してるっていった方がいいかしら？　そこにクライアントからコントローラ情報が届くことで、過去が改変……っていうか未来の世界が再構築されて、その結果があたしたちのゲーム画面に反映されるわけ」

　ここで杉すぎ鹿しかは瀬せ名な先生の方を振り返った。

「実地にやってみた方がいいわね。先生、ちょっとゲームの準備してよ。撃たれたらすぐ死ぬリアル系のＦＰＳがいいわ。で、プライベートルーム作ってあたしたちを呼んで」

「うむ、分かった！」

　瀬名先生はてきぱきとゲームを立ち上げ、プライベートルームを作った。

　そこに岸嶺たちが入り、対戦モードを起動させる。

「今、瀬名先生のところでサーバープログラムが動いてるわ。瀬名先生も含めたあたしたち四人がそれぞれクライアントプログラムでそこに繫がってるわけ。ここで、たとえばあたしがキャラを移動させたとすると──」

　杉鹿はまず自分のキャラを動かし、天道のキャラの前まで移動させた。天道の画面には杉鹿が、杉鹿の画面には天道が映っているという状態である。

「いい？　モニターが二つ並んでるからよく分かるはずよ。あたしの画面と天てん道どうの画面をよく見比べてみて」

　杉すぎ鹿しかはちょこんと一いつ瞬しゆんだけ左スティックを前に倒し、キャラを前進させた。

　まず杉鹿の画面で即座にキャラが前進する。そして、それにほんのわずかだが遅れる形で天道の画面内でもキャラが移動する。

「ふむ。杉鹿の画面内ではなんの問題もないが、わたしの画面では少し遅れがあるな。これがラグなのか？」

「そうね。ただし、これでも影えい響きようが最小限になるよう処理されてるラグなんだけど。そのために、サーバーで『未来の世界』が描かれてるわけ。難むずかしい話じゃないのよ。たとえば──」

　と、杉鹿は再びゲーム画面を指差した。

「今ゲームの中じゃみんな動いてないしコントローラからもなにも入力されてないわ。だからサーバープログラム内の未来の世界も、みんなずっと止まったままになってるはずよ。でも、ここであたしがキャラを前進させるとする」

　杉鹿がまたアナログスティックを前に倒す。

「そうするとその情報がサーバーに送られて『過去にキャラが移動してた』ってことになって、未来世界が再計算されて再構築されるのよ。で、その未来の情報が各クライアントに返ってきてゲームに反映されるわけ。数フレーム分の物理的に回かい避ひし得ないラグがあったとしても、サーバープログラムでは常に数フレーム分未来の世界が構築されていて、そこでの結果がクライアントに反映されるから、少なくとも見た目上じゃあんまり遅延は感じられないようになってるわけ。銃を撃うつのも一いつ緒しよよ」

　杉鹿のキャラが天道を一発だけ撃った。

　やはり一瞬遅れてダメージが反映され、天道の画面が赤く光る。

「まず銃を撃ったって信号がサーバーに送られて、未来の世界に反映されて、他ほかのキャラの位置情報と照合をして当たったかどうかを判定してるの。それで当たってるってことが分かったら、サーバーでダメージの処理がされて、ネットを通してまたクライアントに返ってきて、ようやく各プレイヤーの画面にも反映されるの」

「……分かったような分からないような」

　実際、この辺あたりで岸きし嶺みねの理解は限界に達していた。

「うん。わたしも少しこんがらがってきたぞ」

　天道でさえそんなことを言う。

「ま、混乱するのも無理はあるまい！」と瀬せ名な先生。「ようするにこういうことだよ諸君！　ネット対戦では必ず物理的なラグがある！　それに対処……というよりは誤ご魔ま化かすためにサーバー上で未来の世界が描かれ、そこでの計算結果がクライアントに反映される！　だから、自分の見てる画面と他人の画面では差異があるということだ！」

　その要約は、確たしかに少し分かりやすかった。

「それを踏まえてようやく一番最初の天てん道どうの疑問に戻るのよ」

「ああ、つまり指切りで敵を倒すときの話だな？」

「ようするにこういうことなのよ。完全に停止してるときに敵に撃うたれて慌てて動き出そうとしても、そのコントローラ情報が『サーバーに送られて』『未来の世界で処理されて』『その結果がゲームに反映されるまで』に結構な時間がかかるわけ。だから、結けつ論ろんをいうとこういうことになるの。『停止状態から動き出すには自分の画面に見えている以上に時間がかかってる』ってね」

　ここで杉すぎ鹿しかは呼吸を整ととのえるように大きく息を吸った。

「あーもう、長かったけど、結局この一言に集約されるのよ。『敵に撃うたれてから回かい避ひしても遅い』ってね」

「そういうことか」

　と、どこか感慨深く天道は頷うなずいた。

「そういえば敵に撃たれて物陰に隠れたにもかかわらず、そのまま死ぬということがよくあったな。バグじゃないかと思ったほどだが……」

「それこそまさに杉鹿くんが解説してくれた現象だ！　つまり撃たれて慌てて移動しようとしたものの、そのパッド情報がサーバープログラムに届いて世界が更新される前に、サーバー上で撃たれたという判定が行われて死んだということなのだ！」

「……分かるような分からないような」

　一方、岸きし嶺みねは相変わらず首を傾かしげ気味だった。

「まだわかんないの？　とにかく、一度でも動きを止めると、自分の画面で見えている以上に他ほかのプレイヤーには止まって見えるってことよ。止まってる敵なんていい的まとでしかないでしょ？　それを防ぐには、極力動きを止めないこと、動きを遅くするような動作は極力避けることが大事なの。理屈は分からなくてもそれだけ理解してればいいわ」

「あ、うん、そこまで要約されればどうにか分かったよ」

「しかも通信のラグって、なにかのきっかけで簡かん単たんに大きくなるわ。もしどこかで通信遅延が起こればたちまち大きなラグも生まれるし。そのラグがあまりに大きい、つまりＰｉｎｇが悪いようだと、相手より先に撃ったのに殺された、なんて現象が発生するのよ」

「ようするに、相手とまったく同じタイミングで撃ち合ったとしたら、勝つのは──Ｐｉｎｇがいい方ということか？」

　天道の疑問に、杉鹿は頷く。

「ま、そういうことね。Ｐｉｎｇが悪い側はサーバーからのデータが届く間隔も開いちゃうから、ゲームの更新も飛び飛びになるわ。そうなると多た分ぶん……プログラムの処理にもよるだろうけど、他ほかのプレイヤーキャラが瞬しゆん間かん移動してるように見えたり、とにかく不利なことばかりになるはずよ」

「それは致命的だね……。じゃあ、今僕たちの中では、サーバーをやってる瀬せ名な先生が一番有利ってこと？」

「基本的にはそうだな！」と瀬名先生。「もっとも、私のクライアントプログラムにはその辺あたりのことを考こう慮りよして補正がかけられてるはずだ！　それに、ＪＧＢＣのような大会ならば通信環かん境きようが安定してるゆえ、その辺は考慮しなくてもいいようになっているはずだ！」

「それでも物理的なラグがある分、動作の反映が遅いのは間違いないわ。スナイパーや待ち伏せをやらなきゃいけない状況なら仕方ないけど、動き回る方が有利には違いないわ。長々と理屈を説明したけど、結局はそういうことよ」

「そうか。だからＦＰＳって敵陣に切り込むアタッカーが最強っていわれるのかな？」

「ま、一因はあるでしょうね。とにかく、これであたしの座学は終わり。理屈も知っておくにこしたことはないけど、それだけで強くなれるほどゲームは甘くないわ。さ、そろそろゲームしましょ」

「そうだな。では杉すぎ鹿しかの話を実践するためにも、今日きようも本格的に部活を始めるとしよう」

　こうして、岸きし嶺みねたちは残る時間を使ってＦＰＳに励むこととなる。

　この後、岸嶺はアタッカーとしてＪＧＢＣで名を馳はせることになるのだが、それはまた別の話である。
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師走しわすトオル

最近びっくりしたこと。

ゲーマーにとって長年の謎だった「はいだらー！」の意味が、「はげしく　いけいけ　だめでも　らららららー！」の略だったこと。
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八はっ宝ぽう備び仁じん

月の大きさが変わって見えるのって、気のせいかなと思ってましたが、ホントに変わってました！　最大８％の違いらしいです。……まあ、あまりピンと来ませんが、お恥ずかしながら最近知りまして、目からウロコでした。
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